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名古屋城天守考・天守はなぜ高いのか

〈史料紹介〉名古屋城天守宝暦大修理関係史料と「仕様之大法」

名古屋城旧本丸御殿障壁画「雪中梅竹鳥図」の復元模写について

〈資料紹介〉名古屋城二之丸庭園出土の実包について

名古屋城天守石垣の基本構造について－詳細調査の観察から予察へ－

宝暦大修理の石垣遣り形図にあらわされた石垣勾配に関する検討

名古屋城石垣調査の現状と課題　― 天守台周辺石垣調査を中心に ―
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頁および段 行 誤 正

9頁下段 15行目 天守上階 天守最上階

14頁上段 21行目

西南戦争では城内の一部に同

じ高さの段山（西に隣接）か

ら熊本城を砲撃した。

西南戦争で薩軍は祇園山（花

岡山）や四方池の台地（天守

台との距離は約2㎞）から熊

本城を砲撃した。

20頁下段 19行目 階段や 《削除》

27頁下段 10行目 鉄砲は撃てないので 鉄砲は撃たないとして

43頁上段 8行目 三百目の方 三百目の砲

『名古屋城調査研究センター研究紀要』第1号　正誤表

※『名古屋城調査研究センター研究紀要』第1号に、上記のとおり誤りがございました。

お詫びして訂正いたします。



� 名古屋城調査研究センター研究紀要　第１号（2020 年）　

名
古
屋
城
天
守
宝
暦
大
修
理
関
係
史
料
と
「
仕
様
之
大
法
」
（
木
村
・
堀
内
・
武
田
）　

口
絵

口絵１−１　御天守御修復取掛りより惣出来迄仕様之大法　表紙

名古屋城総合事務所蔵

口絵１− 2　同　冒頭

口絵１− 3　同　奥書
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口絵２−１　水積墨引　一

名古屋城総合事務所蔵

口絵２−３　水積墨引　三

名古屋城総合事務所蔵

口絵２−２　水積墨引　二

名古屋城総合事務所蔵

口絵２−４　水積墨引　三（付箋を上げた状態）

名古屋城総合事務所蔵



� 名古屋城調査研究センター研究紀要　第１号（2020 年）　

名
古
屋
城
天
守
宝
暦
大
修
理
関
係
史
料
と
「
仕
様
之
大
法
」
（
木
村
・
堀
内
・
武
田
）　

口
絵

口絵３−１　遣方北方（西ヶ輪屋り形北面）

名古屋城総合事務所蔵

口絵３−２　遣方西方（北ヶ輪屋り形西面）

名古屋城総合事務所蔵



�

口絵４　遣方勾配寸尺之図（屋り形之図）

名古屋城総合事務所蔵

口絵５　御石垣屋り方図

個人蔵



� 名古屋城調査研究センター研究紀要　第１号（2020 年）　

名
古
屋
城
天
守
宝
暦
大
修
理
関
係
史
料
と
「
仕
様
之
大
法
」
（
木
村
・
堀
内
・
武
田
）　

口
絵

口絵６−１　御天守御修復仕様妻之方ヨリ見渡之図

名古屋城総合事務所蔵

口絵６−２　御天守御修復仕様平之方ヨリ見渡之図

名古屋城総合事務所蔵



�

口絵７−１　銅葺野地之図

名古屋城総合事務所蔵

口絵７−２　銅葺野地之図

名古屋城総合事務所蔵



� 名古屋城調査研究センター研究紀要　第１号（2020 年）　

名
古
屋
城
天
守
宝
暦
大
修
理
関
係
史
料
と
「
仕
様
之
大
法
」
（
木
村
・
堀
内
・
武
田
）　

口
絵

口絵８　御深井丸内諸御役人詰所御作事本〆所諸番所取建方指図

名古屋城総合事務所蔵



�

名
古
屋
城
旧
本
丸
御
殿
障
壁
画
「
雪
中
梅
竹
鳥
図
」
の
復
元
模
写
に
つ
い
て
（
近
藤
）　

口
絵

欠損部

残存部

口絵９−２口絵 10−２

口絵 9―1　雪中梅竹鳥図　狩野探幽筆　重要文化財　名古屋城総合事務所蔵

口絵 10―1　雪中梅竹鳥図復元模写　名古屋城本丸御殿復元模写共同体　名古屋城総合事務所蔵
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名
古
屋
城
天
守
考
・
天
守
は
な
ぜ
高
い
の
か

服
部
　
英
雄

着
眼
点
・
要
旨

　
名
古
屋
城
天
守
は
な
ぜ
築
か
れ
た
の
か
。
な
ぜ
あ
れ
ほ
ど
の
高
さ

が
必
要
だ
っ
た
の
か
。

　

現
存
櫓
に
狭
間
が
み
ら
れ
な
い
が
、
各
資
料
か
ら
、
名
古
屋
城
の
塀
、

多
門
、
櫓
に
は
必
ず
狭
間
が
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
名
古
屋
城

の
建
物
は
全
て
軍
事
性
を
備
え
て
い
る
。
破
風
は
射
撃
位
置
を
前
進

さ
せ
る
。
射
角
・
視
野
が
屋
根
に
遮
ら
れ
な
い
た
め
の
施
設
で
、
こ

れ
ま
で
の
研
究
者
が
い
う
「
飾
り
」
で
は
な
い
。

　

姫
路
城
・
松
江
城
そ
し
て
名
古
屋
城
天
守
の
階
段
上
に
は
蓋
が
あ

る
。
名
古
屋
城
の
場
合
は
天
守
全
階
段
の
上
に
引
戸
蓋
（「
這
戸
」）

が
あ
っ
た
。
非
常
時
に
は
施
錠
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
引
戸
蓋
を

閉
め
れ
ば
下
か
ら
の
敵
を
阻
止
で
き
る
が
、
下
に
い
る
敵
を
攻
撃
は

で
き
な
い
。
け
れ
ど
も
名
古
屋
城
天
守
で
は
四
階
床
に
石
落
と
し
（
武

者
返
し
・
槍
狭
間
）
が
あ
っ
た
の
で
、
三
階
か
ら
階
段
を
登
っ
て
蓋
を

押
し
開
こ
う
と
す
る
敵
は
攻
撃
さ
れ
た
。
名
古
屋
城
天
守
は
究
極
の

軍
事
施
設
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
絶
望
的
な
事
態
に
至
る
以
前
に
、

戦
局
を
好
転
さ
せ
る
こ
と
が
本
来
の
使
命
で
、
起
死
回
生
装
置
で
あ
っ

た
。

　

焼
失
し
た
国
宝
天
守
お
よ
び
各
櫓
の
構
造
・
様
式
、
そ
し
て
各
地
の

城
の
天
守
と
の
比
較
研
究
か
ら
、
天
守
の
使
命
・
役
割
と
は
何
か
を

具
体
的
に
考
え
た
。
天
守
は
最
上
階
（
五
階
）
と
そ
れ
よ
り
下
層
階

（
四
階
よ
り
下
）
の
構
造
が
異
な
っ
て
い
る
。
下
層
の
階
は
防
御
を
重

視
し
て
壁
面
を
多
く
す
る
が
、
最
上
階
は
逆
に
壁
を
少
な
く
し
た
り
、

あ
る
い
は
な
く
し
た
。
高
さ
が
防
御
と
な
っ
て
、
攻
撃
に
専
念
す
る
。

最
上
階
が
柱
の
み
の
吹
き
放
ち
（
壁
な
し
の
空
間
）
に
な
っ
て
い
る
天

守
は
、
熊
本
城
・
松
江
城
ほ
か
多
い
。
名
古
屋
城
天
守
や
姫
路
城
天
守

最
上
階
に
壁
は
あ
る
も
の
の
、
窓
は
四
面
い
っ
ぱ
い
に
連
続
し
、
格
子

が
な
か
っ
た
。
壁
の
な
い
連
続
窓
な
ら
ば
、
窓
板
を
外
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
窓
面
積
は
倍
に
な
り
、
二
倍
の
人
員
が
銃
を
撃
て
る
。
か
つ
砲

撃
後
に
建
物
内
に
残
る
硝
煙
を
迅
速
に
排
気
で
き
る
。
格
子
が
は
ま
っ

て
い
る
と
、
サ
イ
ズ
が
ま
ち
ま
ち
で
口
径
も
大
き
な
大
筒
が
使
用
で

き
ず
、
射
撃
角
度
も
制
約
さ
れ
る
。
だ
か
ら
格
子
は
な
か
っ
た
。

　
『
金
城
温
古
録
』
は
、
天
守
は
大
筒
砲
台
で
あ
る
と
明
記
す
る
。
天

守
四
層
以
下
の
壁
の
な
か
に
、四
寸
（
12
㎝
）
厚
の
樫
板
製
防
弾
壁
（
樫

中
込
厚
板
）
が
あ
る
。
砲
撃
戦
を
想
定
し
て
い
た
。

　

天
守
上
階
も
清
洲
櫓
・
未
申
櫓
の
最
上
階
窓
も
連
続
窓
で
、
か
つ
格

子
が
な
か
っ
た
。
清
洲
櫓
・
未
申
櫓
そ
し
て
西
之
丸
月
見
櫓
に
は
窓
台

（
窓
の
高
さ
に
同
じ
台
座
）
が
あ
り
、
天
守
の
場
合
、
四
隅
に
四
脚
が

置
か
れ
て
い
た
。
戦
時
に
は
補
助
の
砲
座
に
な
る
。

　

天
守
の
四
面
に
置
く
大
筒
は
百
匁
玉
か
二
百
匁
玉
の
銃
砲
だ
っ
た
。

安
永
年
間
以
降
に
作
成
さ
れ
た
大
筒
配
置
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
図
「
御

城
郭
之
図
」（
仮
称
「
大
筒
配
置
図
」、
徳
川
美
術
館
蔵
）
に
は
各
櫓
・

多
門
と
天
守
内
部
ほ
か
に
配
置
す
る
遠と

お

町ま
ち

台だ
い

居す
え

筒
・
芝
付
・
子は

ら

か

ん

母
炮
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な
ど
の
大
筒
が
明
記
さ
れ
る
。

　

絵
図
に
見
る
大
筒
配
置
は
安
永
期
以
降
に
新
た
に
構
想
さ
れ
た
も

の
で
は
な
い
。
慶
長
築
城
段
階
か
ら
大
型
砲
の
使
用
を
前
提
に
し
て

い
た
。
江
戸
後
期
に
構
想
が
拡
大
さ
れ
た
。
最
上
階
窓
の
窓
板
を
外

せ
ば
大
型
砲
の
使
用
が
可
能
な
空
間
構
造
に
な
る
。
最
大
最
強
の
大

筒
櫓
が
天
守
五
階
で
あ
る
。

　

砲
弾
戦
で
は
高
い
位
置
か
ら
の
射
撃
が
必
ず
勝
つ
。
城
内
で
最
も
高

い
位
置
に
あ
る
天
守
は
、
そ
の
高
さ
ゆ
え
に
攻
撃
に
も
、
防
備
に
も
勝

る
巨
大
堡
塁
で
あ
る
。
高
さ
に
よ
る
攻
撃
は
、包
囲
す
る
敵
に
対
し
て
、

よ
り
長
い
射
程
距
離
と
、
加
速
さ
れ
る
落
下
重
力
に
よ
っ
て
、
強
固

な
破
壊
力
を
持
っ
た
。
高
さ
、
す
な
わ
ち
三
次
元
の
縄
張
り
で
あ
る
。

　

ま
た
名
古
屋
城
水
堀
の
最
大
の
弱
点
は
辰
ノ
口
大
樋
、
筋
違
橋
で

あ
り
、
敵
の
掘
削
に
よ
っ
て
水
が
抜
か
れ
る
こ
と
か
ら
防
衛
す
る
必

要
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
土
居
上
の
西
之
丸
月
見
櫓
や
、
清
洲
櫓

最
上
階
か
ら
、
堀
幅
を
超
え
る
射
程
を
も
つ
銃
砲
を
使
用
し
た
。

名
古
屋
城
天
守
考
・
天
守
は
な
ぜ
高
い
の
か
（
目
次
）

着
眼
点
・
要
旨

は
じ
め
に

Ａ　

櫓
に
狭
間
は
あ
っ
た
の
か

Ａ
―
１　

清
洲
櫓
（
御
深
井
丸
三
階
櫓
・
戌
亥
櫓
）
と
接
続
の
土
塀
か

ら狭
間
の
形
状　

射
程
距
離　

清
洲
櫓
の
特
色
・
連
続
窓
・
無

格
子

Ａ
―
２　

本
丸
辰
巳
櫓
か
ら

Ａ
―
３　

本
丸
南
馬
出
多
門
の
古
写
真
と
、『
金
城
温
古
録
』
の
記
述

Ｂ　

関
連
す
る
櫓
、
小
天
守
、
お
よ
び
橋
台
な
ど

Ｂ
―
１　

本
丸
未
申
櫓
の
特
異
性

Ｂ
―
２　

小
天
守
の
防
御
性

雁
木　

石
落
と
し　

狭
間

Ｂ
―
３　

橋
台
と
剣
塀
隠
し
狭
間
ほ
か

Ｃ　

御
天
守
を
考
え
る

Ｃ
―
１　

御
天
守
の
防
御
性

黄
金
水　

石
落
と
し
・
武
者
返
し　

隠
し
狭
間　

格
子
（
け
ん
ど
ん
式
）　

破
風　

階
段
上
の
引
戸
蓋
（
這
戸
）　

石
落
と
し
（
矢
狭
間
）　

外
壁
防
弾
厚
板
（
樫
中
込
厚
板
）

Ｃ
―
２　

な
ぜ
御
天
守
五
層
窓
に
は
格
子
そ
し
て
窓
壁
が
な
い
の
か

窓
も
壁
も
な
い
吹
き
放
ち
天
守
最
上
階

熊
本
城　

松
江
城　

福
山
城
・
萩
城
ほ
か

連
続
窓
タ
イ
プ
の
天
守
最
上
層
・
姫
路
城
天
守
と
の
類
似
性

連
続
窓
の
意
義
・
意
味　

窓
台

水
堀
で
あ
る
外
堀
の
弱
点

Ｃ
―
３　

御
天
守
窓
は
巨
大
な
大
筒
台

石
火
矢
台
・
大
筒
狭
間
の
あ
る
城　

砲
座
の
高
さ　
『
金
城

温
古
録
』
の
証
言　

多
様
な
口
径　

清
洲
櫓
、
未
申
櫓
、
西

ノ
丸
月
見
櫓
と
砲
台

Ｄ　

徳
川
美
術
館
蔵
「
御
城
郭
之
図
」（
仮
称
「
大
筒
配
置
図
」）
に
見
る

大
砲
戦
術
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

「
子は

ら
か
ん

母
炮
打
」
道
元
弁
助
の
証
言

各
種
砲　

芝
付
・
台
居
遠
町
筒
ほ
か　

百
目
・
二
百
目
の
特

性　

名
古
屋
城
の
大
筒

Ｅ　

縄
張
り
の
求
心
性

む
す
び
に
か
え
て
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図 0―1　清洲櫓（西北隅櫓）
最上階と石落とし上が連続窓（窓の隣は窓）で格子がない。ほかは非連続窓（窓の隣は壁）
で格子がはまる。

図 0―2　本丸未申櫓（西南隅櫓）
　　　　  窓の形状は石落としを除いて清洲櫓にほぼ同じ。
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は
じ
め
に

　

本
稿
は
屈
指
の
名
城
で
あ
る
名
古
屋
城
と
、
そ
の
天
守
の
本
質
と
特

色
・
個
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
用
意
し
た
試
論
で
あ
る
。

　

天
守
は
政
治
権
力
の
象
徴
と
し
て
建
設
さ
れ
た
。
い
っ
ぽ
う
軍
事
施
設

と
し
て
の
最
高
到
達
点
で
も
あ
っ
た
。
姫
路
城
天
守
を
見
る
場
合
、
多

く
の
人
は
白
亜
の
美
と
巨
大
さ
に
圧
倒
さ
れ
る
。
富
と
権
力
を
得
た
も
の

は
、
だ
れ
し
も
こ
の
よ
う
な
建
物
を
建
て
、
領
民
に
力
を
見
せ
つ
け
よ
う

と
し
た
で
あ
ろ
う
。
名
古
屋
城
の
金
の
鯱
こ
そ
、
そ
の
究
極
に
あ
っ
た
。

豪
華
さ
と
富
を
、
領
民
も
ま
た
誇
示
し
た
。
そ
の
政
治
性
は
明
ら
か
で
あ

る
。

　

い
っ
ぽ
う
姫
路
城
天
守
の
壁
に
無
数
に
配
置
さ
れ
た
鉄
砲
狭
間
（
銃

眼
）
が
、
ま
さ
し
く
自
分
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
な
ら
ば
、
軍

事
施
設
・
要
塞
で
あ
る
こ
と
を
実
感
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

城
の
設
計
者
は
、
戦
場
と
な
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
。
凄
惨
な
戦
い

で
生
き
る
か
死
ぬ
か
、
勝
つ
か
負
け
る
か
。
そ
の
思
想
は
現
代
に
は
ほ
と

ん
ど
伝
わ
ら
な
い
し
、
理
解
も
さ
れ
て
い
な
い
が
、
名
古
屋
城
の
建
物
、

と
り
わ
け
天
守
の
遺
構
（
歴
史
資
料
）
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

名
古
屋
城
天
守
こ
そ
は
最
強
の
要
塞
で
あ
っ
た
。

　

関
ヶ
原
合
戦
に
際
し
大
垣
城
で
籠
城
戦
が
あ
り
、
天
守
は
司
令
塔
に
な

り
、
か
つ
最
も
安
全
な
場
所
と
し
て
、
婦
女
子
が
入
り
、
武
器
修
理
の
工

場
に
な
っ
た
。「
お
あ
ん
物
語
」
に
よ
れ
ば
、
の
ち
に
「
お
あ
む
さ
ま
」

と
呼
ば
れ
た
十
六
歳
前
後
の
少
女
は
大
垣
城
天
守
に
入
っ
て
、
多
く
の
女

性
た
ち
と
鉄
砲
玉
を
鋳
る
作
業
に
従
事
し
た
（『
金
城
温
古
録
』
に
も
引

用
、
一
―
二
九
八
頁
）。

　
『
金
城
温
古
録
』
は
建
物
内
部
に
も
桝（

升
形
）形

、
門
を
持
つ
天
守
は
す
な
わ

ち
「
一
城
」
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
（
同
上
頁
）。
天
守
は
そ
れ
自
体
で

独
立
し
た
城
に
な
る
。
天
守
は
ま
さ
し
く
城
の
な
か
の
城
で
、
そ
れ
に
ふ

さ
わ
し
い
軍
用
施
設
を
備
え
て
い
た
。

　

名
古
屋
城
築
城
の
頃
に
、
徳
川
二
百
六
十
年
の
太
平
を
予
測
し
た
も
の

は
一
人
と
し
て
い
な
い
。
天
下
を
取
り
な
が
ら
、
織
田
も
豊
臣
も
わ
ず
か

一
代
で
そ
の
座
か
ら
蹴
落
と
さ
れ
た
。
そ
の
記
憶
し
か
な
か
っ
た
だ
ろ

う
。
い
つ
の
時
代
で
あ
っ
て
も
、
ど
こ
で
あ
っ
て
も
、
反
主
流
派
は
必
ず

い
て
、
敵
は
常
に
発
生
す
る
。
家
康
も
最
大
限
に
警
戒
し
て
い
た
。
後
世

の
敵
に
備
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　

城
は
攻
め
る
側
が
い
て
、
守
る
側
が
い
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
。
攻
城

側
は
守
城
側
の
弱
点
を
調
べ
抜
い
た
。
完
璧
な
城
は
な
い
。
守
る
側
は
当

然
自
ら
の
弱
点
は
知
悉
し
て
い
る
か
ら
、
予
め
そ
れ
を
補
う
防
御
の
仕
組

み
を
用
意
し
て
い
た
。
城
を
研
究
す
る
上
で
は
、
攻
守
双
方
の
視
点
が
必

要
だ
。
そ
れ
を
欠
く
な
ら
ば
、
城
郭
研
究
と
は
い
え
な
い
。

　

本
稿
で
は
軍
事
施
設
と
し
て
の
城
と
い
う
視
点
に
た
っ
て
、
こ
れ
ま
で

ほ
と
ん
ど
議
論
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
名
古
屋
城
と
天
守
の
本
質
的
価
値

を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

　

な
お
は
じ
め
に
用
語
に
つ
い
て
見
て
お
く
。

　

天
守
に
は
御
天
守
と
小
天
守
が
あ
っ
た
（『
金
城
温
古
録
』
一
―

二
一
九
頁
図
）。
同
書
御
天
守
編
冒
頭
（
序
文
相
当
）
に
は
、「
天
守
の

名
は
一
に
し
て
、
其
実
は
二
楼
を
建
る
の
法
有
り
、
名
付
け
て
大
天
守
・

1
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小
天
守
と
い
ふ
」
と
あ
る
。
大
に
ヲ
ホ
（
オ
ウ
）、
小
に
コ
と
読
み
仮
名

を
振
る
（
蓬
左
文
庫
本
は
「
オ
ウ（

ホ
）

」、「
コ
」、
鶴
舞
図
書
館
本
「
ヲ
ホ
」、

「
コ
」、
刊
本
は
後
者
を
踏
襲
〈
一
―
二
一
六
頁
〉）。

図
１
―
１　

金
城
温
古
録　

第
９
冊　

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵

図
１
―
２　

金
城
温
古
録　

第
９
冊　

名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
蔵

　

よ
っ
て
ダ
イ
テ
ン
シ
ュ
で
は
な
く
オ
オ
テ
ン
シ
ュ
で
あ
り
、
シ
ョ
ウ
テ

ン
シ
ュ
で
は
な
く
コ
テ
ン
シ
ュ
で
あ
る
。
ま
た
御
天
守
・
小
天
守
と
い
う

表
記
は
無
数
に
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
大
天
守
と
い
う
表
現
は
上
記
の
ほ
か
に

一
例
が
あ
る
。
小
天
守
の
項
に
「
小
天
守
・
大
天
守
と
も
に
御
鍵
奉
行
御

預
之
」
と
あ
る
（
一
―
二
二
〇
頁
）、
と
こ
ろ
が
大
天
守
は
名
古
屋
叢
書

の
誤
記
ら
し
く
、
東
洋
文
庫
本
で
は
「
小
天
守　

御
天
守
」
で
あ
っ
て
、

御
天
守
に
は
敬
称
と
し
て
の
闕
字
さ
え
あ
る
（
栗
本
規
子
氏
調
査
に
よ

る
）。
よ
っ
て
本
来
は
大
天
守
で
は
な
く
、「
御
天
守
」
表
記
で
あ
る
。『
金

城
温
古
録
』
に
お
け
る
大
天
守
表
記
は
事
実
上
一
例
の
み
で
、
そ
れ
も
一

般
論
を
語
っ
た
も
の
ら
し
い
。
尾
張
藩
で
は
御
天
守
が
呼
称
で
あ
っ
た
。

　

五
層
の
建
物
だ
け
が
「
御
天
守
」、
つ
ま
り
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
天
守
で

あ
っ
た
。
小
天
守
と
は
い
う
が
、
御
天
守
付
属
櫓
と
い
う
べ
き
も
の
で
、

そ
れ
自
体
に
天
守
の
風
格
は
な
い
。
熊
本
城
は
当
初
は
天
守
の
み
で
小
天

守
は
の
ち
に
な
っ
て
建
設
さ
れ
た
。
江
戸
時
代
の
史
料
で
は
や
は
り
「
御

天
守
」
だ
が
（「
御
天
守
方
御
間
内
之
図
」
ほ
か
）、「
大
御
天
守
」、「
小

御
天
守
」
と
い
う
表
記
も
あ
っ
た
（
御
城
内
御
絵
図
、
以
上
は
『
特
別
史

跡
熊
本
城
跡
総
括
報
告
書 

歴
史
資
料
編 

絵
図
・
地
図
・
写
真
』
熊
本
市

熊
本
城
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
九
年
）。

　

本
稿
で
は
櫓
ほ
か
の
建
物
に
つ
い
て
は
、原
則
と
し
て
『
金
城
温
古
録
』

の
呼
称
に
準
拠
し
た
。
文
化
財
指
定
名
称
と
は
異
な
る
。
文
化
財
は
離
宮

時
代
の
呼
称
の
踏
襲
の
よ
う
だ
。
御
深
井
丸
三
階
櫓
に
つ
い
て
の
み
は
、

清
洲（

須
）

櫓
の
呼
称
が
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
熊
本
城
宇
土
櫓
と
同

等
の
歴
史
的
感
覚
を
含
む
こ
と
を
考
慮
し
た
（
御
深
井
丸
三
階
櫓
・
戌
亥

櫓
・
清
洲
櫓
）。
清
洲
櫓
と
い
う
呼
称
は
『
金
城
温
古
録
』
が
引
用
す
る
『
雑

聞
集
』
に
み
え
る
。

　

な
お
、
天
守
閣
と
い
う
言
葉
は
『
金
城
温
古
録
』
で
は
著
者
奥
村
得
義

は
使
っ
て
い
な
い
。「
天
守
閣
か
ら
の
眺
望
の
図
」
と
い
う
注
は
刊
本
に

あ
る
け
れ
ど
、
奥
村
得
義
の
段
階
に
は
な
か
っ
た
文
で
あ
る
。
ほ
か
紀
州

若
山
城
に
つ
い
て
「
天
主
閣
二
つ
有
之
」
と
あ
る
（
一
―
三
〇
七
頁
）。

柳
川
春
三
（
一
八
三
二
〜
七
〇
）
の
書
簡
引
用
中
に
見
え
る
も
の
で
、
柳

川
は
尾
張
洋
学
館
出
身
、
の
ち
江
戸
で
開
成
所
教
授
に
な
っ
た
。
中
外
新

聞
を
発
行
す
る
な
ど
、
新
社
会
に
敏
感
で
あ
っ
た
。
奥
村
本
人
は
「
若
山

御
城
・
御
天
守
」
と
し
て
い
る
（
同
頁
）。
ほ
か
『
尾
張
名
所
図
会
』
前
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編
巻
一
（
天
保
十
五
年
〈
一
八
四
四
〉
刊
）
に
「
五
重
の
天
守
閣
」
と
見

え
る
。
江
戸
後
期
に
な
っ
て
使
わ
れ
だ
し
た
も
の
か
。
本
稿
で
は
近
世
を

通
じ
て
、
尾
張
藩
内
で
の
一
般
的
使
用
と
は
考
え
に
く
い
天
守
「
閣
」
と

い
う
言
葉
は
、
歴
史
用
語
と
し
て
使
用
し
な
い
。

Ａ 

櫓
に
狭
間
は
あ
っ
た
の
か

　

城
の
基
本
は
高
い
位
置
に
あ
る
障
壁
と
そ
の
壁
の
隙
間
か
ら
の
射
撃

で
あ
る
。
日
本
で
も
中
国
で
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
変
わ
ら
な
い
。
高
い
位

置
、
つ
ま
り
高
さ
は
攻
め
て
く
る
敵
の
武
器
使
用
を
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に

す
る
。
投
石
・
弓
矢
・
そ
し
て
鉄
砲
、
こ
れ
ら
の
武
器
は
高
い
位
置
に
い

て
、
重
力
を
味
方
に
で
き
る
守
備
側
の
み
が
使
え
る
。
下
か
ら
の
弓
や
鉄

砲
は
、
打
て
た
と
し
て
も
威
力
は
激
減
、
殺
傷
能
力
は
な
く
な
る
。
低
い

位
置
に
い
る
攻
撃
側
は
重
力
の
た
め
武
器
が
使
え
な
い
。
高
い
位
置
か
ら

は
威
力
を
倍
加
で
き
る
。
城
は
山
に
築
か
れ
、
平
城
の
場
合
は
石
垣
と
建

物
で
高
さ
を
作
っ
た
。

　

城
の
高
さ
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
攻
城
側
が
同
じ
高
さ
を
人
為
的
に
構

築
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
築
山
・
井
楼
が
そ
れ
で
島
原
の
乱
で
の
原
城
攻

城
図
（
諸
藩
が
作
成
、
例
え
ば
柳
川
藩
作
成
の
も
の
は
『
柳
川
市
史
』
絵

図
地
図
編
所
収
）
に
描
か
れ
て
い
る
。
大
坂
冬
の
陣
で
も
三
間
の
高
さ
の

築
山
か
ら
大
砲
を
撃
っ
て
い
る
（
後
述
・
本
稿
34
頁
）。
大
砲
の
射
程
距

離
が
伸
び
た
戊
辰
戦
争
で
は
、（
会
津
）
若
松
城
天
守
よ
り
も
高
い
小
田

山
（
一

・
二
キ
ロ
東
）
か
ら
砲
撃
し
た
り
、
西
南
戦
争
で
は
城
内
の
一
部

に
同
じ
高
さ
の
段
山
（
西
に
隣
接
）
か
ら
熊
本
城
を
砲
撃
し
た
。

　

城
内
で
最
も
高
い
建
物
が
天
守
で
あ
る
。
高
さ
・
重
力
を
利
用
し
た
攻

撃
は
天
守
に
お
い
て
最
大
の
効
果
を
発
揮
し
た
。

　

名
古
屋
城
天
守
に
は
四
層
ま
で
各
階
に
隠
し
狭
間
が
あ
っ
た
。
壁
に
塗

り
込
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
外
観
写
真
に
は
写
ら
な
い
が
、
内
側
か
ら
撮

影
さ
れ
た
ガ
ラ
ス
乾
板
写
真
に
詳
細
が
残
さ
れ
て
い
る
（
後
掲
図
６
）。

し
か
し
な
が
ら
現
存
す
る
重
要
文
化
財
の
名
古
屋
城
三
櫓
、
御
深
井
丸
三

階
櫓
（
清
洲
櫓
）・
本
丸
未
申
櫓
（
西
南
隅
櫓
）・
同
辰
巳
櫓
（
東
南
隅
櫓
）

に
は
基
本
要
素
た
る
狭
間
が
見
ら
れ
な
い
。

　

Ａ
―
１
清
洲
櫓
（
御
深
井
丸
三
階
櫓
・
戌
亥
櫓
）
と
接
続
の
土
塀
か
ら

　

清
洲
櫓
は
御
深
井
丸
三
階
櫓
で
あ
る
。
名
古
屋
城
全
体
か
ら
も
戌
亥
に

位
置
す
る
隅
櫓
で
あ
る
。
ま
ず
こ
の
清
洲
櫓
ほ
か
各
櫓
に
は
狭
間
が
あ
っ

た
の
か
、
な
か
っ
た
の
か
、
を
検
討
し
よ
う
。

　

現
在
、
一
般
的
に
は
名
古
屋
城
の
櫓
に
は
狭
間
が
な
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
よ
う
だ
（
関
係
者
へ
の
聞
き
取
り
・
Ｅ
メ
ー
ル
取
材
に
よ
る
）。

現
物
に
痕
跡
が
な
い
し
、
古
写
真
で
も
三
つ
の
櫓
に
狭
間
は
写
っ
て
い
な

い
。
銃
撃
し
た
場
合
の
排
煙
が
む
ず
か
し
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
っ

た
意
見
も
聞
く
。
し
か
し
な
が
ら
古
写
真
（
徳
川
義
崇
監
修
・
徳
川
林

政
史
研
究
所
編
『
写
真
集　

尾
張
徳
川
家
の
幕
末
維
新
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
四
年
、
六
九
〜
七
一
頁
）
が
あ
っ
て
、
清
洲
櫓
に
は
東
と
南
に
土

塀
が
接
続
し
て
お
り
、
そ
の
塀
に
は
狭
間
が
切
っ
て
あ
っ
て
、
形
状
は
丸

と
長
方
形
で
あ
る
（
図
２
）。
櫓
か
ら
東
に
、
丸
・
長
方
形
・
丸
・
丸
・
丸
・

長
方
形
と
な
っ
て
い
る
。

　
『
金
城
温
古
録
』
に
も
こ
の
塀
と
狭
間
が
描
か
れ
て
い
る
（
二
―

2
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三
八
八
頁
）。
西（
右
）か
ら
丸
・

長
方
形
・
丸
・
丸
（
そ
の
左
は

図
が
途
切
れ
る
）、
と
続
い
て

い
る
。
西
面
図
に
も
狭
間
が
あ

り
、
丸
・
丸
・
丸
・
長
方
形
、

丸
・
丸
・
石
落
と
し
（
側
面
に

丸
）、
丸
・
長
方
形
と
連
続
す

る
。
西
面
の
写
真
は
露
出
オ
ー

バ
ー
に
な
っ
て
お
り
、
狭
間
の

形
状
が
写
っ
て
お
ら
ず
確
認

で
き
な
い
が
、
御
深
井
御
庭
か

ら
撮
影
さ
れ
た
御
深
井
丸
弓

矢
多
門
と
続
塀
の
古
写
真
（
徳

川
慶
勝
氏
撮
影
）
で
も
同
じ
な

の
で
、
御
深
井
丸
で
は
同
一
規

格
の
配
列
（
丸
三
つ
に
長
方
形

一
つ
）
だ
っ
た
こ
と
が
確
認
で

き
る
。
塀
は
居
住
空
間
に
接
し

て
は
い
な
い
か
ら
、
窓
は
な
い
が
、
狭
間
は
あ
っ
た
。
視
界
を
閉
塞
す
る

の
で
は
な
く
、
外
側
も
見
る
必
要
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
間
隔
を
お
い
て
石

落
と
し
も
配
置
さ
れ
る
。

　

狭
間
の
形
状

　
『
金
城
温
古
録
』
は
狭
間
に
つ
い
て
冒
頭
で
詳
し
い
説
明
を
す
る
ほ
か

（
一
―
九
三
頁
）、
随
所
で
記
述
し
て
い
る
。
狭
間
は
弓
・
炮
が
あ
る
（
四

―
二
七
七
頁
ほ
か
）。
丸
や
三
角
の
窓
は
炮
（
鉄
砲
）
狭
間
で
、
長
方
形

の
狭
間
は
弓
（
弓
狭
間
・
矢
狭
間
）
で
あ
る
。
前
者
が
銃
眼
、
後
者
が
箭

眼
と
も
呼
ば
れ
る
。『
金
城
温
古
録
』（
二
―
三
八
六
頁
、
清
洲
櫓
続
塀
）

に
は
「
弓
さ
ま　

長
一
尺
三
寸
、
巾
五
寸
、
高
さ
二
尺
四
寸
五
分
。
炮
さ

ま　

五
寸
五
分
、
高
さ
一
尺
二
寸
」
と
あ
る
。
弓
狭
間
は
弓
の
長
さ
の
半

分
よ
り
上
の
位
置
に
な
け
れ
ば
射
撃
が
で
き
な
い
の
で
、
鉄
砲
狭
間
の
二

倍
高
い
位
置
に
あ
る
。

　
『
金
城
温
古
録
』
で
は
三
角
の
狭
間
を
鏑

か
ぶ
ら

狭
間
、
丸
を
丸
狭
間
、
短
冊

形
を
竪
狭
間
と
す
る
。
出
狭
間
と
い
っ
て
屋
根
や
堀
に
出
た
も
の
も
あ
る

と
す
る
。
ほ
か
袋
狭
間
は
石
落
と
し
風
の
も
の
ら
し
い
。

　
「
格
子
の
狭
間
」
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
の
説
明
も
あ
る
が
、
ど
う
や

ら
狭
間
は
多
門
・
櫓
の
窓
を
い
っ
て
い
る
よ
う
だ
（「
窓
此
窓
字
も
古
く

は
さ
ま
と
読
た
り

」、
一

―
九
三
頁
）。
櫓
の
窓
も
狭
間
で
あ
る
と
も
い
う
（
一
―
九
六
頁
）。「
物

見
の
窓
」
と
書
い
て
窓
の
字
に
サ
マ
と
ル
ビ
を
振
る
こ
と
も
あ
る
（
二
―

三
三
三
頁
）。
た
だ
し
天
守
の
立
面
図
で
は
「
五
重
目
に
は
さ
ま
の
窓
な

し
」（
一
―
三
二
六
頁
）
と
し
て
い
る
の
で
、
天
守
最
上
層
の
窓
は
狭
間

で
は
な
く
、
四
層
以
下
が
狭
間
で
あ
る
と
い
う
認
識
で
、
五
層
窓
と
、
四

層
以
下
の
窓
を
区
別
し
て
い
る
。
四
層
以
下
の
窓
は
非
連
続
窓
で
あ
り
、

格
子
が
嵌
っ
て
い
て
、狭
い
。
開
放
的
な
最
上
層
窓
と
は
形
状
が
異
な
る
。

一
部
の
窓
も
狭
間
（
銃
眼
）
で
あ
っ
て
、
通
常
の
狭
間
に
加
え
て
、
窓
と

狭
間
の
上
下
二
段
の
銃
座
を
構
成
し
、
射
手
は
倍
に
増
員
さ
れ
た
。

　

形
状
が
異
な
る
理
由
に
つ
い
て
『
金
城
温
古
録
』
に
解
説
は
な
い
が
、

筆
者
は
狭
間
の
丸
（
丸
狭
間
）
や
三
角
（
鏑
狭
間
）
は
標
的
と
武
器
の
先

3

図２　御深井丸清洲櫓と続塀　徳川林政史研究所蔵
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が
一
致
し
て
い
る
も
の
で
弾
箭
軌
跡
が
直
線
で
あ
り
、
一
方
の
長
方
形
、

つ
ま
り
細
長
く
し
て
い
る
も
の
、
短
冊
形
（
竪
狭
間
）
は
、
武
器
の
先
が

標
的
よ
り
上
に
向
け
ら
れ
る
も
の
、
つ
ま
り
弾
箭
軌
跡
が
放
物
線
を
描
く

も
の
で
上
方
に
向
け
る
空
間
・
仰
角
が
必
要
で
、
か
つ
鉄
砲
が
撃
て
な
い

下
部
の
射
角
を
補
完
す
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。
丸
と
三
角
を
ど
う
使

い
分
け
て
い
た
の
か
の
理
由
は
、
今
の
と
こ
ろ
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
丸
で

あ
れ
ば
内
部
を
細
く
狭
く
し
（
シ
ノ
ギ
形
）、
ラ
ッ
パ
型
の
口
を
外
に
も

内
に
も
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
天
守
や
不あ

か
ず明

門
塀
、
本
丸
辰
巳
櫓
は
三

角
狭
間
で
あ
る
が
（
後
述
）、
本
丸
多
門
は
四
角
狭
間
で
あ
る
。
天
守
の

三
角
狭
間
は
木
の
枠
で
あ
る
。
木
製
の
丸
狭
間
の
例
は
会
津
若
松
城
三
層

千
鳥
破
風
の
古
写
真
（
後
掲
24
頁
）
に
見
え
る
。
な
お
熊
本
城
に
は
丸
や

三
角
の
狭
間
は
な
い
の
で
、
築
城
者
の
思
想
に
よ
っ
て
決
ま
っ
た
と
考
え

る
。

　

射
程
距
離

　

堀
は
敵
の
接
近
を
阻
む
が
、
城
内
か
ら
は
敵
が
遠
く
な
る
た
め
、
射
程

距
離
の
長
い
武
器
が
必
要
に
な
る
。
攻
城
側
も
守
城
側
も
兵
器
に
差
は
な

か
っ
た
が
、
守
備
側
は
石
垣
と
櫓
に
よ
っ
て
高
い
位
置
を
得
た
か
ら
、
対

等
で
は
な
く
、
城
内
側
が
圧
倒
的
に
有
利
で
あ
っ
た
。

　

御
深
井
丸
清
洲
櫓
の
前
面
は
堀
幅
が
66
ｍ
以
上
あ
る
。
弓
の
射
程
距
離

は
い
か
ほ
ど
か
。
遠
的
は
三
十
三
間
、
五
十
間
、
六
十
六
間
が
通
例
と
さ

れ
て
い
た
（
笹
間
良
彦
『
図
説
日
本
武
道
辞
典
』
柏
書
房
、一
九
八
二
年
）。

三
十
三
間
堂
通
し
矢
は
裏
側
広
縁
の
南
端
か
ら
北
端
ま
で
の
六
十
六
間

（
約
120
ｍ
）
を
射
通
す
も
の
だ
っ
た
。
66
ｍ
の
堀
幅
を
射
通
す
こ
と
は
可

能
で
殺
傷
能
力
も
あ
っ
た
。
た
だ
静
止
な
ら
ば
１
ｍ
の
標
的
的
中
は
可
能

で
も
、
目
標
は
動
い
た
。
ま
た
堀
端
よ
り
も
奥
に
潜
む
敵
に
は
何
も
で
き

な
か
っ
た
。

　

鉄
砲
の
射
程
距
離
を
『
図
説
・
日
本
武
器
集
成
』（
学
習
研
究
社
、

二
〇
〇
五
年
）
で
み
る
と
約
160
㎝
の
武
将
型
の
標
的
を
狙
撃
す
る
実
験
で

は
、
30
ｍ
先
で
は
発
射
数
５
発
の
う
ち
全
弾
が
標
的
胸
部
に
命
中
、
50
ｍ

に
距
離
を
伸
ば
し
た
状
態
で
５
発
中
４
発
が
命
中
、
有
効
射
程
距
離
は
50

〜
100
ｍ
ほ
ど
と
し
て
い
る
。
敵
は
静
止
し
な
い
の
で
、
火
縄
銃
で
も
外
堀

の
向
こ
う
に
い
る
敵
を
攻
撃
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
さ
ら
に
堀
よ

り
向
こ
う
に
は
攻
撃
は
で
き
な
い
。

　

立
花
宗
茂
が
弓
、
黒
田
長
政
が
鉄
砲
で
競
っ
て
弓
が
勝
ち
、
長
政
の
鉄

砲
墨
縄
（
立
花
家
史
料
館
蔵
）
が
戦
利
品
と
し
て
立
花
家
に
渡
さ
れ
た
。

火
縄
銃
は
雨
の
日
に
操
作
が
難
し
く
、
速
射
性
・
連
射
性
に
も
欠
け
る
か

ら
、
弓
と
鉄
砲
の
併
用
は
必
至
で
あ
る
（
矢
も
雨
中
で
は
弦
が
緩
み
、
弓

に
も
狂
い
が
生
じ
る
）。

　

古
写
真
か
ら
は
清
洲
櫓
続
き
の
土
塀
に
は
狭
間
が
完
備
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
が
清
洲
櫓
に
は
狭
間
が
見
当
た
ら
な
い
。
な
ぜ

で
あ
ろ
う
か
。
当
初
に
は
あ
っ
た
が
、
修
理
の
過
程
で
消
え
て
い
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
修
理
報
告
書
を
読
む
限
り
は
確
実
に
当
初
材
と
い
え
る
壁
材

は
な
い
よ
う
だ
が
、
現
存
の
櫓
建
物
に
狭
間
を
取
り
付
け
た
痕
跡
は
な

い
。
解
体
修
理
で
は
本
来
狭
間
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
確
定
で
き
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
連
続
す
る
塀
に
狭
間
が
あ
る
以

上
、
清
洲
櫓
に
も
狭
間
が
あ
っ
た
と
考
え
る
ほ
う
が
自
然
で
は
な
か
ろ
う

か
。
こ
の
点
は
次
項
で
分
析
す
る
。

4
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清
洲
櫓
の
特
色
・
連
続
窓
・
無
格
子

　

清
洲
櫓
で
は
留
意
し
た
い
点
が
い
く
つ
か
あ
っ
て
、
ま
ず
石
落
と
し

お
よ
び
三
層
（
最
上
階
）
の
窓
は
連
続
窓
だ
っ
た
（
図
０
―
１
、
11
頁
）。

そ
し
て
格
子
が
な
か
っ
た
。
窓
に
は
、
Ａ
窓
が
連
続
す
る
連
続
窓
と
、
Ｂ

窓
と
壁
が
交
互
に
く
る
非
連
続
窓
が
あ
っ
た
。
Ａ
連
続
窓
で
は
漆
喰
窓
を

開
け
る
時
に
、
窓
は
も
う
一
つ
の
窓
の
前
面
ま
た
は
背
後
に
な
る
。
Ｂ
非

連
続
窓
で
は
、
漆
喰
窓
は
壁
の
背
後
に
収
ま
る
。
外
見
上
は
窓
開
放
時
の

形
態
は
Ａ
・
Ｂ
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
Ａ
連
続
窓
は
窓
板
を
外
す
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
場
合
は
連
続
空
間
が
開
放
に
な
る
。
Ｂ
非
連
続
窓
は
壁
が

あ
る
か
ら
、
必
ず
半
分
は
壁
で
あ
る
。
窓
の
全
体
面
積
は
、
非
常
時
に
は

Ａ
連
続
窓
が
Ｂ
非
連
続
窓
の
倍
に
な
る
。
窓
面
積
は
二
倍
に
な
っ
た
。

　

櫓
内
で
三
層
は
最
も
高
い
。
石
落
と
し
は
堀
の
対
岸
に
最
も
距
離
が
近

い
。

　

窓
の
格
子
は
通
常
、
人
や
鳥
や
獣
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
に
設
け
ら
れ

る
。
清
洲
櫓
の
石
落
と
し
は
一
層
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
格
子
が
な
け
れ
ば

梯
子
を
か
け
て
く
る
敵
に
利
す
る
。
三
層
に
つ
い
て
も
鳥
や
小
動
物
が
自

由
に
入
れ
ば
、
汚
れ
る
か
ら
管
理
上
、
不
都
合
が
多
い
。

　

連
続
窓
で
、
か
つ
格
子
が
な
い
点
は
未
申
櫓
最
上
層
に
も
共
通
す
る

（
図
０
―
２
、
11
頁
）。
ま
た
大
天
守
最
上
階
の
窓
も
同
様
に
連
続
窓
で

あ
っ
て
格
子
が
な
か
っ
た
。
い
っ
ぽ
う
丑
寅
櫓
や
辰
巳
櫓
の
最
上
階
の
窓

は
非
連
続
窓
で
格
子
が
あ
る
。

　

他
に
こ
の
櫓
に
は
窓
台
が
あ
っ
た
。
窓
台
は
他
に
も
未
申
櫓
と
西
之
丸

月
見
櫓
、
そ
し
て
天
守
に
あ
っ
た
。
不
明
な
月
見
櫓
を
除
き
、
窓
台
が
あ

る
建
物
は
、
窓
に
格
子
が
な
か
っ
た
。

　

じ
つ
は
こ
れ
ら
の
こ
と
の
理
由
に
つ
い
て
は
本
稿
全
体
で
議
論
す
べ

き
課
題
な
の
で
、
以
下
そ
れ
ぞ
れ
該
当
箇
所
で
、
順
次
検
討
す
る
。

　

清
洲
櫓
の
窓
に
つ
い
て
は
、
最
上
層
北
面
だ
と
最
大
で
横
が
１
ｍ
９

㎝
、
高
さ
１
ｍ
10
㎝
ほ
ど
。
西
面
だ
と
横
92
㎝
ほ
ど
で
、
窓
が
き
わ
め
て

大
型
だ
っ
た
こ
と
に
も
留
意
し
た
い
。

　

Ａ
―
２ 

本
丸
辰
巳
櫓
か
ら

　

清
洲
櫓
に
つ
い
て
は
、
狭
間
の
痕
跡
を
今
の
建
築
材
に
即
し
て
説
明
す

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
他
の
櫓
を
見
る
が
、
本
丸
未
申
櫓
も

モ
ル
タ
ル
壁
に
な
る
な
ど
、
大
正
修
理
時
の
改
変
が
著
し
く
、
壁
面
の
当

初
材
は
確
認
で
き
な
い
。

　

同
辰
巳
櫓
に
つ
い
て
も
現
状
か
ら
は
狭
間
の
痕
跡
は
確
認
で
き
な
い
。

と
こ
ろ
が
『
金
城
温
古
録
』
に
描
か
れ
た
辰
巳
櫓
東
面
の
外
観
に
狭
間
が

描
か
れ
て
い
た
（
二
―
二
〇
五
頁
、
東
面
の
み
、
南
面
に
狭
間
は
描
か
れ

て
い
な
い
、
図
３
）。
現
在
の
櫓
に
痕
跡
が
な
く
と
も
、
江
戸
時
代
の
辰

巳
櫓
に
は
狭
間
が
あ
っ
た
、
と
い
え
る
。
こ
の
狭
間
は
一
層
の
か
な
り
高

い
位
置
に
あ
っ
て
、
天
守
に
同
じ
く
三
角
形
（
鏑
狭
間
）
で
あ
る
。

　

な
お
本
丸
不
明
門
は
焼
失
以
前
の
写
真
を
見
て
も
狭
間
は
な
い
が
、
や

は
り
『
金
城
温
古
録
』
に
は
狭
間
（
三
角
）
が
描
か
れ
て
い
る
（
二
―

一
四
七
頁
）。
名
古
屋
城
に
は
江
戸
時
代
か
ら
明
治
・
大
正
に
か
け
て
の

陸
軍
の
時
代
、
離
宮
の
時
代
に
改
変
さ
れ
た
部
分
が
多
い
。

　
Ａ
―
３　
本
丸
南
馬
出
多
門
の
古
写
真
と
、『
金
城
温
古
録
』
の
記
述

　

本
丸
南
馬
出
多
門
の
古
写
真
は
徳
川
慶
勝
氏
撮
影
の
も
の
が
二
点
あ

5
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る
。
ほ
ぼ
同
じ
構
図
で
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
か
ら
四
年
の
撮
影
、

明
治
維
新
よ
り
数
年
が
経
過
し
て
い
て
、
土
壁
が
か
な
り
落
下
し
て
い
る

（
図
４
）。
壁
の
落
下
の
よ
う
す
は
二
点
と
も
同
じ
で
、
同
じ
時
の
撮
影

で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
ピ
ン
ト
の
合
い
方
、
明
度
、
被
写
体
の
人
物
群
に
違

い
が
あ
る
。
壁
の
下
に
四
角
な
枠
が
見
え
て
い
る
。
隠
し
狭
間
が
壁
土
の

落
下
で
姿
を
現
し
た
可
能
性
が
あ
っ
て
、
石
垣
の
直
上
で
匍
匐
し
て
射
撃

す
る
位
置
に
あ
る
（
右
か
ら
六
番
目
の
窓
の
左
下
、
ま
た
右
か
ら
二
番
目

の
窓
の
下
に
四
角
の
枠
組
み
が
見
え
る
）。

　

じ
つ
は
『
金
城
温
古
録
』（
二
―
一
七
六
頁
）
に
は
こ
の
多
門
の
狭
間

の
絵
と
説
明
が
あ
る
。
文
政
期
ま
で
狭
間
が
存
在
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ

る
。
こ
こ
に
見
る
『
金
城
温

古
録
』
記
載
の
絵
に
描
か
れ

た
狭
間
は
縦
長
の
長
方
形
で

あ
る
が
、
古
写
真
は
横
長
の

長
方
形
だ
か
ら
、
異
な
っ
て

い
る
。

　
「
サ
マ
ノ
子
ハ
、
一
口
ニ　

　

三
本
宛
有
り
、
御
門
の
御

　

櫓
ニ
ハ
五
本
も
見
ゆ
、
此

子
ハ
は
め
は
つ
し
の
成
様
に

仕
懸
あ
り
、
い
つ
方
も
同
様

な
り
、
窓
戸
を
開
け
ば
内
に

窓
子
な
り  

近
来
文
政

以
来

さ
ま
の
口
下
の
方 

此
所
に
（
＊
１
）
坂
板
を
は
り
白
土
塗
り
置
事
、所
々
に
出
来
た
り
、鳥
、

居
て
糞
を
壁
へ
垂
れ
よ
ご
さ
せ
ぬ
為
に
、
坂
を
作
り
て
鳥
の
居
ら
れ
ぬ

や
う
に
、
と
の
御
作
事
方
工
夫
に
て
付
し
也 

（
＊
２
）」（
図
５
） 

　

東
洋
文
庫
本
の
図
で
は
、
名
古
屋
叢
書
が
一
点
鎖
線
と
し
て
い
る
と
こ

ろ
を
直
線
に
し
て
い
る
。
同
本
は
＊
１
、
＊
２
に
校
訂
箇
所
が
あ
っ
て
、

一
応
抹
消
さ
れ
て
は
い
る
が
、
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
＊
１
に
は
矢
印
が

あ
っ
て
、
一
番
手
前
の
板
の
説
明
と
な
っ
て
い
る
。 

＊
１　

此
あ
か
き
坂
板
を
は
り 

＊
２　

鉄
砲
筒
先
あ
か
き
八
方
利
な
と
の
伝
ニ
ハ
非 

「
あ
か
き
」
は
「
あ
が
き
」
の
よ
う
で
、
銃
な
ど
の
武
器
を
据
え
る
、
使

　図３　辰巳櫓（『金城温古録』より）　
　　　　名古屋市鶴舞中央図書館蔵

図 4　本丸南馬出多門　徳川林政史研究所蔵
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用
す
る
の
意
味
で
は
な
い
か
と
解
釈
す
る
。
八
方
矢
利キ

キ

の
角
落
し
、
八

方
あ
が
き
と
い
う
言
葉
が
『
金
城
温
古
録
』
に
見
え
て
い
る
（
一
―

九
三
・
九
四
頁
）。
ま
た
二
―
一
八
二
頁
南
一
之
門
の
注
記
に
「
内
外
共

七
本 

子
付
窓
五
ツ
」
と
あ
り
、
絵
で
は
格
子
の
入
っ
た
窓
が
五
つ
あ
る
。

子
は
タ
テ
格
子
で
あ
ろ
う
。『
金
城
温
古
録
』
で
は
此
子
・
窓
子
の
よ
う

に
「
子
」
の
字
が
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
。  

　
「
は
め
は
つ
し
の
成
様
に
仕
懸
あ
り
、
い
つ
方
も
同
様
な
り
」
と
あ
っ

て
ハ
メ
は
ず
し
が
可
能
で
あ
っ
た
。
遣
り
返
し
技
法
で
あ
る
。「
い
つ
方

も
同
様
」
と
あ
る
か
ら
、
格
子
は
ど
こ
の
も
の
も
外
せ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
天
守
窓
は
「
け
ん
ど
ん
」
式
で
、
必
要
時
に
格

子
は
は
ず
せ
た
。
本
丸
馬
出
多
門
も
基
本
は
「
遣
り
返
し
」
技
法
で
あ
っ

た
。
城
内
の
格
子
は
、
は
ず
れ
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
。
後
述
す
る
が
、

は
ず
れ
な
い
と
大
型
銃
や
口
径
も
ま
ち
ま
ち
な
銃
砲
の
操
作
が
制
約
さ

れ
る
。

　

近
来
文
政

以
来

（
中
略
）
坂
板
を
は
り
白
土
塗
り
置
事
、所
々
に
出
来
た
り

　

と
あ
っ
て
、
文
政
以
来
の
工
事
で
白
土
を
塗
っ
た
板
が
置
か
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
、
つ
ま
り
隠
し
狭
間
に
替
え
ら
れ
て
い
っ
た
と
明
記
さ
れ
て
い

る
。

　

文
政
以
降
に
図
の
よ
う
に
な
っ
た
。
壁
土
を
塗
っ
た
隠
し
狭
間
に
な
っ

た
の
は
文
政
以
降
で
、
そ
れ
ま
で
は
開
口
し
て
い
る
通
常
の
狭
間
、
顕
在

だ
っ
た
。

　

辰
巳
櫓
に
続
い
て
、
本
丸
南
馬
出
多
門
で
の
狭
間
の
存
在
が
確
認
で
き

た
。
前
者
は
塗
籠
め
て
は
お
ら
ず
、
開
口
し
て
お
り
、
後
者
は
文
政
以
前

に
は
開
口
だ
っ
た
が
、
以
後
に
「
白
土
塗
り
」
つ
ま
り
隠
し
狭
間
に
変
更

し
た
も
の
の
よ
う
だ
っ
た
。

　

す
る
と
辰
巳
櫓
に
つ
い
て
『
金
城
温
古
録
』（
二
―
二
〇
五
頁
）
が
三

角
の
鏑
狭
間
を
図
示
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
明
治
以
降
と
推
測
さ
れ

る
徳
川
慶
勝
氏
撮
影
の
辰
巳
櫓
写
真
に
鏑
狭
間
が
写
っ
て
い
な
い
こ
と

は
、『
金
城
温
古
録
』
取
材
以
降
に
辰
巳
櫓
で
は
隠
し
狭
間
へ
の
変
更
が

行
わ
れ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
。

　

辰
巳
櫓
の
狭
間
も
開
口
し
て
い
た
の
な
ら
、
隠
し
狭
間
は
当
初
に
は
天

守
な
い
し
そ
の
近
辺
の
み
の
特
殊
な
も
の
で
、
隅
櫓
・
多
門
で
は
開
口
す

る
通
常
の
狭
間
が
設
置
さ
れ
て
い
た
、
と
な
る
。

　

以
上
か
ら
名
古
屋
城
に
は
天
守
に
加
え
、
櫓
・
多
門
に
狭
間
が
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
外
部
に
接
す
る
全
て
の
面
で
、
銃
口
を
向
け
る
こ
と

が
で
き
る
要
塞
で
あ
っ
た
。

　図 5　本丸南馬出多門狭間
　　　　（『金城温古録』より）　
　　　　　名古屋市鶴舞中央図書館蔵
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天
守
、
小
天
守
は
鏑
狭
間
の
隠
し
、
不
明
門
塀
は
鏑
狭
間
の
明
け
（
顕

在
、推
定
）、櫓
で
は
文
政
期
ま
で
は
通
常
の
鏑
狭
間
の
明
け
（
顕
在
）
で
、

そ
れ
が
文
政
以
降
に
隠
し
狭
間
に
な
っ
た
。
多
門
は
方
形
の
狭
間
で
、
同

じ
く
隠
し
狭
間
に
変
更
に
な
っ
た
、
と
推
定
す
る
。

Ｂ 

関
連
す
る
櫓
、
小
天
守
、
お
よ
び
橋
台
な
ど

　

以
下
で
は
天
守
周
縁
の
建
物
の
構
造
的
特
色
を
考
え
る
。
本
丸
未
申
櫓

に
つ
い
て
は
近
年
の
稲
垣
智
也
「
城
郭
天
守
の
内
部
空
間
に
つ
い
て
」（
藤

井
恵
介
先
生
献
呈
論
文
集
編
集
委
員
会
編
『
建
築
の
歴
史
・
様
式
・
社
会
』

中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
八
年
）
の
精
緻
な
分
析
に
よ
っ
て
、
藩
主

の
鎧
を
設
置
し
、
居
室
性
が
強
く
あ
っ
て
、
天
守
と
の
共
通
性
を
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
特
色
を
簡
単
に
見
て
お
き
た
い
。

　

Ｂ
―
１　

本
丸
未
申
櫓
の
特
異
性

　

こ
の
櫓
は
従
来
濃
尾
地
震
で
倒
壊
し
た
と
さ
れ
て
い
た
け
れ
ど
、
実
は

そ
の
時
は
倒
れ
て
お
ら
ず
、
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
の
豪
雨
で
石
垣

が
崩
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
倒
壊
し
た
も
の
で
、
そ
の
お
り
に
柱
位
置
が
変

更
さ
れ
、
当
初
の
位
置
を
失
っ
た
。
基
礎
・
壁
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
モ
ル

タ
ル
に
な
っ
て
い
た
。
現
在
は
江
戸
時
代
の
木
造
に
復
旧
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
櫓
に
は
他
の
櫓
、
つ
ま
り
他
に
現
存
す
る
辰
巳
櫓
や
清
洲
櫓
に
は

な
い
特
色
が
あ
る
。
最
上
階
（
三
階
）
は
竿
縁
天
井
と
な
っ
て
い
て
、
釘

隠
し
の
あ
る
長
押
が
回
っ
て
い
た
。
三
階
入
側
境
の
柱
間
に
は
無
目
の
敷

居
・
鴨
居
が
嵌
る
か
ら
、
建
具
は
入
ら
ず
、
開
放
的
だ
っ
た
。
ま
た
三
階

に
窓
台
が
あ
っ
た
。
倒
壊
前
の
大
正
八
年
実
測
図
に
も
描
か
れ
て
い
る
。

焼
失
天
守
に
も
窓
台
が
あ
っ
た
が
、
写
真
で
は
四
層
に
あ
っ
た
。『
金
城

温
古
録
』（
一
―
二
七
二
頁
）
は
五
層
の
四
隅
に
四
脚
あ
っ
た
と
す
る
。

天
守
に
あ
っ
た
台
の
拓
本
が
残
さ
れ
て
い
る
（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究

所
蔵
）。
天
守
窓
台
と
は
側
桁
の
木
目
が
異
な
っ
て
い
て
、
櫓
附
置
の
も

の
と
天
守
の
窓
台
は
別
物
で
あ
る
。
階
段
周
り
に
は
板
壁
が
あ
る
。
板

じ（

決

り

）

ゃ
く
り
痕
跡
か
ら
一
部
柱
間
に
板
壁
が
嵌
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

階
段
室
を
北
東
隅
に
ま
と
め
、
周
り
を
板
壁
で
覆
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
構
造
は
、
こ
の
櫓
の
持
つ
特
別
な
意
味
、
つ
ま
り
櫓
を
貴
人

が
使
用
し
た
こ
と
に
密
接
に
関
連
す
る
。
著
者
稲
垣
氏
は『
金
城
温
古
録
』

（
二
―
一
〇
五
頁
）
に
「
御
代
々
の
御
キ
セ
ナ
ガ
」
が
納
め
て
あ
る
と
記

述
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
着
背
長
（
大
将
の
着
る
鎧
）
す
な
わ
ち
藩
主

の
甲
冑
が
最
上
階
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
と
す
る
。

　

稲
垣
氏
の
見
解
と
私
見
は
視
点
・
視
角
が
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、

以
下
本
稿
の
中
で
、
随
時
論
じ
て
い
く
。

　
Ｂ
―
２　

小
天
守
の
防
御
性

　
雁
木

　

名
古
屋
台
地
（
熱
田
台
地
）
上
の
平
坦
地
に
築
か
れ
た
名
古
屋
城
に
は
、

本
町
門
か
ら
三
之
丸
、
二
之
丸
、
本
丸
ま
で
階
段
は
な
か
っ
た
（
現
況
お

よ
び
『
金
城
温
古
録
』
か
ら
の
判
断
、
巾
下
門
・
清
水
門
に
は
階
段
や
滑

り
止
め
の
木
か
階
段
か
が
あ
っ
た
。
後
掲
・
図
15
―
２
ほ
か
）。

　

土
居
の
上
に
建
つ
櫓
や
桝
形
二
之
門
塀
へ
の
上
り
口
に
は
階
段
す
な

わ
ち
「
雁
木
」
が
あ
っ
た
。
小
天
守
へ
は
名
古
屋
城
内
で
は
最
も
長
い
階

段
（
雁
木
二
十
四
段
）
を
あ
が
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
攻
城
時
に
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は
亀
の
甲
（
亀
甲
車
）
と
呼
ば
れ
る
強
力
な
戦
車
を
、
城
側
の
門
扉
に
寄

せ
る
。
亀
の
甲
つ
ま
り
甲
羅
の
よ
う
な
頑
丈
な
も
の
、
ま
た
牛
革
な
ど
で

上
部
を
覆
い
、
三
方
な
い
し
四
方
に
防
御
の
板
張
り
を
し
、
そ
こ
に
狭
間

を
設
け
て
射
撃
し
、
太
い
丸
太
で
門
を
破
壊
し
た
。
し
か
し
階
段
が
あ
れ

ば
、
亀
甲
車
（
装
甲
車
）
の
接
近
を
防
ぐ
上
で
効
果
的
だ
っ
た
。
雁
木
は

防
衛
戦
術
に
は
不
可
欠
の
存
在
で
あ
っ
て
、
天
守
入
口
に
も
六
段
あ
る

（
一
―
二
三
八
頁
）。

　
石
落
と
し

　

小
天
守
入
口
で
あ
る
口
御
門
の
頭
上
に
石
落
と
し
が
あ
っ
た
。
戦
時
の

通
過
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
平
時
は
口
御
門
は
朝
夕
開
閉
し
て
い
た
。

水
帳
が
置
か
れ
て
い
た
よ
う
に
天
守
は
倉
庫
・
書
庫
で
も
あ
っ
た
か
ら
、

人
の
出
入
り
が
あ
っ
た
。
夜
は
無
人
に
な
っ
た
。
朝
、
外
か
ら
潜
り
戸
で

錠
を
開
き
、
内
側
か
ら
大
御
門
扉
を
開
い
た
と
あ
る
（
一
―
二
二
一
頁
）。

戦
時
に
は
潜
り
戸
外
の
錠
は
外
さ
れ
、
内
側
か
ら
閉
め
た
で
あ
ろ
う
。

　
狭
間

　

小
天
守
の
狭
間
は
『
金
城
温
古
録
』（
一
―
二
二
三
頁
）・
小
天
守
初

重
に
「
外
ヶ
輪
窓
引
戸
、
窓
下
内
腰
板
隠
し
狭
間
△
形
切
は
め
、
何
方
も

同
之
、
一
々
は
不
記
」
と
記
述
が
あ
っ
て
、
三
角
の
隠
し
狭
間
（
鏑
狭
間
）

が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
古
写
真
（
阪
谷
良
之
進
・
服
部
勝
吉
編
『
国
宝
建

造
物
』
一
―
一
、国
宝
建
造
物
刊
行
会
、一
九
三
三
年
、小
天
守
二
層
入
側
）

に
隠
し
狭
間
が
写
っ
て
い
る
。
隠
し
狭
間
で
あ
る
か
ら
、
外
観
写
真
に
は

当
然
に
な
い
。
い
ち
い
ち
は
記
さ
な
い
と
あ
る
が
、
現
在
の
復
原
構
想
で

は
、
四
面
上
下
階
の
全
て
に
狭
間
が
あ
っ
た
と
想
定
し
て
い
る
。

　

小
天
守
の
段だ

ん
ば
し
ご階

に
は
這
戸
が
あ
っ
て
、
錠
前
が
か
か
っ
て
い
た
（
一
―

二
二
六
頁
）。
這
戸
は
階
段
上
部
の
引
戸
蓋
の
こ
と
で
あ
る
（
後
述
）。

　

小
天
守
一
層
東
側
に
窓
が
な
い
の
は
、
本
丸
御
殿
へ
の
配
慮
と
さ
れ
て

い
る
（
二
層
に
は
あ
る
）。

　

Ｂ
―
３　

橋
台
と
剣
塀
隠
し
狭
間
ほ
か

　

次
に
小
天
守
か
ら
天
守
に
至
る
橋
台
に
は
剣
塀
が
あ
っ
て
、
屋
根
の
外

側
に
槍
の
身
が
取
り
付
け
ら
れ
て
、
忍
び
返
し
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
西

側
に
隠
し
狭
間
が
あ
っ
た
。
東
側
は
御
殿
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
隠
し

狭
間
は
な
か
っ
た
。『
金
城
温
古
録
』（
一
―
二
三
五
頁
）
に
は
こ
の
狭

間
の
形
状
が
詳
し
く
描
か
れ
て
い
て
、
三
角
形
の
底
辺
は
一
尺
、
他
の
辺

は
内
側
が
九
寸
一
分
、
外
側
が
六
寸
一
分
で
あ
っ
た
。
か
な
り
大
型
の
狭

間
で
あ
る
。

　

本
来
な
ら
ば
東
の
位
置
に
も
狭
間
が
な
い
と
、
小
天
守
に
取
り
つ
き
、

雁
木
を
登
っ
て
来
る
敵
に
対
し
、
有
効
な
防
御
が
で
き
な
い
。
こ
の
点
は

理
解
で
き
な
い
。

Ｃ　

御
天
守
を
考
え
る

　

Ｃ
―
１　

御
天
守
の
防
御
性

　

天
守
（
御
天
守
）
の
防
御
機
能
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
指
摘

が
な
さ
れ
て
い
る
し
、
自
分
で
も
簡
単
に
レ
ポ
ー
ト
し
た
こ
と
が
あ
る

（「
熊
本
城
と
名
古
屋
城
」『
文
化
財
情
報
』
二
七
〇
、二
〇
一
九
年
、 

九

州
大
学
図
書
館
リ
ポ
ジ
ト
リ
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以
下
、
よ
り
詳
細
に
述
べ
る
。

　

黄
金
水

　

穴
蔵
に
黄
金
水
が
あ
っ
た
。『
金
城
温
古
録
』（
一
―
二
四
六
頁
）
に
、

ボ
ー
フ
ラ
が
わ
か
な
い
、
夏
で
も
水
が
温
ま
ら
な
い
と
書
か
れ
て
お
り
、

常
時
水
は
あ
っ
た
。

　

天
守
建
物
内
部
に
井
戸
が
あ
る
城
は
松
江
城
、
駿
府
城
、
浜
松
城
な
ど

が
あ
る
。
熊
本
城
は
小
天
守
の
な
か
に
あ
る
。
姫
路
城
は
天
守
台
北
腰
曲

輪
内
に
井
戸
が
あ
っ
た
。

　

天
守
は
日
常
藩
主
の
居
住
空
間
に
な
る
こ
と
は
な
い
。
わ
ざ
わ
ざ
天
守

建
物
の
中
に
井
戸
を
掘
っ
た
。
天
守
台
は
城
内
で
最
も
高
い
位
置
に
あ

る
。
水
は
低
い
位
置
に
し
か
な
い
は
ず
な
の
で
、
天
守
台
は
最
も
井
戸
を

掘
り
づ
ら
い
場
所
で
あ
っ
た
。
築
城
開
始
の
段
階
で
、
何
よ
り
も
先
に
井

戸
を
掘
っ
て
、
そ
の
後
石
垣
を
積
み
始
め
た
は
ず
で
あ
る
。

　

な
ぜ
井
戸
を
掘
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
籠
城
戦
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
天
守

の
内
部
に
て
一
定
期
間
、
外
部
と
の
交
流
が
断
た
れ
る
中
で
の
生
活
が
必

要
と
さ
れ
た
。
そ
れ
に
備
え
て
の
も
の
と
考
え
る
（
た
だ
し
姫
路
城
天
守

の
よ
う
な
便
所
は
な
か
っ
た
）。

　

石
落
と
し
・
武
者
返
し

　

内
部
に
は
桝
形
が
あ
り
、
小
天
守
表
門
（
口
御
門
）、
橋
台
口
門
（
奥

御
門
）、
御
天
守
口
御
門
・
奥
御
門
の
扉
前
面
に
は
鉄
板
が
貼
っ
て
あ
っ

た
（
総
鉄
張
）。
た
だ
し
周
り
は
石
垣
で
銃
眼
は
な
か
っ
た
。

　

天
守
二
層
に
は
石
落
と
し
が
あ
っ
て
、『
金
城
温
古
録
』（
一
―
九
四
頁
）

は
武
者
返
し
と
呼
ん
で
い
る
。

　

北
・
南
面
の
石
落
と
し
は
唐
破
風
、
東
・
西
面
は
千
鳥
破
風
の
下
に
あ
っ

た
。
昭
和
実
測
図
78
は
槍
狭
間
と
表
記
し
て
い
る
。
槍
狭
間
と
は
実
測
者

の
命
名
か
（
未
申
櫓
の
石
落
と
し
を
槍
狭
間
と
も
す
る
。
鉄
砲
は
真
下
に

は
撃
て
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
後
述
の
矢
狭
間
も
同
様
。「
名
古
屋
離
宮

西
南
櫓
西
側
鎗
狭
間
断
面
図
」〈
大
正
十
一
年
二
月
製
図
、
名
古
屋
城
総

合
事
務
所
蔵
〉）。

　

天
守
入
口
頭
上
に
は
、
石
落
と
し
の
本
体
と
左
右
両
側
に
鉄
砲
狭
間
が

あ
っ
た
。
こ
れ
も
隠
し
狭
間
に
な
っ
て
い
た
。
天
守
内
に
敵
は
ま
ず
入
れ

な
か
っ
た
。

　

隠
し
狭
間

　

隠
し
狭
間
は
一
層
か
ら
四
層
に
ま
で
あ
っ
た
。
隠
し
狭
間
で
は
な
い

が
、
熊
本
城
や
姫
路
城
も
一
層
か
ら
四
層
ま
で
鉄
砲
狭
間
が
あ
り
、
ほ
ぼ

共
通
す
る
。
最
上
層
五
層
に
狭
間
は
な
い
（
多
く
の
天
守
も
同
じ
。
松
本

城
天
守
に
は
あ
る
）。

　

格
子
（
け
ん
ど
ん
式
）

　

天
守
建
物
に
は
格
子
は
あ
る
が
、
け
ん
ど
ん
式
（
遣
り
返
し
）
で
持
ち

上
げ
て
外
せ
る
も
の
が
あ
っ
た
（
天
守
一
階
内
南
側
・
橋
台
上
写
真
）。

古
写
真
分
析
か
ら
そ
れ
が
わ
か
る
の
は
、
橋
台
を
通
過
後
に
潜
る
石
落
と

し
の
真
横
の
窓
で
あ
る
。
格
子
は
角
度
的
に
橋
台
射
撃
の
障
害
に
な
る
。

外
せ
ば
自
由
な
射
撃
が
で
き
た
。

6
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た
だ
、
け
ん
ど
ん
は
ふ
つ
う
、
屋
根
修
理
で
外
に
出
る
た
め
の
管
理
上

の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

　

先
に
見
た
本
丸
南
馬
出
多
門
の
格
子
は
「
ハ
メ
は
ず
し
」
が
で
き
て
、

「
い
つ
方
も
同
様
」
と
記
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
天
守
の
格
子
こ
そ
、
い
ず

れ
も
け
ん
ど
ん
式
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

破
風

　

破
風
（
千
鳥
破
風
・
唐
破
風
）
は
い
か
な
る
目
的
で
作
ら
れ
る
の
か
。

城
の
建
物
に
と
て
も
多
い
の
は
な
ぜ
か
。
寺
院
・
神
社
に
あ
る
よ
う
な
装

飾
・
デ
ザ
イ
ン
と
同
じ
な
の
か
。

　

天
守
に
限
ら
ず
、
小
天
守
に
も
、
隅
櫓
に
も
破
風
が
あ
っ
た
。
名
古
屋

城
以
外
で
も
、
ほ
と
ん
ど
の
城
の
建
物
に
破
風
が
あ
っ
た
。

　

破
風
が
あ
れ
ば
、
屋
根
が
迫
り
出
す
。
屋
根
の
下
に
は
空
間
・
部
屋
が

で
き
て
、
前
面
の
壁
に
窓
や
狭
間
を
設
け
た
。
破
風
が
な
い
通
常
の
壁
面

よ
り
は
、
大
き
く
前
に
出
て
の
攻
撃
が
で
き
た
。
視
野
の
下
半
を
屋
根
で

遮
ら
れ
る
よ
り
は
、
屋
根
の
な
い
視
野
の
広
い
空
間
か
ら
敵
を
狙
い
た

い
。
射
撃
手
の
立
場
に
な
れ
ば
破
風
が
必
要
だ
っ
た
。
狭
間
も
機
械
的
に

設
置
し
て
い
れ
ば
死
角
が
で
き
る
。
壁
面
の
位
置
に
変
化
を
与
え
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
階
で
死
角
が
な
い
よ
う
に
万
全
の
措
置
を
し
た
。
城
に
破
風
は

絶
対
不
可
欠
で
あ
る
。

　

加
え
て
下
に
は
石
落
と
し
を
設
け
て
、
下
部
の
視
界
を
獲
得
す
る
こ
と

も
で
き
た
。
天
守
で
は
八
つ
、
ほ
か
現
存
隅
櫓
の
破
風
に
も
石
落
と
し
が

設
け
ら
れ
て
い
る
。

　

二
層
屋
根
東
西
に
は
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
の
千
鳥
破
風
（「
比
翼
千
鳥
破

風
」、
一
層
屋
根
に
石
落
と
し
付
き
）、
三
層
屋
根
に
は
一
つ
の
大
き
な

千
鳥
破
風
（「
大
千
鳥
破
風
」）
が
あ
っ
た
。
天
守
東
面
の
場
合
、
一
層

に
は
一
七
個
の
窓
と
一
二
個
の
隠
し
狭
間
、
二
層
は
通
常
の
壁
面
で
一
〇

個
の
窓
、
二
層
屋
根
破
風
（
比
翼
千
鳥
破
風
）
に
は
合
わ
せ
て
六
個
の
窓

と
四
個
の
隠
し
狭
間
が
あ
っ
た
。
二
階
に
は
窓
の
高
さ
の
関
係
で
、
通
常

の
壁
面
に
は
狭
間
を
作
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
千
鳥
破
風
下
の
部
屋
（
石

　　図 6　天守隠し狭間を顕在化させた場合の狭間の位置
　　　　　 （△が狭間、東面　特別史跡名古屋城跡全体整備
　　　　　　検討会議第 13 回 天守閣部会資料より）
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落
と
し
上
）
に
は
狭
間
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。
三
層
は
一
二
個
の
窓
と

八
個
の
隠
し
狭
間
、
四
層
に
は
六
個
の
窓
と
六
個
の
隠
し
狭
間
、
そ
し
て

大
千
鳥
破
風
（
三
層
屋
根
、
部
屋
へ
の
入
り
口
は
四
層
）
に
二
個
の
窓
と

四
個
の
隠
し
狭
間
が
あ
っ
た
（
図
６
）。
い
か
に
破
風
の
存
在
が
、
窓
や

狭
間
の
配
置
に
有
効
で
、
合
理
的
で
合
目
的
的
で
あ
っ
た
か
が
よ
く
わ
か

る
。
破
風
が
な
け
れ
ば
平
板
な
配
置
に
な
っ
て
、
臨
機
応
変
の
対
応
が
取

り
に
く
か
っ
た
。

　

三
層
、
四
層
の
平
面
図
を
見
る
と
、
破
風
内
部
の
空
間
が
階
の
壁
面
か

ら
前
方
に
突
出
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
（
図
７
）。
そ
の
形
は
逆
Ｌ
、

逆
凸
（
Ｔ
字
）
だ
っ
た
り
、
単
な
る
長
方
形
だ
っ
た
り
す
る
が
、
こ
れ
ほ

ど
ま
で
に
外
側
に
出
る
の
か
と
驚
く
。
南
北
面
の
破
風
で
は
通
路
が
七
尺

六
寸
二
分
、
前
室
が
五
尺
八
寸
、
計
十
三
尺
四
寸
強
、
東
西
面
の
破
風
で

は
十
六
尺
八
寸
。
前
者
で
は
４
ｍ
ほ
ど
、
後
者
で
は
約
５
ｍ
だ
っ
た
。

　

天
守
で
も
櫓
で
も
、
窓
と
狭
間
を
効
果
的
に
機
能
さ
せ
る
た
め
作
ら
れ

た
も
の
が
破
風
で
あ
る
。
飾
り
で
は
な
い
。
戦
闘
的
実
用
空
間
だ
っ
た
。

各
階
で
の
銃
使
用
は
後
方
に
位
置
す
る
本
体
壁
面
で
は
な
く
、
前
方
に
あ

る
破
風
が
中
心
に
な
る
。
も
っ
と
も
技
量
の
あ
る
射
手
が
配
置
さ
れ
た
だ

ろ
う
。
破
風
は
前
面
堡
で
あ
る
。
規
模
こ
そ
は
異
な
る
が
、
発
想
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
稜
堡
式
城
郭
（
星
形
要
塞
）
に
似
る
。
砲
術
戦
で
は
東
西
を
問

わ
ず
、
共
通
し
た
平
面
・
立
体
プ
ラ
ン
が
考
案
さ
れ
る
。

　

四
周
は
み
な
低
い
。
高
石
垣
の
上
に
建
つ
天
守
の
三
層
・
四
層
の
破
風

は
、
鉄
壁
で
あ
っ
た
。

　

破
風
下
の
部
屋
は
か
な
り
広
い
が
入
口
は
狭
い
。
破
風
下
で
は
壁
が
二

重
に
な
る
。
天
守
躯
体
の
壁
を
開
け
て
破
風
下
へ
の
下
り
階
段
（
屋
根
の

下
り
に
沿
う
）
が
あ
っ
て
、
そ
の
分
天
井
が
高
く
な
る
。
破
風
下
室
内
は

前
面
が
土
壁
（
外
壁
）、
後
方
が
板
壁
だ
か
ら
複
数
壁
、
天
守
躯
体
部
も

含
め
れ
ば
三
重
に
な
っ
た
。
前
面
壁
が
砲
撃
を
受
け
る
危
険
は
あ
っ
た

が
、
万
一
破
風
下
外
壁
が
崩
落
し
て
も
、
天
守
の
躯
体
に
は
影
響
が
な
い
。

緩
衝
（
ク
ッ
シ
ョ
ン
）
で
あ
る
。
戊
辰
戦
争
後
の
会
津
若
松
城
天
守
古
写

真
に
は
、
ひ
し
ゃ
げ
た
千
鳥
破
風
が
写
っ
て
お
り
、
砲
撃
さ
れ
て
も
倒
壊

し
な
か
っ
た
天
守
と
破
風
の
役
割
を
示
す
よ
う
に
見
え
る
（
前
掲
『
尾
張

徳
川
家
の
幕
末
維
新
』
五
二
頁
）。

　

櫓
で
は
破
風
の
出
は
そ
こ
ま
で
で
は
な
い
が
、
天
守
で
は
大
き
な
空
間

に
な
る
。
射
撃
で
の
優
位
を
藤
岡
通
夫
が
指
摘
し
て
い
る
が
（『
近
世
建

築
史
論
集
』
中
央
公
論
美
術
出
版
・
一
九
六
九
年
）、
今
日
で
は
城
郭
研

7

　 図 7　昭和実測図 52「天守四層平面図」（部分）　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　名古屋城総合事務所蔵
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究
者
で
さ
え
「
飾
り
破
風
」
と
表
現
す
る
人
が
多
数
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
トW

eb

で
も
破
風
は
装
飾
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
当
事

者
感
覚
が
な
い
し
、リ
ア
ル
さ
を
欠
く
。「
飾
り
破
風
」と
い
う
言
葉
は『
建

築
大
辞
典
』（
彰
国
社
、一
九
七
四
年
）
や
『
建
築
用
語
辞
典
』（
技
報
堂
、

一
九
六
五
年
）
に
項
目
が
あ
る
が
、
ゴ
チ
ッ
ク
建
築
の
説
明
、
例
示
で
、

平
面
的
で
あ
っ
て
、
日
本
城
郭
と
は
別
物
で
あ
る
。
ど
こ
か
の
段
階
で
混

同
さ
れ
、誤
認
さ
れ
た
。
破
風
が
あ
る
建
物
は
た
し
か
に
美
し
い
け
れ
ど
、

機
能
の
結
果
と
し
て
美
し
い
の
で
あ
っ
て
、
鑑
賞
を
目
的
に
作
ら
れ
た
も

の
で
は
な
い
。

＊
補
論　

天
守
四
層
千
鳥
破
風
・
唐
破
風
・
小
天
守
破
風

　

た
だ
し
以
下
は
そ
の
よ
う
に
は
説
明
で
き
な
い
。
天
守
四
層
の
千
鳥
破

風（
南
・
北
）お
よ
び
唐
破
風（
東
・
西
）、そ
し
て
小
天
守
の
千
鳥
破
風（
南
・

北
）
で
あ
る
。

　

唐
破
風
は
外
観
か
ら
も
わ
か
る
と
お
り
で
部
屋
は
な
い
。
部
屋
が
あ
り

そ
う
に
み
え
る
千
鳥
破
風
も
、
実
測
図
で
は
壁
が
あ
っ
て
入
る
こ
と
が
で

き
な
い
し
、
窓
も
狭
間
も
な
い
。

　
『
温
古
録
』
で
は
小
天
守
二
層
千
鳥
破
風
に
つ
い
て
「
此
破
風
に
窓
無

く
、只
装
ひ
の
み
に
て
」（
一
―
二
二
〇
頁
）
と
す
る
。
こ
の
記
述
は
天
守
・

小
天
守
破
風
で
の
例
外
を
示
し
た
も
の
だ
が
、
破
風
は
装
い
（
飾
り
）
で

あ
る
か
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

し
か
し
不
思
議
な
こ
と
に
壁
で
塞
が
れ
て
い
て
、
中
に
入
れ
な
い
は
ず

の
天
守
四
層
破
風
下
の
内
部
が
、
昭
和
実
測
図
で
測
定
さ
れ
て
い
る
。
何

ら
か
の
方
法
で
人
が
入
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
。

　

築
城
以
来
、
宝
暦
ほ
か
数
段
階
の
補
修
が
あ
っ
た
は
ず
で
、
最
終
段
階

に
は
部
屋
は
な
く
な
っ
た
が
、
築
城
時
に
は
小
天
守
、
お
よ
び
御
天
守
四

層
の
千
鳥
破
風
は
部
屋
が
あ
り
、
窓
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

昭
和
実
測
図
か
ら
全
て
が
わ
か
る
わ
け
で
も
な
い
よ
う
だ
。
小
天
守
に

つ
い
て
『
金
城
温
古
録
』（
一
―
二
二
〇
頁
）
は

大
棟
の
東
の
破
風
に
開
戸
の
窓
あ
り
、西
の
破
風
に
は
こ
れ
無
し
。
是
、

二
重
御
本
間
の
天
井
よ
り
爰
へ
抜
出
て
、
御
屋
根
へ
至
る
時
の
為
に

有
る
口
な
り
。

と
す
る
。
昭
和
実
測
図
に
開
戸
は
な
い
（
古
写
真
に
は
東
側
開
戸
が
写
っ

て
い
る
）。
い
っ
ぽ
う
五
層
天
守
の
最
上
階
の
窓
戸
（
開
戸
、
南
北
）
は

実
測
図
85
「
天
守
五
層
南
妻
破
風
姿
及
断
面
詳
細
図
」
に
書
か
れ
、『
温

古
録
』（
一
―
二
七
一
頁
）に
開
戸
口
の
記
述
も
あ
る
。
天
守
屋
根
の
場
合
、

命
綱
用
と
思
わ
れ
る
環
（
丸
環
・
銅
環
）
が
壁
に
多
数
取
り
付
け
て
あ
っ

て
、
こ
の
最
上
屋
根
下
も
そ
の
一
つ
で
、
開
戸
か
ら
屋
根
に
出
て
、
金
シ
ャ

チ
の
点
検
ほ
か
に
使
用
し
た
の
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
こ
こ
へ
の
昇
り
口
は

昭
和
実
測
図
か
ら
で
は
わ
か
ら
な
い
。
図
に
は
な
い
け
れ
ど
、
天
井
裏
に

あ
っ
た
。

　

四
層
千
鳥
破
風
も
実
測
図
か
ら
は
判
読
で
き
な
い
移
動
で
き
る
小
さ

な
板
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

築
城
時
に
は
窓
も
狭
間
も
あ
っ
た
千
鳥
破
風
が
、
年
次
を
経
て
窓
が
閉

鎖
・
廃
止
さ
れ
、
合
わ
せ
て
部
屋
も
内
部
に
入
れ
な
い
構
造
に
変
え
ら
れ

た
。
し
か
し
完
全
に
閉
ざ
し
は
し
な
か
っ
た
。
先
と
同
様
に
、空
間
が
あ
っ
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た
と
推
測
す
る
。

　

階
段
上
の
引
戸
蓋
（
這
戸
）

　

階
段
に
は
御
成
階
（
段
）
と
通
常
の
段
階
（
階
段
）
の
二
つ
が
地
階
か

ら
三
階
ま
で
あ
っ
た
。
御
成
階
段
入
り
口
は
、
厳
重
に
施
錠
さ
れ
て
い
た

か
ら
、
通
常
は
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
（「
常
に
鎖
し
て
通
用
無
之
」『
金

城
温
古
録
』
一
―
二
五
四
頁
）。
解
錠
は
至
難
で
、
と
く
に
天
守
の
中
は

真
っ
暗
で
あ
っ
た
。

　

御
成
階
も
通
常
の
階
段
も
全
て
の
階
で
、
次
階
に
上
が
る
直
前
の
頭
上

に
、
引
戸
蓋
が
あ
っ
た
。

　

引
戸
蓋
に
は
円
滑
に
動
く
よ
う
戸
車
が
つ
い
て
い
る
（
昭
和
実
測
図

93
）。
引
戸
蓋
を
閉
め
れ
ば
、
階
下
か
ら
上
が
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

引
戸
は
後
方
か
ら
引
く
の
が
ふ
つ
う
だ
が
、
三
層
の
階
段
の
み
は
前
か
ら

引
く
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
後
方
か
ら
引
く
場
合
、
梁
に
干
渉
す
る
か
ら

だ
と
さ
れ
て
い
る
。

　

小
天
守
「
段
階
」
に
も
引
戸
蓋
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
梁
を
上
下
に
二

分
し
て
、
そ
の
間
に
引
き
込
む
と
い
う
技
法
を
用
い
た
。
い
ず
れ
も
特
殊

な
工
法
を
用
い
て
も
必
ず
蓋
を
設
け
る
意
思
が
示
さ
れ
て
い
る
（
以
上
は

片
庭
修
氏
よ
り
ご
教
示
を
得
た
）。

　
『
金
城
温
古
録
』（
一
―
二
二
六
頁
）
に
小
天
守
の
「
天
上
に
這
戸
、

錠
し（

締

り

）

ま
り　

御
具
足
奉
行
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
階
段
上
の
引

戸
を
「
這
戸
」
と
表
現
し
て
お
り
、
そ
こ
は
施
錠
が
さ
れ
て
い
た
。「
這

戸
」
の
読
み
方
が
わ
か
ら
な
い
が
、連
体
形
接
続
で
「
這
ふ
戸
」（
は
う
と
）

で
あ
ろ
う
。
こ
の
記
述
か
ら
で
は
上
か
ら
の
施
錠
か
下
か
ら
の
施
錠
な
の

か
は
不
明
で
あ
る
。

　

記
述
は
「
御
用
列
以
上
の
外
は
登
る
事
御
制
禁
」
と
続
く
。
階
上
に
は

「
御
家
御
代
々
様
御
着
背
」
す
な
わ
ち
代
々
主
君
の
甲
冑
が
置
い
て
あ
っ

た
。
鍵
は
下
側
に
つ
い
て
、
上
が
る
こ
と
を
禁
止
し
た
と
、
と
り
う
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
下
記
南
一
之
御
門
の
記
述
と
比
較
す
る
と
、
単
に
施
錠

が
あ
っ
た
こ
と
の
み
を
記
述
し
て
い
る
と
考
え
る
。
階
段
上
引
戸
は
通
常

に
は
な
い
厳
重
な
扉
で
あ
る
。
役
割
は
本
来
敵
の
侵
入
を
阻
止
す
る
た
め

と
考
え
る
。
防
衛
す
る
側
は
上
に
い
る
の
だ
か
ら
、
下
か
ら
施
錠
さ
れ
て

は
困
る
。
上
か
ら
施
錠
で
き
た
と
考
え
る
（
な
お
本
丸
御
殿
で
は
戸
・
襖

は
全
て
内
側
、
主
君
の
観
点
・
立
場
か
ら
施
錠
さ
れ
る
）。

　
「
南
一
之
御
門
」（
つ
ま
り
表
一
之
門
）
に
も
「
二
階
へ
の
登
り
口
、

天
上
に
這
戸
、
錠
締
り　

今
、
此
二
階
は
御
具
足
方
持
」
と
同
じ
文
言
が

あ
っ
た
（
二
―
一
一
頁
）。
こ
の
門
の
階
段
頭
上
に
も
引
戸
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
門
の
二
階
（
階
段
上
）
は
桝
形
の
構
成
要
素
で
あ
っ
て
、
橋
の
上

（
櫓
門
二
階
）
南
北
両
側
と
も
多
門
に
連
続
し
て
お
り
、
階
上
は
通
行
可

能
が
原
則
で
あ
る
。
管
理
的
な
理
由
で
下
か
ら
施
錠
す
る
意
味
が
わ
か
ら

な
い
。
防
衛
上
の
理
由
で
上
か
ら
施
錠
し
た
と
考
え
る
。

　

こ
の
二
ヶ
所
に
も
施
錠
を
し
て
い
る
の
な
ら
、
必
ず
天
守
の
各
階
段
上

の
全
て
に
設
け
ら
れ
て
い
る
各
引
戸
（
這
戸
）
に
も
施
錠
を
し
て
い
た
で

あ
ろ
う
。

　

姫
路
城
も
同
様
で
天
守
階
段
の
全
て
、
地
階
か
ら
最
上
階
ま
で
各
階
に

蓋
が
あ
り
、
地
階
か
ら
四
層
ま
で
は
蝶

ち
ょ
う
つ
が
い

番
に
よ
る
蓋
で
、
最
上
階
が
引
戸

蓋
で
あ
っ
た
。
ま
た
三
つ
の
小
天
守
に
も
蝶
番
蓋
が
あ
る
。
名
古
屋
城
に

酷
似
す
る
。

9

10

11

12

13
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蝶
番
は
頑
丈
で
壊
れ
に
く
い
位
置
に
取
り
付
け
た
で
あ
ろ
う
が
、
所
詮

は
釘
で
打
ち
付
け
た
も
の
だ
か
ら
、
小
槌
で
逆
方
向
に
叩
き
続
け
れ
ば
、

い
つ
か
は
破
壊
さ
れ
る
。
引
戸
の
方
が
強
い
。
姫
路
城
で
は
最
上
階
と
い

う
空
間
が
、
最
も
重
視
さ
れ
て
い
た
。

　

松
江
城
天
守
で
は
一
階
か
ら
二
階
（
二
階
の
床
）、三
階
か
ら
四
階
（
四

階
の
床
）
に
引
戸
が
あ
っ
た
（
図
８
）。
ま
た
天
守
の
材
は
ほ
と
ん
ど
松

材
だ
が
、
階
段
は
桐
材
で
軽
い
（
桐
材
で
あ
る
こ
と
は
科
学
的
分
析
で
も

確
認
さ
れ
て
い
る
）。
階
段
を
外
す
こ
と
が
可
能
な
構
造
で
あ
る
と
い
い
、

戦
時
に
は
上
か
ら
引
き
上
げ
て
、
階
段
を
取
り
外
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
場
合
、
梯
子
を
か

け
ら
れ
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
蓋
を
す
る
必
要

も
生
じ
た
だ
ろ
う
。

　

名
古
屋
城
の
引
戸
蓋

は
諸
城
の
天
守
に
比
べ

て
も
、
格
段
に
造
作
が

て
い
ね
い
で
、
も
し
施

錠
ま
で
さ
れ
た
な
ら
、

壊
す
に
は
時
間
が
か

か
っ
た
。
蓋
を
す
れ
ば

敵
の
攻
撃
は
、
し
ば
し

く
い
と
め
ら
れ
る
。
引

戸
蓋
で
よ
り
長
く
時
間
が
稼
げ
た
。

　

蓋
を
し
て
し
ま
え
ば
、
も
は
や
攻
撃
・
反
撃
が
で
き
な
い
の
が
ふ
つ
う

だ
。
姫
路
城
や
松
江
城
の
構
造
で
は
敵
の
昇
段
を
時
間
的
に
阻
止
す
る
の

み
で
攻
撃
は
で
き
な
い
。
と
こ
ろ
が
名
古
屋
城
で
は
、
反
撃
が
可
能
な
構

造
に
な
っ
て
い
た
。

　

石
落
と
し
（
矢
狭
間
）

　

四
層
床
の
、真
下
に
三
層
か
ら
の
階
段
が
あ
る
位
置
に
、石
落
と
し
（
矢

狭
間
）
が
あ
っ
た
。

　

昭
和
実
測
図
96
「
天
守
四
層
表
階
段
矢
狭
間
詳
細
図
（
揚
板
桟
詳
細
図

ほ
か
）」
に
七
尺
一
分
と
表
記
さ
れ
た
二
枚
の
板
が
あ
る
。
復
原
案
（「
第

十
三
回
天
守
閣
部
会
資
料
」
よ
り
）
で
も
「
揚
げ
板
棧
」
と
し
て
い
る
。

　

階
段
の
真
上
に
あ
っ
た
（
真
下
に
鉄
砲
は
撃
て
な
い
の
で
、
矢
狭
間
と

さ
れ
た
か
）。

　

敵
兵
は
三
階
か
ら
四
階
へ
の
階
段
の
上
部
で
再
び
引
戸
蓋
（
這
戸
）
に

よ
っ
て
阻
止
さ
れ
る
か
ら
、
必
ず
こ
こ
の
階
段
に
屯
す
る
。
四
層
で
は
階

段
は
一
つ
し
か
な
い
。
引
戸
蓋
を
こ
じ
あ
け
よ
う
と
す
る
敵
兵
と
の
最
後

の
戦
場
で
あ
っ
た
。

　

天
守
で
は
階
段
一
階
ご
と
に
敵
と
戦
う
わ
け
だ
が
、
現
実
に
は
蓋
を
し

た
ら
何
も
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
名
古
屋
城
で
は
最
終
段
階
、
決
死

隊
が
蓋
を
閉
め
た
段
階
で
も
、
四
階
直
上
か
ら
最
後
の
有
効
な
防
戦
が
可

能
な
施
設
が
あ
っ
た
。
驚
愕
す
る
し
か
な
い
。

　

天
守
に
は
城
主
と
決
死
隊
が
籠
城
す
る
。
人
質
が
入
る
こ
と
も
あ
っ
た

だ
ろ
う
。
豊
臣
秀
頼
の
場
合
は
天
守
で
は
な
く
、山
里
曲
輪
で
自
決
し
た
。

天
守
に
入
れ
ば
階
段
は
施
錠
さ
れ
る
。
死
以
外
の
選
択
肢
は
な
か
っ
た
。

14

図 8　松江城天守現況引戸・二階より一階を見る　
　　　松江市松江城調査研究室　藤井一氏提供
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茶
々
も
秀
頼
も
そ
こ
ま
で
の
覚
悟
が
で
き
な
か
っ
た
と
推
測
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
天
守
内
部
に
敵
を
入
れ
て
し
ま
っ
た
ら
、
死
か
、
人
質
を

盾
に
し
て
の
交
渉
し
か
な
い
か
ら
、
当
然
に
そ
れ
以
前
に
勝
機
を
得
る
工

夫
が
必
要
で
、
使
命
で
あ
っ
た
し
、
実
際
に
そ
う
し
た
設
備
が
多
く
あ
っ

た
。
そ
れ
は
次
な
る
章
で
議
論
す
る
。

　　

外
壁
防
弾
厚
板
（
樫
中
込
厚
板
）

　

天
守
に
は
四
層
ま
で
厚
さ
四
寸
の
「
樫
中
込
厚
板
」
が
あ
っ
た
（『
国

秘
録　

御
天
守
御
修
復
留　

上
』
徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
、
天
守
閣
部
会

第
６
回
資
料
）。
防
弾
材
で
あ
る
。
大
坂
城
千
貫
櫓
ほ
か
に
も
同
様
の
防

弾
板
が
あ
っ
た
。

　

五
層
で
は
樫
板
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
壁
の
面
積
が
少
な
い
し
、
五

層
の
高
さ
ま
で
砲
弾
が
届
い
た
実
例
は
な
い
だ
ろ
う
（
大
砲
弾
道
と
命
中

率
に
つ
い
て
は
桐
野
作
人
『
火
縄
銃
・
大
筒
・
騎
馬
・
鉄
甲
船
の
威
力
』

二
〇
二
〇
年
、
新
人
物
往
来
社
）。

　

名
古
屋
城
で
は
天
守
以
外
の
櫓
で
は
、
こ
う
し
た
厚
板
は
存
在
し
な
い

と
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
天
守
・
小
天
守
が
究
極
の
軍
事
施
設
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し

た
。

　　

Ｃ
―
２　

な
ぜ
御
天
守
五
層
窓
に
は
格
子
そ
し
て
窓
壁
が
な
い
の
か

　
窓
も
壁
も
な
い
吹
き
放
ち
の
天
守
最
上
階

　

天
守
は
最
上
層
（
通
常
五
層
）
と
そ
れ
よ
り
下
の
層
（
四
層
以
下
）
で

は
窓
や
壁
の
構
造
が
異
な
っ
て
い
る
。
多
く
は
外
観
も
異
な
っ
て
い
る
。

下
層
で
は
防
御
を
重
視
し
て
壁
面
を
多
用
し
た
。
砲
弾
が
届
く
可
能
性
が

ほ
と
ん
ど
な
い
最
上
階
五
層
で
は
、
壁
は
な
い
か
、
あ
っ
た
と
し
て
も
窓

を
多
く
大
き
く
し
て
開
放
し
、
攻
撃
に
特
化
し
て
い
た
。

　

天
守
最
上
層
の
窓
は
概
し
て
大
き
い
。
さ
ら
に
窓
も
な
く
壁
も
な
い
も

の
の
代
表
が
熊
本
城
、
松
江
城
で
、
最
上
層
吹
き
放
ち
空
間
の
天
守
で

あ
っ
た
。

　

熊
本
城

　

熊
本
城
天
守
の
場
合
、
雨
戸
板
を
動
か
せ
ば
、
天
守
・
小
天
守
と
も
外

観
が
柱
と
戸
袋
だ
け
の
巨
大
な
空
間
に
な
っ
た
。
雨
戸
を
戸
袋
に
収
納
す

る
と
壁
も
窓
も
な
い
、
吹
き
放
ち
で
あ
る
（
図
９
）。

　

戸
袋
以
外
に
壁
が
な
く
な
る
と
い
う
、
異
様
に
さ
え
感
じ
る
巨
大
な
空

間
は
、
自
由
で
死
角
の
な
い
射
撃
が
可
能
で
あ
る
と
と
も
に
、
銃
砲
発
射

後
の
排
煙
を
迅
速
か
つ
容
易
に
行
う
効
果
が
あ
っ
た
。

　

前
掲
「
御
天
守
方
御
間
内
之
図
」
中
の
最
上
階
六
階
平
面
図
（
図
10
）

に
は
、
こ
の
階
の
具
体
的
な
記
述
が
あ
る
。
そ
れ
を
見
る
と
外
周
お
よ
び

唐
破
風
は
雨
戸
に
戸
袋
で
構
成
さ
れ
、
戸
袋
は
隅
（
東
西
面
）、
お
よ
び

南
北
面
で
は
唐
破
風
下
に
あ
っ
た
。
コ
ー
ナ
ー
部
に
あ
た
る
戸
袋
と
戸
袋

の
間
は
二
枚
戸
タ
テ
ハ
ツ
シ
に
な
っ
て
い
た
。
雨
戸
を
戸
袋
に
収
納
し
、

二
枚
戸
を
外
せ
ば
、
柱
と
戸
袋
の
ほ
か
は
完
全
な
空
間
に
な
る
こ
と
が
、

こ
の
図
か
ら
も
わ
か
る
。
そ
の
内
側
に
入
側
が
あ
っ
て
、
外
周
・
唐
破
風

を
小
さ
く
し
た
同
じ
形
に
、
ヌ
メ
シ
キ
イ
（
無
目
敷
居
）
が
回
る
。
無
目

だ
か
ら
建
具
は
な
い
。
そ
の
内
側
が
正
方
形
の
御
上
段
で
あ
っ
た
。
御
上

段
に
は
建
具
が
あ
り
、

15

16
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二
枚
戸
タ
テ
ハ
ツ
シ　

壱
枚
引
戸
内
ハ
リ
ツ
ケ　

二
枚
戸
う
ち
ハ
リ　

　

ツ
ケ　

コ
シ
障
子
建

な
ど
と
注
記
が
あ
る
か
ら
、
上
段
の
間
に
ハ
リ
ツ
ケ
（
張
付
）
の
建
具
が

あ
っ
た
。
別
の
記
述
に
「
御
天
守　

一
、
御
上
段
張
付　

若
松　

源
七
」

と
あ
っ
て
（「
初
而
登
御
城
之
節
御
順
道
附
」、『
特
別
史
跡
熊
本
城
跡
総

括
報
告
書 

歴
史
資
料
編 

史
料
・
解
説
』
熊
本
市
熊
本
城
調
査
研
究
セ
ン

タ
ー
、
二
〇
一
九
年
、
資
料
番
号
一
九
六
、二
五
一
頁
）、
張
付
に
は
若

松
が
描
か
れ
て
お
り
、
上
段
と
し
て
の
品
格
を
備
え
て
い
た
。
し
か
し
東

西
面
が
張
り
付
け
で
南
北
面
が
コ
シ
（
腰
）
障
子
建
だ
っ
た
か
ら
、
取
り

外
し
が
簡
単
だ
っ
た
と
考
え
る
。

　

明
治
の
焼
失
前
の
写
真
を
見
る
と
、
御
天
守
も
小
天
守
も
窓
の
向
こ
う

側
に
反
対
側
の
空
が
見
え
て
い
る
（
熊
本
市
立
熊
本
博
物
館
所
蔵
ほ
か
。

『
特
別
史
跡
熊
本
城
跡
総
括
報
告
書 

歴
史
資
料
編 

絵
図
・
地
図
・
写
真
』

前
掲
、
一
八
〇
〜
一
八
三
頁
）。
宇
土
櫓
も
同
様
で
あ
る
（
同
上
一
九
三

頁
）。
引
戸
、
腰
障
子
は
外
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

松
江
城

　

松
江
城
も
雨
戸
を
外
せ
ば
内
側
に
は
壁
も
窓
も
な
か
っ
た
。
現
在
は
一

面
の
左
右
に
二
つ
の
戸
袋
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
明
治
二
十
七
年
修
理

の
前
に
撮
影
さ
れ
た
古
写
真
（
図
11
、
松
江
市
史
編
集
委
員
会
編
『
松
江

市
史
』
別
編
１ 

松
江
城
、
松
江
市
、
二
〇
一
八
年
）
に
よ
る
と
、
戸
袋

は
片
側
の
み
で
、
東
西
面
で
雨
戸
は
三
枚
、
南
側
面
で
五
枚
の
よ
う
に
見

え
る
。

　

昭
和
修
理
（
一
九
五
五
年
）
以
後
は
巨
大
雨
戸
は
小
型
化
さ
れ
て
、
東

図 9　熊本城天守古写真　熊本市立熊本博物館蔵図 10　御天守方御間内之図（部分）　
熊本県立図書館蔵
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西
各
八
枚
、
南
北
十
枚
で
、
形
状
が
変
わ
っ
て
い
る
。
な
ぜ
か
手
す
り
が

雨
戸
の
外
に
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
原
因
と
推
測
す
る
が
、
片
側
収
納
が
不

可
能
に
な
っ
た
た
め
、
左
右
両
側
の
戸
袋
に
収
納
さ
れ
、
ガ
ラ
ス
窓
に
も

な
っ
て
い
る
（
重
要
文
化
財
松
江
城
天
守
修
理
事
務
所
『
重
要
文
化
財

松
江
城
天
守
修
理
工
事
報
告
書
』
一
九
五
五
年
、
奈
良
国
立
文
化
財
研

究
所
「
全
国
遺
跡
報
告
総
覧
」
に
て
閲
覧
可
能h

ttp
s://siterep

o
rts.

n
ab

u
n

ken
.go

.jp
/ja

）。

　

手
す
り
が
外
に
出
て
、
雨
が
か

か
る
よ
う
で
は
雨
戸
の
意
味
が
な

い
よ
う
に
思
う
。
江
戸
時
代
の
手

す
り
は
柱
に
取
り
付
き
雨
戸
の
内

側
に
な
っ
て
お
り
、
雨
戸
の
移
動

も
自
由
だ
っ
た
か
ら
、
片
側
の
戸

袋
に
収
納
で
き
て
い
た
。

　

こ
の
明
治
古
写
真
が
本
来
の
松

江
城
天
守
の
正
し
い
姿
で
、
雨
戸

を
収
納
す
れ
ば
巨
大
な
吹
き
放
ち

空
間
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
熊
本
城

天
守
に
同
じ
で
あ
る
（
熊
本
城
も
松
江
城
も
手
す
り
は
取
り
外
し
が
可
能

で
あ
っ
た
と
考
え
る
）。

　
福
山
城
・
萩
城
ほ
か

　

福
山
城
天
守
は
最
上
層
に
突
き
上
げ
戸
風
の
板
張
り
に
な
っ
て
か
ら

の
写
真
が
多
い
が
、
明
治
後
期
と
さ
れ
る
園
尾
裕
氏
所
蔵
写
真
（
小
沢
健

志
・
三
浦
正
幸 

監
修
、
來
本
雅
之
編
著
『
レ
ン
ズ
が
撮
ら
え
た
幕
末
日

本
の
城
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）
に
は
柱
だ
け
の
状
態
が
写
っ
て

い
る
。
こ
の
天
守
は
吹
き
放
ち
に
な
る
け
れ
ど
、突
き
上
げ
戸
板
で
覆
い
、

警
戒
が
厳
重
だ
っ
た
。
そ
れ
よ
り
下
の
階
は
壁
が
多
く
、
全
く
異
な
る
。

　

萩
城
天
守
は
、
南
側
の
面
に
三
面
、
東
側
の
面
に
一
面
、
戸
が
あ
っ
た
。

四
層
以
下
の
窓
・
壁
と
は
全
く
形
状
が
異
な
っ
て
い
る
。
最
上
階
で
突
き

上
げ
戸
が
開
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
東
か
ら
の
古
写
真
が
あ
る
（『
カ

メ
ラ
が
撮
ら
え
た
古
写
真
で
見
る
日
本
の
名
城
』
中
井
均
・
加
藤
理
文
・

木
戸
雅
寿
著
、
中
経
出
版
、
二
〇
一
五
年
）。
戸
を
開
け
ば
三
間
分
が
開

放
空
間
に
な
っ
た
。

　

会
津
若
松
城
、
犬
山
城
（
南
北
面
）、
和
歌
山
城
、
広
島
城
、
松
山
城
、

高
知
城
の
天
守
最
上
層
は
中
央
部
の
板
戸
風
の
も
の
を
開
く
か
外
せ
ば
、

そ
の
分
の
空
間
が
で
き
た
。

　

津
山
城
天
守
は
四
階
よ
り
下
の
階
は
通
常
の
窓
だ
が
、
最
上
階
の
み
、

連
続
す
る
窓
（
東
西
四
、
南
北
六
）
だ
っ
た
（
藤
岡
前
掲
書
）。

　

連
続
窓
タ
イ
プ
の
天
守
最
上
層
・
姫
路
城
天
守
と
の
類
似
性

　

姫
路
城
最
上
階
は
左
右
の
端
が
壁
で
、
中
央
は
窓
が
連
続
す
る
。
平
成

解
体
修
理
で
両
端
の
壁
が
、
本
来
は
窓
と
し
て
計
画
さ
れ
て
お
り
、
窓
が

動
く
よ
う
溝
が
ほ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
（
文
化
財
建
造
物
保
存

技
術
協
会
編
著
『
国
宝　

姫
路
城
大
天
守
保
存
修
理
工
事
報
告
書
』
姫

路
市
、
二
〇
一
五
年
）。
す
る
と
連
続
面
は
最
上
層
の
壁
全
面
に
ほ
ぼ
等

し
い
構
想
に
な
る
。
現
在
は
南
北
面
で
５
×
２
、
東
西
面
で
３
×
２
の
窓

板
が
あ
る
が
、
当
初
計
画
で
は
７
×
２
、５
×
２
の
窓
が
連
続
す
る
は
ず

図 11　松江城天守古写真　松江歴史館蔵
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だ
っ
た
。
名
古
屋
城
天
守
五
層
は
８
×
２
、６
×
２
だ
っ
た
か
ら
、
規
模

は
や
や
小
ぶ
り
と
は
い
え
、
全
く
同
じ
築
城
思
想
だ
っ
た
。

　

名
古
屋
城
天
守
五
層
の
窓
戸
板
は
高
さ
四
尺
一
寸
で
清
洲
櫓
よ
り
も

さ
ら
に
大
き
か
っ
た
け
れ
ど
、
な
ぜ
か
窓
自
体
は
三
尺
一
寸
九
分
で
、
板

よ
り
一
尺
近
く
も
短
か
っ
た
。
宝
暦
修
理
時
に
外
側
に
長
押
を
置
い
て
、

そ
の
結
果
小
さ
く
な
っ
た
の
か
。
な
ぜ
窓
板
を
小
さ
く
し
な
か
っ
た
の

か
。
こ
の
理
由
は
わ
か
ら
な
い
。
窓
戸
の
大
き
さ
は
ほ
ぼ
一
層
か
ら
同
じ

で
あ
る
。
当
初
に
は
窓
の
壁
は
よ
り
高
く
、
し
た
が
っ
て
広
か
っ
た
、
と

考
え
る
の
が
ふ
つ
う
だ
ろ
う
。

　

連
続
窓
の
意
義
・
意
味

　

清
洲
櫓
に
上
が
っ
て
み
る
と
、
窓
が
大
型
で
あ
っ
た
と
実
感
す
る
。
壁

や
格
子
が
な
い
の
だ
か
ら
、
窓
板
を
収
納
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
横
に
長

い
空
間
が
得
ら
れ
た
。

　

天
守
の
窓
が
大
き
な
こ
と
は
通
常
、
遠
見
、
展
望
を
得
る
目
的
か
ら
説

明
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
別
の
観
点
か
ら
の
合
理
的
説
明
が
可
能
で
あ

る
。
窓
の
連
続
は
ど
う
説
明
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

城
は
軍
事
施
設
で
あ
る
。
壁
は
敵
の
攻
撃
か
ら
身
を
守
る
。
壁
は
多
く

広
い
方
が
防
御
に
は
有
利
で
あ
る
。
し
か
し
隠
れ
て
い
る
だ
け
で
は
反
撃

が
で
き
な
い
。
攻
撃
用
施
設
、
窓
や
狭
間
を
多
く
設
け
た
方
が
反
撃
（
攻

撃
）
に
は
有
利
で
あ
る
。
ま
た
建
物
内
で
銃
器
を
使
用
す
れ
ば
排
煙
が
必

要
に
な
る
。『
金
城
温
古
録
』
に
は
「
鉄
砲
煙
抜
」「
接
戦
煙
抜
窓
」
と
い
っ

た
言
葉
が
散
見
さ
れ
る（
二
―
二
六
、二
七
頁
）。
窓
や
狭
間
が
多
い
方
が
、

非
常
時
に
は
機
能
的
で
合
理
的
で
あ
る
。
窓
の
隣
を
壁
に
し
て
収
納
す
る

の
か
、
つ
ま
り
窓
と
壁
が
交
互
に
く
る
の
か
（
非
連
続
窓
）、
収
納
せ
ず

に
常
時
漆
喰
窓
だ
け
に
し
て
お
く
の
か
（
連
続
窓
）。
そ
の
選
択
は
防
御

と
攻
撃
、
平
時
と
非
常
時
の
い
ず
れ
を
重
視
す
る
の
か
、
軽
視
す
る
の
か
、

そ
の
築
城
設
計
に
左
右
さ
れ
る
。

　

名
古
屋
城
で
は
桝
形
門
の
一
之
門
（
櫓
門
）
の
門
扉
の
上
は
必
ず
連
続

窓
で
あ
る
。
名
古
屋
城
櫓
門
は
本
丸
南
一
之
門
、
東
一
之
門
、
み
な
そ
う

だ
し
、『
金
城
温
古
録
』
に
あ
る
と
お
り
、
二
之
丸
西
鉄
門
・
東
鉄
門
、

西
之
丸
榎
多
門
、
三
之
丸
の
各
櫓
門
（
本
町
、
東
、
御
園
、
巾
下
）
も
い

ず
れ
も
門
扉
の
上
は
連
続
窓
だ
っ
た
（
門
の
直
上
以
外
、
お
よ
び
桝
形
内

多
門
は
窓
と
壁
が
交
互
に
あ
る
）。

　

格
子
は
あ
っ
た
が
、
桝
形
内
は
距
離
が
短
い
か
ら
、
兵
器
も
短
距
離
用

で
よ
か
っ
た
。
し
か
し
よ
り
多
数
の
兵
士
が
窓
か
ら
射
撃
を
す
る
必
要
が

あ
っ
た
か
ら
、
連
続
窓
に
し
て
壁
を
な
く
し
、
有
効
空
間
を
倍
に
し
た
。

窓
壁
の
な
い
連
続
窓
に
よ
っ
て
、
攻
撃
性
、
防
御
能
力
を
高
め
た
。

　

本
丸
丑
寅
櫓
（
焼
失
）
と
辰
巳
櫓
の
最
上
階
窓
に
は
こ
の
よ
う
な
特
色

は
な
く
、格
子
も
壁
も
あ
っ
て
、連
続
窓
で
は
な
い
。
御
天
守
と
二
櫓
（
清

洲
櫓
、
未
申
櫓
）
計
三
棟
の
最
上
階
窓
と
、
一
部
石
落
と
し
窓
が
格
子
・

壁
が
な
く
、
連
続
窓
と
わ
か
る
。

　

窓
台

　

格
子
の
な
い
窓
に
は
必
ず
で
あ
る
か
の
よ
う
に
窓
台
が
あ
っ
た
。
天
守

の
窓
台
は
最
上
層
の
四
隅
に
一
つ
ず
つ
、
計
四
脚
が
あ
っ
た
。『
金
城
温

古
録
』（
一
―
二
七
二
頁
）
に
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五
重
目
御
入
側
御
窓
台
四
脚

高
さ
は
御
入
側
の
外
ケ
輪
、
狭
間
の
梱
に
な
ら
び
四
隅
に
四
脚
を
置

く
。
是
遠
望
の
為
、
君
上
着
御
の
所
也
、
台
上
御
半
畳
、
縁
は
大
紋

と
す
る
。
狭
間
の
「
梱
」
と
は
、
お
そ
ら
く
し
き
み
で
、
仕
切
り
の
意
味

か
。
天
守
の
隠
し
狭
間
は
四
層
ま
で
で
、
五
層
に
は
な
い
。
よ
っ
て
狭
間

は
窓
の
意
味
だ
と
考
え
る
。
高
さ
を
説
明
し
て
い
る
か
ら
、
窓
の
高
さ
に

並
ぶ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
平
時
は
藩
主
が
遠
望
を
楽
し
む
た
め
の
台

座
で
、
半
畳
分
、
畳
が
あ
っ
た
。
し
か
し
戦
時
に
は
別
目
的
に
転
用
さ
れ

た
と
考
え
る
（
述
べ
た
よ
う
に
古
写
真
に
は
な
ぜ
か
天
守
四
層
に
置
か
れ

た
窓
台
が
あ
る
）。

　

と
こ
ろ
が
窓
台
は
御
深
井
丸
三
階
櫓
（
清
洲
櫓
）
三
層
に
も
西
之
丸
月

見
櫓
二
層
に
も
あ
っ
た
。

（
御
深
井
丸
三
階
御
櫓
）

御
窓
台

方
六
尺
、
紺
縁
二
畳
、
床
の
高
一
尺
五
寸
ば
か
り
か
。
御
櫓
上
層
の
戌

亥
隅
御
入
側
に
在
り
、
源
懿
公
様
（
十
二
代
藩
主
徳
川
斉
荘
）
御
成
り

の
み
ぎ
り
、
新
ら
し
く
見
受
し
、
此
御
時
、
始
て
出
来
し
に
や
。
但
し

御
成
の
時
、
御
座
の
御
褥
は
御
側
よ
り
設
ら
る
ゝ
趣
な
り
。
表
に
懸
り

無
し
（『
金
城
温
古
録
』
二
―
二
三
四
頁
）

（
西
之
丸
月
見
櫓
）

御
窓
台

紺
縁
二
台
（
台
は
お
そ
ら
く
畳
か
）
の
床
台
一
脚
を
二
重
目
乾
隅
に
置

南
向
天
保
十
四
卯
年
御
成
の
時
、
こ
れ
を
設
ら
れ
て
よ
り
今
に
あ
り

（『
金
城
温
古
録
』
二
―
三
三
一
頁
）

　

稲
垣
智
也
「
城
郭
天
守
の
内
部
空
間
に
つ
い
て
」（
前
掲
）
は
、
こ
れ

ら
の
特
色
は
未
申
櫓
が
藩
主
居
室
空
間
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
居
室
性
の

重
視
に
よ
る
と
し
て
い
る
。
天
守
か
ら
の
展
望
図
は
『
金
城
温
古
録
』（
御

天
守
編
之
五
）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
窓
台
が
藩
主
に
よ
る
天
守
か
ら

の
展
望
用
（
遠
見
）
で
あ
る
と
い
う
記
述
は
、『
金
城
温
古
録
』（
一
―

三
〇
七
〜
三
〇
八
頁
）
に
も
あ
る
。

　

さ
て
上
記
二
櫓
の
う
ち
清
洲
櫓
三
層
に
は
格
子
は
な
か
っ
た
。
も
う
一

つ
の
西
之
丸
月
見
櫓
の
窓
の
格
子
の
有
無
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
こ
の

櫓
は
清
洲
櫓
の
二
層
化
縮
小
版
で
共
通
性
が
多
か
っ
た
。

　

西
之
丸
月
見
櫓
は
大
正
時
代
ま
で
櫓
が
現
存
し
て
い
た
か
ら
、
写
真
も

複
数
残
さ
れ
て
い
る
。
徳
川
慶
勝
氏
撮
影
の
も
の
に
、
窓
や
石
落
と
し
が

写
っ
て
い
る
（
図
12
）。『
金
城
温
古
録
』（
二
―
三
七
〇
〜
三
七
一
頁
）

で
は
、
北
面
、
西
面
の
二
層
の
窓
は
連
続
窓
、
窓
と
窓
の
間
に
壁
は
な
い

（
図
13
）。
西
面
一
層
に
石
落
と
し
が
あ
っ
て
、
こ
こ
も
窓
は
連
続
窓
だ
っ

た
。
よ
っ
て
三
層
の
清
洲
櫓
を
二
層
と
し
た
も
の
が
月
見
櫓
と
も
い
え

る
。
石
垣
の
高
さ
が
御
深
井
丸
よ
り
も
西
之
丸
月
見
櫓
台
の
方
が
高
か
っ

た
。
土
居
の
分
だ
け
高
い
の
で
、
三
層
で
な
く
と
も
二
層
で
十
分
だ
っ
た

と
考
え
る
。
縄
張
り
は
高
さ
を
勘
案
す
る
。
最
上
階
窓
に
格
子
は
な
か
っ

た
だ
ろ
う
。

　

清
洲
櫓
に
つ
い
て
は
藩
主
（
徳
川
斉
荘
）
御
成
の
時
と
あ
る
。
藩
主
が
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座
る
と
き
は
お
側
の
も
の

（
近
習
）
が
褥
（
座
布
団
）

を
用
意
し
た
と
も
あ
る
。

月
見
櫓
は
天
保
十
四
年
御

成
と
あ
る
か
ら
、
稲
垣
説

の
通
り
で
藩
主
が
展
望
を

楽
し
む
時
に
使
用
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
月
見
櫓
に
つ
い

て
は
藩
主
が
い
か
な
る
と

き
に
展
望
を
楽
し
ん
だ
の

か
、
櫓
の
呼
称
の
由
来
の

は
ず
の
月
見
の
宴
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
か

な
り
あ
る
。

　

水
堀
で
あ
る
外
堀
の
弱
点

　

二
つ
の
櫓
と
窓
台
の
関
係
は
の
ち
に
も
う
一
度
考
察
す
る
こ
と
に
す

る
が
、
天
守
・
櫓
の
軍
事
性
を
考
え
る
と
、
こ
の
二
つ
の
櫓
が
名
古
屋
城

の
外
郭
に
位
置
す
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
清
洲
櫓
は
筋
違
橋
（『
金
城

温
古
録
』
四
―
一
六
三
頁
）
に
近
い
。
こ
こ
よ
り
上
宿
を
経
て
、
稲
生
街

道
（
岩
倉
街
道
）
に
通
ず
る
。
月
見
櫓
は
美
濃
路
（
清
洲
街
道
）
と
巾
下

御
門
に
も
っ
と
も
近
接
し
た
櫓
で
あ
っ
た
。
ま
た
清
洲
櫓
は
ほ
と
ん
ど

軍
事
的
に
無
防
備
で
あ
っ
た
御
深
井
御
庭
の
西
方
を
守
備
す
る
任
務
を

担
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
一
点
あ
る
。
月
見
櫓

か
ら
辰
ノ
口
大
樋
は
至
近
で

あ
っ
た
。
堀
川
は
慶
長
十
五
年

（
一
六
一
〇
）
か
ら
の
掘
削
で
あ

る
。
物
資
運
搬
を
目
的
と
す
る
。

清
洲
城
で
の
五
条
川
に
同
じ
く
、

感
潮
河
川
で
、
大
潮
満
潮
時
に
は

遡
上
し
、
運
河
の
機
能
を
は
た
し

た
（
現
在
の
堀
川
で
も
大
潮
に
は

水
位
が
上
昇
し
、
逆
流
を
目
視
で

き
る
）。『
金
城
温
古
録
』
さ
し

絵
（
四
―
九
四
〜
九
五
頁
）
で
は
、

辰
ノ
口
大
樋
と
大
幸
川
の
落
差
は
さ
ほ
ど
に
は
な
い
よ
う
に
描
か
れ
て

い
る
け
れ
ど
、
堀
川
起
点
は
、
後
掲
の
「
御
城
郭
之
図
」（
図
15
）
に
あ

る
と
お
り
で
、
現
在
の
深
さ
に
同
じ
く
大
潮
満
潮
の
上
昇
限
界
点
で
、
そ

う
で
な
け
れ
ば
運
河
の
機
能
は
な
い
。
深
か
っ
た
。
大
樋
は
巾
下
門
に
至

近
で
防
衛
さ
れ
た
が
、
城
外
だ
っ
た
。
万
一
敵
の
工
兵
隊
に
よ
り
、
大
樋

を
破
壊
さ
れ
、
堀
川
起
点
ま
で
を
掘
削
さ
れ
れ
ば
、
お
そ
ら
く
堀
の
水
は

相
当
抜
け
た
と
思
わ
れ
る
。

　
『
金
城
温
古
録
』（
四
―
八
七
頁
）
は
堀
の
深
さ
に
つ
い
て
御
深
井
丸

三
階
櫓
は
石
垣
直
下
で
六
尺
、
水
底
地
平
は
一
丈
八
尺
（
名
古
屋
叢
書
に

一
尺
八
尺
と
あ
る
の
は
誤
植
で
、
蓬
左
文
庫
本
、
鶴
舞
図
書
館
本
い
ず
れ

も
一
丈
八
尺
）、
古
老
は
三
間
の
船
竿
が
立
が
た
し
と
い
う
が
、
今
は
三

間
些
余
に
て
底
に
当
た
る
、
と
記
述
し
て
い
る
。
大
坂
城
の
堀
を
埋
め
た

17

図 12　西之丸月見櫓　徳川林政史研究所蔵

図 13　西之丸月見櫓（『金城温古録』より）　
名古屋市蓬左文庫蔵
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経
験
か
ら
の
設
計
で
あ
っ
た
と
す
る
（
三
間
も
一
丈
八
尺
も
5.4
ｍ
で
同
じ

で
あ
る
）。
辰
ノ
口
大
樋
を
抜
い
て
も
完
全
に
水
が
抜
け
る
こ
と
は
な
い

わ
け
だ
が
、
浅
く
な
り
土
が
露
出
す
る
と
こ
ろ
は
多
か
っ
た
。
こ
の
堀
は

低
平
な
御
深
井
・
志
賀
平
地
に
連
続
し
、
熱
田
台
地
に
連
続
す
る
三
之
丸

外
堀
と
比
較
す
る
と
、
ず
い
ぶ
ん
浅
か
っ
た
。
水
が
抜
か
れ
れ
ば
、
名
古

屋
城
に
と
っ
て
最
大
の
弱
点
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
江
戸
城
の
堀
の
深

さ
を
測
っ
た
と
さ
れ
る
丸
橋
忠
弥
で
は
な
い
が
、
こ
の
弱
点
を
城
内
は
承

知
し
て
い
た
だ
ろ
う
し
、
補
強
す
る
た
め
の
対
策
は
周
到
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
筋
違
橋
、
す
な
わ
ち
大
幸
川
（
新
堀
）
ま
で
も
20
ｍ
ほ
ど
と
近
接

し
て
い
る
。
こ
の
川
自
体
は
天
明
年
間
（
一
七
八
一
〜
八
九
）
に
開
削
さ

れ
た
新
川
で
、
築
城
時
に
は
存
在
せ
ず
、
自
然
の
排
水
・
川
筋
が
あ
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
新
堀
は
『
金
城
温
古
録
』
絵
図
に
は
明
記
さ
れ
て

い
る
（
四
―
一
一
六
頁
）。
深
い
堀
川
と
は
段
差
が
あ
っ
て
、
さ
ほ
ど
深

く
は
な
か
っ
た
が
、
堀
川
起
点
ま
で
数
百
メ
ー
ト
ル
を
掘
削
す
れ
ば
、
水

は
抜
け
る
だ
ろ
う
。
防
御
へ
の
配
慮
は
必
要
と
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

二
尺
・
三
尺
と
堀
の
水
位
が
下
が
れ
ば
、
防
衛
に
は
深
刻
な
問
題
が
生
じ

た
と
考
え
る
。

　

外
堀
は
実
測
で
67
ｍ
弱
、『
金
城
温
古
録
』（
四
―
八
七
頁
）
に
よ
れ
ば

「
大
抵
三
拾
間
」（
一
間
六
尺
で
54
ｍ
、
六
尺
五
寸
で
58.5
ｍ
）
と
い
う
幅
が

あ
っ
て
、
ウ
イ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
を
攻
撃
し
て
く
る
敵
を
排
除
す
る
上
で
、

弓
と
通
常
の
鉄
砲
（
小
筒
）
で
は
対
応
で
き
ま
い
。
飛
距
離
に
勝
る
大
型

火
器
の
使
用
は
当
然
に
考
え
た
で
あ
ろ
う
。
大
筒
（
石
火
矢
）
の
使
用
が

想
定
さ
れ
る
。

　
Ｃ
―
３　

御
天
守
は
巨
大
な
大
筒
台

　

格
子
が
な
く
壁
も
な
く
、
窓
戸
を
外
す
こ
と
が
簡
単
に
で
き
、
窓
台
も

あ
っ
た
。
天
守
は
ど
こ
よ
り
も
高
か
っ
た
。
こ
の
構
造
は
何
の
た
め
か
。

通
説
で
は
藩
主
が
遠
見
を
す
る
た
め
と
な
っ
て
い
る
。
遠
見
で
あ
れ
ば
、

三
な
い
し
四
層
で
は
満
足
で
き
ず
に
五
層
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理

由
は
何
か
。

　

格
子
が
な
い
と
何
か
と
不
都
合
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
、
御
天
守
窓

に
は
鳥
除
け
の
「
か
な
あ
み
戸
」
が
あ
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
（『
金
城

温
古
録
』
一
―
二
七
五
頁
、「
か
な
あ
み
戸
」
を
設
置
す
る
た
め
の
溝
は
、

天
守
五
層
窓
枠
材
に
残
さ
れ
て
い
た
）。
か
な
あ
み
戸
が
あ
れ
ば
、
眺
望

は
悪
く
な
る
。
戸
で
あ
る
か
ら
、
外
せ
ば
よ
か
っ
た
と
は
い
え
、
第
一
の

目
的
が
遠
見
と
い
う
の
は
本
当
か
。
利
便
性
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
、
遠
見

の
た
め
に
格
子
を
な
く
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

本
稿
は
城
の
基
本
原
則
で
あ
る
軍
事
の
視
点
に
立
っ
て
、
天
守
の
任

務
・
建
設
目
的
を
再
検
討
す
る
。

　
『
金
城
温
古
録
』
は
慶
長
五
年
、
三
井
寺
か
ら
大
津
城
が
攻
撃
さ
れ
た

と
記
す
。
大
坂
の
陣
で
は
大
坂
城
に
高
さ
三
間
の
築
山
か
ら
大
砲
（
石
火

矢
）
が
打
ち
込
ま
れ
た
（『
高
山
公
実
録
』・『
譜
牒
余
録
』
ほ
か
、『
大

日
本
史
料
』
慶
長
十
九
年
十
二
月
四
日
十
六
日
条
ほ
か
）。
島
原
の
乱
の

主
戦
場
、
原
城
跡
か
ら
は
発
掘
調
査
で
多
数
の
鉄
砲
玉
が
出
土
し
て
い

る
。
本
丸
で
も
二
の
丸
で
も
二
匁
玉
（
直
径
12
㎜
、
重
量
９
〜
10
ｇ
）
が

圧
倒
的
に
多
い
け
れ
ど
、
直
径
４
㎝
の
大
型
砲
の
弾
丸
も
し
ば
し
ば
出
土

す
る
。
慶
長
〜
元
和
段
階
で
石
火
矢
は
主
要
な
武
器
と
な
っ
て
い
た
。

18
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石
火
矢
台
・
大
筒
狭
間
の
あ
る
城

　

大
筒
は
百
目
玉
以
上
を
い
う
（「
荻
野
流
百
カ
条
事
書
」、
今
村
嘉
雄

他
編
『
日
本
武
道
大
系
』
第
五
巻
、
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
二
年
）。
百

目
よ
り
重
い
弾
玉
を
撃
つ
も
の
を
大
筒
と
い
っ
た
。
石
火
矢
と
大
筒
は
同

じ
も
の
で
あ
る
と
『
金
城
温
古
録
』（
後
掲
）
は
記
し
て
い
る
。

　

所
荘
吉
『
火
縄
銃
』（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
六
四
年
）
は
大
砲
と
称
さ

れ
た
も
の
に
は
二
種
類
あ
る
と
し
て
い
る
。
一
つ
は
大
筒
と
い
わ
れ
る

三
十
目
以
上
の
撃
発
装
置
を
も
っ
た
銃
で
、
そ
の
口
径
も
百
目
玉
、
二
百

目
玉
、
五
百
目
玉
か
ら
一
貫
目
玉
に
お
よ
ぶ
も
の
で
用
法
に
よ
っ
て
抱
筒

と
置
筒
と
に
分
け
ら
れ
る
。
も
う
一
つ
は
石
火
矢
と
か
仏
郎
機
・
破
羅
漢

と
呼
ば
れ
る
い
わ
ゆ
る
大
砲
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
所
氏
は
大
筒
と
大
砲

を
区
別
す
る
と
し
て
、一
貫
目
玉
ま
で
は
大
筒
と
す
る
。
百
目
な
ら
、も
っ

と
も
一
般
的
で
あ
っ
た
鉄
砲
玉
二
匁
五
分
玉
の
四
十
倍
の
重
さ
で
あ
る
。

一
貫
五
百
目
玉
に
な
る
と
、
大
筒
百
目
玉
の
十
五
倍
も
あ
っ
た
。
超
巨
砲

は
、
福
岡
藩
で
は
長
崎
台
場
の
よ
う
な
海
洋
砲
台
に
設
置
さ
れ
た
。

　

大
坂
城
に
は
石
火
矢
二
百
八
十
六
挺
が
あ
っ
た
（『
大
坂
城
鉄
炮
方
外

会
所
文
書
』
徳
川
時
代
大
坂
城
関
係
史
料
集
一
九
、
大
阪
城
天
守
閣
、

二
〇
一
九
年
）。
福
岡
城
武
具
櫓
に
は
四
千
八
百
も
の
百
目
玉
が
あ
っ
た

（
後
述
）。
島
原
城
に
は
石
火
矢
蔵
が
あ
っ
た
。
赤
穂
城
・
城
内
に
は
大

筒
狭
間
が
七
十
四
あ
っ
た
（『
日
本
歴
史
地
名
大
系
』
第
二
十
九
巻
一
、

平
凡
社
、
一
九
九
九
年
）。

　

名
古
屋
城
で
は
御
深
井
丸
に
大
筒
蔵
が
あ
っ
た
。
で
は
こ
れ
ら
の
銃

弾
・
砲
弾
は
い
っ
た
い
ど
こ
か
ら
発
射
さ
れ
、
大
型
火
砲
は
ど
こ
に
置
か

れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
名
古
屋
城
で
は
二
之
丸
丑
寅
櫓
横
の
イ
ギ
リ
ス
砲
以

外
に
は
明
示
す
る
史
料
が
な
い
よ
う
だ
が
、
必
ず
砲
座
は
あ
っ
た
は
ず

だ
。
砲
座
は
い
っ
た
い
ど
こ
な
の
か
。

　

熊
本
城
宇
土
櫓
に
は
長
方
形
の
狭
間
が
い
く
つ
も
あ
る
が
、
そ
の
高
さ

は
弓
の
長
さ
の
半
分
よ
り
も
低
か
っ
た
。
よ
っ
て
弓
は
使
用
で
き
な
い
の

で
、
矢
狭
間
で
は
な
い
。
古
写
真
か
ら
わ
か
る
西
出
丸
な
ど
の
塀
の
狭
間

も
長
方
形
だ
が
、
低
す
ぎ
て
弓
は
使
え
な
い
。
弾
道
は
放
物
線
を
描
く
。

前
面
の
堀
幅
が
30
ｍ
強
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
大
型
火
器
で
あ
っ
た
可

能
性
を
考
え
る
。
こ
れ
も
大
筒
狭
間
で
は
な
い
か
。

　

萩
城
天
守
の
古
写
真
に
も
大
き
な
狭
間
が
い
く
つ
も
見
え
て
い
る
が
、

や
は
り
前
面
の
水
堀
が
30
ｍ
あ
る
の
で
、
大
筒
狭
間
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

　

今
治
城
の
二
の
丸
御
金
櫓
（
図
14
）
は
最
上
階
の
窓
の
下
に
大
型
の
狭

間
が
あ
っ
て
、
横
に
は
通
常
の
狭
間
が
あ
る
。
こ
の
大
型
狭
間
は
大
筒

狭
間
と
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
『
レ
ン
ズ
が
撮
ら
え
た
幕
末
日
本
の
城
』）。

19

図 14　今治城二の丸御金櫓
　　　　一般財団法人 今治文化振興会蔵



36

一
階
に
は
な
く
て
二
階
に
あ
る
。
本
丸
月
見
櫓
、
二
の
丸
山
里
櫓
も
同
様

で
あ
る
。

　

長
崎
奉
行
所
に
は
石
火
矢
長
屋
が
あ
っ
て
、
長
屋
は
多
門
に
同
じ
。

位
置
か
ら
考
え
る
と
、
船
舶
を
砲
撃
す
る
砲
台
で
あ
る
（
文
化
五
年

〈
一
八
〇
八
〉
西
御
役
所
長
屋
よ
り
石
火
矢
打
方
絵
図
。「
幕
末
の
科
学

技
術
」、
こ
の
長
屋
の
窓
に
は
格
子
が
あ
る
。

http://nabeshim
a.or.jp/collection/index.php?m

ode=
detail&

heritagenam
e=

長
崎
海
軍
伝
習
所
絵
図
）

　

砲
座
の
高
さ

　

西
南
戦
争
で
使
用
さ
れ
た
砲
台
の
一
つ
に
水
前
寺
成
趣
園
の
築
山
（
お

富
士
）
が
あ
る
。
古
写
真
へ
の
書
き
込
み
か
ら
砲
台
と
し
て
の
使
用
は
分

か
っ
て
い
た
が
、
熊
本
地
震
後
の
発
掘
調
査
（
二
〇
一
九
年
）
で
、
砲
台

跡
が
確
認
さ
れ
、
発
射
痕
跡
で
あ
る
弾
の
小
片
も
検
出
さ
れ
た
。
政
府
軍

は
二
キ
ロ
先
の
健
軍
に
い
る
西
郷
軍
を
攻
撃
す
べ
く
、
砲
座
を
据
え
る
台

を
探
し
た
が
、
わ
ず
か
な
高
み
の
富
士
の
築
山
の
頂
部
を
削
っ
て
窪
地
を

作
り
、
砲
座
に
し
た
。
狭
小
な
面
積
だ
か
ら
、
操
作
し
づ
ら
か
っ
た
は
ず

だ
が
、
そ
れ
よ
り
も
高
さ
の
方
を
優
先
し
た
。

　

重
量
の
あ
る
砲
弾
を
撃
つ
に
は
、
少
し
で
も
高
い
位
置
か
ら
が
有
利
で

あ
る
。
高
い
位
置
か
ら
で
あ
れ
ば
、
射
程
距
離
も
伸
び
、
落
下
速
度
が
加

速
さ
れ
る
。
破
壊
力
が
加
わ
っ
た
。

　

城
内
の
最
高
位
置
に
あ
っ
た
の
は
御
天
守
五
階
で
あ
る
。
大
筒
射
撃
を

考
え
る
な
ら
ば
、
城
内
の
最
高
所
、
天
守
最
上
階
を
考
え
な
い
は
ず
は
な

い
。

　
『
金
城
温
古
録
』
の
証
言

　

本
稿
で
は
天
守
が
大
筒
台
と
し
て
使
用
さ
れ
た
と
の
仮
説
を
立
て
る
。

こ
の
こ
と
を
す
で
に
記
述
し
て
い
た
人
は
『
金
城
温
古
録
』
の
著
者
で
あ

る
奥
村
得
義
で
あ
る
。
彼
は
天
守
で
は
大
筒
を
使
用
す
る
と
明
記
し
て
い

る
。天

守
に
は
内
造
作
の
木
柱
太
く
し
て
、
爰
に
大
筒
を
用
る
に
足
る
べ
し
。

唯
、
表
装
を
専
と
せ
し
無
用
の
所
に
は
あ
ら
ず
と
云
へ
り
（『
金
城
温

古
録
』
一
―
二
九
四
頁
）

　

天
守
で
は
大
筒
を
用
い
る
こ
と
は
十
分
可
能
で
あ
る
。
表
面
の
み
の
飾

り
と
か
、
無
用
の
物
で
は
け
っ
し
て
な
い
。

　

多
様
な
口
径

　

大
筒
は
弾
の
大
き
さ
が
ま
ち
ま
ち
な
も
の
が
配
備
さ
れ
て
い
る
。
砲
の

口
径
も
ま
ち
ま
ち
と
な
る
。
天
守
最
上
階
や
清
洲
櫓
・
未
申
櫓
の
よ
う
に

格
子
が
な
け
れ
ば
、
い
か
な
る
口
径
で
あ
っ
て
も
、
使
用
は
容
易
だ
っ
た
。

ま
た
角
度
、
銃
を
向
け
る
方
向
も
ほ
と
ん
ど
制
約
は
な
い
。

　

格
子
が
な
い
窓
と
窓
台
も
、
双
方
が
連
関
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

窓
台
は
窓
の
縁
の
位
置
に
お
か
れ
た
台
な
の
だ
か
ら
、
平
時
は
別
と
し

て
、
戦
時
に
は
用
途
を
変
更
し
、
大
筒
操
作
の
補
助
台
に
転
用
さ
れ
た
と

推
測
す
る
。
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清
洲
櫓
、
未
申
櫓
、
西
之
丸
月
見
櫓
と
砲
台

　

清
洲
櫓
・
西
之
丸
月
見
櫓
そ
れ
ぞ
れ
の
対
岸
に
は
、
水
堀
の
維
持
に

と
っ
て
弱
点
と
な
る
筋
違
橋
地
峡
部
と
辰
ノ
口
大
樋
が
あ
っ
た
。
そ
し

て
弓
矢
や
鉄
砲
だ
け
で
は
堀
の
対
岸
を
攻
撃
す
る
能
力
は
十
全
で
は
な

か
っ
た
。
大
型
銃
を
使
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
辰
ノ
口
大
樋
の
防
衛
は
巾

下
御
門
の
任
務
に
な
る
が
、
後
方
に
い
る
敵
を
正
面
射
撃
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

Ｄ　

徳
川
美
術
館
蔵
「
御
城
郭
之
図
」（
仮
称
「
大
筒
配
置
図
」）
に
見

る
大
砲
戦
術
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
「
子は
ら
か
ん

母
炮
打
」
道
元
弁
助
の
証
言

　

現
実
の
戦
術
と
し
て
砲
術
戦
が
想
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
絵

図
が
あ
る
。
徳
川
美
術
館
蔵
「
御
城
郭
之
図
」
は
大
型
砲
を
天
守
を
は
じ

め
と
す
る
随
所
に
配
置
し
て
い
る
。
三
之
丸
ま
で
を
含
ん
だ
全
域
図
で
あ

る
。
早
く
昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）
名
古
屋
市
役
所
が
刊
行
し
た
『
名

古
屋
城
』（
中
巻
）
に
、
徳
川
元
侯
爵
家
所
蔵
と
し
て
、
本
丸
・
二
之
丸

の
部
分
図
（
拡
大
図
）
が
収
録
さ
れ
た
。
同
じ
図
が
名
古
屋
城
総
合
事
務

所
所
蔵
ガ
ラ
ス
乾
板
に
あ
る
。
作
戦
以
前
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン（
構
想
）

で
あ
ろ
う
。
以
下
本
稿
で
は
こ
の
図
を
名
古
屋
城
「
大
筒
配
置
図
」
と
仮

称
す
る
。
徳
川
美
術
館
で
は
二
〇
〇
四
年
に
出
展
し
た
（
筆
者
は
原
図
を

見
る
機
会
を
得
て
い
な
い
）。

　

図
中
に
「
子
母
炮
台
三
ヶ
所
世
話
役
道
元
弁
助
」
と
あ
っ
て
、
道
元
弁

助
の
名
が
見
え
る
。

　

子
母
炮
は
「
は
ら
か
ん
」（
叭
喇
）
の
こ
と
で
、
仏
郎
機
に
同
じ
で
あ

る
（「
書
言
字
考
節
用
集
」、『
日
本
国
語
大
辞
典
』）。
大
坂
城
攻
撃
で
使

用
さ
れ
た（
仮
名
草
子「
大
坂
物
語
」）。「
子
砲
」は
単
装
式
の
弾
倉
・
カ
ー

ト
リ
ッ
ジ
で
こ
れ
を
砲
身
（「
母
炮
」）
に
挿
入
す
る
か
ら
子
母
炮
と
い
っ

た
。

　

中
国
皇
帝
の
所
持
す
る
武
備
を
図
示
し
た
『
皇
朝
礼
器
図
式
』
に
子
母　

が
二
点
図
示

さ
れ
て
お
り
（
図

16
）、
長
さ
は
五

尺
三
寸
、
五
尺

八
寸
、
と
も
に

車
に
乗
せ
ら
れ

て
い
る
。

　

道
元
家
は
『
金

城
温
古
録
』（
三

―
七
〇
頁
）
に
、

「
ハ
ラ
カ
ン
の
元

祖
唐
人
道
元
」

と
あ
る
よ
う
に
、

先
祖
は
中
国
人

で
あ
っ
て
、
中

国
先
進
火
砲
術
を
伝
来
し
、
代
々
尾
張
藩
で
石
火
矢
打
・
は
ら
か
ん
打
ち

を
勤
め
た
。
彼
は
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
の
末
に
、
弁
助
と
い
う
名
に

改
め
て
い
る
（「
藩
士
名
寄
」
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
・
徳
川
林
政
史
研

究
所
蔵
）。
よ
っ
て
こ
の
絵
図
の
作
成
は
そ
れ
よ
り
以
降
で
あ
る
。

図 15 − 1　御城郭之図　徳川美術館蔵
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図 15―2　御城郭之図（部分）　徳川美術館蔵　（『名古屋城』（中巻）所収）
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各
種
砲　

芝
付
・
台
居
遠

　

町
筒
ほ
か

　

文
政
頃
、
日
本
の
海
防
が

議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
攘
夷
の
結
果
、
夷
狄
が

攻
撃
し
て
く
る
事
態
が
想
定

さ
れ
た
。
軍
事
の
緊
張
で
、

軍
事
基
地
と
し
て
の
名
古
屋

城
の
再
点
検
を
急
ぐ
必
要
が

あ
っ
た
。
奥
村
得
義
も
ま
た
、

そ
う
し
た
危
機
を
意
識
し

て
、『
金
城
温
古
録
』
を
著

述
し
、
名
古
屋
城
防
備
を
再

認
識
し
た
。

　

こ
の
図
で
は
、
城
内
に
「
子
母
炮
・
芝
付
・
引
落
・
台
居
・
抱
筒
・
棒

火
矢
筒
・
台
居
遠
町
筒
」
の
各
種
大
型
砲
を
配
置
す
る
と
し
て
、
凡
例
を

示
し
て
い
る
。

　

各
種
の
大
型
砲
の
う
ち
、
子ハ

ラ
カ
ン

母
炮
に
つ
い
て
は
先
に
述
べ
た
。
尾
張
藩

で
ハ
ラ
カ
ン
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
は
、右
図
凡
例
で
の
略
称
が
「
は
」
だ
っ

た
こ
と
か
ら
わ
か
る
。

　

芝
付
は
後
掲
『
金
城
温
古
録
』（
二
―
二
四
六
頁
）
に
「
此
大
筒
は
地

に
植
付
て
打
出
す
故
、
芝
台
附
と
も
云
」
と
あ
る
も
の
な
ら
ば
、
砲
台
座

が
地
面
に
固
定
さ
れ
た
も
の
を
指
す
。
し
か
し
後
述
す
る
よ
う
に
清
洲
櫓

や
西
之
丸
月
見
櫓
に
も
配
置
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
名
古
屋
城
寄
託
品
中
に
「
芝
辻
藤
左
衛
門
清
永
」「
天
保
八
年
酉

七
月
力
薬
七
拾
目
」、銀
象
嵌
銘
「
荒
浪
」
と
い
う
大
筒
が
あ
る
（
図
17
）。

銃
身
長
70.0
㎝
、銃
口
径
4.0
㎝
、銃
全
長

104.4
㎝
。
も
し
芝「
辻
」と
史
料
に
あ
っ

た
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
銃
で
あ
ろ
う
が
、『
温
古
録
』
を
含
め
、
芝
「
付
」

と
し
て
史
料
に
見
え
る
。

　

引
落
は
未
詳
で
あ
る
。
台だ

い
す
え居

（
台
据
）
は
文
字
通
り
砲
台
座
に
据
え
付

け
る
も
の
で
、
反
対
に
手
で
抱
え
る
も
の
が
抱か

か
え
つ
つ筒

と
な
る
。『
和
漢
三
才

図
会
』
に
、「
一
貫
目
玉
で
あ
っ
て
も
抱
え
れ
ば
抱
筒
で
あ
る
」
と
書
か

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
比
喩
で
あ
っ
て
、
七
十
目
砲
の
荒
浪
を
一
人
で
抱
え

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

　

棒
火
矢
は
火
薬
を
装
着
し
て
飛
ぶ
矢
で
、
火
薬
で
発
射
し
、
遠
く
ま
で

飛
ん
だ
。
大
坂
冬
の
陣
で
も
火
矢
が
石
火
矢
と
並
ん
で
撃
ち
込
ま
れ
て
い

る
（
前
掲
高
山
公
実
録
、
本
稿
34
頁
）。『
金
城
温
古
録
』
は
原
城
の
一
揆

方
が
使
用
し
、寄
せ
手
に
損
害
を
与
え
た
と
記
す（
二
―
二
四
六
頁
）。『
細

川
家
文
書
』
で
は
寄
せ
手
が
原
城
二
之
丸
に
火
矢
を
打
ち
込
ん
だ
と
す
る

（
同
書
・
島
原
天
草
一
揆
編
、
四
四
・
四
六
号
）。
熊
本
博
物
館
に
二
点
、

火
矢
の
所
蔵
が
あ
っ
て
、
木
製
で
三
枚
の
翼
が
あ
る
（
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
収
蔵
品
」）。
ウ
イ
キ
ペ
デ
ィ
ア「
焙
烙
火
矢
」の
項
に「
熊
本
城
で
展
示
」

と
さ
れ
る
棒
火
矢
と
火
矢
筒
の
写
真
が
あ
っ
て
、
筒
に
細
川
家
の
九
曜
紋

が
あ
る
（
前
者
と
は
別
）。
発
掘
調
査
で
の
出
土
品
に
は
岡
山
市
・
津
島

岡
大
遺
跡
一
二
次
調
査
の
事
例
が
あ
る
。

　

台
居
遠と

お
ま
ち町

筒
と
は
い
か
な
る
も
の
か
。
遠
町ま

ち

と
い
う
こ
と
ば
は
武
術

書
・
兵
法
書
に
は
頻
出
す
る
。

　
「
遠
町
等
細
か
に
中
る
も
の
に
て
な
け
れ
ば
」、
あ
る
い
は
「
近
町
は

20
（『皇朝礼器図式』巻十六より）　国立公文書館蔵

図 16―1　子母　　一図 16―2　子母　　二
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中
る
こ
と
が
目
標
、
遠
町
は
な
る
べ
く
正
確
に
着
弾
す
る
こ
と
が
目
標
」

と
い
う
記
述
も
あ
る
（
前
掲
「
荻
野
流
百
カ
条
事
書
」）。
遠
町
は
威
嚇

用
で
敵
陣
の
正
確
な
破
壊
ま
で
は
期
待
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
『
図
説
日
本
武
道
辞
典
』（
前
掲
）
で
は
「
江
戸
時
代
で
の
銃
砲
射
撃

の
距
離
で
、
一
町
前
後
を
近
町
、
一
町
以
上
（
町
打
ち
）
の
場
合
、
三
町

に
及
ぶ
遠
さ
の
距
離
を
遠
町
と
い
っ
た
。
遠
町
の
場
合
に
は
銃
床
を
土
で

詰
め
た
土
俵
で
支
え
て
撃
つ
こ
と
も
あ
る
」
と
す
る
（
町ち

ょ
う
う
ち打

は
一
町
先
の

マ
ト
に
的
中
さ
せ
る
こ
と
、
な
い
し
技
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』）。

　

宇
田
川
武
久
『
江
戸
の
炮
術
』（
東
洋
書
林
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
四
頁
）、

『
幕
末　

も
う
一
つ
の
鉄
砲
伝
来
』（
平
凡
社
、
二
〇
一
二
年
、
二
〇
頁
）

で
は
近
町
は
十
町
以
下
を
、
そ
れ
以
上
を
遠
町
と
い
っ
た
と
し
て
、
右
記

の
理
解
と
は
大
幅
に
異
な
っ
て
い
る
。
標
的
（
星
）
は
一
町
の
場
合
、
一

間
四
方
、
十
町
の
場
合
、
十
間
四
方
だ
と
し
て
い
る
。
上
記
の
百
カ
条
で

は
七
町
ま
で
し
か
記
述
が
な
い
。
宇
田
川
著
書
前
者
に
は
指
火
十
町
か
ら

四
十
町
、
膝
台
二
十
二
町
を
飛
ん
だ
例
が
示
さ
れ
て
い
る
（
四
八
頁
、
指

火
は
タ
ッ
チ
ホ
ー
ル
）。
名
古
屋
城
天
守
に
関
わ
る
記
載
（
後
述
）
で
は

二
十
町
の
飛
距
離
を
想
定
し
て
い
る
。
天
守
の
よ
う
な
高
い
位
置
か
ら
な

ら
、
こ
う
し
た
距
離
も
飛
び
え
た
。

　

百
目
・
二
百
目
の
特
性

　
『
金
城
温
古
録
』
の
「
大
筒
」
の
項
（
二
―
二
四
六
頁
）
に
は
、

異
名
、
大
鉄
炮
・
石
火
矢
、
又
、
矢
倉
崩
し
・
城
崩
し
と
も
云
か
。
但
、

此
大
筒
は
地
に
植
付
て
打
出
す
故
、
芝
台
附
と
も
云
、
動
か
す
事
の
自

由
な
ら
ざ
れ
ば
、
城
攻
籠
城
に
置
居
に
し
て
用
る
趣
、
野
合
の
戦
に
は

い（

一

向

）

か
う
用
ひ
ざ
り
し
由
。
尤
、
百
目
・
二
百
目
の
物
は
、
た
と
ひ
野
合

に
用
ひ
て
も
、
急
事
に
臨
み
取
廻
し
仕
難
く
、
敵
に
迫
ら
れ
て
退
く
に

動
か
し
が
た
け
れ
ば
、
是
非
、
是
を
置
逃
に
す
る
故
、
一
名
足
無
し
鉄

炮
と
も
い
ひ
し
由
。
是
は
大
筒
を
大
鉄
炮
と
云
故
の
義
な
り
。

と
あ
る
。
大
筒
は
大
鉄
砲
・
石
火
矢
と
同
じ
も
の
で
、
動
か
す
こ
と
が
で

き
ず
、
据
え
付
け
た
ま
ま
だ
か
ら
芝
台
付
け
と
い
っ
た
。
城
攻
め
に
も
、

籠
城
に
も
使
用
し
た
。
し
か
し
百
目
・
二
百
目
は
野
戦
に
て
使
用
が
で
き

た
。
だ
が
敵
の
急
襲
で
は
放
置
し
て
逃
げ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
か
ら
、
足

無
し
鉄
砲
と
呼
ば
れ
た
。

　

所
氏
前
掲
書
に
は
百
目
玉
砲
の
写
真
が
四
点
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
う
ち

容
量
が
記
さ
れ
る
も
の
は
二
点
で
あ
る
（
図
18
）。

　
（
１
）
口
径
4.1
㎝
全
長
71
㎝
、（
２
）
口
径
4.2
㎝
全
長
31.6
㎝
（
た
だ
し
（
２
）

は
火
矢
筒
）

　

天
守
に
配
置
さ
れ
た
百
目
・
二
百
目
は
野
戦
に
も
対
応
し
、
元
来
移
動

可
能
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
即
時
の
自
由
な
運
搬
は
む
ず
か
し
か
っ
た
。

こ
の
百
目
・
二
百
目
ク
ラ
ス
が
名
古
屋
城
天
守
に
主
力
と
し
て
配
置
さ
れ

る
計
画
だ
っ
た
。
念
頭
に
あ
っ
た
の
は
最
大
巨
砲
で
は
な
い
。
巨
大
に
過

ぎ
れ
ば
、
搬
入
が
困
難
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
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名
古
屋
城
の
大
筒

　

以
下
大
筒
配
置
図
に
つ
い
て
気
づ
い
た
特
色
を
あ
げ
て
み
る
。

　

ま
ず
画
面
の
右
下
（
北
西
部
相
当
）
の
す
み
に
凡
例
が
あ
っ
て
、「
堀　

土
居　

塀
（
●
、
■
■
で
狭
間
数
）、
堀
（
水
ナ
シ
）、
石
垣
、
屋
根
、
垣
（
キ

コ
ク
）」
と
色
分
け
さ
れ
、
以
下
の
凡
例
が
あ
る
。

御
筒
合
印

一
子
母
炮
ハ　

ハ

一
芝
付
ハ　

芝

一
引
落
ハ　

引

一
台
居
ハ　

居

一
抱
筒
ハ　

カ

一
棒
火
矢
筒
ハ　

矢

一
台
居
遠
町
筒
ハ　

遠

御
筒
備
方
之
義
ハ
尤
正
奇
之
心
得
ニ
テ
正
面
又
ハ
参
差
横
矢
間
〻
之

五
十
目
三
十
目
廿
目
ハ
持
出
シ
挟
間
有
之
候
場
所
々
々
ニ
配
置
候
大

筒
類
御
櫓
二
階
ニ
相
備
候
ハ
ゝ
所
に
よ
り
塀
越
え
横
矢
并
ニ
御
方
之

兵
士
ヲ
打
越
シ
敵
之
屯
ヲ
崩
シ
候
義
モ
可
相
成
候
遠
町
居
台
御
筒
子

母
炮
御
筒
ハ
廿
町
内
外
之
処
居
台
御
筒
ハ
十
四
五
町
之
処
其
外
之
御

筒
ハ
十
町
内
外
之
処
尤
矢
御
筒
ニ
テ
モ
玉
方
ニ
相
用
候
調
ニ
御
座
候

　

五
十
匁
、
三
十
匁
、
二
十
匁
玉
は
通
常
の
狭
間
に
配
り
置
く
。
大
筒

の
類
（
百
匁
玉
ほ
か
）
を
御
櫓
の
二
階
に
配
置
す
れ
ば
、
塀
や
味
方
の

兵
士
の
頭
上
を
越
し
て
、
敵
の
屯
所
を
攻
撃
で
き
る
、
と
す
る
。

　

遠ト
オ
マ
チ
ス
エ
ダ
イ

町
居
台
筒
と
子ハ

ラ
カ
ン

母
炮
筒
は
二
十
町
、
居
台
筒
は
十
四
、十
五
町
、
そ

の
ほ
か
は
十
町
だ
、
と
し
て
い
る
か
ら
、
遠
町
居
台
は
子
母
炮
に
同
じ

射
撃
能
力
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
天
守
の
横
の
空
白
に
は

図 18　百目砲（所荘吉『火縄銃』より）、右に九曜紋

図 17　七十匁砲（荒浪）　名古屋城振興協会蔵
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御
天
守
に
配
候
大
筒
之
義
ハ
三
重
目
ヨ
リ
五
重
目
迄
ノ
内
ニ
臨
時
ニ

配
と
申
右
ハ
高
ミ
ヨ
リ
廿
町
内
外
之
屯
ヲ
ヲ
ビ
ヤ
カ
シ
候
御
手
当

と
あ
り
、
最
も
高
い
天
守
の
高
み
か
ら
な
ら
ば
、
二
十
町
（
２
㎞
強
）
の

距
離
に
い
る
敵
を
攻
撃
で
き
る
と
す
る
。
遠
く
ま
で
飛
ば
す
角
度
は
45
度

と
さ
れ
る
が
、
十
分
に
高
い
位
置
か
ら
な
ら
ば
水
平
撃
ち
の
方
が
、
距

離
が
出
た
は
ず
で
あ
る
。

　

図
に
は
付
箋
と
思
わ
れ
る
白
地
に
文
字
が
書
き
つ
け
ら
れ
、
砲
の
配
置

箇
所
を
記
し
て
い
る
。
文
字
が
読
め
な
い
箇
所
も
あ
る
が
、
天
守
、
本
丸
、

二
之
丸
の
櫓
、
多
門
そ
し
て
三
之
丸
の
土
居
に
多
数
の
付
箋
が
あ
る
。

　

御
天
守
に
は
居
二
百
、
遠
二
百
、
芝
百
な
ど
が
四
面
の
そ
れ
ぞ
れ
に
二

箇
所
ず
つ
配
置
さ
れ
て
い
る
。
二
百
は
二
百
匁
の
意
に
解
さ
れ
る
。
北

西
部
、
御
深
井
丸
か
ら
二
之
丸
に
か
け
て
読
み
に
く
い
が
、
以
下
の
よ

う
に
仮
に
読
ん
で
み
た
。

乾　

三
階　
（
西
）
芝
百　
（
北
）
居
三
百

　

西
面
塀　

引
五
十

イ（
鋳
）

御
多
門　

矢
居
百

塀　

芝
百

同　

引
五
十

西
ノ
丸
乾
（
大
目
付
役
於
有
之
候
て
此
廻
ニ
在
）　

引
五
十

塀　

引
五
十

月
見　
（
北
）
居
矢
百　
（
北
西
）
居
三
百　
（
西
）
芝
百

南
塀　

引
五
十

未
申　
（
西
）
居
三
百　
（
南
）
芝
三
百

御
多
門　

居
三
百

　

ま
た
下
御
庭
之
御
場
所
（
御
深
井
下
庭
）
相
当
位
置
に
、（
柱
九
本
・

筋
交
い
四
本
）（
柱
五
本
・
筋
交
い
四
本
）
の
掘
立
柱
に
よ
る
臨
時
の
櫓

台
が
図
示
さ
れ
る
。
大
型
が
子
母
炮
（
ハ
ラ
カ
ン
）
の
台
座
で
、
小
型

が
三
五
の
小
筒
（
未
詳
）
の
台
座
の
よ
う
だ
。
付
箋
で
「
ハ
二
百
」
が

六
枚
あ
る
。
実
際
は
野
戦
用
で
下
御
庭
は
演
習
で
あ
ろ
う
。

　
　

下
御
庭
之
御
場
所
見
懸
ヶ
所

一
ツ
ニ
御
筒
二
挺
ツ
ゝ

上
ニ
ハ
足
代
ロ
板
並
ヘ
丈
夫
ニ
渡
ス
事

右
子
母
炮
台
也

＊
三
間
四
面　

高
五
尺
程    

高
見
合
せ

両
小
屋
共
ニ
腰
通
詰
目
ノ
所
都
テ

ト
マ
ニ
テ
コ
シ
ヲ
巻
キ

留
日
当
り
候
ヘ
ハ

弛
ミ
申
し
候
ニ
付

右
之
手
当

尤
掘
立
柱
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右
三
五
ノ
小
筒
台
ハ
ラ
カ
ン
ダ
イ
ノ
間
〻
ニ
三
ヶ
所

五
尺　

高
見
合
せ　

巾
二
間
又
ハ
九
尺

長
ハ
見
合
セ

　

天
守
や
櫓
に
は
超
大
型
砲
は
置
か
な
い
。
野
戦
演
習
と
し
て
御
深
井

庭
に
矢
倉
を
組
ん
だ
と
推
測
で
き
る
。
付
箋
に
よ
る
と
、
こ
の
ハ
ラ
カ

ン
は
二
百
目
が
六
挺
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
に
三
五
ノ
小
筒
台
と
い
う
補

助
砲
を
置
い
た
。
天
守
、
櫓
、
多
門
に
は
大
筒
百
目
か
ら
三
百
目
の
方

を
配
置
し
た
よ
う
だ
（
ほ
か
旗
や
旗
台
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
）。

　

徳
川
慶
勝
氏
撮
影
の
古
写
真
に
二
之
丸
に
置
か
れ
た
物
見
櫓
が
二
点

あ
る
が
、
そ
こ
で
は
柱
の
数
は
４
×
２
お
よ
び
４
×
Ｘ
（
不
明
、
５
か
）

の
貫ぬ

き

構
造
で
あ
っ
た
。
比
較
し
て
み
れ
ば
御
深
井
下
庭
の
９
本
×
９
本

（
推
定
）
の
櫓
台
（
貫
構
造
）
が
い
か
に
巨
大
で
あ
っ
た
か
、
想
像
が
つ

く
。
ま
た
栄
螺
山
頂
部
、
二
之
丸
最
高
地
点
に
置
か
れ
た
四
間
四
方
規
模

の
掘
立
柱
の
物
見
台
は
、
お
そ
ら
く
櫓
台
砲
座
へ
の
転
用
が
可
能
で
あ
っ

た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

　

さ
て
名
古
屋
城
に
は
ど
れ
ほ
ど
の
火
器
や
弾
丸
が
置
か
れ
て
い
た
の

か
。
参
考
と
な
る
史
料
に
、
福
岡
城
武
具
櫓
で
の
砲
弾
の
記
録
が
あ
る

の
で
、
み
て
お
き
た
い
（
表
１
参
照
）。
福
岡
城
御
武
具
櫓
奉
行
が
作
成

し
た
大
小
御
筒
玉
調
子
帳
で
あ
る
（
福
岡
市
総
合
図
書
館
蔵
「
伊
丹
資
料
」

藤
野
ト
キ
ヲ
氏
旧
蔵
、
福
岡
市
立
図
書
館
・
翻
字
は
服
部
英
雄
「
記
録
・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
福
岡
城
・
下
の
橋
門
復
原
を
め
ぐ
っ
て:

史
跡
整
備
の

功
罪
」『
比
較
社
会
文
化
』
一
四
号 

、
二
〇
〇
八
年
、
九
州
大
学
図
書
館

リ
ポ
ジ
ト
リ
、h

ttp
s://d

o
i.o

rg/1
0

.1
5

0
1

7
/9

5
0

2

）。
こ
れ
に
よ

れ
ば
、
巨
砲
で
あ
る
二
貫
八
百
目
（
50
）・
二
貫
目
（
50
）・
一
貫
五
百
目

（
200
）
は
長
崎
水み

ず
の
う
ら浦

台
場
に
備
え
る
た
め
、
福
岡
城
外
に
持
ち
出
さ
れ
て

い
た
。
城
内
武
具
櫓
に
は
以
下
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
う
ち
の
一
部
も
長

崎
に
持
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
注
目
し
た
い
の
は
数
の
多
様
さ
と
ば
ら
つ

き
で
あ
る
。 

　

三
匁
五
分
玉
お
よ
び
四
匁
玉
が
そ
れ
ぞ
れ
七
万
個
前
後
で
あ
る
か
ら

主
力
で
あ
っ
た
が
、
む
ろ
ん
大
筒
で
は
な
い
。
大
筒
で
あ
る
百
目
玉
は

四
八
〇
〇
も
あ
っ
て
、
主
力
の
武
器
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ

よ
り
大
き
い
玉
は
弐
百
目
玉
・
六
〇
〇
が
、
ま
ず
ま
ず
数
が
多
い
と
い

え
る
が
、
百
目
玉
の
二
割
以
下
で
あ
る
。
他
の
砲
は
玉
数
も
少
な
い
。

　

砲
の
照
準
は
玉
の
重
さ
、
火
薬
の
量
、
射
撃
の
角
度
で
決
め
た
と
考

え
る
が
、
調
整
が
難
し
い
こ
と
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
少
数
で
も
異
な
る

種
類
を
多
く
揃
え
て
お
く
こ
と
が
要
請
さ
れ
た
。
む
ろ
ん
銃
の
口
径
は

玉
の
ち
が
い
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
は
ず
だ
か
ら
、
城
内
に
は
様
々

な
規
格
の
砲
が
配
置
さ
れ
た
。

　

櫓
の
窓
・
狭
間
が
発
射
台
と
な
る
が
、
砲
の
サ
イ
ズ
は
異
な
る
。
け
れ

ど
窓
も
格
子
が
な
け
れ
ば
、
自
由
な
角
度
で
武
器
が
使
え
た
。
逆
に
高

石
垣
の
上
の
高
層
櫓
に
届
く
敵
の
砲
は
、
な
か
な
か
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

む
ろ
ん
十
町
も
飛
ぶ
巨
砲
は
45
度
の
仰
角
で
発
射
さ
れ
た
だ
ろ
う
か
ら
、

よ
ほ
ど
に
距
離
が
近
け
れ
ば
天
守
に
届
く
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
四
寸
も
の

厚
さ
の
あ
る
樫
の
板
を
貫
通
す
る
だ
け
の
威
力
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
。

　

七
十
匁
砲
以
上
は
重
量
が
あ
り
、
一
人
で
抱
え
持
つ
こ
と
な
ど
不
可

21
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能
で
、
正
確
に
射
撃
す
る
た
め
に
も
台
座
に
固
定
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

天
守
最
上
層
の
窓
は
開
放
的
で
、
前
後
左
右
、
自
由
に
撃
て
て
、
目
標

距
離
に
あ
わ
せ
て
角
度
を
調
整
し
た
。
高
さ
の
計
算
、
高
さ
の
縄
張
り

に
よ
り
築
か
れ
た
天
守
は
完
璧
な
砲
台
で
、
か
つ
ア
ウ
ト
レ
ン
ジ
で
あ
っ

た
。

　

な
お
大
筒
配
置
図
に
は
塀
の
断
面
図
が
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
。

都
テ
御
高
塀
如
図
扣
柱
有
之
候
上
ハ
貫
如
朱
書
ノ
、
コ
マ
イ
ヲ
結
付
、

板
屋
カ
苫
ヲ
掛
、
雨
中
兵
士
ノ
宿
リ
炮
火
業
并
ニ
右
屋
根
上
ヨ
リ
石
打

栩
（
棚
ヵ
）

色
々
利
用
有
之
、
右
之
御
備
ニ
モ
候
哉

御
城
内
都
テ
如
図
扣
柱
ニ
相
見
候

　

塀
を
頑
丈
に
し
、
屋
根
を
か
け
て
雨
天
の
対
応
も
で
き
、
屋
根
に
上

が
っ
て
の
砲
撃
も
想
定
し
て
い
る
と
い
え
る
。
既
存
の
塀
に
は
丸
狭
間

や
短
冊
狭
間
の
数
を
記
し
て
い
る
。
図
の
凡
例
は
建
物
を
「
屋
根
」
と

し
て
表
記
し
て
い
る
。
屋
根
上
の
設
置
も
念
頭
に
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

砲
座
に
は
臨
時
の
櫓
台
を
築
く
必
要
が
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
む
ろ
ん
当

初
か
ら
あ
る
天
守
・
櫓
台
に
は
、
当
然
に
大
砲
座
と
し
て
の
機
能
が
期
待

さ
れ
て
い
た
。
期
待
は
築
城
の
時
以
来
の
も
の
で
あ
っ
た
と
確
信
す
る
。

天
守
は
大
型
砲
を
発
射
で
き
る
台
と
し
て
構
築
さ
れ
た
。

　

配
置
図
の
中
で
本
丸
辰
巳
櫓
に
は
砲
の
配
置
を
示
す
付
箋
が
な
い
よ

う
だ
っ
た
。
辰
巳
櫓
は
東
方
に
二
之
丸
御
殿
が
あ
る
か
ら
、
砲
は
据
え

付
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
現
在
の
辰
巳
櫓
も
連
続
窓
で
も
な

【表 1】 福岡城武具櫓にあった大小筒玉の数量

種類
もとの

数量（個）
調査時の

数量（個）

2貫800目玉 50 ―

2貫目玉 50 ―

1貫500目玉 200 50

1貫目玉 100 ―

700目玉 50 30

530目玉 50 50

500目玉 100 60

300目玉 250 250

200目玉 600 600

150目玉 100 100

120目玉 300 300

100目玉 4,800 3,740

64匁玉 100 100

50目玉 1,500 1,000

45匁玉 100 100

30目玉 1,600 1,100

20目玉 1,600 1,600

12匁玉 200 200

10匁玉 18,500 18,500

8匁玉 2,200 2,200

6匁玉 2,300 2,300

5匁玉 12,300 12,300

4匁3分玉 6,600 6,600

4匁玉 67,300 65,300

3匁5分玉 75,900 75,900

3匁玉 1,100 1,100

2匁8分玉 1,900 1,900

鉄小筒玉
（玉目不同）

179,760 179,760

鉄火矢玉 452 ―

※もとの数量と調査時の数量との差は、長崎水浦
台場の備え等のため、福岡城外に持ち出されたこ
とによる
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い
し
、
格
子
も
あ
る
。
御
殿
の
存
在
が
あ
る
か
ら
、
創
建
時
よ
り
大
筒

狭
間
と
は
意
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

　

い
っ
ぽ
う
本
丸
丑
寅
櫓
（
戦
災
焼
失
）
も
上
層
窓
に
は
格
子
が
あ
っ

た
し
、連
続
窓
で
も
な
か
っ
た
。
大
筒
仕
様
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

天
守
に
は
け
ん
ど
ん
式
の
格
子
が
あ
っ
た
。
丑
寅
櫓
に
も
こ
う
し
た
構

造
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

天
守
は
城
の
な
か
の
城
で
あ
る
と
、『
金
城
温
古
録
』
が
記
述
し
て
い

た
。

　

櫓
の
狭
間
は
敵
の
い
る
外
に
向
け
ら
れ
る
か
ら
、
四
方
に
は
な
い
。
隅

櫓
で
あ
れ
ば
外
側
二
方
に
し
か
狭
間
は
な
く
、
味
方
が
い
る
内
側
二
方
に

狭
間
も
ま
た
窓
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
天
守
は
四
方
に
狭
間
が
あ
っ
た
。

こ
れ
は
姫
路
城
天
守
で
も
、
熊
本
城
天
守
で
も
、
ど
こ
の
天
守
で
も
同

じ
で
あ
る
。
大
筒
配
置
図
で
も
砲
座
は
四
方
に
置
か
れ
た
。

　

出
典
不
明
だ
が
、
古
川
重
春
『
日
本
城
郭
考
』（
一
九
三
六
年
、
巧
人

社
書
店
、二
二
五
頁
）、大
類
伸
『
日
本
城
郭
史
』（
雄
山
閣
、一
九
四
一
年
）

が
共
通
に
引
用
す
る
軍
学
者
付
会
の
説
、「
天
守
の
十
徳
」
は
天
守
の
効

用
を
城
内
を
見
る
、
城
外
を
見
る
な
ど
十
項
目
羅
列
し
て
お
り
、
そ
の

八
番
目
の
項
目
に
「
飛
物
掛
り
自
由
」
を
あ
げ
る
。
飛
物
は
飛
び
道
具

で
あ
ろ
う
。
掛
か
り
は
取
り
掛
か
り
に
同
義
か
。
筆
者
は
大
筒
の
使
用

を
念
頭
に
置
い
た
記
述
と
考
え
る
。

Ｅ　

縄
張
り
の
求
心
性

　

名
古
屋
城
が
最
初
に
敵
に
遭
遇
す
る
の
は
外
郭
で
あ
り
、
三
之
丸
で

あ
る
。
巨
大
な
堀
と
土
居
が
あ
っ
た
。
防
衛
に
必
要
十
分
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
櫓
は
一
つ
も
な
か
っ
た
。
三
之
丸
に
防
御
の
最
大
力
点
を
置

い
た
形
跡
は
な
い
。

　

名
古
屋
城
で
は
桝
形
に
一
之
門
・
二
之
門
を
配
置
し
た
。
本
丸
、
二
之

丸
の
桝
形
で
は
全
て
両
門
を
配
置
し
て
い
る
。
し
か
し
三
之
丸
は
一
之
門

の
み
で
、
つ
ま
り
複
数
門
で
は
な
く
一
つ
だ
け
の
門
で
あ
っ
た
。
略
式

だ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
日
本
の
城
の
多
く
は
桝
形
に
は

一
つ
の
門
し
か
設
け
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
二
之
門
は
一
文
字
門
で

あ
る
。
二
之
門
で
の
防
御
・
戦
闘
は
、
Ｔ
字
型
で
あ
り
、
正
面
（
一
文
字
）

対
決
だ
っ
た
。
Ｔ
字
対
決
で
は
敵
を
背
後
か
ら
も
側
面
か
ら
も
攻
撃
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
い
っ
ぽ
う
枡
形
は
三
面
対
決
・
か
ぎ
が
た
対
決

で
あ
る
。
正
面
・
側
面
・
背
後
の
三
方
か
ら
い
っ
せ
い
に
攻
撃
で
き
る
。

桝
形
に
よ
る
一
之
門
対
決
の
方
が
二
方
面
分
、
攻
撃
面
が
増
え
て
、
圧

倒
的
に
有
利
で
、
武
器
弾
薬
の
節
約
に
な
っ
た
。
だ
か
ら
日
本
の
城
の

大
半
は
桝
形
に
は
一
之
門
の
み
を
配
し
た
。

　

し
か
し
徳
川
・
名
古
屋
城
は
二
之
丸
・
本
丸
に
は
一
之
門
に
加
え
て

二
之
門
を
配
し
た
か
ら
、
三
之
丸
の
桝
形
は
略
式
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

最
初
に
敵
と
対
決
す
る
三
之
丸
の
防
備
が
手
薄
に
見
え
る
が
、
最
低
限

必
要
な
、
深
く
て
幅
の
広
い
堀
と
高
い
土
居
が
あ
っ
た
。
戦
時
と
な
れ
ば

大
坂
城
真
田
丸
や
順
天
倭
城
の
よ
う
に
、
臨
時
の
防
衛
施
設
を
追
加
構
築

し
た
の
だ
ろ
う
。
西
郷
軍
に
包
囲
さ
れ
た
熊
本
城
は
内
部
火
災
で
天
守
に

あ
っ
た
弾
薬
・
兵
糧
を
失
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
五
十
日

の
籠
城
戦
を
戦
い
抜
い
て
、援
軍
（
政
府
軍
）
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
間
、
外
郭
よ
り
内
側
に
敵
の
侵
入
を
許
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。

22
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二
之
丸
大
手
（
正
門
）
で
あ
る
西
鉄
門
は
本
丸
南
馬
出
し
多
門
か
ら

側
面
射
撃
が
で
き
た
。
鉄
壁
の
縄
張
り
で
あ
る
。
し
か
し
清
水
門
は
不

完
全
だ
っ
た
。

　

本
丸
は
大
手
に
も
搦
手
に
も
馬
出
を
設
け
て
い
る
。
兵
力
が
少
な
い

と
き
は
本
丸
ま
で
退
い
て
防
御
す
る
体
制
だ
っ
た
ろ
う
。
不
明
門
は
完

全
な
桝
形
で
は
な
い
。
あ
る
い
は
土
橋
で
は
な
く
木
橋
の
時
代
が
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。

　

本
丸
に
は
小
天
守
と
御
天
守
が
あ
っ
た
。
最
後
は
こ
こ
で
戦
う
。
階
段

上
の
蓋
は
天
守
内
部
、
階
段
を
挟
ん
で
の
階
上
と
、
階
下
の
戦
い
で
あ
る
。

は
た
し
て
四
面
楚
歌
に
な
っ
て
、
そ
こ
ま
で
追
い
詰
め
ら
れ
て
も
戦
う

意
味
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

籠
城
の
基
本
は
援
軍
で
あ
る
。
大
坂
冬
の
陣
で
豊
臣
秀
頼
は
島
津
氏

に
援
軍
を
依
頼
し
た
（
旧
記
雑
録
・『
大
日
本
史
料
』
慶
長
十
九
年
十
二

月
五
日
条
）。
大
坂
城
内
の
大
峰
山
伏
に
呼
応
し
、
熊
野
で
北
山
一
揆
が

お
こ
り
、
新
宮
城
を
襲
撃
し
た
（
駿
府
記
ほ
か
、
同
上
・
同
月
十
二
日
条
）。

城
に
は
最
後
ま
で
戦
う
意
図
が
あ
る
。
御
深
井
丸
は
人
質
曲
輪
で
あ
っ

た
と
『
金
城
温
古
録
』（
二
―
二
一
四
頁
）
は
書
い
て
い
る
。
天
守
に
人

質
を
入
れ
て
最
後
の
交
渉
を
行
う
こ
と
も
必
要
だ
っ
た
。

　

け
れ
ど
も
実
際
は
そ
の
よ
う
な
攻
防
の
記
録
は
な
い
（
天
守
で
の
自

害
は
北
ノ
庄
城
や
伊
丹
城
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
）。

　

天
守
は
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
間
に
勝
機
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
し
て

い
る
。
慶
長
築
城
時
、
最
強
の
兵
器
で
あ
る
大
筒
（
石
火
矢
）
を
い
か

に
し
て
有
効
に
活
用
す
る
の
か
。
ま
た
敵
が
使
用
す
る
大
筒
か
ら
守
る

の
か
。
築
城
者
は
徹
底
し
て
考
え
た
。
高
さ
の
縄
張
り
で
、
60
ｍ
の
比

高
差
を
最
大
限
に
有
効
に
機
能
さ
せ
た
。

　

天
守
か
ら
の
攻
撃
で
、
天
守
ま
で
追
い
込
ま
れ
る
よ
り
も
以
前
に
、
逆

転
の
勝
利
を
得
る
。
築
城
者
は
そ
う
考
え
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
最
後

の
拠
点
で
は
な
く
、
籠
城
戦
の
過
程
に
て
勝
機
を
呼
び
う
る
堡
塁
が
天

守
で
あ
っ
た
。

む
す
び
に
か
え
て

　

清
洲
櫓
は
美
し
い
。
公
開
日
に
は
窓
が
開
放
さ
れ
る
。
黒
々
と
し
た
窓

と
堀
に
う
つ
る
影
を
見
な
が
ら
、
な
ぜ
櫓
最
上
階
の
窓
、
そ
し
て
石
落
と

し
の
窓
が
連
続
窓
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の
理
由
を
知
り
た
い
と
思
っ

た
。
考
え
始
め
た
ら
、
天
守
五
層
も
同
じ
と
気
づ
い
た
。
以
前
か
ら
名

古
屋
城
に
は
大
筒
狭
間
（
砲
座
）
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
た
（
前
掲
「
熊

本
城
と
名
古
屋
城
」）。
天
守
こ
そ
が
大
筒
座
で
は
な
い
の
か
。
連
続
窓

の
ナ
ゾ
と
結
び
つ
い
て
仮
説
が
生
ま
れ
た
。

　

ま
も
な
く
『
金
城
温
古
録
』
の
天
守
と
大
筒
に
関
す
る
記
載
を
知
っ
た

し
、
徳
川
美
術
館
所
蔵
絵
図
の
天
守
・
櫓
・
多
門
に
大
筒
を
配
置
す
る
計

画
・
試
案
を
み
て
、
仮
説
は
確
信
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
蓄
積
豊
富

な
名
古
屋
城
研
究
に
お
い
て
も
、
奥
村
得
義
、
そ
し
て
「
は
ら
か
ん
打

ち
」（
尾
張
藩
砲
術
指
南
役
）
で
あ
る
唐
人
・
道
元
弁
助
の
証
言
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、大
筒
座
の
視
点
は
忘
却
さ
れ
て
い
た
。
研
究
の
盲
点
・

ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
で
あ
る
。
枠
組
み
を
変
え
た
い
。

　

熊
本
城
や
松
江
城
の
天
守
最
上
層
が
雨
戸
を
外
せ
ば
戸
袋
以
外
に
窓

も
壁
も
な
い
吹
き
放
ち
構
造
だ
っ
た
こ
と
も
、
砲
座
と
し
て
の
要
請
か

ら
説
明
が
可
能
に
な
っ
た
。
よ
り
高
く
、
よ
り
遠
く
。
高
い
位
置
に
あ
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る
天
守
こ
そ
、
必
要
不
可
欠
の
軍
事
施
設
・
大
筒
櫓
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
を
前
提
に
し
て
み
れ
ば
、
な
ぜ
慶
長
期
に
か
く
も
多
数
の

天
守
が
高
さ
を
求
め
て
林
立
し
た
の
か
、
理
由
が
よ
く
わ
か
る
。

　

文
禄
慶
長
の
役
（
一
五
九
二
〜
九
八
）
に
て
築
か
れ
た
朝
鮮
半
島
南

端
部
の
倭
城
は
、
戦
時
体
制
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
、
必
ず
の
よ
う
に
天

守
が
建
て
ら
れ
た
。
順
天
倭
城
の
天
守
の
姿
は
、『
征
倭
紀
功
図
巻
』（
原

蔵
者
不
明
、
写
で
あ
る
征
倭
紀
功
図
屏
は
（
韓
国
）
国
立
中
央
博
物
館

所
蔵
）
に
描
か
れ
て
い
る
。
倭
城
の
大
半
に
は
天
守
台
に
相
当
す
る
大

規
模
な
台
が
残
さ
れ
て
お
り
、
天
守
の
存
在
は
確
実
で
あ
る
。
な
か
に

は
安
骨
浦
倭
城
の
よ
う
に
一
城
に
三
つ
の
主
郭
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

に
天
守
台
を
持
つ
城
さ
え
あ
っ
た
。
緊
張
が
最
大
と
な
る
戦
時
体
制
下
の

倭
城
の
大
半
に
天
守
が
あ
っ
た
。
天
守
が
軍
事
的
要
請
・
必
要
性
に
よ
っ

て
建
て
ら
れ
た
こ
と
、
軍
事
の
所
産
で
あ
る
こ
と
を
明
瞭
に
示
し
て
い

る
。
大
筒
櫓
た
る
天
守
は
戦
時
に
建
て
ら
れ
る
。

　

長
篠
合
戦
は
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）、
安
土
築
城
着
手
は
そ
の
翌
天

正
四
年
、
鉄
砲
狭
間
が
示
す
よ
う
に
以
後
の
城
は
銃
の
城
で
あ
る
。
フ
ラ

ン
キ
砲
（
国
崩
し
）
の
豊
後
到
着
は
同
じ
く
天
正
四
年
。
二
十
五
年
を
経

過
し
て
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）・
関
ヶ
原
合
戦
で
は
大
津
城
攻
城
に

て
砲
撃
が
行
わ
れ
た
。
天
守
乱
立
の
慶
長
は
砲
の
時
代
で
、
攻
め
る
側
だ

け
で
な
く
、守
る
側
こ
そ
が
有
利
に
発
砲
し
た
。
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）

大
火
で
焼
失
し
た
江
戸
城
天
守
は
再
建
さ
れ
な
か
っ
た
。
六
十
年
を
経

過
し
て
す
で
に
平
時
で
あ
っ
た
。
天
守
は
戦
時
に
必
要
と
さ
れ
、
平
時

に
は
不
必
要
だ
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
天
守
研
究
は
建
築
史
家
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
き
た
。
嚆

矢
は
大
阪
城
天
守
閣
の
復
原
設
計
者
、古
川
重
春
（
前
掲
『
日
本
城
郭
考
』）

で
あ
ろ
う
。
研
究
の
主
目
的
は
天
守
を
建
て
る
こ
と
だ
っ
た
。
名
古
屋

城
の
大
正
・
昭
和
の
実
測
図
作
成
も
、
建
築
史
家
の
熱
情
に
よ
る
。
現

在
の
研
究
到
達
点
は
、
優
秀
な
竹
中
工
務
店
チ
ー
ム
の
成
果
で
あ
る
（
特

別
史
跡
名
古
屋
城
跡
全
体
整
備
検
討
会
議
天
守
閣
部
会
配
布
資
料
。
部

会
は
公
開
で
資
料
も
参
加
者
に
配
布
さ
れ
た
）。

　

学
際
研
究
に
た
つ
城
郭
史
学
（
歴
史
学
）
の
側
は
独
自
の
立
場
か
ら

天
守
研
究
に
加
わ
る
。
定
説
と
思
わ
れ
る
建
築
史
家
の
望
楼
式
、
層
塔

式
と
い
う
分
類
は
構
造
に
着
目
し
て
の
も
の
で
、
天
守
の
一
側
面
で
あ
っ

て
、
全
て
で
は
な
い
。
建
築
史
家
は
武
器
性
能
の
議
論
を
し
な
い
。
本

試
論
に
お
い
て
は
視
点
を
変
え
、
高
さ
を
含
む
三
次
元
の
縄
張
り
に
よ
っ

て
、
城
の
機
能
を
明
示
し
た
。

　

特
別
史
跡
名
古
屋
城
跡
の
本
質
的
価
値
は
無
数
に
あ
っ
て
、
頂
点
に

あ
る
天
守
の
本
質
的
価
値
も
無
限
に
あ
る
。
来
訪
者
・
文
化
財
愛
好
者

の
一
人
一
人
に
よ
っ
て
、
価
値
は
異
な
っ
て
い
る
。
地
球
の
遠
く
か
ら

の
来
訪
者
は
、
燦
然
と
光
り
輝
く
金
の
鯱
を
見
て
、
黄
金
の
国
ジ
パ
ン

グ
と
国
王
徳
川
将
軍
の
王
子
の
富
と
力
を
実
感
す
る
だ
ろ
う
。
名
古
屋

城
天
守
の
み
が
持
つ
、
特
筆
す
べ
き
歴
史
的
価
値
で
あ
る
。
天
守
は
平

時
に
は
温
和
な
表
情
を
見
せ
て
、
冷
酷
な
顔
を
隠
す
。

　

昭
和
二
十
年
五
月
十
四
日
の
午
前
中
に
天
守
ほ
か
、
か
け
が
え
の
な
い

旧
国
宝
が
焼
失
し
た
。
首
里
城
正
殿
は
高
さ
18
ｍ
、
名
古
屋
城
天
守
は
36

ｍ
、二
倍
も
の
高
さ
が
あ
る
天
守
が
燃
え
尽
き
た
。
私
の
周
囲
の
人
間
は
、
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燃
え
る
柱
が
落
下
し
、
一
気
に
崩
れ
落
ち
る
と
こ
ろ
を
目
撃
し
た
と
語

る
。
自
分
の
家
は
一
瞬
に
燃
え
て
も
、お
城
は
長
く
、長
く
、燃
え
て
い
た
。

　

文
化
財
保
存
の
手
法
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
、
考
え
方
は
定

ま
っ
て
い
な
い
。
日
本
と
世
界
で
は
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
海
外

で
は
い
っ
た
ん
失
わ
れ
た
に
せ
よ
、
忠
実
に
復
元
し
て
い
く
手
法
へ
の

評
価
が
高
い
。

　

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院
も
法
隆
寺
金
堂
も
、
火
災
で
失
わ
れ
た
部
分
は
あ

る
け
れ
ど
、
本
質
的
価
値
は
維
持
さ
れ
て
い
る
。
ナ
チ
ス
に
破
壊
さ
れ
た

ワ
ル
シ
ャ
ワ
市
街
も
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
宮
殿
も
、
い
ま
も
再
現
中
で
あ
り

な
が
ら
、世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
木
造
建
築
物
は
雨
風
に
さ
ら
さ
れ
、

腐
朽
、
虫
損
等
が
あ
る
か
ら
、
新
し
い
材
と
の
交
換
が
必
要
に
な
る
。
こ

の
場
合
で
も
、
技
法
様
式
が
踏
襲
さ
れ
る
か
ら
、
文
化
財
保
存
要
件
は
維

持
さ
れ
て
、
価
値
は
損
な
わ
れ
な
い
。
真
正
性
、A

u
th

en
ticity

に
は

文
化
圏
と
保
存
技
術
に
対
応
す
る
多
様
性
が
あ
る
こ
と
は
、
一
九
九
四
年

「
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
シ
テ
ィ
に
関
す
る
奈
良
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
」
で
世
界
の
文

化
財
関
係
者
が
承
認
し
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
基
礎
、
モ
ル
タ
ル
の
壁

に
変
更
さ
れ
て
い
た
重
要
文
化
財
名
古
屋
城
西
南
隅
櫓
は
、
修
理
に
よ
っ

て
江
戸
時
代
の
姿
、
木
造
に
復
元
さ
れ
た
。

　

名
古
屋
城
の
旧
国
宝
・
天
守
を
再
現
す
る
こ
と
は
、
け
っ
し
て
新
規

の
レ
プ
リ
カ
制
作
で
は
な
い
。
慶
長
・
宝
暦
の
技
法
を
忠
実
に
踏
襲
す
る
。

材
は
新
調
（
全
交
換
）
さ
れ
る
と
は
い
え
、
同
じ
木
曽
ヒ
ノ
キ
が
使
わ

れ
る
。
天
守
・
小
天
守
の
忠
実
な
復
元
は
、
文
化
財
保
存
修
理
の
手
法

の
一
つ
、
新
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
考
え
る
。

　

文
化
財
保
護
法
三
条
は
文
化
財
を
歴
史
・
文
化
の
正
し
い
理
解
に
不
可

欠
な
存
在
と
規
定
し
、
国
も
自
治
体
も
こ
の
目
的
の
た
め
、
適
切
な
措
置

を
と
る
義
務
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
保
護
法
四
条
は
、
国
民
は
こ
の
措
置

に
誠
実
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
崇
高
な
規
定
で
あ
る
。

三
条
は
何
を
意
味
し
、
何
を
理
念
と
し
て
い
る
の
か
。
名
古
屋
城
の
天
守

台
に
何
が
あ
る
こ
と
が
歴
史
・
文
化
の
正
し
い
理
解
に
貢
献
す
る
の
か
。

い
ま
、
ま
さ
し
く
、
そ
の
こ
と
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　

名
古
屋
城
天
守
は
、
必
ず
昭
和
二
十
年
五
月
十
四
日
よ
り
以
前
の
状

態
に
戻
さ
れ
る
。

　

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
竹
中
工
務
店
・
片
庭
修
氏
ほ
か
、
お
よ
び
当

セ
ン
タ
ー
職
員
各
位
の
御
示
教
・
協
力
を
え
た
。
記
し
て
感
謝
し
た
い
。
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註１ 
本
稿
で
は
『
金
城
温
古
録
』
か
ら
の
引
用
は
、
す
べ
て
『
名
古
屋
叢
書
続
編
』

巻
十
三
〜
十
六
（
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
、
一
九
六
五
年
・
一
九
六
七
年
）
に

収
録
さ
れ
た
活
字
本
の
巻
数
・
頁
数
に
よ
っ
て
出
典
を
示
し
た
。
そ
の
際
、
巻

十
三
・
十
四
・
十
五
・
十
六
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
・
二
・
三
・
四
と
し
、
そ
の
後
に
「
―
」
を

付
し
て
頁
数
を
示
し
た
。

２ 

投
石
に
つ
い
て
は
高
屋
茂
男
「
中
世
城
館
出
土
の
飛
礫
試
論
」（『
学
術
財
研
究
』
一
、

二
〇
一
九
年
）。

３ 

『
金
城
温
古
録
』
か
く
し
さ
ま
、
の
説
明
（
一
―
九
六
頁
）
に
「
名
府
城
に
は
弓
サ

マ
と
て
は
更
に
な
く
、
只
鉄
砲
サ
マ
、
一
等
に
限
れ
る
趣
な
り
」
と
あ
る
け
れ
ど
、

上
記
の
如
く
弓
狭
間
を
図
示
し
て
い
る
。
御
深
井
丸
に
は
西
・
東
弓
矢
多
門
が
あ
っ

た
。

　

鉄
砲
玉
は
前
込
式
だ
が
、
下
に
向
け
て
も
弾
が
転
げ
落
ち
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ

う
で
、
実
際
に
古
式
火
縄
銃
を
撃
っ
て
い
る
西
尾
藩
鉄
砲
隊
関
係
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
よ
れ
ば
、
狭
間
打
ち
と
い
う
射
撃
法
が
あ
っ
て
、
下
方
に
向
け
て
も
45
度
く
ら
い

ま
で
な
ら
、
弾
は
落
ち
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
姫
路
城
鉄
砲
狭
間
木
枠
の
下
向
け

角
度
が
参
考
に
な
る
。

４ 

参
考
ま
で
に
競
技
弓
技
の
近
的
競
技
は
、
射
距
離
28
ｍ
、
的
の
大
き
さ
36
㎝
で
、

遠
的
競
技
は
、射
距
離
60
ｍ
、的
の
大
き
さ
100
㎝
。
遠
的
で
は
90
ｍ
、70
ｍ
（
ほ
か
50
ｍ
）

の
的
も
あ
っ
た
が
、
通
常
の
弓
道
場
は
60
ｍ
で
設
計
さ
れ
る
。
60
ｍ
な
ら
ば
訓
練
者

は
か
な
り
の
確
率
で
的
中
で
き
る
。
ま
た
遠
距
離
の
場
合
、
45
度
の
仰
角
が
一
番
飛

ぶ
は
ず
だ
が
、
そ
の
場
合
、
的
中
は
期
待
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
（
こ
れ
ら
に
関
し

て
は
弓
道
家
竹
田
宏
司
氏
よ
り
ご
教
示
を
得
た
）。

５ 

名
古
屋
市
編
『
重
要
文
化
財
名
古
屋
城
西
北
隅
櫓
修
理
工
事
報
告
書
』（
名
古
屋
市
、

一
九
六
四
年
）
に
よ
れ
ば
、
推
定
当
初
材
の
後
世
か
ら
は
書
き
込
め
な
い
位
置
に
、

「
未
三
月
吉
（
カ
）
日
庄
左
衛
門　

二
十
五
歳
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
人
物
は
寛

永
十
年
（
一
六
三
三
）
に
大
工
頭
と
な
る
沢
田
庄
右
衛
門
で
あ
っ
て
、
未
年
は
十
四

年
前
の
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
に
該
当
す
る
、
と
さ
れ
る
（
寛
永
十
年
に
は
彼
は

三
十
九
歳
だ
っ
た
）。

　

名
古
屋
城
は
慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）
に
築
城
が
開
始
さ
れ
た
。
徳
川
義
直
婚

儀
に
際
し
、
家
康
が
宿
泊
し
た
元
和
元
年(

一
六
一
五)

大
坂
夏
の
陣
の
直
前
に
は

工
事
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
た
は
ず
だ
が
、
実
際
に
は
櫓
工
事
は
遅
れ
た
。
未
申
櫓
初

重
に
は
不
動
護
摩
供
が
元
和
二
年
菊
月
吉
日
に
行
わ
れ
た
と
記
す
札
が
あ
っ
た
。
さ

ら
に
上
記
の
通
り
元
和
五
年
に
至
っ
て
も
御
深
井
丸
三
階
櫓
（
清
洲
櫓
）
の
普
請
作

事
が
継
続
さ
れ
て
い
た
。

　

本
丸
表
二
之
門
の
内
法
貫
に
も
元
和
五
年
の
墨
書
が
あ
る
と
い
う
（
愛
知
県
史
編

さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史
』
別
編　

文
化
財
１　

建
造
物
・
史
跡
、
小
寺
武
久
執
筆
）。

一
之
門
さ
え
で
き
て
い
れ
ば
、
二
之
門
は
急
が
な
い
か
ら
、
後
回
し
に
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。

　
『
金
城
温
古
録
』（
一
―
一
六
頁
）
に
「
三
之
丸
御
普
請
は
慶
長
十
六
年
頃
之
趣
な

る
に
、
其
時
、
御
門
々
々
升
形
石
垣
ま
で
に
て
、
御
普
請
役
勤
め
ら
る
ゝ
衆
は
引
揚

り
け
る
と
見
へ
て
、
夫
よ
り
遥
に
年
経
て
後
に
大
手
御
門
な
ど
は
御
所
建
の
趣
な
れ

ば
」
と
あ
っ
て
、
総
動
員
体
制
は
大
坂
陣
の
軍
事
的
緊
張
が
あ
っ
た
時
ま
で
で
、
あ

と
は
急
が
ず
、
ゆ
っ
く
り
と
普
請
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。

６ 

以
下
昭
和
実
測
図
に
つ
い
て
は
、「
昭
和
実
測
図 

閲
覧
サ
ー
ビ
ス
」（h

ttp
s://

w
w

w
.n

ago
yajo

.city.n
ago

ya.jp
/2

0
_etsu

ran
/

）
を
参
照
。

７ 

昭
和
実
測
図
51
「
天
守
三
層
平
面
図
」、
同
52
「
天
守
四
層
平
面
図
」。

８ 

現
在
こ
の
御
成
階
段
が
復
原
さ
れ
て
い
る
（
階
段
体
験
館
）。
再
建
さ
れ
る
天
守
で

は
防
災
上
、
引
戸
が
防
煙
機
能
を
担
う
が
、
稲
垣
智
也
氏
の
ご
示
唆
に
よ
れ
ば
、
宝

暦
天
守
現
存
時
に
も
防
煙
機
能
を
担
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

９ 

昭
和
実
測
図
93
「
天
守
二
層
表
階
段
断
面
詳
細
図
（
引
戸
詳
細
図
）」、
同
94
「
天

守
三
層
表
階
段
断
面
詳
細
図
」、
同
95
「
天
守
四
層
表
階
段
断
面
詳
細
図
」、
同
97
「
天

守
地
階
御
成
階
段
平
面
及
断
面
詳
細
図
」。

10 

昭
和
実
測
図
112
「
小
天
守
横
断
面
図
」。

11 

昭
和
実
測
図
20
「
表
一
之
門
屋
根
伏
及
詳
細
図
（
昇
口
詳
細
図
）」、
同
22
「
表
一

之
門
扉
構
及
窓
廻
詳
細
図
」。

12 

本
丸
へ
の
正
門
で
あ
る
表
一
之
門
の
施
錠
は
、
門
扉
を
破
ら
れ
た
場
合
の
時
間
確

保
の
目
的
か
と
推
測
す
る
。

　

天
守
二
層
の
階
段
の
上
に
は
昭
和
実
測
図
99
「
天
守
初
層
及
二
層
御
成
階
段
断
面
詳

細
図
」
に
よ
っ
て
、
階
段
上
に
三
つ
坪
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
下
か
ら
打
っ
て
、
施
錠
し
て
い
た
（
図
19
）。
ど
の
よ
う
な
時
に
使
用
し
た
の
か
は

不
明
。
管
理
上
の
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
天
守
は
防
御
施
設
で
あ
る
か
ら
、
必
ず

上
か
ら
の
施
錠
を
し
た
と
考
え
る
。

13 

天
守
引
戸
・
蝶
番
蓋
は
松
本
城
、
犬
山
城
、
彦
根
城
、
高
知
城
で
は
確
認
さ
れ
な
い
。

ま
た
、
松
山
城
で
は
安
政
天
守
に
は
引
戸
蓋
は
な
い
が
、
焼
失
し
、
国
宝
に
指
定
す

る
た
め
の
調
査
資
料
に
基
づ
い
て
再
建
さ
れ
た
南
北
隅
櫓
に
は
引
戸
蓋
が
あ
る
。

14 

防
御
が
厳
重
で
も
、
最
終
的
に
放
火
さ
れ
れ
ば
お
し
ま
い
で
あ
る
が
、
天
守
は
じ

め
櫓
は
不
燃
建
築
で
あ
っ
た
。
屋
根
は
瓦
で
壁
は
土
壁
、
燃
え
る
も
の
は
中
の
木
材
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図 19　昭和実測図 99「天守初層及二層御成階段断面詳細図」（部分）　
　　　  三つ坪（金具）は他の階段にはなく、ここにのみ描かれている。

だ
が
、
木
は
太
く
厚
く
、
天
井
は
高
か
っ
た
。
容
易
に
は
燃
え
ず
、
燃
え
出
す
ま
で

に
は
、
か
な
り
の
時
間
が
か
か
っ
た
だ
ろ
う
。
砲
撃
を
受
け
た
会
津
若
松
城
も
燃
え

な
か
っ
た
。

15 

厚
板
で
は
な
い
が
、
彦
根
城
天
守
に
は
壁
の
中
に
栗
石
が
七
、八
寸
の
厚
さ
で
詰
め

ら
れ
て
い
る
。
同
じ
く
天
秤
櫓
・
西
之
丸
三
重
櫓
、
佐
和
口
多
聞
櫓
に
も
二
重
壁
が

あ
る
。
丸
亀
城
大
手
一
之
門
や
高
松
城
艮
櫓
に
は
太
鼓
壁
と
呼
ば
れ
る
遺
構
が
あ
っ

て
、
砂
利
や
砂
が
充
填
さ
れ
て
い
た
。
大
洲
城
の
各
櫓
に
も
同
様
の
二
重
壁
が
あ
っ

た
。

16 

松
本
城
や
丸
岡
城
は
中
央
の
み
連
続
窓
で
、
丸
岡
城
は
突
き
上
げ
戸
窓
。
そ
の
左

右
は
壁
で
松
本
城
に
は
狭
間
が
あ
っ
た
（
こ
の
狭
間
は
窓
戸
を
引
く
と
使
え
な
い
の

で
、
は
ず
し
て
使
っ
た
は
ず
で
あ
る
）。

17 

月
見
櫓
と
呼
ぶ
限
り
は
、
こ
の
櫓
で
は
月
見
（
宴
）
が
行
わ
れ
た
か
。
月
見
櫓
は

東
面
に
壁
が
な
く
、
満
月
の
月
の
出
を
見
る
も
の
で
は
な
く
、
西
側
の
窓
か
ら
上
弦

の
月
を
見
た
と
『
金
城
温
古
録
』
は
記
述
し
て
い
る
。
月
齢
七
の
上
弦
の
月
は
日
の

入
り
頃
に
南
の
空
に
見
え
、
真
夜
中
に
沈
む
。
上
弦
の
月
を
鑑
賞
す
る
月
見
会
は
他

の
史
料
に
は
ほ
と
ん
ど
見
な
い
。
登
る
月
で
は
な
く
沈
む
月
だ
し
、
満
月
の
よ
う
に

明
る
い
わ
け
で
は
な
い
。『
温
古
録
』（
二
―
三
三
〇
〜
三
三
一
頁
）
は
、
江
戸
城
で

細
川
三
斎
が
上
弦
の
月
を
愛
で
て
読
ん
だ
和
歌
を
紹
介
す
る
が
、
宴
会
が
あ
っ
た
と

は
記
さ
な
い
。

　

月
見
の
主
体
が
藩
主
な
ら
、
御
成
の
目
的
も
月
見
の
よ
う
に
思
わ
れ
、
月
が
地
平

に
沈
む
ま
で
、
酒
を
の
み
続
け
た
も
の
か
。
こ
の
月
見
の
時
に
窓
台
を
使
用
し
た
の

か
、
別
の
時
、
昼
に
使
用
し
た
の
か
、
わ
か
ら
な
い
。
窓
台
は
二
畳
あ
る
の
で
、
気

の
お
け
な
い
人
物
を
横
に
暗
闇
に
て
夜
に
、
の
ん
で
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、

こ
の
櫓
の
呼
称
「
月
見
」
に
は
不
自
然
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　

窓
台
は
高
い
位
置
か
ら
水
平
方
向
を
見
る
の
に
は
都
合
が
よ
い
は
ず
で
、
月
見
で

は
な
く
、
昼
間
に
こ
の
櫓
に
御
成
し
た
の
な
ら
、
窓
台
の
必
要
性
は
わ
か
る
。

18 

昭
和
実
測
図
62
「
天
守
四
層
及
五
層
東
側
矩
計
詳
細
図
」。

19 

『
金
城
温
古
録
』（
三
―
六
九
〜
七
〇
頁
）。

20 

芝
付
が
も
し
芝
辻
の
転
訛
な
ら
、
芝
辻
は
鉄
砲
鍛
冶
で
あ
っ
た
芝
辻
理
右
衛
門
の

一
統
を
指
す
。
彼
は
大
坂
城
攻
撃
用
の
一
貫
五
百
目
玉
の
大
砲
を
試
作
し
た
。
現
在

靖
国
神
社
に
あ
る
も
の
と
同
型
と
い
う
。
芝
辻
砲
は
口
径
95
㎜
、
砲
口
部
外
形
327
㎜
、

使
用
さ
れ
た
弾
丸
は
最
大
90
㎜
、
重
さ
一
貫
百
匁
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
『
図

説　

日
本
武
器
集
成
』）。

21 

お
よ
そ
十
八
万
近
い
玉
が
区
別
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
役
に
立
た
な
い
と
書

い
て
あ
る
。
小
さ
な
玉
を
前
に
入
れ
て
複
数
弾
を
打
つ
こ
と
は
あ
っ
た
（
前
掲
宇
田

川
『
江
戸
の
炮
術
』
十
八
頁
）。

22 

な
お
大
量
の
砲
と
弾
丸
の
備
蓄
が
あ
っ
た
が
、
大
量
に
消
費
す
る
煙
硝
も
莫
大
な

貯
蔵
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
当
初
は
天
守
に
、
や
が
て
御
深
井
丸
煙
硝
蔵
に
、
さ
ら
に

鍋
屋
上
野
に
煙
硝
蔵
は
移
動
し
た
。
硝
石
は
本
来
は
国
内
に
は
産
出
し
な
か
っ
た
。

江
戸
時
代
に
国
産
も
で
き
る
よ
う
に
な
る
が
、
生
産
量
は
少
な
か
っ
た
。『
金
城
温
古

録
』
に
「
是
迄
、御
用
焔
硝
は
大
坂
に
求
め
給
ひ
し
か
ど
も
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
（
二

―
二
四
八
頁
）。
大
坂
は
生
産
地
で
は
な
い
は
ず
だ
か
ら
、
大
量
に
消
費
す
る
硝
石
は

長
崎
貿
易
に
依
拠
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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〈
史
料
紹
介
〉

　
　
　
　
名
古
屋
城
天
守
宝
暦
大
修
理
関
係
史
料
と
「
仕
様
之
大
法
」

木
村
慎
平
・
堀
内
亮
介
・
武
田
純
子

堀
内　
亮
介

目
次

　

名
古
屋
城
天
守
は
、
慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）
に
完
成
し
て
以
降
、

元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
ま
で
の
間
に
、
計
十
三
度
の
修
復
工
事
が
行
わ

れ
た
。
こ
れ
ら
の
修
復
工
事
は
、
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
の
修
理
を
除

い
て
、
屋
根
・
壁
・
破
風
な
ど
の
細
部
修
理
が
中
心
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
に
な
る
と
、
尾
張
藩
内
で
石
垣
の

孕
み
だ
し
に
と
も
な
う
天
守
の
傾
き
が
問
題
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
天

守
の
部
分
解
体
を
含
む
大
規
模
な
修
復
工
事
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
か
ら
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
ま
で
の
約

三
年
間
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
た
宝
暦
大
修
理
で
あ
る
。
こ
の
修
理
に
つ

い
て
は
、
図
面
を
含
む
数
々
の
史
料
が
残
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
に
お

け
る
城
郭
修
理
の
中
で
も
類
例
の
な
い
大
規
模
工
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
る
。

　

宝
暦
大
修
理
に
関
し
て
は
、
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
に
発
表
さ
れ

た
城
戸
久
氏
の
論
文
に
よ
っ
て
、
概
要
お
よ
び
具
体
的
な
検
討
成
果
が
初

め
て
示
さ
れ
た
。
城
戸
氏
は
、
尾
張
藩
士
・
奥
村
得
義
が
筆
写
し
た
史
料

で
あ
る
「
国
秘
録　

御
天
守
御
修
復 

中
」
に
収
録
さ
れ
た
宝
暦
大
修
理

に
関
す
る
記
録
と
、
論
文
執
筆
当
時
に
陸
軍
築
城
部
本
部
が
所
持
し
て
い

た
宝
暦
大
修
理
の
図
面
史
料
を
照
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
天
守
の
修
理
前

の
状
況
と
工
事
経
過
を
検
討
し
、
修
理
の
概
要
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

城
戸
氏
の
研
究
以
降
、
宝
暦
大
修
理
は
ほ
と
ん
ど
再
検
討
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
お
お
む
ね
城
戸
氏
の
研
究
成
果
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
。
し
か

し
城
戸
論
文
で
は
、
宝
暦
大
修
理
の
基
礎
的
な
文
献
史
料
と
い
え
る
「
御

天
守
御
修
復
取
掛
り
ゟ
惣
出
来
迄
仕
様
之
大
法
」（
以
下
、「
仕
様
之
大

法
」）
が
参
照
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
他
図
面
史
料
の
具
体
的
な
検
討
も
、

長
き
に
わ
た
っ
て
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
平
成

二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
に
は
、麓
和
善
氏
・
加
藤
由
香
氏
に
よ
っ
て
、「
仕

様
之
大
法
」
を
含
む
宝
暦
大
修
理
関
係
史
料
の
検
討
が
行
わ
れ
た
。

　

麓
氏
ら
の
論
文
で
は
、「
仕
様
之
大
法
」
を
は
じ
め
と
す
る
名
古
屋
城

総
合
事
務
所
が
所
蔵
す
る
関
係
史
料
の
ほ
か
、
新
発
見
の
伊
藤
次
郎
左
衛

門
家
に
伝
来
し
た
図
面
史
料
を
検
討
し
、
工
事
内
容
を
詳
細
に
分
析
し
て

い
る
。
宝
暦
大
修
理
関
係
史
料
の
所
蔵
者
と
伝
来
に
つ
い
て
の
考
察
を
は

解
題
１　

名
古
屋
城
天
守
の
宝
暦
大
修
理
と
「
仕
様
之
大
法
」　　
　
　
　

  

堀
内
亮
介

解
題
２　

明
治
以
降
に
お
け
る
名
古
屋
城
関
係
史
料
の
伝
来
に
つ
い
て　
　

木
村
慎
平

〈
翻
刻
〉「
御
天
守
御
修
復
取
掛
り
ゟ
惣
出
来
迄
仕
様
之
大
法
」

解
題
１　
名
古
屋
城
天
守
の
宝
暦
大
修
理
と「
仕
様
之
大
法
」

は
じ
め
に

１

2

3

4

5

6
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じ
め
、
天
守
を
引
き
上
げ
る
際
の
工
程
や
石
垣
積
み
替
え
工
事
の
手
順

な
ど
を
具
体
的
に
論
じ
て
お
り
、
宝
暦
大
修
理
が
再
び
取
り
上
げ
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
先
学
に
よ
る
研
究
成
果
に
よ
り
、
宝
暦
大
修
理
関
係
史
料

は
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
城
郭
の
大
規
模
な
修
復
方
法
を
知
る
う
え
で
、

高
い
価
値
を
持
つ
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
「
仕
様

之
大
法
」
は
、
宝
暦
大
修
理
完
了
後
に
、
尾
張
藩
の
作
事
奉
行
と
普
請

奉
行
が
工
事
の
概
要
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
工
事
の
全
体
像
を
具
体
的

に
把
握
で
き
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
今
回
の
紀
要
で
「
仕
様
之
大
法
」
の
全
文
翻
刻
を
掲
載
す

る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
史
料
を
広
く
一
般
に
紹
介
し
、
今
後
の
名
古
屋

城
お
よ
び
城
郭
修
理
に
関
す
る
研
究
の
一
助
と
し
た
い
。

一　

宝
暦
大
修
理
関
係
史
料
の
伝
来
に
つ
い
て

　

ま
ず
は
、
本
稿
で
翻
刻
を
掲
載
す
る
「
仕
様
之
大
法
」
を
中
心
に
、
宝

暦
大
修
理
関
係
史
料
の
概
要
と
伝
来
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

（
１
）
宝
暦
大
修
理
関
係
史
料
の
概
要

　

現
在
確
認
で
き
る
宝
暦
大
修
理
関
係
史
料
は
、
①
名
古
屋
城
総
合
事
務

所
所
蔵
史
料
（
以
下
、
名
古
屋
城
本
）、
②
宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
所
蔵

史
料
（
以
下
、
宮
内
公
文
書
館
本
）、
③
伊
藤
次
郎
左
衛
門
家
に
伝
来
し

た
個
人
所
蔵
史
料
（
以
下
、
伊
藤
家
本
）
に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
の
史
料
の
内
訳
を
比
較
し
た
も
の
が
、
表
１
（
六
四
頁
）
で
あ
る
。

　

な
お
、
宮
内
庁
図
書
寮
文
庫
の
未
整
理
史
料
の
中
に
も
、「
御
城
御
石

垣
絵
図
」
を
は
じ
め
と
す
る
名
古
屋
城
関
係
史
料
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

宝
暦
大
修
理
関
連
の
史
料
が
存
在
す
る
と
み
ら
れ
る
。
図
書
寮
文
庫
史

料
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
実
見
し
て
い
な
い
た
め
、
今
後
の
検
討
課

題
と
し
た
い
。

　

ほ
か
に
確
認
で
き
る
関
係
史
料
と
し
て
は
、
伊
藤
家
本
の
写
本
で
あ

る
④
名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
所
蔵
史
料
、
⑤
徳
川
林
政
史
研
究
所

所
蔵
の
「
国
秘
録　

御
天
守
御
修
復　

中
」
が
あ
る
。

　

ま
た
、
近
代
に
は
所
在
が
確
認
で
き
て
い
た
も
の
の
、
現
在
は
所
在

不
明
と
な
っ
て
い
る
史
料
も
存
在
す
る
。

　

ま
ず
、
宮
内
公
文
書
館
本
の
筆
写
元
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
、

愛
知
県
土
木
課
所
蔵
史
料
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
先
述
し
た
城
戸
論

文
に
は
、
陸
軍
築
城
部
本
部
の
所
蔵
史
料
と
し
て
、
宝
暦
大
修
理
関
係
の

図
面
史
料
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
戦
前
に
陸
軍
築
城
部
本
部
が
関
係
史

料
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
史
料
は
、

現
在
で
は
所
在
が
確
認
で
き
な
い
た
め
、
実
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

本
稿
で
翻
刻
し
た
「
仕
様
之
大
法
」
は
、
現
在
、
名
古
屋
城
本
と
宮
内

公
文
書
館
本
に
そ
れ
ぞ
れ
一
冊
ず
つ
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
ま
ず
は
、

名
古
屋
城
本
と
宮
内
公
文
書
館
本
に
つ
い
て
概
説
し
、
内
訳
を
比
較
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
仕
様
之
大
法
」
の
伝
来
過
程
を
考
察
し
て
い
き
た

い
。

（
２
）
名
古
屋
城
本
と
宮
内
公
文
書
館
本

　

ま
ず
、
名
古
屋
城
本
は
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
名
古
屋
離
宮
の
宮

内
省
か
ら
名
古
屋
市
へ
の
移
管
に
あ
わ
せ
て
、
名
古
屋
城
の
所
蔵
と
な
っ

7
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た
史
料
で
、
黄
表
紙
の
Ⓐ
「
内
匠
寮
本
」
と
青
表
紙
の
Ⓑ
「
主
殿
寮
本
」

の
二
系
統
が
あ
る
。
表
装
・
紙
質
・
蔵
書
印
・
伝
来
過
程 

か
ら
、
こ
れ

ら
二
つ
の
史
料
は
、
宮
内
省
が
名
古
屋
離
宮
を
管
理
し
て
い
た
時
期
に

作
成
さ
れ
た
写
本
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　

内
匠
寮
本
と
主
殿
寮
本
は
、
現
在
そ
れ
ぞ
れ
「
金
城
録
付
録
」
と
「
金

城
温
古
録
付
属
書
類
」
と
し
て
管
理
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
史
料
群

に
宝
暦
大
修
理
関
係
史
料
が
含
ま
れ
て
い
る
。
宝
暦
大
修
理
関
係
史
料

の
う
ち
、
図
面
史
料
は
内
匠
寮
本
と
主
殿
寮
本
の
両
方
に
存
在
す
る
が
、

「
仕
様
之
大
法
」
に
つ
い
て
は
内
匠
寮
本
だ
け
に
存
在
し
て
い
る
。

　

一
方
、
宮
内
公
文
書
館
本
は
、「
名
古
屋
城
並
付
属
書
類
」
と
し
て
管

理
さ
れ
て
お
り
、「
金
城
録
」
な
ど
の
名
古
屋
城
全
般
に
関
す
る
史
料
の

中
に
「
仕
様
之
大
法
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。
宮
内
公
文
書
館
本
の
伝
来
は

他
の
史
料
群
と
比
べ
て
明
確
で
、明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
一
月
に
、

宮
内
省
内
匠
寮
の
技
師
で
あ
っ
た
木
子
清
敬
が
、
当
時
愛
知
県
土
木
課

が
所
持
し
て
い
た
名
古
屋
城
関
係
史
料
を
借
り
受
け
て
筆
写
さ
せ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

　

な
お
、
木
子
が
愛
知
県
土
木
課
か
ら
借
り
受
け
た
史
料
に
つ
い
て
は
、

先
述
し
た
と
お
り
所
在
不
明
で
あ
る
た
め
、
宮
内
公
文
書
館
本
「
仕
様

之
大
法
」
の
筆
写
元
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

つ
ま
り
、
現
在
確
認
で
き
る
「
仕
様
之
大
法
」
は
、
す
べ
て
近
代
に

宮
内
省
の
関
係
者
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

て
い
る
。
ま
た
、
二
系
統
の
名
古
屋
城
本
及
び
宮
内
公
文
書
館
本
の
史

料
内
訳
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
仕
様
之
大
法
」
を
含
む
史
料
の

転
写
関
係
に
つ
い
て
検
討
で
き
る
。

　

ま
ず
、
表
１
の
内
匠
寮
本
と
主
殿
寮
本
を
比
較
す
る
と
、
主
殿
寮
本
に

含
ま
れ
て
い
る
史
料
は
す
べ
て
内
匠
寮
本
と
重
複
し
て
い
る
が
、
内
匠

寮
本
に
は
主
殿
寮
本
に
含
ま
れ
な
い
史
料
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
さ
ら
に
、
内
匠
寮
本
と
宮
内
公
文
書
館
本
を
比
較
す
る
と
、
内

匠
寮
本
か
ら
主
殿
寮
本
と
の
重
複
分
を
除
い
た
史
料
は
、
す
べ
て
宮
内

公
文
書
館
本
と
重
複
す
る
史
料
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
よ
っ
て
、
内

匠
寮
本
は
、
主
殿
寮
本
と
宮
内
公
文
書
館
本
が
合
わ
さ
っ
た
史
料
群
で

あ
る
と
推
測
で
き
る
。
さ
ら
に
、
内
匠
寮
本
の
史
料
に
は
す
べ
て
黄
色

の
表
装
が
施
し
て
あ
り
、
筆
致
も
同
一
で
あ
る
た
め
、
す
べ
て
の
史
料

が
同
時
期
に
筆
写
さ
れ
た
こ
と
が
ほ
ぼ
明
ら
か
で
あ
る
。

　

以
上
か
ら
、
内
匠
寮
本
は
主
殿
寮
本
と
宮
内
公
文
書
館
本
が
そ
れ
ぞ

れ
成
立
し
た
後
で
、
何
ら
か
の
必
要
性
か
ら
両
方
を
筆
写
し
て
、
同
一

の
史
料
群
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、「
仕
様
之
大
法
」
の
伝
来
過
程
に
着
目
す
る
と
、

内
匠
寮
本
「
仕
様
之
大
法
」
は
主
殿
寮
本
に
由
来
す
る
図
面
史
料
と
は

異
な
り
、
宮
内
公
文
書
館
本
に
由
来
す
る
史
料
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

換
言
す
る
と
、
明
治
二
十
三
年
に
筆
写
さ
れ
た
宮
内
公
文
書
館
本
「
仕

様
之
大
法
」
を
さ
ら
に
筆
写
し
た
も
の
が
、
内
匠
寮
本
「
仕
様
之
大
法
」

で
あ
り
、
伝
来
過
程
を
見
る
限
り
で
は
、
宮
内
公
文
書
館
本
「
仕
様
之
大

法
」
が
よ
り
原
本
に
近
い
史
料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
宮
内

公
文
書
館
本
の
筆
写
元
で
あ
る
愛
知
県
土
木
課
所
蔵
の
「
仕
様
之
大
法
」

は
所
在
不
明
で
あ
る
た
め
、
現
在
確
認
で
き
る
「
仕
様
之
大
法
」
の
中

で
は
、
宮
内
公
文
書
館
本
が
も
っ
と
も
成
立
が
早
い
こ
と
に
な
る
。

　

一
方
、
主
殿
寮
本
は
、「
金
城
温
古
録
付
属
書
類
」
と
い
う
史
料
名
の
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と
お
り
、
名
古
屋
城
総
合
事
務
所
所
蔵
の
「
金
城
温
古
録
」
の
付
録
と

し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
金
城
温
古
録
」
に
も
青
い
表
装
が
施
さ

れ
て
お
り
、「
付
属
書
類
」
と
同
時
期
に
作
成
さ
れ
た
写
本
で
あ
る
こ
と

が
推
測
さ
れ
る
。

　

主
殿
寮
本
に
つ
い
て
は
、
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
名
古
屋
城
が

陸
軍
省
か
ら
宮
内
省
に
移
管
さ
れ
た
際
に
受
け
渡
さ
れ
た
史
料
と
、
お

お
よ
そ
の
内
訳
が
重
な
っ
て
い
る
が
、
主
殿
寮
本
に
は
陸
軍
省
の
蔵
書

印
等
が
確
認
で
き
ず
、
主
殿
寮
の
蔵
書
印
の
み
が
押
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ

て
、
名
古
屋
城
移
管
時
に
陸
軍
省
が
所
持
し
て
い
た
史
料
を
宮
内
省
が

筆
写
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
み
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
城
戸
論
文
に
引
用
さ
れ
た
陸
軍
築
城
部
本
部
の
史
料
は
、
論
文

で
の
引
用
箇
所
の
記
述
が
主
殿
寮
本
と
同
内
容
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
引
用

写
真
に
は
主
殿
寮
本
に
は
見
ら
れ
な
い
虫
食
い
跡
が
確
認
で
き
る
。
よ
っ

て
、
主
殿
寮
本
の
筆
写
元
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

城
戸
論
文
で
は
、
名
古
屋
城
関
係
の
史
料
が
陸
軍
築
城
部
本
部
の
所

蔵
に
な
っ
た
経
緯
は
明
確
に
で
き
な
い
と
し
た
う
え
で
、
陸
軍
築
城
部

本
部
所
蔵
本
が
尾
張
藩
か
ら
引
き
継
い
だ
原
本
で
あ
る
と
の
推
測
が
な

さ
れ
て
い
る
。
築
城
部
本
部
の
史
料
が
実
見
で
き
な
い
現
状
で
は
、
原

本
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
主
殿

寮
本
は
陸
軍
省
に
由
来
す
る
史
料
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
明
ら
か
で
あ
る
。

（
３
）
伊
藤
家
本

　

以
上
、
名
古
屋
城
本
と
宮
内
公
文
書
館
本
の
伝
来
過
程
に
つ
い
て
考

察
し
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
史
料
以
外
に
も
、
伊
藤
次
郎
左
衛
門
家
に

伝
来
し
た
個
人
蔵
の
宝
暦
大
修
理
関
係
史
料
が
存
在
し
て
い
る
。

　

こ
の
伊
藤
家
本
は
、
元
々
は
宝
暦
大
修
理
で
作
事
奉
行
を
務
め
た
寺

町
兵
左
衛
門
の
子
孫
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
明
治
期
に
な
っ
て
伊

藤
次
郎
左
衛
門
の
手
に
渡
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
伊
藤
家
本
は
、

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
頃
、
伊
藤
家
か
ら
宮
内
省
に
寄
贈
さ
れ
て
い

た
が
、
名
古
屋
離
宮
の
名
古
屋
市
へ
の
移
管
に
と
も
な
い
、
昭
和
六
年

（
一
九
三
一
）
に
伊
藤
家
へ
返
却
さ
れ
た
。

　

な
お
、
大
正
期
の
名
古
屋
市
史
編
纂
時
に
、
伊
藤
家
本
の
写
本
が
作

成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
写
本
が
、
前
述
の
名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館

所
蔵
史
料
で
あ
る
。

　

伊
藤
家
本
の
史
料
は
、
ほ
と
ん
ど
が
図
面
史
料
で
あ
り
、
大
部
分
は

主
殿
寮
本
の
図
面
史
料
と
同
内
容
で
あ
る
。
た
だ
し
、伝
来
お
よ
び
紙
質
・

筆
致
を
み
る
と
、
近
世
に
成
立
し
た
史
料
で
あ
る
と
み
ら
れ
、
宝
暦
年
間

に
寺
町
兵
左
衛
門
が
所
持
し
て
い
た
原
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
史
料
の
内
訳
を
み
る
と
、
主
殿
寮
本
に
は
含
ま
れ
な
い
図
面
が
確
認

で
き
る
ほ
か
、
一
部
図
面
に
は
主
殿
寮
本
に
は
な
い
記
述
が
み
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
点
か
ら
推
測
す
る
と
、
宝
暦
大
修
理
関
係
の
図
面
史
料
は
、

本
来
尾
張
藩
が
所
持
し
て
い
た
原
本
と
、
寺
町
兵
左
衛
門
が
所
持
し
て
い

た
原
本
の
二
系
統
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
尾
張
藩

が
所
持
し
て
い
た
原
本
は
、
明
治
初
年
の
段
階
で
愛
知
県
を
経
て
陸
軍
省

に
引
き
渡
さ
れ
た
と
み
ら
れ
、
名
古
屋
城
が
陸
軍
省
か
ら
宮
内
省
に
移

管
さ
れ
た
後
に
作
成
さ
れ
た
写
本
が
主
殿
寮
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
寺
町
兵
左
衛
門
が
所
持
し
て
い
た
原
本
は
、
先
述
し
た
と
お
り
、

明
治
期
に
伊
藤
家
に
伝
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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二　

宝
暦
大
修
理
関
係
史
料
の
内
容

　

前
項
で
は
、
史
料
の
伝
来
過
程
を
中
心
に
検
討
を
加
え
た
が
、
こ
こ

で
は
表
１
で
提
示
し
た
史
料
の
う
ち
、「
仕
様
之
大
法
」
の
内
容
を
検
討

す
る
う
え
で
特
に
重
要
な
も
の
を
紹
介
す
る
。

（
１
）「
仕
様
之
大
法
」

　
「
仕
様
之
大
法
」
は
、先
述
の
と
お
り
、近
代
の
写
本
が
二
冊
確
認
で
き
、

二
冊
と
も
「
御
天
守
御
修
復
取
掛
り
ゟ
惣
出
来
迄
仕
様
之
大
法
」
と
い

う
表
題
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
二
月
か
ら
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
二
月

に
至
る
ま
で
の
宝
暦
大
修
理
の
工
事
過
程
が
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
末

尾
の
記
述
か
ら
、
修
理
を
担
当
し
た
作
事
奉
行
と
普
請
奉
行
が
、
修
理

完
了
後
の
宝
暦
五
年
二
月
に
ま
と
め
た
記
録
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

名
古
屋
城
本
は
宮
内
公
文
書
館
本
を
筆
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
み
ら

れ
、
ほ
ぼ
同
一
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
宮
内
公
文
書
館
本

で
は
割
注
に
な
っ
て
い
る
箇
所
が
、
名
古
屋
城
本
で
は
本
文
に
続
い
て
記

さ
れ
て
い
る
な
ど
の
違
い
が
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
筆
写
の
過
程
で
、

誤
字
や
写
し
間
違
い
が
生
じ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
仕
様
之
大
法
」
は
、
史
料
の
作
成
意
図
や
時
期
が
明
確
で
あ
り
、
工

事
過
程
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
宝
暦
大
修
理
を
知
る
際
の
最

重
要
史
料
で
あ
る
と
い
え
る
。
天
守
を
引
き
上
げ
る
方
法
や
、
石
垣
の

積
み
替
え
手
順
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
た
め
、
修
理
工
事
の
詳
細

に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
宝
暦
大
修
理
関
係
の
図
面

史
料
を
解
釈
す
る
う
え
で
も
参
考
に
な
る
。

（
２
）「
国
秘
録　

御
天
守
御
修
復　

中
」・「
御
天
守
御
修
復
留
」

　
「
仕
様
之
大
法
」
以
外
の
文
献
史
料
と
し
て
は
、
先
述
の
城
戸
論
文
に

引
用
さ
れ
て
い
た
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
の
「
国
秘
録　

御
天
守
御

修
復　

中
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
「
国
秘
録
」
と
は
、「
金
城
温
古
録
」
の
編
者
で
あ
る
奥
村
得
義
が
、

同
書
編
纂
の
た
め
に
収
集
し
た
史
料
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の

う
ち
「
御
天
守
御
修
復　

中
」
に
、
宝
暦
大
修
理
関
係
史
料
が
収
録
さ

れ
て
い
る
。

　

そ
の
な
か
に
含
ま
れ
る
「
御
天
守
御
修
復
之
次
第
并
御
用
懸
之
輩
姓

名
掛
札
之
留
」（
以
下
、「
掛
札
之
留
」）
は
、
宝
暦
大
修
理
後
天
守
穴
蔵

内
に
掲
げ
ら
れ
た
修
理
銘
板
を
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
史
料
末
尾
の
年

記
か
ら
、
銘
板
は
宝
暦
五
年
二
月
に
作
事
奉
行
と
普
請
奉
行
の
連
名
で

作
成
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
銘
板
は
現
存
し
な
い
た
め
、
失
わ

れ
た
銘
板
の
内
容
を
伝
え
る
唯
一
の
史
料
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
掛
札
之
留
」
の
記
述
内
容
は
、「
仕
様
之
大
法
」
と
比
べ
て
情
報
量

が
少
な
く
、
重
複
す
る
部
分
も
多
い
が
、
天
守
台
石
垣
の
孕
み
だ
し
部
分

が
西
北
隅
の
折
れ
回
し
で
あ
る
こ
と
や
、
宝
暦
大
修
理
開
始
以
前
に
堀

の
埋
め
立
て
の
可
否
を
評
議
し
て
い
た
こ
と
は
、「
仕
様
之
大
法
」
に
は

記
さ
れ
な
い
貴
重
な
情
報
で
あ
る
。
ま
た
、
工
事
の
関
係
者
名
が
列
記

さ
れ
て
お
り
、
宝
暦
大
修
理
の
際
に
尾
張
藩
の
諸
役
人
が
ど
の
よ
う
な

職
人
衆
を
監
督
し
て
い
た
の
か
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
、

「
掛
札
之
留
」
は
「
仕
様
之
大
法
」
の
内
容
を
補
足
す
る
貴
重
な
史
料
で

あ
る
と
い
え
る
。

　

宝
暦
大
修
理
関
係
の
文
献
史
料
に
は
、
先
に
紹
介
し
た
二
点
に
加
え
、

21
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名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
の
「
御
天
守
御
修
復
留
」
と
い
う
史
料
が
あ
る
。

こ
の
史
料
は
、
作
事
奉
行
や
普
請
奉
行
ら
尾
張
藩
の
役
人
が
、
宝
暦
大

修
理
の
際
に
諸
役
人
に
出
し
た
達
書
を
記
録
し
た
も
の
で
、
宝
暦
二
年

（
一
七
五
二
）
の
み
記
録
が
残
存
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
三
点
の
文

献
史
料
を
補
完
す
る
図
面
史
料
も
多
く
存
在
す
る
。

（
３
）
図
面
史
料

　

次
に
、
図
面
史
料
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
ま
ず
、「
御
天
守
御
修
復
仕

様
平
之
方
ヨ
リ
見
渡
之
図
」
と
「
御
天
守
御
修
復
仕
様
妻
之
方
ヨ
リ
見

渡
之
図
」
の
二
種
類
は
、天
守
お
よ
び
天
守
台
石
垣
を
「
平
之
方
（
北
側
）」

と
「
妻
之
方
（
西
側
）」
か
ら
み
た
断
面
図
で
あ
る
（
こ
の
二
つ
を
総
称

し
て
、
以
下
、「
見
渡
之
図
」
と
す
る
）。
図
面
に
は
、
内
堀
内
に
設
置

さ
れ
た
井
楼
や
、
天
守
内
に
設
置
さ
れ
た
仕
掛
け
が
書
き
加
え
ら
れ
て
い

る
。
名
古
屋
城
本
に
収
録
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
伊
藤
家
本
に
も
ほ
ぼ
同

様
の
図
面
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
記
述
内
容
は
ど
れ
も
ほ
ぼ
同
一
だ
が
、

伊
藤
家
本
「
妻
之
方
」
の
一
部
に
は
、
名
古
屋
城
本
に
は
な
い
、
遣
方

に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。
作
成
時
期
や
作
成
意
図
に
つ
い
て
は
、
図
面

中
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
不
明
だ
が
、「
仕
様
之
大
法
」
に
記
さ
れ

た
天
守
の
引
き
上
げ
工
法
を
視
覚
化
し
て
表
し
た
図
面
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
図
面
に
よ
っ
て
、
天
守
柱
に
縄
を
張
り
、
大
型
の
ろ
く

ろ
状
の
装
置
で
柱
を
引
き
上
げ
た
様
子
が
分
か
る
。
基
本
的
に
は
天
守

の
引
き
上
げ
に
関
す
る
図
面
だ
が
、
石
垣
解
体
時
の
土
留
方
法
が
描
か

れ
て
い
る
た
め
、
天
守
台
石
垣
の
修
復
実
態
を
検
討
す
る
う
え
で
も
重

要
で
あ
る
。

　

つ
い
で
、「
御
天
守
御
石
垣
取
解
方
起
指
図
」（
以
下
、「
起
指
図
」）
は
、

石
垣
の
積
み
替
え
手
順
を
立
体
的
に
示
し
た
起
こ
し
図
で
、
積
み
替
え
範

囲
が
八
段
階
に
分
け
て
図
示
さ
れ
、
簡
単
な
作
業
内
容
が
書
き
加
え
ら
れ

て
い
る
。「
見
渡
之
図
」
と
同
様
に
、
名
古
屋
城
本
と
伊
藤
家
本
に
収
録

さ
れ
て
い
る
。
作
成
時
期
や
作
成
意
図
に
つ
い
て
も
、同
じ
く
不
明
だ
が
、

「
仕
様
之
大
法
」
の
記
述
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
具
体
的
な
積
み

替
え
範
囲
を
視
覚
的
に
確
認
で
き
る
。

　

ま
た
、「
遣
方
図
」
は
、
天
守
台
修
復
の
基
準
と
な
る
石
垣
の
形
状
を

確
認
す
る
た
め
に
設
置
し
た
遣
方
に
関
す
る
図
面
で
、
全
部
で
四
種
類
あ

る
。
ま
ず
名
古
屋
城
本
に
は
、
遣
方
本
体
の
形
状
を
示
し
た
図
面
が
一
種

類
と
、
石
垣
外
面
の
寸
法
が
記
入
さ
れ
た
図
面
が
二
種
類
あ
る
。
ま
た
伊

藤
家
本
に
は
、
名
古
屋
城
本
と
は
大
き
く
内
容
が
異
な
る
、
石
垣
外
面

の
寸
法
が
記
入
さ
れ
た
図
面
が
一
種
類
あ
る
。
名
古
屋
城
本
と
伊
藤
家

本
で
現
存
し
て
い
る
図
面
が
異
な
る
た
め
、「
遣
方
図
」
に
示
さ
れ
た
寸

法
を
検
討
す
る
際
に
は
、
史
料
の
伝
来
過
程
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

遣
方
に
関
係
す
る
図
面
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
ほ
か
、
名
古
屋
城
本
の

「
御
天
守
御
堀
内
遣
方
井
楼
之
図
」
が
あ
る
。
こ
の
図
面
は
、
天
守
台
を

真
上
か
ら
み
た
平
面
図
に
、
遣
方
の
設
置
場
所
が
貼
紙
で
示
さ
れ
て
い

る
。

　

修
復
工
程
以
外
に
も
、
宝
暦
大
修
理
の
際
の
仮
設
番
所
や
倉
庫
等
の

位
置
を
示
し
た
「
御
深
井
丸
内
諸
役
人
詰
所
御
作
事
本
〆
所
諸
番
所
取

建
方
指
図
」
と
称
さ
れ
る
図
面
が
あ
り
、
名
古
屋
城
内
に
設
置
さ
れ
た

仮
設
の
建
物
が
平
面
図
上
に
表
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
図
面
史
料
に
つ
い
て
は
、
史
料
の
性
質
が
つ
か
み
に
く
く
、
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図
面
単
独
で
は
理
解
が
難
し
い
が
、「
仕
様
之
大
法
」
の
記
述
と
照
ら
し

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
図
面
の
作
成
意
図
が
推
測
で
き
る
た
め
、
宝
暦
大

修
理
の
具
体
的
な
工
法
を
知
る
う
え
で
役
立
つ
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

三　

宝
暦
大
修
理
と
名
古
屋
城
天
守

　

こ
こ
か
ら
は
、
前
項
で
紹
介
し
た
宝
暦
大
修
理
関
係
史
料
を
も
と
に
、

宝
暦
大
修
理
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

（
１
）
宝
暦
大
修
理
以
前
の
名
古
屋
城
天
守

　

ま
ず
は
、
慶
長
年
間
の
名
古
屋
城
築
城
か
ら
宝
暦
大
修
理
に
至
る
ま

で
の
概
略
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

徳
川
家
康
が
名
古
屋
城
築
城
を
決
定
し
た
の
は
慶
長
十
四
年

（
一
六
〇
九
）
の
こ
と
で
あ
り
、
慶
長
十
五
年
に
は
公
儀
普
請
に
動
員
さ

れ
た
諸
大
名
に
よ
っ
て
石
垣
普
請
が
行
わ
れ
た
。
天
守
台
石
垣
に
つ
い

て
は
、後
世
の
記
録
や
隅
石
に
刻
ま
れ
た
「
加
藤
肥
後
守
」
の
刻
印
か
ら
、

加
藤
清
正
が
普
請
を
担
当
し
た
こ
と
が
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
令
和
元
年

（
二
〇
一
九
）
に
は
、
清
正
が
天
守
台
石
垣
を
築
い
た
こ
と
を
示
す
一
次

史
料
が
、
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
松
井
家
文
書
か
ら
発
見
さ
れ

て
話
題
と
な
っ
た
。

　

石
垣
普
請
か
ら
二
年
後
の
慶
長
十
七
年
に
は
、
幕
府
か
ら
命
令
を
受

け
た
大
工
頭
中
井
正
清
の
指
揮
に
よ
っ
て
天
守
の
作
事
が
行
わ
れ
、
同

年
中
に
は
五
層
五
階
の
天
守
が
完
成
し
た
。

　

そ
の
後
、
慶
長
二
十
年
の
本
丸
御
殿
完
成
に
と
も
な
い
、
家
康
の
九

男
義
直
が
名
古
屋
城
に
入
城
し
、
名
古
屋
城
は
尾
張
藩
主
の
居
城
と
し

て
管
理
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

名
古
屋
城
で
は
、
尾
張
藩
に
よ
っ
て
継
続
的
に
建
物
や
石
垣
の
修
復

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
天
守
の
修
復
に
つ
い
て
は
、

名
古
屋
城
本
の
「
御
天
守
ニ
有
之
候
看
板
之
写
」
や
、
同
内
容
が
記
さ
れ

た
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
の
「
国
秘
録　

御
天
守
御
修
復　

上
」
に

よ
っ
て
、
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
か
ら
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
ま

で
の
計
十
三
度
に
及
ぶ
修
理
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
宝
暦
以
前
の
天
守
修
理
は
、
ほ
と
ん
ど
が
屋
根
・
壁
・

破
風
な
ど
の
細
部
修
理
が
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
、
宝

永
六
年
（
一
七
〇
九
）
七
月
に
完
了
し
た
天
守
修
理
で
は
、
天
守
初
重

と
二
重
の
壁
お
よ
び
柱
を
、
比
較
的
大
規
模
に
修
理
し
て
い
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
。
特
に
、
西
側
の
総
柱
の
沈
下
を
補
正
す
る
作
業
が
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
天
守
本
体
の
西
方
向
へ
の
傾
き
を

補
正
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　

な
お
、
城
戸
久
氏
は
、
宝
永
六
年
の
修
理
に
つ
い
て
、
初
重
と
二
重

に
構
造
的
な
狂
い
が
生
じ
て
い
た
と
考
察
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
構
造

的
狂
い
の
原
因
は
、
宝
永
四
年
十
月
に
発
生
し
た
宝
永
地
震
に
よ
る
被

損
で
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
城
戸
氏
の
考
察
は
、

状
況
的
に
見
た
場
合
、
天
守
傾
き
の
原
因
は
宝
永
地
震
で
あ
る
可
能
性

が
高
い
と
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
史
料
か
ら
は
沈
下
の
直
接
的
な
原
因

に
つ
い
て
確
認
で
き
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
宝
永
六
年
の
段
階
で
、
宝
暦
大
修
理
の
際
に
認
識

さ
れ
て
い
た
よ
う
な
天
守
の
傾
き
が
既
に
生
じ
て
お
り
、
傾
き
を
修
正

す
る
た
め
の
修
理
工
事
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
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（
２
）
宝
暦
大
修
理
に
至
る
ま
で
の
経
緯

　

宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
の
修
理
以
降
も
、
断
続
的
に
天
守
の
細
部
修

理
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
宝
暦
大
修
理
が
行
わ
れ
る
数
年
前
に
は
、
再

度
天
守
の
傾
き
が
尾
張
藩
役
人
の
間
で
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

天
守
の
傾
き
が
問
題
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
の
は
、
修
理
開

始
の
二
年
前
に
あ
た
る
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
二
月
、
八
代
藩
主
宗

勝
の
本
丸
巡
覧
が
実
施
さ
れ
た
と
き
で
あ
る
。
こ
の
と
き
に
は
天
守
台

石
垣
の
西
北
隅
で
既
に
孕
み
だ
し
が
起
き
て
お
り
、
宗
勝
も
天
守
台
の

北
側
で
あ
る
御
深
井
丸
か
ら
孕
み
だ
し
を
視
認
し
た
。
ま
た
天
守
本
体

も
西
北
方
向
に
傾
い
て
お
り
、
天
守
の
傾
き
を
直
す
た
め
に
は
天
守
台

石
垣
の
修
復
を
含
む
大
規
模
工
事
が
不
可
避
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

宗
勝
巡
覧
後
、
尾
張
藩
で
は
天
守
を
修
復
す
る
た
め
の
評
議
が
開
か

れ
た
。
同
年
五
月
の
段
階
で
は
、
石
垣
の
孕
み
だ
し
部
分
ま
で
堀
を
埋

め
立
て
、
傾
き
を
抑
え
る
応
急
措
置
が
検
討
さ
れ
て
い
た
が
、
築
城
時

の
縄
張
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
、
埋
め
立
て
用
の
土
の
採
集
場
所
が
遠
い

こ
と
、
一
度
埋
め
立
て
る
と
掘
り
返
す
の
が
難
し
く
な
る
こ
と
な
ど
の

諸
問
題
が
懸
念
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
工
事
の
実
質
的
な
監
督
者
で
あ
っ

た
作
事
奉
行
が
再
度
勘
案
し
た
結
果
、
同
年
七
月
に
堀
を
埋
め
立
て
る

計
画
は
取
り
止
め
と
な
り
、
天
守
の
一
部
を
解
体
し
て
石
垣
を
積
み
直

す
計
画
に
決
定
し
、
工
事
の
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。

　

天
守
の
修
復
計
画
は
幕
府
に
上
申
さ
れ
、
寛
延
四
年
（
一
七
五
一
）
三

月
二
十
七
日
に
は
、
老
中
本
多
伯
耆
守
か
ら
尾
張
藩
に
修
復
許
可
の
老

中
奉
書
が
渡
さ
れ
た
。
同
日
に
は
老
中
奉
書
を
受
け
て
、
尾
張
藩
家
老

か
ら
国
元
に
対
し
て
天
守
全
体
の
修
復
が
命
じ
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

（
３
）
宝
暦
大
修
理
の
開
始

　

幕
府
か
ら
修
復
許
可
を
受
け
た
後
、
実
際
に
修
復
工
事
が
開
始
さ
れ
た

の
は
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
三
月
の
こ
と
で
あ
る
。
工
事
に
先
立
つ
二

月
十
五
日
に
は
、
作
事
奉
行
で
あ
る
寺
町
兵
左
衛
門
と
日
下
部
兵
次
郎
、

普
請
奉
行
で
あ
る
林
治
右
衛
門
と
山
吹
儀
兵
衛
の
四
名
に
対
し
て
、
家

老
竹
腰
山
城
守
が
改
め
て
天
守
全
体
修
復
の
命
令
を
出
し
、
さ
ら
に
作

事
と
普
請
の
職
掌
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
協
力
し
て
修
復
に
臨
む
こ
と
、

費
用
を
減
ら
し
つ
つ
も
手
抜
か
り
の
な
い
よ
う
作
業
に
当
た
る
こ
と
を

訓
示
し
た
。
命
令
を
受
け
た
作
事
奉
行
と
普
請
奉
行
は
、
同
二
十
五
日

に
は
早
速
、
天
守
修
復
の
足
場
を
組
む
た
め
の
木
材
を
城
内
に
運
び
入

れ
る
よ
う
指
示
を
出
し
て
い
る
。

　

三
月
十
五
日
に
は
、
天
守
初
重
で
、
修
復
工
事
を
開
始
す
る
前
の
斧

始
の
儀
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。
重
臣
で
あ
る
御
城
代
衆
・
御
側
同
心
頭
・

御
国
御
用
人
が
出
席
し
、
作
事
奉
行
・
普
請
奉
行
と
そ
の
配
下
衆
も
入

側
に
整
列
し
て
儀
式
に
参
加
し
た
。
斧
始
役
は
、
作
事
奉
行
配
下
の
御

大
工
小
頭
代
二
名
が
務
め
た
。

　

以
降
、本
格
的
に
天
守
の
修
復
工
事
が
開
始
さ
れ
た
。
修
復
の
手
順
は
、

ま
ず
天
守
の
入
側
を
部
分
的
に
解
体
し
て
巨
大
な
ろ
く
ろ
状
の
装
置
を

取
り
付
け
、
天
守
柱
に
括
り
付
け
た
大
縄
を
巻
き
上
げ
る
こ
と
で
天
守

の
傾
き
を
補
正
す
る
作
業
が
行
わ
れ
た
。
次
に
天
守
を
引
き
上
げ
た
状

態
の
ま
ま
、
石
垣
や
裏
土
の
安
定
を
確
認
し
つ
つ
、
石
垣
を
一
時
的
に

解
体
し
て
積
み
直
し
た
。
最
後
に
沈
下
し
た
柱
を
持
ち
上
げ
て
天
守
を

水
平
に
整
え
、
解
体
し
た
入
側
を
築
き
直
し
、
瓦
な
ど
を
交
換
し
て
修

復
を
完
成
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
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工
事
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
は
天
守
の
東
南
隅
柱
を
基
準
と
し

て
他
の
柱
の
沈
下
状
況
が
計
測
さ
れ
た
。
最
も
差
が
あ
っ
た
の
は
石
垣

が
孕
み
だ
し
て
い
た
西
北
隅
柱
で
、
一
尺
二
寸
三
分
の
沈
下
が
あ
っ
た

と
さ
れ
る
。
こ
の
計
測
結
果
を
も
と
に
、
天
守
を
引
き
上
げ
る
度
合
が

見
積
も
ら
れ
た
。

　

つ
い
で
、
修
復
時
の
足
場
で
あ
る
井
楼
と
、
石
垣
の
高
さ
や
勾
配
を

示
す
た
め
の
遣
方
が
設
置
さ
れ
た
。
井
楼
は
天
守
台
北
側
と
西
側
の
堀

底
か
ら
組
ま
れ
、
さ
ら
に
西
北
の
御
深
井
丸
か
ら
天
守
内
に
入
る
た
め

の
大
桟
橋
が
設
置
さ
れ
た
。
井
楼
は
必
要
に
応
じ
て
適
宜
解
体
と
設
置

が
行
わ
れ
て
お
り
、
木
材
を
流
用
し
て
無
駄
な
費
用
を
削
減
し
て
い
た
。

ま
た
遣
形
は
天
守
台
石
垣
に
沿
っ
て
配
置
さ
れ
、
大
幅
な
積
み
替
え
を

行
う
西
北
隅
と
西
南
隅
に
二
つ
ず
つ
、
上
部
の
み
積
み
替
え
を
行
う
東

北
隅
に
一
つ
設
置
さ
れ
た
。
遣
方
に
は
、
石
垣
勾
配
の
基
準
を
示
し
た

曲
線
状
の
板
（
反
板
）
が
取
り
付
け
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
井
楼
の
端

か
ら
同
様
の
反
板
が
取
り
付
け
ら
れ
、
天
守
台
石
垣
付
近
に
五
間
間
隔

で
設
置
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
反
板
間
に
水
平
に
縄
を
張
る
こ
と
で
、

石
垣
を
積
み
替
え
る
際
の
基
準
に
し
た
の
で
あ
る
。

　

井
楼
や
遣
方
の
設
置
と
並
行
し
て
、
天
守
の
部
分
的
な
解
体
工
事
も

進
め
ら
れ
、
初
重
目
お
よ
び
二
重
目
の
西
北
入
側
が
解
体
さ
れ
た
。
こ

の
部
分
は
、
天
守
の
四
隅
に
あ
る
大
柱
の
外
側
に
あ
た
る
た
め
、
建
物

の
中
心
部
に
影
響
を
与
え
ず
、
な
お
か
つ
解
体
し
な
け
れ
ば
石
垣
積
み

替
え
の
際
に
支
障
を
き
た
す
と
思
わ
れ
る
部
分
で
あ
る
。
さ
ら
に
三
重

目
以
下
の
瓦
、
破
風
、
壁
土
も
取
り
外
さ
れ
、
城
内
各
所
の
所
定
の
位

置
に
保
管
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
準
備
工
事
が
完
了
し
た
後
、「
揚
方
」
と
呼
ば
れ
る
天
守
の

引
き
上
げ
工
事
が
開
始
さ
れ
た
。
揚
方
は
北
側
と
西
側
の
二
度
に
分
け
て

行
わ
れ
、
石
垣
修
復
工
事
を
挟
ん
で
進
め
ら
れ
た
。
工
事
内
容
は
、
ま

ず
天
守
の
北
側
を
南
方
向
か
ら
引
き
上
げ
て
い
る
最
中
に
天
守
台
北
面

石
垣
を
解
体
し
て
積
み
直
し
、
つ
い
で
西
側
で
同
様
の
工
程
を
行
う
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

天
守
が
予
定
通
り
持
ち
上
が
っ
た
の
ち
、
石
垣
修
復
が
開
始
さ
れ
た
。

最
初
に
天
守
台
北
面
石
垣
の
解
体
が
行
わ
れ
、
西
北
隅
を
中
心
に
、
段

階
的
に
築
石
が
取
り
除
か
れ
た
。
築
石
を
取
り
除
い
た
場
所
に
は
、
残

し
た
石
垣
を
維
持
す
る
た
め
の
土
留
用
の
板
（
関
板
）
が
当
て
ら
れ
た
。

　

北
面
石
垣
の
積
み
替
え
が
完
了
し
た
後
、
西
側
の
揚
方
が
あ
り
、
引

き
続
き
西
面
石
垣
の
解
体
と
積
み
替
え
が
進
め
ら
れ
た
。
西
面
石
垣
に

関
し
て
は
、
切
抜
部
分
の
安
定
性
が
考
慮
さ
れ
、
解
体
と
積
み
替
え
が

交
互
に
行
わ
れ
た
。

　

こ
う
し
て
、
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
三
月
二
十
七
日
に
は
、
大
方
の

石
垣
積
み
替
え
が
完
了
し
た
。
た
だ
し
切
抜
部
分
に
つ
い
て
は
、
桟
橋
の

通
り
道
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
関
係
上
、
傾
い
た
天
守
を
水
平
に
整

え
る
「
起
方
」
と
呼
ば
れ
る
作
業
を
行
っ
て
か
ら
積
み
替
え
が
実
施
さ

れ
た
。
起
方
で
は
、
柱
の
沈
下
に
よ
っ
て
不
陸
に
な
っ
て
い
た
西
側
と

北
側
の
柱
を
引
き
上
げ
て
お
り
、
一
日
ご
と
に
少
し
ず
つ
進
め
ら
れ
た
。

こ
う
し
て
石
垣
の
積
み
替
え
が
完
了
し
て
、
天
守
の
傾
き
も
補
正
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

　

以
降
は
天
守
内
外
の
作
事
が
進
め
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
天
守
四
重

目
以
下
の
屋
根
は
銅
瓦
に
葺
き
替
え
ら
れ
、
工
事
の
た
め
に
解
体
し
た
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入
側
部
分
も
新
た
に
建
て
直
さ
れ
た
。

（
４
）
工
事
完
了
と
そ
の
後

　

以
上
の
工
事
を
終
え
て
宝
暦
大
修
理
が
完
了
し
た
の
は
、
宝
暦
五
年

（
一
七
五
五
）
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。
完
了
後
、
後
世
の
参
考
と
な
る
よ

う
に
、
工
事
記
録
が
ま
と
め
ら
れ
（「
仕
様
之
大
法
」）、
ま
た
天
守
地

階
に
は
宝
暦
修
理
関
係
者
を
列
記
し
た
銘
板
が
掲
げ
ら
れ
た
（「
掛
札
之

留
」）。
銘
板
に
よ
る
と
、
工
事
関
係
者
は
、
記
載
さ
れ
て
い
る
だ
け
で

二
七
四
名
に
及
ん
で
お
り
、
尾
張
藩
の
役
人
の
ほ
か
、
配
下
と
し
て
活

動
し
て
い
た
手
代
や
職
人
の
名
前
も
み
え
る
。
特
に
、
作
事
奉
行
の
配

下
に
は
大
工
頭
、
左
官
頭
、
葺
師
頭
、
石
屋
頭
、
御
瓦
師
と
い
っ
た
職

人
衆
の
棟
梁
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

同
年
五
月
十
九
日
に
は
、
大
修
理
完
了
後
の
天
守
を
藩
主
宗
勝
が
巡

覧
し
、
天
守
内
で
工
事
完
成
の
祝
儀
を
催
し
て
い
る
。
同
二
十
三
日
に

は
宗
勝
か
ら
功
労
者
に
対
し
て
褒
賞
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
特
に
工
事

の
責
任
者
と
み
ら
れ
る
御
側
同
心
頭
と
御
国
御
用
人
、
実
質
的
な
工
事

を
取
り
仕
切
っ
た
作
事
奉
行
と
普
請
奉
行
に
は
、
大
判
を
含
む
多
く
の

褒
美
が
下
賜
さ
れ
た
。

　

な
か
で
も
作
事
奉
行
の
日
下
部
兵
次
郎
は
、
大
修
理
を
主
導
し
た
人
物

と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
後
世
の
記
録
に
は
大
修
理
の
功
労
者

と
し
て
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
同
じ
く
作
事
奉
行
の
寺
町
兵
左

衛
門
は
、
先
述
の
と
お
り
大
修
理
の
図
面
史
料
を
所
持
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、宝
暦
大
修
理
の
工
事
計
画
は
、

作
事
奉
行
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
宝
暦
大
修
理
関
係
史
料
の
伝
来
過
程
お
よ
び
内
容
に
つ
い
て
紹

介
し
て
き
た
。
あ
ら
た
め
て
史
料
の
性
格
に
つ
い
て
触
れ
る
と
、
宝
暦
大

修
理
関
係
史
料
は
図
面
史
料
が
大
半
で
あ
り
、
工
事
の
状
況
を
視
覚
的

に
表
し
た
も
の
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、こ
う
し
た
図
面
史
料
は
、

ど
の
よ
う
な
目
的
で
作
成
さ
れ
た
史
料
で
あ
る
の
か
情
報
が
ほ
と
ん
ど

な
い
た
め
、
図
面
史
料
単
独
の
検
討
で
は
理
解
が
及
ば
な
い
こ
と
も
多

い
。

　

こ
う
し
た
図
面
史
料
と
比
較
し
た
と
き
、「
仕
様
之
大
法
」
は
、
大
修

理
完
了
後
、
工
事
を
担
当
し
た
作
事
奉
行
と
普
請
奉
行
に
よ
っ
て
作
成
さ

れ
た
記
録
で
あ
る
こ
と
が
末
尾
の
記
述
か
ら
明
ら
か
で
、
着
工
か
ら
竣

工
ま
で
の
修
復
過
程
が
文
章
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
。
そ

の
た
め
「
仕
様
之
大
法
」
に
記
さ
れ
た
修
復
過
程
を
も
と
に
、
図
面
史

料
で
視
覚
化
さ
れ
た
工
事
の
該
当
部
分
を
推
測
す
る
こ
と
で
、
図
面
に

記
さ
れ
た
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

た
と
え
ば
「
起
指
図
」
に
よ
っ
て
視
覚
化
さ
れ
た
石
垣
修
復
過
程
は
、

「
仕
様
之
大
法
」
で
詳
細
に
文
章
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
に
よ
り
、

西
北
隅
石
垣
を
解
体
す
る
際
に
裏
土
の
状
態
を
確
認
し
た
た
め
に
、
解

体
手
順
が
二
段
階
に
分
け
ら
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
「
見
渡
之
図
」
に
は
、
天
守
内
に
種
々
の
装
置
や
縄
を
巡
ら
せ

て
天
守
を
引
き
上
げ
た
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
図
面
に
記
さ
れ
た

注
記
に
は
、
仕
掛
け
の
意
味
が
部
分
的
に
示
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
引

き
上
げ
工
事
の
工
程
が
不
分
明
で
あ
る
。
こ
の
点
で
も
「
仕
様
之
大
法
」
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に
は
、
具
体
的
な
引
き
上
げ
工
事
の
過
程
が
文
章
化
さ
れ
て
い
る
た
め
、

ど
の
よ
う
な
工
程
で
あ
っ
た
か
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
例
か
ら
分
か
る
よ
う
に
「
仕
様
之
大
法
」
は
、
図
面
史
料

に
表
さ
れ
た
内
容
を
知
る
上
で
も
貴
重
な
史
料
で
あ
る
と
い
え
る
。
よ
っ

て
、宝
暦
大
修
理
関
係
の
図
面
史
料
を
検
討
す
る
際
に
は
「
仕
様
之
大
法
」

を
確
認
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
う
し
た
意
味
で
も
、
今
回
の

翻
刻
は
、
宝
暦
大
修
理
お
よ
び
城
郭
修
理
に
関
す
る
研
究
に
寄
与
す
る

も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

註１ 

「
御
天
守
ニ
有
之
候
看
板
之
写
」（
名
古
屋
城
総
合
事
務
所
蔵
）。「
国
秘
録　

御
天

守
御
修
復　

上
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
）。
表
２
も
参
照
の
こ
と
。

２ 

城
戸
久
「
名
古
屋
城
大
天
守
宝
暦
大
修
理
考
」（『
建
築
学
会
論
文
集
』
第
二
二
号
、

一
九
四
一
年
）

３ 

一
七
九
三
～
一
八
六
二
。
名
古
屋
城
に
関
す
る
記
録
や
古
事
を
ま
と
め
た
書
物
で

あ
る
「
金
城
温
古
録
」
の
編
者
。

４ 

徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
。

５ 

陸
軍
省
管
轄
下
の
要
塞
内
建
築
を
担
当
し
て
い
た
組
織
。明
治
三
十
年（
一
八
九
七
）

の
築
城
部
条
例
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
、
本
部
は
東
京
に
置
か
れ
た
。

６ 

麓
和
善
・
加
藤
由
香
「
名
古
屋
城
大
天
守
宝
暦
大
修
理
に
関
す
る
史
料
と
修
理

計
画
に
つ
い
て
」（『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
第
七
四
巻
・
第
六
三
八
号
、

二
〇
〇
九
年
）、
加
藤
由
香
・
麓
和
善
「
名
古
屋
城
大
天
守
宝
暦
大
修
理
に
お
け
る
仮

設
工
事
に
つ
い
て
」（『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
第
七
四
巻
・
第
六
四
四
号
、

二
〇
〇
九
年
）、
麓
和
善
・
加
藤
由
香
「
名
古
屋
城
大
天
守
宝
暦
大
修
理
に
お
け
る

石
垣
工
事
に
つ
い
て
」（『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
第
七
四
巻
・
第
六
四
五

号
、
二
〇
〇
九
年
）、
同
「
名
古
屋
城
大
天
守
宝
暦
大
修
理
に
お
け
る
本
体
上
げ
起
し

修
理
に
つ
い
て
」（『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
第
七
五
巻
・
第
六
五
一
号
、

二
〇
一
〇
年
）
同
「
名
古
屋
城
大
天
守
宝
暦
大
修
理
に
お
け
る
各
部
修
理
に
つ
い
て
」

（『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
第
七
五
巻
・
第
六
五
三
号
、
二
〇
一
〇
年
）

７ 

内
藤
昌
編
『
日
本
名
城
集
成　

名
古
屋
城
』（
小
学
館
、
一
九
八
一
年
）
四
〇
頁
に

よ
る
と
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
名
古
屋
城
関
係
史
料
は
十
六
点
あ
る
。
そ
の
後
、

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
宮
内
庁
書
陵
部
の
改
組
に
と
も
な
い
、「
仕
様
之
大
法
」

を
含
む
五
点
は
、
宮
内
公
文
書
館
の
所
蔵
と
な
っ
た
。「
御
城
御
石
垣
絵
図
」
や
宝
暦

大
修
理
関
係
の
図
面
史
料
を
含
む
十
一
点
は
、
図
書
寮
文
庫
の
未
整
理
史
料
の
中
に

存
在
す
る
と
み
ら
れ
る
。

８ 

前
掲
注
２
。

９ 

明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）、
名
古
屋
城
の
本
丸
周
辺
は
陸
軍
省
か
ら
宮
内
省
に

移
管
さ
れ
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
ま
で
名
古
屋
離
宮
が
置
か
れ
た
。

10 

伝
来
過
程
に
つ
い
て
は
、
解
題
２
も
参
照
の
こ
と
。

11 

一
八
四
五
～
一
九
〇
〇
。
代
々
禁
裏
の
大
工
を
勤
め
た
木
子
家
に
生
ま
れ
、
明
治

六
年
（
一
八
七
三
）
宮
内
省
内
匠
寮
に
技
師
と
し
て
出
仕
、
明
治
宮
殿
等
の
建
築
を

手
が
け
た
。
名
古
屋
城
の
宮
内
省
移
管
時
に
は
、
城
内
の
視
察
お
よ
び
史
料
収
集
を

行
っ
た
ほ
か
、
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
に
発
生
し
た
濃
尾
地
震
に
よ
る
名
古

屋
離
宮
の
被
災
状
況
を
調
査
し
て
い
る
。

12 

「
金
城
録
並
付
属
書
類
」（
宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
蔵
）
の
秩
に
あ
る
貼
紙
に
よ
る

と
、
明
治
二
十
三
年
一
月
に
木
子
清
敬
が
名
古
屋
城
の
見
分
を
命
じ
ら
れ
た
際
、
愛

知
県
土
木
課
か
ら
借
り
受
け
て
謄
写
さ
せ
た
史
料
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
は
「
名
古
屋
城
（
名
古
屋
離
宮
）
加
藤
忠
恕
宛
木
子
清
敬
名
古
屋
城
（
名
古
屋

離
宮
）
関
係
史
料
借
用
書
」（
東
京
都
立
中
央
図
書
館
木
子
文
庫
蔵
）
お
よ
び
「
名
古

屋
城
（
名
古
屋
離
宮
）
建
築
関
係
図
面
・
文
書
目
録
（
明
治
二
十
三
年
一
月
十
七
日
調
）」

（
同
館
蔵
）
の
記
述
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

13 
解
題
２
を
参
照
の
こ
と
。

14 

前
掲
注
２
。

15 

江
戸
時
代
以
来
の
名
古
屋
の
有
力
商
家
で
、
代
々
次
郎
左
衛
門
を
名
乗
っ
た
。
松

坂
屋
百
貨
店
の
創
業
者
一
族
。

16 

寺
町
忠
利
（
？
～
一
七
八
一
）。
宝
暦
大
修
理
時
に
、
作
事
奉
行
と
木
曽
材
木
奉
行

を
兼
任
。
高
三
百
石
。
こ
れ
以
前
に
白
鳥
材
木
奉
行
、
勘
定
奉
行
を
歴
任
。
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17 

伊
藤
次
郎
左
衛
門
祐
昌
（
一
八
四
八
～
一
九
三
〇
）。
十
四
代
当
主
。

18 
伊
藤
家
本
に
は
宮
内
省
の
蔵
書
印
が
確
認
で
き
、
蔵
書
印
の
上
か
ら
昭
和
六
年

（
一
九
三
一
）
七
月
付
の
消
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。

19 

名
古
屋
市
役
所
編
『
名
古
屋
市
史
』。
全
七
編
十
冊
。
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
か

ら
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
。

20 

「
原
図
ハ
モ
ト
寺
町
兵
左
衛
門
所
蔵
ニ
シ
テ
現
今
ハ
市
内
西
区
茶
屋
町
伊
藤
次
郎
左

衛
門
氏
所
蔵
タ
リ　

大
正
三
年
十
一
月
」
と
の
朱
書
が
あ
る
。

21 

翻
刻
九
〇
頁
を
参
照
の
こ
と
。

22 

前
掲
注
２
。

23 

「
名
古
屋
御
城
御
普
請
衆
御
役
高
覚
」（
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
松
井
家
文

書
）。
慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）
四
月
十
八
日
付
の
文
書
で
、
名
古
屋
城
普
請
に
動

員
さ
れ
た
諸
大
名
の
役
高
が
記
さ
れ
た
一
次
史
料
。
加
藤
清
正
が
天
守
台
の
普
請
役

を
担
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

24 

一
五
六
五
～
一
六
一
九
。
大
和
守
。
江
戸
幕
府
の
初
代
京
都
大
工
頭
。
畿
内
の
大

工
衆
を
統
率
す
る
立
場
に
あ
り
、
名
古
屋
城
天
守
お
よ
び
本
丸
御
殿
の
作
事
に
も
携

わ
っ
た
。

25 

徳
川
義
直（
一
六
〇
〇
～
一
六
五
一
）。
初
代
尾
張
藩
主
。
は
じ
め
義
知
を
名
乗
り
、

義
利
、
義
直
と
改
名
。

26 

前
掲
注
１
。

27 

城
戸
久
「
名
古
屋
城
天
守
既
往
の
修
理
に
就
て
」（『
名
古
屋
高
等
工
業
学
校
学
術

報
告
』
第
八
号
、
一
九
四
二
年
）

28 

徳
川
宗
勝
（
一
七
〇
五
～
一
七
六
一
）。
八
代
尾
張
藩
主
。
尾
張
徳
川
家
の
分
家
で

あ
る
川
田
久
保
松
平
家
の
出
身
で
、
二
代
藩
主
光
友
の
孫
に
あ
た
る
。
は
じ
め
高
須

藩
を
継
ぎ
、
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
に
尾
張
藩
を
継
い
だ
。

29 

「
国
秘
録　

御
巡
覧
留
続
編　

二
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
）。
尾
張
藩
主
の
本

丸
巡
覧
に
関
す
る
記
録
が
ま
と
め
ら
れ
た
史
料
。
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
二
月

二
十
四
日
の
宗
勝
巡
覧
で
は
、「
御
深
井
丸
江
被
為
成
、
御
天
守
台
御
石
垣
は
ら
み
候

所
御
覧
」
と
記
述
が
あ
り
、
天
守
台
の
孕
み
だ
し
が
問
題
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。

30 

「
国
秘
録　

御
天
守
御
修
復　

中
」（
寛
延
三
年
五
月
「
御
天
守
御
堀
御
普
請
之
儀

ニ
付
重
而
申
達
之
書
付
」）。

31 

「
国
秘
録　

御
天
守
御
修
復　

中
」（
寛
延
三
年
七
月
「
御
天
守
御
修
造
之
儀
ニ
付

達
書
等
之
留
」）。

32 

本
多
正
珍
（
一
七
一
〇
～
一
七
八
六
）。
駿
河
田
中
藩
主
。
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）

か
ら
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
ま
で
老
中
を
務
め
た
。

33 

「（
公
辺
）
御
記
録
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
）
寛
延
四
年
三
月
二
十
七
日
条
。「
御

記
録
」
は
、
尾
張
藩
の
御
記
録
所
で
編
纂
さ
れ
た
藩
政
記
録
で
、
寛
政
期
か
ら
享
和

期
（
一
七
八
九
～
一
八
〇
四
）
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
幕
府
関
係
記
事
を
ま
と
め
た
「（
公

辺
）
御
記
録
」
と
、
尾
張
藩
内
の
出
来
事
を
ま
と
め
た
「（
御
家
）
御
記
録
」
の
二
つ

が
あ
る
。

34 

「（
御
家
）
御
記
録
」
寛
延
四
年
三
月
二
十
七
日
条
。

35 

翻
刻
七
九
頁
を
参
照
の
こ
と
。

36 

日
下
部
方
信
（
？
～
一
七
九
六
）。
作
事
奉
行
、
高
二
百
五
十
石
。
こ
れ
以
前
に
勘

定
奉
行
を
勤
め
、
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
七
月
か
ら
は
木
曽
材
木
奉
行
を
兼
任
。

37 

林
充
綱
（
？
～
一
七
七
七
）。
普
請
奉
行
。
こ
れ
以
前
に
勘
定
奉
行
、
作
事
奉
行
、

木
曽
材
木
奉
行
を
歴
任
。

38 

山
吹
雅
正
（
生
没
年
不
詳
）。
普
請
奉
行
、
高
四
百
石
。

39 

竹
腰
正
武
（
一
六
八
五
～
一
七
五
九
）。
附
家
老
（
両
家
年
寄
）、
高
三
万
石
。
実

父
は
石
河
章
長
。
竹
腰
正
辰
の
養
子
に
入
り
、
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
に
家
督
を

相
続
。
同
七
年
、
従
五
位
下
山
城
守
に
叙
任
。

40 

「
御
天
守
御
修
復
留
」（
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
）
宝
暦
二
年
二
月
二
十
五
日
付
の

覚
に
よ
る
。「
御
天
守
御
用
井
楼
木
大
小
角
壱
万
本
、
追
々
ニ
御
深
丸
透
御
門
内
へ
入

置
申
候
、
右
御
断
」
と
の
許
可
願
が
、
御
普
請
奉
行
と
御
作
事
奉
行
の
連
名
で
出
さ

れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

41 

翻
刻
八
〇
頁
を
参
照
の
こ
と
。
口
絵
２
「
水
積
墨
引
」
は
、
天
守
柱
の
沈
下
具
合

を
計
測
し
、
引
き
上
げ
る
寸
法
を
表
し
た
図
面
で
あ
る
。

42 
遣
方
に
つ
い
て
は
、
口
絵
３
・
４
・
５
も
参
照
の
こ
と
。

43 

翻
刻
八
三
頁
の
ほ
か
、「
御
天
守
御
堀
内
遣
方
井
楼
之
図
」（
名
古
屋
城
総
合
事

務
所
蔵
）
に
遣
方
の
位
置
が
示
さ
れ
て
い
る
。

44 

「
御
天
守
御
修
復
仕
様
津
満
之
方
ヨ
リ
見
渡
之
図
」（
個
人
蔵
）
に
は
、
井
楼
の
端

か
ら
取
り
付
け
ら
れ
た
反
板
に
関
す
る
記
述
と
し
て
、「
同
く
十
間
や
り
形
反
形
、
戌

亥
隅
反
形
同
断
ニ
継
立
拵
、
間
五
間
ま
ニ
御
石
垣
外
面
よ
り
五
寸
宛
除
取
付
ケ
」
と
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あ
る
。
文
意
と
し
て
は
、「
遣
方
に
取
り
付
け
た
反
形
を
、
西
北
隅
の
反
形
と
同
様
に

継
ぎ
合
わ
せ
て
拵
え
、
五
間
間
隔
で
石
垣
外
面
よ
り
五
寸
ず
つ
離
し
て
取
り
付
け
た
」

と
解
釈
で
き
る
。
こ
の
記
述
は
、
名
古
屋
城
総
合
事
務
所
蔵
の
同
名
史
料
（
口
絵
６

―
１
）
に
は
確
認
で
き
な
い
。

45 

翻
刻
八
二
頁
を
参
照
の
こ
と
。

46 

翻
刻
八
三
頁
を
参
照
の
こ
と
。

47 

関
板
は
「
見
渡
之
図
」
の
石
垣
解
体
部
分
に
も
描
か
れ
て
い
る
。

48 

翻
刻
八
五
頁
を
参
照
の
こ
と
。

49 

「
国
秘
録　

御
巡
覧
留
続
編　

二
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
）。
宝
暦
五
年
五
月

十
九
日
の
宗
勝
巡
覧
で
は
、
修
理
完
了
後
の
天
守
に
登
っ
て
い
る
。

50 

「（
御
家
）
御
記
録
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
）
宝
暦
五
年
五
月
二
十
三
日
条
。

51 

「
水
い
は
ひ
」（
名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
蔵
）。
十
九
世
紀
中
頃
に
記
さ
れ
た
と

み
ら
れ
る
著
者
不
明
の
随
筆
。
宝
暦
大
修
理
関
係
の
記
事
の
中
に
「
御
城
御
天
守
の

少
し
傾
き
し
を
日
下
部
兵
次
郎
工
夫
に
て
修
理
あ
り
し
は
百
有
餘
年
む
か
し
の
事
也
」

と
の
記
述
が
あ
る
。
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表2　「御天守御有之候看板之写」にみえる名古屋城大天守の修理履歴
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木
村　
慎
平

　

解
題
１
で
み
た
よ
う
に
、
現
在
名
古
屋
城
天
守
の
宝
暦
大
修
理
に
関
す
る

主
要
な
史
料
群
と
し
て
名
古
屋
城
総
合
事
務
所
本
（
こ
の
な
か
に
「
主
殿
寮

本
」
と
「
内
匠
寮
本
」
の
二
種
を
含
む
）、宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
本
（
以
下
、

宮
内
公
文
書
館
本
）、
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
本
（
以
下
、
図
書
寮
文

庫
本
）、
伊
藤
次
郎
左
衛
門
家
に
伝
来
し
た
個
人
所
蔵
史
料
（
以
下
、
伊
藤

家
本
）、
名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
本
（
以
下
、
鶴
舞
図
書
館
本
）
が
存

在
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
伊
藤
家
本
は
、
宝
暦
当
時
に
作
事
奉
行
を
勤
め
た

寺
町
兵
左
衛
門
の
家
に
伝
来
し
た
史
料
を
、
明
治
期
に
伊
藤
家
が
譲
り
受
け

た
も
の
で
あ
り
、
鶴
舞
図
書
館
本
は
そ
の
写
し
で
あ
る
（
解
題
１
参
照
）。

一
方
、
名
古
屋
城
と
宮
内
庁
が
所
蔵
す
る
史
料
群
は
、
い
ず
れ
も
戦
前
の
宮

内
省
を
経
て
伝
わ
っ
た
史
料
群
で
あ
る
。
本
稿
で
は
主
に
両
機
関
が
所
蔵
す

る
史
料
群
の
、
明
治
以
降
に
お
け
る
伝
来
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　

そ
の
際
、
注
意
を
要
す
る
の
は
、
両
機
関
に
は
「
名
古
屋
御
城
石
垣
絵
図
」

や
『
金
城
温
古
録
』
な
ど
、
宝
暦
大
修
理
と
直
接
関
係
の
な
い
史
料
も
、
一

体
と
な
っ
て
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
当
然
、
宝
暦
大
修
理

に
際
し
て
作
成
さ
れ
た
史
料
と
は
成
立
事
情
を
異
に
す
る
が
、
史
料
の
伝
来

過
程
を
検
討
す
る
に
は
、
一
体
と
し
て
伝
来
し
て
き
た
史
料
群
全
体
に
目
を

向
け
る
必
要
が
あ
る
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
『
金
城
温
古
録
』
等
を
含
む
史
料

　

ま
ず
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
廃
藩
置
県
後
、
旧
名
古
屋
藩
が
所
持

し
て
い
た
文
書
類
が
ど
の
よ
う
な
状
態
に
あ
っ
た
の
か
を
確
認
し
て
お
き
た

い
。
太
田
尚
宏
に
よ
れ
ば
、
旧
藩
が
所
持
し
て
い
た
文
書
を
含
む
諸
物
品
は
、

廃
藩
後
ま
も
な
く
、
尾
張
徳
川
家
が
引
き
取
る
私
物
と
名
古
屋
県
（
の
ち
愛

知
県
）
が
引
き
継
ぐ
官
有
物
に
分
け
ら
れ
た
。
そ
の
基
準
は
、
お
お
よ
そ
尾

張
徳
川
家
の
奥
向
き
に
関
す
る
物
品
等
が
私
物
と
さ
れ
、
諸
役
所
な
ど
表
向

き
の
物
品
等
は
官
有
物
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
廃
藩
後
の
混
乱

し
た
状
況
の
な
か
で
仕
分
け
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
基
準
は
必

群
全
体
を
視
野
に
入
れ
て
、
そ
の
伝
来
過
程
を
検
討
し
た
い
。

　

明
治
以
降
に
お
け
る
名
古
屋
城
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
石
川
寛
や
朝
日
美

砂
子
の
研
究
が
存
在
す
る
。
ま
た
『
金
城
温
古
録
』
の
写
本
系
統
に
つ
い
て

は
桐
原
千
文
の
研
究
が
あ
り
、「
名
古
屋
御
城
石
垣
絵
図
」
に
つ
い
て
は
、

靖
國
神
社
遊
就
館
所
蔵
の
絵
図
を
中
心
に
検
討
し
た
及
川
亘
の
研
究
が
存
在

す
る
が
、
い
ず
れ
も
宝
暦
大
修
理
関
係
の
史
料
を
含
め
た
史
料
群
全
体
の
伝

来
を
検
討
し
た
も
の
で
は
な
い
。
一
方
、
一
連
の
宝
暦
大
修
理
関
係
史
料
を

用
い
て
工
事
過
程
を
分
析
し
た
麓
和
善
・
加
藤
由
香
の
研
究
は
、
史
料
群
の

伝
来
・
転
写
関
係
に
も
言
及
し
て
お
り
、
本
稿
の
前
提
と
な
る
成
果
で
あ
る
。

本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
、
陸
軍
の
公
文
書
や
尾
張
徳
川
家

の
記
録
を
用
い
る
こ
と
で
、
各
史
料
群
の
伝
来
過
程
や
転
写
さ
れ
た
意
図
を

明
確
に
し
て
い
き
た
い
。

解
題
２　
明
治
以
降
に
お
け
る
名
古
屋
城
関
係
史
料
の
伝
来
に
つ
い
て

一 

愛
知
県
に
よ
る
旧
藩
文
書
廃
棄
と
尾
張
徳
川
家
へ
の
『
金
城
温
古
録
』
返
却

は
じ
め
に

１

2

3

4

5
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陸
軍
の
文
書
で
名
古
屋
城
関
係
史
料
に
関
す
る
言
及
が
み
ら
れ
る
最
初
の

史
料
は
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
五
月
十
三
日
付
の
名
古
屋
鎮
台
司
令

長
官
四
条
隆
謌
か
ら
陸
軍
卿
へ
の
伺
で
あ
る
。
こ
の
と
き
四
条
は
「
天
守
閣

雛
形
及
城
中
附
属
之
図
書
」
の
破
損
が
著
し
い
の
で
、
修
復
費
を
支
出
し
て

ほ
し
い
と
願
い
出
て
、
伺
の
と
お
り
認
め
ら
れ
た
。

　
『
金
城
温
古
録
』
に
よ
れ
ば
、
江
戸
時
代
に
は
城
内
の
西
之
丸
古
木
多
門

と
未
申
隅
櫓
に
天
守
雛
形
が
存
在
し
た
と
い
う
。
こ
の
う
ち
古
木
多
門
の
雛

形
は
「
大
雛
形
」
で
、
未
申
隅
櫓
の
雛
形
は
よ
り
小
ぶ
り
で
あ
っ
た
と
い
う
。

鎮
台
が
所
持
し
て
い
た
雛
形
は
こ
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
一

方
、
こ
の
文
書
で
い
う
「
城
中
附
属
之
図
書
」
の
内
容
は
、
こ
の
文
書
だ
け

で
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
時
点
で
鎮
台
が
天
守
雛
形
を
は
じ
め
名
古
屋
城

に
関
係
す
る
史
料
を
一
部
所
持
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
四
条
は
翌
十
二
年
一
月
十
七
日
、
新
た
に
『
金
城
温
古
録
』
を
見

出
し
て
謄
写
さ
せ
た
の
で
、
謄
写
本
の
買
上
代
の
支
出
を
許
可
し
て
ほ
し
い

と
陸
軍
卿
に
願
い
出
て
認
め
ら
れ
た
。
四
条
は『
金
城
温
古
録
』の
価
値
を「
旧

名
古
屋
藩
主
徳
川
慶
勝
重
代
之
秘
蔵
ニ
シ
テ
、
築
城
之
方
法
、
及
其
当
時
ヨ

リ
近
来
ニ
至
ル
迄
之
事
跡
并
附
近
之
地
理
等
詳
細
記
シ
テ
残
ス
所
ナ
シ
」
と

高
く
評
価
し
て
い
る
。
で
は
、
底
本
は
ど
こ
か
ら
借
り
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
時
点
で
『
金
城
温
古
録
』
を
所
蔵
し
て
い
た
の
は
尾
張
徳
川
家
と
奥

村
家
だ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
尾
張
徳
川
家
の
「
家
扶
日
記
」
を
み
る
と
、
明

治
十
一
年
に
名
古
屋
鎮
台
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
『
金
城
温
古
録
』
を
貸
し

出
し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
鎮
台
が
謄
写
し
た
『
金
城
温
古
録
』
の

二　
陸
軍
の
「
天
守
閣
雛
形
及
城
中
附
属
之
図
書
」
修
復
と
『
金
城
温
古
録
』
謄
写

ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
た
め
、
名
古
屋
城
に
関
係
す
る
史
料
に
つ

い
て
も
、
こ
の
時
期
の
状
態
に
つ
い
て
わ
か
る
こ
と
は
乏
し
い
が
、『
金
城

温
古
録
』
に
つ
い
て
は
尾
張
徳
川
家
側
の
史
料
か
ら
お
お
よ
そ
の
経
緯
が
う

か
が
え
る
。
桐
原
千
文
に
よ
れ
ば
、
明
治
六
年
、
先
の
よ
う
な
状
況
の
な
か

で
尾
張
徳
川
家
は
県
か
ら
一
部
の
文
書
の
返
却
を
受
け
た
。
そ
の
な
か
に「
金

城
温
古
録　

壱
部　

内
九
ヨ
リ
拾
三
迄
欠
本
」
が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
こ
か

ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、『
金
城
温
古
録
』
は
廃
藩
後
、
い
っ
た
ん
県
の
所
有

と
な
っ
た
の
ち
、
明
治
六
年
に
尾
張
徳
川
家
へ
返
却
さ
れ
た
が
、
県
の
も
と

に
あ
る
あ
い
だ
に
九
か
ら
十
三
ま
で
の
五
冊
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

る
。

　

こ
の
欠
本
を
補
う
た
め
、
尾
張
徳
川
家
は
明
治
十
一
年
五
月
九
日
、『
金

城
温
古
録
』
編
者
で
あ
る
奥
村
得
義
の
養
子
・
定
が
所
蔵
す
る
本
を
借
り
受

け
、
謄
写
本
の
作
成
を
お
こ
な
っ
た
。
謄
写
作
業
は
同
年
七
月
三
十
一
日
に

完
了
し
、
尾
張
徳
川
家
の
所
蔵
す
る
『
金
城
温
古
録
』
は
、
こ
の
時
点
で
編

纂
が
完
了
し
て
い
た
前
編
三
十
一
冊
が
そ
ろ
う
こ
と
と
な
っ
た
。
後
述
す
る

よ
う
に
、
こ
の
補
写
作
業
と
ほ
ぼ
同
時
期
、
尾
張
徳
川
家
は
名
古
屋
鎮
台
か

ら
の
依
頼
を
受
け
て
『
金
城
温
古
録
』
を
鎮
台
に
貸
し
出
し
、
鎮
台
が
さ
ら

に
謄
写
本
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
続
い
て
陸
軍
側
の
史
料
か
ら
、
こ
の

時
期
の
名
古
屋
鎮
台
に
お
け
る
名
古
屋
城
関
係
史
料
収
集
の
動
向
を
み
て
い

き
た
い
。

6

7

8

9
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底
本
は
尾
張
徳
川
家
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の

年
、
尾
張
徳
川
家
で
は
『
金
城
温
古
録
』
の
補
写
を
行
っ
て
お
り
、
補
写
の

完
了
し
た
九
か
ら
十
三
も
、
た
だ
ち
に
鎮
台
へ
貸
し
出
し
て
い
た
。

　

さ
ら
に
同
家
の
史
料
に
は
、
鎮
台
が
「
御
駐
輦
（
天
皇
の
訪
問
）
ニ
付
諸

事
精
密
取
調
」
の
た
め
『
金
城
温
古
録
』
を
求
め
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

石
川
寛
に
よ
れ
ば
、
明
治
十
一
年
十
月
二
十
七
日
、
明
治
天
皇
は
北
陸
・
東

海
道
巡
幸
の
途
次
で
名
古
屋
城
に
立
ち
寄
り
、
天
守
に
登
っ
た
。
こ
の
と
き

四
条
司
令
長
官
が
天
皇
に
意
見
を
述
べ
、
作
業
中
の
櫓
・
多
門
の
解
体
が
一

時
見
合
わ
せ
に
な
っ
た
と
い
う
。
以
上
の
経
緯
か
ら
、
鎮
台
が
予
算
措
置
を

待
た
ず
に
『
金
城
温
古
録
』
を
謄
写
し
た
の
は
、
天
皇
の
行
幸
に
備
え
る
た

め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

話
を
謄
写
本
作
成
に
戻
す
と
、
鎮
台
の
伺
を
受
け
て
参
謀
本
部
は
二
つ
の

意
見
を
示
し
た
。
一
つ
は
、『
金
城
温
古
録
』
は
参
謀
本
部
で
も
必
要
な
書

物
な
の
で
、
も
う
一
組
謄
写
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、

「
陸
軍
文
庫
図
書
出
納
規
則
」
に
従
っ
て
、『
金
城
温
古
録
』
は
一
度
参
謀
本

部
が
管
轄
す
る
陸
軍
文
庫
に
収
め
た
う
え
で
、
改
め
て
鎮
台
に
貸
し
渡
す
手

続
き
を
と
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

明
治
九
年
二
月
に
制
定
さ
れ
た
「
陸
軍
文
庫
図
書
出
納
規
則
」
で
は
、「
陸

軍
部
内
必
用
ノ
書
籍
図
書
」
は
、
各
鎮
台
等
で
は
「
貯
蔵
」
で
き
な
い
定
め

に
な
っ
て
お
り
、
鎮
台
等
が
陸
軍
文
庫
の
図
書
を
利
用
す
る
に
は
、
同
規
則

第
三
章
「
東
京
外
諸
官
廨
貸
渡
手
続
」
の
定
め
に
従
っ
て
図
書
を
借
用
す
る

必
要
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
参
謀
本
部
は
、
こ
の
点
は
「
名
古
屋
城
郭
ニ
附
属

之
古
図
書
類
」
に
も
当
て
は
ま
る
と
指
摘
し
た
。
こ
れ
は
前
年
に
鎮
台
が
修

復
し
た
「
城
中
附
属
之
図
書
」
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

参
謀
本
部
の
意
見
を
受
け
て
、
名
古
屋
鎮
台
は
同
年
二
月
、「
城
郭
附
属

古
書
類
」
を
『
金
城
温
古
録
』
と
同
便
で
陸
軍
文
庫
に
送
っ
た
の
で
、「
印

章
御
貼
附
」（
陸
軍
文
庫
の
蔵
書
印
・
蔵
書
票
か
）
の
う
え
で
貸
し
渡
し
て

ほ
し
い
と
申
し
出
た
。
こ
の
文
書
に
は
「
城
郭
附
属
古
書
類
」
の
一
覧
が
記

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
整
理
し
た
の
が
表
１
の
う
ち
⑴
「
明
治
12
年
陸
軍
文

庫
移
管
時
」
の
欄
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
名
称
に
若
干
の
異
同
は
あ
る

も
の
の
、
現
在
名
古
屋
城
が
所
蔵
す
る
主
殿
寮
本
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
の
の
ち
、
同
年
五
月
五
日
に
は
『
金
城
温
古
録
』
の
謄
写

料
が
支
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
同
十
七
日
に
は
「
名
古
屋
城
郭
付
属
之
古
図
書

類
」
の
謄
写
料
も
支
出
さ
れ
た
。

　

こ
の
時
点
で
、
鎮
台
が
謄
写
し
た
『
金
城
温
古
録
』
と
、
そ
れ
を
底
本
に

陸
軍
文
庫
が
謄
写
し
た
『
金
城
温
古
録
』
の
二
部
が
陸
軍
内
に
存
在
し
、「
城

郭
附
属
古
書
類
」
は
鎮
台
の
も
と
に
あ
っ
た
原
本
と
、
陸
軍
文
庫
が
謄
写
し

た
謄
写
本
の
二
種
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
の
ち
、
陸
軍
文
庫
か
ら

鎮
台
に
『
金
城
温
古
録
』
と
「
附
属
古
図
書
類
」
が
貸
し
渡
さ
れ
た
は
ず
で

あ
る
が
、
そ
の
際
の
記
録
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
以
下
に
見
る

よ
う
に
、
以
後
も
鎮
台
に
関
係
史
料
が
所
在
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
た
め
、
史
料
が
貸
与
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
な
鎮
台
・
参
謀
本
部
の
動
き
と
は
別
に
、
明
治
中
期
に
は
靖

國
神
社
遊
就
館
も
名
古
屋
城
関
係
史
料
の
収
集
に
乗
り
出
し
た
。
明
治
二
十

年
（
一
八
八
七
）
八
月
二
十
四
日
、
名
古
屋
鎮
台
参
謀
長
阪
元
純
凞
は
、
城

内
で
管
理
し
て
い
る
名
古
屋
城
関
係
史
料
の
う
ち
、「
天
守
閣
雛
形
并
ニ

三　
天
守
閣
雛
形
等
の
靖
國
神
社
遊
就
館
へ
の
移
管
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城
廓
原
図
金
城
温
古
録
等
」
に
つ
い
て
、
靖
國
神
社
遊
就
館
か
ら
出
品
の

相
談
が
あ
っ
た
た
め
、
運
搬
費
等
の
見
積
も
り
を
添
付
し
て
陸
軍
省
総

務
局
（
以
下
、
総
務
局
）
に
伺
い
を
立
て
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
阪
元

は
同
年
春
に
上
京
し
た
際
、
こ
の
件
に
つ
い
て
遊
就
館
か
ら
相
談
を
受

け
た
と
い
う
。
靖
國
神
社
遊
就
館
は
明
治
十
五
年
二
月
に
開
館
し
、
同

二
十
年
四
月
に
は
大
砲
陳
列
場
の
増
築
工
事
が
竣
工
し
て
お
り
、
阪
元
が

出
品
の
相
談
を
受
け
た
の
は
遊
就
館
の
展
示
場
拡
大
と
関
連
し
て
い
た

可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、添
付
さ
れ
た
見
積
書
に
は
運
送
費
の
ほ
か
に『
金

城
温
古
録
』
の
謄
写
料
が
含
ま
れ
て
お
り
、
同
書
に
つ
い
て
は
謄
写
本

を
作
成
し
て
譲
渡
す
る
方
針
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
伺
い
を
受
け
て
、
総
務
局
は
九
月
十
三
日
付
で
「
右
運
搬
方
並
費

用
概
算
書
相
添
、
過
日
沖
原
中
佐
宛
縷
々
御
照
会
之
趣
了
承
、
然
ル
ニ
去

ル
十
六
季
中
御
台
参
謀
部
ゟ
右
費
用
概
算
書
御
差
越
、
則
別
紙
写
之
通

ニ
有
之
候
処
、
今
般
之
分
ハ
少
々
金
高
相
上
り
候
様
ニ
被
存
候
」
と
鎮

台
に
照
会
し
た
。
名
古
屋
鎮
台
参
謀
部
は
既
に
明
治
十
六
年
、同
様
の「
費

用
概
算
書
」
を
総
務
局
に
送
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
比
べ
て
今
回
の
見
積

額
が
高
額
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
総
務
局
は
そ
の
理
由
を
質
し
た
の
で

あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
遊
就
館
は
開
館
直
後
か
ら
名
古
屋
城
関
係
史
料
の

収
集
に
乗
り
出
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
照
会
に
対
し
て
、
鎮
台
は
九
月
二
十
四
日
付
で
、
見
積
額
の
高

騰
は
賃
金
高
騰
や
『
金
城
温
古
録
』
謄
写
料
が
加
わ
っ
た
結
果
で
あ
り
、

や
む
を
得
な
い
も
の
だ
と
回
答
し
た
。
総
務
局
も
鎮
台
の
回
答
を
受
け

入
れ
、
当
初
の
見
積
額
で
輸
送
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
十
二
月

に
は
天
守
雛
形
が
東
京
に
到
着
し
た
。
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表1　陸軍所蔵の名古屋城関係史料

※下記の文献をもとに作成した。
　⑴　「２_17名古屋城郭附属の古図書類陸軍卿へ上申」JACAR（アジア歴史資料センター）Ref.C0708004700、参謀本部 大日記-M12-61-117（防衛省防衛研究所）
　⑵　「旧名古屋城に属する図書引継の件」JACAR（アジア歴史資料センター）Ref.C03030799500、陸軍省 壹大日記-M26-8-10（防衛省防衛研究所）
　⑶　城戸久「名古屋城天守宝暦大修理考」（『建築学会論文集』第22号、194１年）
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上
記
の
過
程
で
遊
就
館
に
出
品
さ
れ
た
「
天
守
閣
雛
形
并
ニ
城
廓
原
図

金
城
温
古
録
等
」
の
う
ち
、「
天
守
閣
雛
形
」
と
『
金
城
温
古
録
』
に
つ

い
て
は
す
で
に
記
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
問
題
は
「
城
廓
原
図
」
が
何
を

指
し
て
い
る
の
か
で
あ
る
。
可
能
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
先
に

名
古
屋
鎮
台
が
修
復
し
た
「
城
郭
附
属
古
図
書
類
」
に
含
ま
れ
て
い
た
「
名

古
屋
御
城
石
垣
絵
図
」
で
あ
る
。
実
際
、現
在
の
靖
國
神
社
遊
就
館
は
「
名

古
屋
御
城
石
垣
絵
図
」
を
所
蔵
し
て
い
る
。
こ
の
絵
図
の
箱
に
は
、
明

治
二
十
一
年
四
月
二
十
日
付
で
、
陸
軍
省
総
務
局
よ
り
絵
図
を
受
贈
し

た
旨
を
記
し
た
ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
と
き
に
移
管
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
段

階
で
名
古
屋
城
か
ら
「
名
古
屋
御
城
石
垣
絵
図
」
の
原
本
は
失
わ
れ
た

こ
と
に
な
る
。

　

一
方
、『
金
城
温
古
録
』
に
つ
い
て
は
、
鎮
台
が
謄
写
し
た
本
と
、
そ

れ
を
も
と
に
陸
軍
文
庫
が
謄
写
し
た
本
、
そ
し
て
遊
就
館
に
送
ら
れ
た

謄
写
本
が
加
わ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
陸
軍
に
よ
る
史
料
の
謄
写
と
は
別
に
、
明
治
二
十
三
年
に

は
宮
内
省
内
匠
寮
も
名
古
屋
城
関
係
史
料
を
謄
写
し
た
。
石
川
寛
に
よ
れ

ば
、
明
治
二
十
二
年
頃
か
ら
陸
軍
は
名
古
屋
城
保
存
の
た
め
の
経
費
負
担
を

回
避
す
る
た
め
、
城
郭
の
一
部
を
宮
内
省
に
移
管
す
る
こ
と
を
求
め
て
お

り
、
宮
内
省
で
も
移
管
に
向
け
た
調
査
に
と
り
か
か
っ
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
明
治
二
十
三
年
一
月
二
十
三
日
、
宮
内
省
内
匠
寮
技
師

の
木
子
清
敬
は
、
愛
知
県
が
所
蔵
す
る
名
古
屋
城
関
係
史
料
十
件
を
借
用
し

四　
宮
内
省
内
匠
寮
に
よ
る
愛
知
県
所
蔵
史
料
の
謄
写

て
謄
写
さ
せ
た
。
そ
の
内
訳
を
一
覧
に
し
た
の
が
表
２
で
あ
る
。
こ
れ
を
み

る
と
、
名
称
に
若
干
の
異
同
は
あ
る
も
の
の
、
現
在
宮
内
公
文
書
館
が
所
蔵

す
る
史
料
の
内
容
と
一
致
し
て
い
る
。
そ
し
て
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
『
金
城

録
』
等
を
納
め
た
帙
に
は
、
謄
写
人
関
重
威
が
「
此
金
城
録
并
附
属
書
類
ハ

明
治
廿
三
年
一
月
中
、
内
匠
寮
技
手
木
子
清
敬
、
名
古
屋
城
建
物
見
分
ト
シ

テ
出
張
被
命
、
其
砌
愛
知
県
庁
土
木
課
ニ
テ
借
受
ケ
謄
写
セ
シ
モ
ノ
ナ
リ
」

と
記
し
た
紙
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
宮
内
公
文
書
館
が
所
蔵
す

る
一
連
の
史
料
は
、
こ
の
と
き
謄
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
み
て
間
違
い
な

い
。

　

表
２
を
み
る
と
、
陸
軍
が
所
蔵
し
て
い
た
「
城
郭
附
属
古
書
類
」
と
ほ
ぼ

同
じ
内
容
の
史
料
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
な
か
で
も
宮

内
公
文
書
館
所
蔵
の
『
御
本
丸
御
殿
中
御
絵
』
と
『
名
古
屋
御
城
御
普
請
』

に
は
、
次
の
よ
う
な
識
語
が
朱
書
き
で
記
さ
れ
て
い
る
。

　

本
書
ハ
名
護
屋
鎮
台
江
送
致
ス

　
　

明
治
十
年
十
二
月
、
照
会

　
　
　

明
治
十
一
年
一
月
九
日
、
天
守
雛
形
其
外
書
類
共
、
悉
皆
引
渡
候
事

　

こ
の
識
語
が
宮
内
公
文
書
館
本
に
記
さ
れ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
次
の
よ
う

な
経
緯
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
、
明
治
十
年
の
段
階
で
、
こ
の
本
の
原

本
や
天
守
閣
雛
形
な
ど
の
史
料
は
愛
知
県
が
所
蔵
し
て
い
た
が
、
名
古
屋

鎮
台
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
、
明
治
十
一
年
一
月
九
日
に
県
は
そ
れ
ら
を
鎮

台
へ
引
き
渡
し
た
。
そ
の
際
、
県
は
そ
れ
ら
の
史
料
の
謄
写
本
を
作
成
し
て

手
元
に
残
し
た
。
こ
の
と
き
、
す
べ
て
の
史
料
が
謄
写
さ
れ
た
の
か
は
不
明
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だ
が
、
少
な
く
と
も
『
御
本
丸
御
殿
中
御
絵
』
と
『
名
古
屋
御
城
御
普
請
』

が
謄
写
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
し
て
県
は
謄
写
本
の
方
に
、
こ
こ

に
引
用
し
た
朱
書
き
の
識
語
を
、
備
忘
の
た
め
書
き
留
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
愛
知
県
に
よ
る
謄
写
本
を
、
明
治
二
十
三
年
に
宮
内
省
内
匠
寮
が
さ
ら

に
謄
写
し
た
結
果
、
こ
の
識
語
が
宮
内
公
文
書
館
本
に
残
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
推
論
が
正
し
い
と
す
る
と
、
名
古
屋

鎮
台
が
明
治
十
一
年
に
修
復
し
た
「
天
守
閣
雛
形
及
城
中
附
属
之
図
書
」
は
、

も
と
も
と
愛
知
県
が
所
蔵
し
て
い
た
も
の
を
、
同
年
一
月
に
鎮
台
に
譲
渡
し

た
こ
と
に
な
る
。

　

も
っ
と
も
、「
天
守
閣
雛
形
及
城
中
附
属
之
図
書
」
の
原
本
を
、
も
と
も

と
尾
張
徳
川
家
が
所
蔵
し
て
い
て
、
同
家
か
ら
鎮
台
が
譲
り
受
け
た
と
い
う

可
能
性
も
残
る
。
鎮
台
へ
の
譲
渡
に
際
し
て
尾
張
徳
川
家
が
謄
写
本
を
作
成

し
、
そ
れ
に
朱
書
き
の
識
語
を
記
し
、
そ
れ
を
さ
ら
に
後
年
に
（
た
と
え
ば

後
述
す
る
『
金
城
録
』
編
纂
の
際
に
）
愛
知
県
が
謄
写
し
た
と
い
う
流
れ
で

あ
れ
ば
、
こ
の
識
語
に
つ
い
て
一
応
説
明
が
つ
く
た
め
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
以
下
の
理
由
か
ら
そ
の
可
能
性
は
低
い
と
考
え
る
。
第
一
の

理
由
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
多
く
の
藩
政
文
書
は
廃
藩
後
に
愛
知
県
へ
移

管
さ
れ
て
お
り
、
名
古
屋
城
関
係
の
絵
図
や
文
書
も
そ
こ
に
含
ま
れ
て
い

た
可
能
性
が
高
い
こ
と
で
あ
る
。
第
二
の
理
由
は
、
明
治
期
の
尾
張
徳
川

家
「
家
扶
日
記
」
を
み
る
と
、『
金
城
温
古
録
』
の
謄
写
や
貸
し
出
し
に
関

し
て
は
丁
寧
に
記
録
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、「
天
守
閣
雛
形
」
等
に
つ

い
て
は
該
当
す
る
時
期
の
記
事
を
み
て
も
一
切
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で

あ
る
。『
金
城
温
古
録
』
に
つ
い
て
詳
し
く
記
録
し
た
尾
張
徳
川
家
の
家
扶

た
ち
が
、「
天
守
閣
雛
形
」
等
に
つ
い
て
だ
け
等
閑
に
付
す
と
は
考
え
に
く

表２　明治23年に宮内省内匠寮が愛知県から借用した史料

※「名古屋城（名古屋離宮）加藤忠恕宛木子清敬名古屋城（名古屋離宮）関係史料借用書」（木子文庫：木054-02-26、東京都立中央図書館
所蔵）をもとに作成。「番号」は宮内公文書館における識別番号。
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い
。
む
し
ろ
同
家
は
「
天
守
閣
雛
形
」
等
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
（
し
た
が
っ

て
譲
渡
等
の
事
実
も
存
在
し
な
か
っ
た
）
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、「
天
守
閣
雛
形
及
城
中
附
属
之
図
書
」
は
、
廃
藩
後

に
県
へ
移
管
さ
れ
、
明
治
十
一
年
に
県
か
ら
鎮
台
に
移
管
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

一
方
、
愛
知
県
所
蔵
本
か
ら
宮
内
省
が
謄
写
し
た
史
料
の
な
か
に
は
、
陸

軍
の
所
蔵
品
に
は
み
ら
れ
な
い
史
料
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
『
金
城

録
』
は
『
金
城
温
古
録
』
の
抄
写
本
で
あ
り
、
元
愛
知
県
令
国
貞
廉
平
の

遺
命
を
受
け
て
、
真
田
彦
太
が
明
治
十
八
年
に
編
纂
を
終
え
た
書
物
で
あ
る

（
同
書
序
文
）
が
、
そ
れ
以
外
は
廃
藩
置
県
以
前
に
成
立
し
た
史
料
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
そ
れ
ら
は
明
治
十
一
年
に
愛
知
県
か
ら
鎮
台
へ
移
管
さ
れ
ず
、

県
の
も
と
に
残
さ
れ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
本
稿
で
翻
刻
し

た
「
御
天
守
御
修
覆
取
掛
ヨ
リ
惣
出
来
迄
仕
様
之
大
法
」
は
、
内
容
か
ら
み

て
本
来
は
鎮
台
に
移
管
さ
れ
た
史
料
群
に
含
ま
れ
る
宝
暦
大
修
理
関
係
の

絵
図
類
と
一
体
の
史
料
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
が
、
鎮
台
へ
の
移
管
史
料

か
ら
漏
れ
た
た
め
に
所
蔵
先
が
分
離
し
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
す
で
に
明
治
二
十
二
年
か
ら
名
古
屋
城
の
宮
内
省
移
管

が
検
討
さ
れ
て
い
た
。
明
治
二
十
四
年
に
発
生
し
た
濃
尾
地
震
に
よ
る
被
災

か
ら
の
復
旧
工
事
を
終
え
た
の
ち
、
明
治
二
十
六
年
五
月
、
名
古
屋
城
の
本

丸
全
域
と
御
深
井
丸
・
西
之
丸
の
一
部
が
宮
内
省
に
移
管
さ
れ
、
名
古
屋
離

宮
が
誕
生
し
た
。

　

名
古
屋
離
宮
の
成
立
に
と
も
な
っ
て
、
第
三
師
団
（
旧
名
古
屋
鎮
台
）
が

五　
名
古
屋
離
宮
の
成
立
と
城
郭
附
属
図
書
の
宮
内
省
移
管

城
内
で
管
理
し
て
い
た
図
書
類
も
、
宮
内
省
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
が
検
討
さ

れ
た
。
同
年
七
月
八
日
、
宮
内
省
は
名
古
屋
城
に
あ
る
図
書
類
の
う
ち
必
要

な
も
の
を
一
覧
に
し
た
調
書
を
作
成
し
、
陸
軍
省
に
対
し
て
そ
れ
ら
の
移
管

を
求
め
た
。
最
終
的
に
、
八
月
末
ご
ろ
に
は
こ
の
調
書
ど
お
り
に
史
料
が
移

管
さ
れ
た
。

　

こ
の
調
書
を
整
理
し
た
も
の
が
、
表
１
の
う
ち
⑵
「
明
治
26
年
宮
内
省
移

管
時
」
の
欄
で
あ
る
。
こ
の
表
で
左
側
の
⑴
「
明
治
12
年
陸
軍
文
庫
移
管
時
」

の
欄
と
比
較
す
る
と
、
宮
内
省
が
移
管
を
求
め
た
史
料
は
著
し
く
項
目
が
少

な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
宮
内
省
に
よ
る
リ
ス
ト
を
詳
細
に

み
る
と
「
等
」「
其
他
数
種
」
と
い
っ
た
記
載
が
み
ら
れ
、
員
数
も
「
壱
帙
」

と
な
っ
て
お
り
、
帙
の
な
か
に
入
っ
た
史
料
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
記
載
し

た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
一
方
、
明
治
十
二
年
時
の
陸
軍
の
リ
ス
ト
は
、

内
訳
を
一
点
ご
と
に
細
か
く
記
載
し
て
い
る
た
め
、
見
か
け
上
点
数
が
多
く

見
え
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
二
つ
の
リ
ス
ト
の
内
容
は
ほ
ぼ
一
致
す

る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、
明
治
二
十
六
年
の
リ
ス
ト
に
は
、
明
治
十
二
年
の
リ
ス
ト
に
あ

る
「
名
古
屋
御
城
石
垣
絵
図
」
が
見
え
な
い
一
方
、
明
治
十
二
年
の
リ
ス
ト

に
は
な
い
「
附
箱
入
町
場
請
取
絵
図
」
が
見
ら
れ
る
点
は
注
意
を
要
す
る
。

「
名
古
屋
御
城
石
垣
絵
図
」
と
「
附
箱
入
町
場
請
取
絵
図
」
は
、
い
ず
れ
も

名
古
屋
城
石
垣
普
請
の
丁
場
割
を
示
し
た
絵
図
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
「
名
古
屋
御
城
石
垣
絵
図
」
の
原
本
は
、
明

治
二
十
年
に
鎮
台
か
ら
靖
國
神
社
遊
就
館
へ
移
管
さ
れ
、
現
在
も
遊
就
館
が

所
蔵
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
明
治
二
十
六
年
の
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
た

「
附
箱
入
町
場
請
取
絵
図
」
が
、
こ
の
原
本
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

24
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る
。

　

実
は
宮
内
庁
書
陵
部
は
、
図
書
寮
文
庫
の
な
か
に
「
名
古
屋
御
城
石
垣

絵
図
」
を
所
蔵
し
て
い
る
。
こ
の
絵
図
は
木
箱
に
納
ま
っ
て
い
る
と
さ
れ
、

明
治
二
十
六
年
の
リ
ス
ト
に
お
け
る
「
箱
入
」
と
い
う
記
載
と
も
合
致
す
る
。

こ
の
絵
図
が
明
治
二
十
六
年
に
移
管
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
整
合

性
が
と
れ
る
。
ま
た
、
図
書
寮
文
庫
に
は
宝
暦
大
修
理
関
係
の
史
料
も
存
在

し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
内
容
は
明
治
十
二
年
の
陸
軍
が
謄
写
し
た
史
料
の
リ

ス
ト
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
（
以
下
、「
図
書
寮
文
庫
本
」
と
呼
称
）。

　

問
題
は
図
書
寮
文
庫
本
「
名
古
屋
御
城
石
垣
絵
図
」
の
性
格
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
こ
の
絵
図
は
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
に
尾
張
藩

が
「
名
古
屋
御
城
石
垣
絵
図
」（
現
遊
就
館
本
）
を
修
復
し
た
際
に
作
成
し

た
写
し
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
廃
藩
置
県
の
段
階
で

す
で
に
「
名
古
屋
御
城
石
垣
絵
図
」
は
二
種
類
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
説
の
典
拠
と
思
わ
れ
る
『
名
古
屋
御
城
御
普
請

町
場
割
絵
図
附
録
』
に
は
、
延
享
元
年
に
絵
図
（
原
本
）
を
修
復
し
た
事

実
は
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
写
し
を
作
成
し
た
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
明
治
十
二
年
に
お
け
る
陸
軍
の
リ
ス
ト
に
も
、「
名
古
屋
御
城
石
垣

絵
図
」
は
一
件
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
図
書
寮
文
庫
本
「
名

古
屋
御
城
石
垣
絵
図
」
を
延
享
元
年
の
写
本
と
す
る
説
に
は
疑
問
が
残
る
。

こ
の
絵
図
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
な
お
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

　
「
名
古
屋
御
城
石
垣
絵
図
」
以
外
の
史
料
に
つ
い
て
も
、
明
治
二
十
六
年

に
移
管
さ
れ
た
の
が
原
本
で
あ
る
の
か
、
明
治
十
二
年
の
謄
写
本
で
あ
る

の
か
は
、
公
文
書
等
に
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

図
書
寮
文
庫
に
は
宝
暦
修
理
関
係
の
絵
図
も
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
訳

は
明
治
二
十
六
年
の
リ
ス
ト
と
一
致
す
る
。
図
書
寮
文
庫
本
は
未
見
で
あ
る

が
、
こ
れ
ら
の
絵
図
が
明
治
二
十
六
年
に
陸
軍
か
ら
宮
内
省
に
移
管
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
図
書
寮
文
庫
本

を
調
査
す
る
こ
と
で
、
明
治
二
十
六
年
に
移
管
さ
れ
た
史
料
の
性
格
も
お
の

ず
と
明
ら
か
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

も
っ
と
も
、
図
書
寮
文
庫
本
を
調
査
す
る
ま
で
も
な
く
、
明
治
二
十
六
年

に
移
管
さ
れ
た
宝
暦
大
修
理
関
係
の
史
料
は
謄
写
本
で
あ
り
、
原
本
は
陸
軍

に
残
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
城
戸
久
が
昭
和
十
六
年

（
一
九
四
一
）
に
発
表
し
た
論
文
に
お
い
て
、
原
本
の
一
部
と
思
わ
れ
る
史
料

を
「
陸
軍
築
城
部
本
部
」
の
所
蔵
品
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

城
戸
が
紹
介
し
た
史
料
を
整
理
し
た
の
が
表
１
の
右
端
⑶
「
陸
軍
築
城

部
本
部
所
蔵
図
」
の
欄
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
城
戸
が
紹
介
し
た
史

料
は
す
べ
て
、
明
治
十
二
年
陸
軍
文
庫
移
管
時
の
リ
ス
ト
に
上
が
っ
て
い

る
史
料
に
含
ま
れ
る
。
た
だ
し
城
戸
が
紹
介
し
た
の
は
宝
暦
大
修
理
に
関
係

す
る
絵
図
九
点
に
限
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
城
戸
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
は

全
体
が
一
帙
に
納
ま
り
、
帙
表
紙
に
貼
紙
で
「
名
古
屋
城
天
守
修
繕
之
図
」

と
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
絵
図
が
陸
軍
文
庫
移
管
時

の
リ
ス
ト
で
「
大
小
九
枚
」
と
し
て
一
括
さ
れ
て
い
た
事
実
と
符
合
す
る
。

城
戸
論
文
に
は
絵
図
の
写
真
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
虫
損
等
の
様
相
か
ら
江

戸
期
の
成
立
と
推
定
し
て
大
過
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
少
な
く
と

も
城
戸
が
陸
軍
所
蔵
と
し
て
紹
介
し
た
絵
図
は
、
江
戸
期
の
原
本
に
あ
た
る

と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
、
築
城
部
本
部
で
は
「
本
邦
城
郭
史
編
纂
委
員
会
」

を
設
け
て
城
郭
史
の
編
纂
を
進
め
て
お
り
、
お
そ
ら
く
こ
れ
に
関
連
し
て
、
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築
城
部
本
部
に
絵
図
が
移
管
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
を
踏
ま
え
る
と
、

明
治
二
十
六
年
に
陸
軍
か
ら
宮
内
省
に
移
管
さ
れ
た
の
は
、
謄
写
本
だ
っ
た

と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

　

本
論
で
検
討
し
た
事
実
の
経
過
を
整
理
す
る
と
、
ま
ず
関
係
す
る
史
料
は

す
べ
て
廃
藩
後
に
一
度
、
旧
藩
か
ら
県
に
移
管
さ
れ
た
。
そ
し
て
明
治
六
年

に
は
『
金
城
温
古
録
』
が
尾
張
徳
川
家
に
返
却
さ
れ
、
明
治
十
一
年
に
は
天

守
閣
雛
形
や
宝
暦
修
理
時
の
図
面
等
（「
城
郭
附
属
古
書
類
」）
が
名
古
屋
鎮

台
に
移
管
さ
れ
た
。
さ
ら
に
鎮
台
は
同
年
、
尾
張
徳
川
家
か
ら
『
金
城
温
古

録
』
を
借
用
し
て
謄
写
本
を
作
成
し
た
。
そ
し
て
鎮
台
が
入
手
し
た
「
城
郭

附
属
古
書
類
」
と
『
金
城
温
古
録
』
は
陸
軍
文
庫
で
さ
ら
に
謄
写
さ
れ
、
鎮

台
に
貸
与
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
明
治
二
十
年
に
は
靖
國
神
社
遊
就
館
に
天
守

閣
雛
形
と
「
城
廓
原
図
」、
そ
し
て
あ
ら
た
に
作
成
さ
れ
た
『
金
城
温
古
録
』

の
謄
写
本
が
出
品
さ
れ
、
お
そ
ら
く
そ
の
ま
ま
移
管
さ
れ
た
。
こ
の
「
城
廓

原
図
」
は
、
現
在
遊
就
館
が
所
蔵
す
る
「
御
城
石
垣
絵
図
」
で
あ
り
、
陸
軍

が
明
治
十
一
年
に
入
手
し
た
原
本
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
と
は
別
に
、
明
治
十
八
年
に
は
愛
知
県
が
尾
張
徳
川
家
か
ら
『
金
城

温
古
録
』
を
借
用
し
て
抄
写
本
『
金
城
録
』
を
編
纂
し
た
。
続
い
て
名
古
屋

城
の
宮
内
省
移
管
が
検
討
さ
れ
る
な
か
、
明
治
二
十
三
年
に
は
同
省
内
匠
寮

が
、『
金
城
録
』
は
じ
め
愛
知
県
の
所
蔵
す
る
関
係
史
料
を
借
用
し
て
謄
写

し
た
。
こ
れ
が
現
在
の
宮
内
公
文
書
館
本
で
あ
る
。

　

そ
し
て
明
治
二
十
六
年
に
名
古
屋
城
が
宮
内
省
に
移
管
さ
れ
る
と
、
第
三

師
団
が
管
理
し
て
い
た
名
古
屋
城
関
係
史
料
が
宮
内
省
に
移
管
さ
れ
た
。
こ

お
わ
り
に

れ
が
現
在
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
一
連
の
史
料
で
あ

る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
は
な
お
検
討
を
要
す
る
課
題
で
あ

る
。

　

な
お
、
本
稿
で
は
名
古
屋
離
宮
成
立
後
の
宮
内
省
に
お
け
る
史
料
の
謄
写

や
収
集
に
つ
い
て
は
検
討
で
き
な
か
っ
た
。
現
在
名
古
屋
城
が
所
蔵
す
る
い

わ
ゆ
る
「
主
殿
寮
本
」
は
、
陸
軍
か
ら
宮
内
省
に
移
管
さ
れ
た
史
料
群
と
内

容
は
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
が
、「
陸
軍
文
庫
」
の
蔵
書
印
や
蔵
書
票
は
一
切
付

さ
れ
て
お
ら
ず
、
宮
内
省
主
殿
寮
の
蔵
書
印
の
み
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
お
そ

ら
く
、
こ
れ
ら
は
陸
軍
か
ら
移
管
さ
れ
た
史
料
を
、
宮
内
省
が
さ
ら
に
転
写

し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、名
古
屋
城
は
こ
の
「
主
殿
寮
本
」

と
は
別
に
、「
主
殿
寮
本
」
と
、
内
匠
寮
が
明
治
二
十
三
年
に
愛
知
県
か
ら

史
料
を
借
り
て
謄
写
し
た
本
（
現
宮
内
公
文
書
館
本
）
の
両
者
を
底
本
と
し

て
写
し
、
一
括
し
た
史
料
群
も
所
蔵
し
て
お
り
、
こ
れ
に
は
宮
内
省
内
匠
寮

の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
作
業
を
宮
内
省
が
行
っ
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
が
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
行
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

史
料
的
な
制
約
も
あ
る
が
、
名
古
屋
城
関
係
史
料
の
伝
来
を
総
体
と
し
て
明

ら
か
に
す
る
に
は
、
宮
内
省
に
よ
る
史
料
の
謄
写
に
つ
い
て
も
さ
ら
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
。

29

註１ 

石
川
寛「
名
古
屋
離
宮
の
誕
生
」（『
愛
知
県
史
研
究
』第
一
二
号
、二
〇
〇
八
年
）、朝
日
美
砂
子「
永

遠
な
れ　

本
丸
御
殿
」（『
失
わ
れ
た
国
宝　

名
古
屋
城
本
丸
御
殿
―
創
建
・
戦
火
・
そ
し
て
復
元
』〈
名

古
屋
城
、
二
〇
〇
八
年
〉
所
収
）。

２ 

桐
原
千
文
「『
金
城
温
古
録
』
の
諸
本
と
奥
村
得
義
家
旧
蔵
書
に
つ
い
て
」（『
名
古
屋
市
博
物
館
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研
究
紀
要
』
第
二
〇
巻
、
一
九
九
七
年
）。

３ 
及
川
亘
「
靖
國
神
社
遊
就
館
所
蔵
『
名
古
屋
御
城
石
垣
絵
図
』
に
つ
い
て
」（『
東
京
大
学
史
料

編
纂
所
附
属
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
通
信
』
第
八
七
号
、
二
〇
一
九
年
）。

４ 

麓
和
善
・
加
藤
由
香
「
名
古
屋
城
大
天
守
宝
暦
大
修
理
に
関
す
る
史
料
と
修
理
計
画
に
つ
い
て
」

（『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
第
七
四
巻
・
第
六
三
八
号
、
二
〇
〇
九
年
）

５ 

太
田
尚
宏
「
尾
張
藩
徳
川
家
に
お
け
る
文
書
の
伝
来
と
管
理
」（
国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
幕
藩

政
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
総
合
的
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
五
年
）。

６ 

「
御
系
譜
御
事
蹟
編
纂
取
調
帳
」（
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
）。
こ
の
点
は
桐
原
前
掲
（
六
五
頁
）

で
言
及
さ
れ
て
い
る
。
同
論
文
の
注
（
14
）
も
参
照
。

７ 

「（
家
扶
）〔
日
記　

尾
州　

一
〕（
四
）」（
尾
四-

一
〇
三
、
徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
）。

８ 

「
天
守
雛
形
其
他
修
復
に
付
伺
」JA

C
A

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef. 

C
04028071600

、
陸
軍
省-

大
日
記-M

11-19-43

（
防
衛
省
防
衛
研
究
所)

。

９ 

『
名
古
屋
叢
書
続
編　

金
城
温
古
録
（
二
）』（
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
、一
九
六
五
年
）
二
九
四
頁
、

三
三
〇
頁
。

10 

前
掲
「（
家
扶
）〔
日
記　

尾
州　

一
〕（
四
）」。

11 

「〔
名
地
往
復
簿　

二
〕（
八
）」（
尾
四-

一
八(

八)

、
徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
）。

12 

石
川
前
掲
、
三
四
頁
。

13 

「1_29 

金
城
温
古
録
代
価
御
下
渡
の
義
に
付
回
答
」JA

C
A

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）

R
ef. C

07080070500

、
参
謀
本
部-

大
日
記-M

12-62-118

（
防
衛
省
防
衛
研
究
所)

。

14 

「2_17 

名
古
屋
城
郭
附
属
の
古
図
書
類
陸
軍
卿
へ
上
申
」JA

C
A

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン

タ
ー
）R

ef. C
07080004700

、
参
謀
本
部-

大
日
記-M

12-61-117

（
防
衛
省
防
衛
研
究
所)
。

15 

阪
元
純
凞
に
つ
い
て
は
史
料
中
で「
阪
元
」と「
坂
本
」両
様
の
表
記
が
見
ら
れ
確
定
し
が
た
い
が
、

本
稿
で
は
便
宜
上
「
阪
元
」
の
字
を
用
い
る
。

16 

「
天
守
閣
雛
形
等
取
寄
の
件
」JA

C
A

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef. 

C
06080302600

、
陸
軍
省-

貳
大
日
記-M

20-10-31

（
防
衛
省
防
衛
研
究
所)

。

17 

賀
茂
百
樹
編
『
靖
國
神
社
誌
』（
靖
國
神
社
、
一
九
一
一
年
）
一
八
七
頁
。

18 

前
掲
「
天
守
閣
雛
形
等
取
寄
の
件
」。

19 

前
掲
「
天
守
閣
雛
形
等
取
寄
の
件
」。

20 

「
名
古
屋
城
据
付
費
の
件
」JA

C
A

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef. C
06080319800

、

陸
軍
省-

貳
大
日
記-M

20-12-33

（
防
衛
省
防
衛
研
究
所)

。

21 

及
川
前
掲
。

22 

石
川
前
掲
。

23
「
名
古
屋
城
（
名
古
屋
離
宮
）
加
藤
忠
恕
宛
木
子
清
敬
名
古
屋
城
（
名
古
屋
離
宮
）
関
係
史
料
借

用
書
」（
木
子
文
庫
：
木054-02-26

、
東
京
都
立
中
央
図
書
館
所
蔵
）。

24 

以
上
の
経
緯
に
つ
い
て
は
石
川
前
掲
論
文
を
参
照
。

25 

以
下
、
こ
の
項
は
「
旧
名
古
屋
城
に
属
す
る
図
書
引
継
の
件
」JA

C
A

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ

ン
タ
ー
）R

ef. C
03030799500

、
陸
軍
省-

壹
大
日
記-M

26-8-10

（
防
衛
省
防
衛
研
究
所)

に
よ
る
。

26
『
日
本
名
城
集
成　

名
古
屋
城
』（
小
学
館
、
一
九
八
五
年
）、
及
川
前
掲
。

27 

城
戸
久
「
名
古
屋
城
天
守
宝
暦
大
修
理
考
」（『
建
築
学
会
論
文
集
』
第
二
二
号
、
一
九
四
一
年
）。

28 

麓
・
加
藤
前
掲
。

29 

中
井
均
「
本
邦
築
城
史
編
纂
委
員
会
と
『
日
本
城
郭
史
資
料
』
に
つ
い
て
」（『
中
世
城
郭
研
究
』

第
七
号
、
一
九
九
三
年
）、
同
『
城
館
調
査
の
手
引
き
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）
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…
78

　

御
天
守
御
修
復
最
初
取
懸
り
よ
り
惣
出
来
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仕
様
之
大
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…
78
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楼
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仕
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…
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…
83

　
　

御
石
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く
し
方
同
築
方　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
83

　
　
　

北
側
御
石
垣
ほ
く
し
方　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
84

　
　
　

西
側
御
石
垣
ほ
く
し
方　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
84

　
　
　

御
石
垣
築
方　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
84　
　
　

　
　
　

切
抜
之
所
築
方　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
85

　
　

起
方
并
重
々
御
柱
村
直
し
仕
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
85

　
　

重
々
取
建
方
仕
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
86

　
　

重
々
御
屋
根
銅
葺
仕
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
87

　
　

御
深
井
丸
内
諸
御
役
人
詰
所
・
御
作
事
本
〆
所
・
諸
番
所
取
建
方
大
法
…
88

　
　

御
本
丸
内
諸
々
補
理
方
大
法　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　

 　

…
89

　
　
（
奥
書
）
右
宝
暦
二
年
申
三
月
御
修
復
取
掛
…　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

…
90

凡
例

・
宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
本
（
以
下
、宮
内
公
文
書
館
本
）
を
底
本
と
し
、

名
古
屋
城
総
合
事
務
所
所
蔵
本
（
以
下
、
名
古
屋
城
本
）
に
よ
っ
て
校
合

し
た
。

・
平
仮
名
、
片
仮
名
の
用
字
は
底
本
に
従
っ
た
。

・
漢
字
は
原
則
常
用
漢
字
を
使
用
し
た
が
、
底
本
に
従
っ
た
も
の
も
あ
る
。

・
合
字
（「
ゟ
」「
〆
」）
は
底
本
に
従
っ
て
表
記
し
た
。

・
踊
り
字
（「
々
」「
ゝ
」「
ヽ
」）
は
底
本
に
従
っ
て
表
記
し
た
。

・
必
要
に
応
じ
て
文
の
切
れ
目
に
読
点
「
、」
を
、語
句
の
切
れ
目
に
中
黒
「
・
」

を
補
っ
た
。

・
底
本
の
朱
書
箇
所
は
、
該
当
箇
所
冒
頭
に
（
朱
書
）
と
記
し
、
該
当
箇
所

を
「　

」
で
示
し
た
。

・
割
注
は
宮
内
公
文
書
館
本
に
従
っ
た
が
、
字
送
り
は
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

・
平
出
は
改
行
し
、
欠
字
は
一
字
空
き
と
し
た
。

・
必
要
に
応
じ
て
年
代
、
人
名
等
を
ル
ビ
で
（　

）
内
に
注
記
し
た
。

・
明
ら
か
に
文
意
が
通
じ
な
い
場
合
も
底
本
通
り
に
表
記
し
、
該
当
箇
所
に

ル
ビ
で
（
マ
マ
）
と
注
記
し
た
。
底
本
の
誤
字
と
推
測
さ
れ
る
場
合
は
、

正
し
い
と
推
測
さ
れ
る
文
字
を
ル
ビ
で
（
〇
カ
）
と
注
記
し
た
。
同
じ
く

脱
字
と
推
測
さ
れ
る
場
合
は
、
ル
ビ
で
（
〇
脱
カ
）
と
注
記
し
た
。

・
名
古
屋
城
本
と
宮
内
公
文
書
館
本
と
で
字
が
異
な
る
場
合
は
、
本
文
に
宮

内
公
文
書
館
本
の
字
を
記
し
、
ル
ビ
で
〔　

〕
内
に
名
古
屋
城
本
に
お
け

る
字
を
示
し
た
。

・
翻
刻
は
木
村
慎
平
（
名
古
屋
城
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
学
芸
員
）、
堀
内
亮
介

（
同
）、
武
田
純
子
（
同
調
査
研
究
員
）
が
担
当
し
た
。

翻
刻
「
御
天
守
御
修
復
取
掛
り
ゟ
惣
出
来
迄
仕
様
之
大
法
」
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《
表
紙
》

「
御
天
守
御
修
復
取
掛
り
ゟ

　
　
　
　
　

  

惣
出
来
迄

仕
様
之
大
法
」

《
本
文
》

御
天
守
全
備
之
御
修
復
ニ
付
、
宝
暦
二
年
申
二
月
十
五
日
、
左
之
通
於
御
用

所
、
御
用
懸
被　

仰
付
旨
、
竹
腰
山（

正

武

）

城
守
殿
被
仰
渡
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　

治（

充

綱

）

右
衛
門 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
吹
儀（

雅

正

）

兵
衛 

御
天
守
御
修
復
之
儀
、
当
年
ゟ
全
備
之
御
修
復
被　

仰
付
候
間
、
其
方

共
儀
御
用
懸
可
相
勤
候
、
勿
論
御
太
切
之
御
場
所
ニ
候
間
、
御
修
復
之

儀
精
々
入
念
可
申
付
由

御
意
候
、
且
又
御
作
事
中
、
日
々
一
両
人
ツ
ヽ
、
不
絶
御
場
所
ニ
相
詰
、

可
有
裁
許
候

御
作
事
奉
行
も
右
御
用
懸
り
被　

仰
付
候
間
、
万
端
無
隔
意
申
合
令
一

和
、
御
為
宜
取
計
候
様
可
被
相
心
得
候
、
委
細
ハ
遠
山
彦（

景

慶

）

左
衛
門
・
千

村
多（

伯
済
）門

江
可
申
談
候
、
被
可
得
其
意
候

　
　

二
（
宝
暦
二
年
）

月

宝
暦
二
年
申
二
月
十
五
日
、
於　

御
城
御
用
所
、

御
天
守
全
備
之
御
修
復
被　

仰
付
候
旨
、
竹
腰
山（

正

武

）

城
守
殿
被　

仰
渡
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
町
兵（

忠

利

）

左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
下
部
兵（

方

信

）

次
郎

御
天
守
御
修
復
之
儀
、
当
年
ゟ
全
備
之
御
修
復
被　

仰
付
候
間
、

其
方
共
儀
御
用
懸
可
相
勤
候
、
勿
論
御
太
切
之
御
場
所
ニ
候
間
、

御
修
補
之
儀
精
々
入
念
可
申
付
由

御
意
候
、
且
又
御
作
事
中
、
日
々
一
両
人
ツ
ヽ
不
絶
御
場
所
ニ
相
詰
、

可
有
裁
許
候
、
御
普
請
奉
行
も
右
御
用
懸
被　

仰
付
候
間
、
万
端

無
隔
意
申
合
令
一
和
、
御
為
宜
取
計
候
様
可
被
相
心
得
候
、
委
細

ハ
遠
山
彦（

景

慶

）

左
衛
門
・
千
村
多（

伯
済
）門

可
申
談
候
、
可
被
得
其
意
候

　
　
　
　

二
（
宝
暦
二
年
）

月
十
五
日　
右
書
付
山
城
守
殿
御
読
聞
之
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　

  　
　
　

兵
左
衛
門
へ
御
渡
候　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
被
仰
渡
候
上
、
林
治（

充

綱

）

右
衛
門
・
山
吹
儀（

雅

正

）

兵
衛
・
寺
町
兵

（
忠
利
）


左
衛
門
・

日
下
部
兵（

方

信

）

次
郎
、
一
同
ニ
罷
出
候
様
、
彦

（
遠
山
景
慶
）

左
方
被
申
聞
、
則
御
用
所

江
罷
出
候
様
、
山（

竹
腰
正
武
）

城
守
殿
左
之
通
被　

仰
談
候

　
　

御
天
守
御
修
復
之
儀
、
追
々

上
ニ
も
御
心
遣
被
遊
、
種
々
致
方
等
令
吟
味
候
様
被　

仰
出
、
先

達
而
江
戸
町
人
江
市
屋
等
ニ
も
見
分
申
付
候
処
、
右
仕
様
書
之
儀

も
当
表
致
方
与
格
別
之
儀
も
不
相
見
候
、
左
候
得
と
も
当
表
之
者

ニ
被　

仰
付
候
方
可
然
と
の
御
裁
許
ニ
而
、
今
般
御
作
事
方
ゟ〔
江
〕

申

達
候
仕
様
之
通
御
修
補
被　

仰
付
候
、
全
体
御
石
垣
ハ
御
普
請
方

主
役
之
筋
ニ
相
見
、
御
石
垣
上
揚
方
等
之
儀
ハ
御
作
事
方
之
主
役

之
儀
ニ
候
得
共
、
夫
々
引
分
り
取
扱
候
而
は
、
事
ニ
よ
り
双
方
難

持
合
義
も
可
有
之
候
間
、
右
揚
方
・
御
石
垣
築
方
と
も
、
両
役
打

込
取
扱
候
筈
、

（
候
カ
）

就
夫
面
々
御
為
之
儀
存
入
候
ニ
付
而
者
、
強
而

我
意
を
申
立
候
様
成
義
も
有
之
、
御
太
切
成
御
修
復
成
就
之
障
ニ

も
相
成
事
候
間
、
聊
も
私
を
不
相
交
、
両
役
共
令
和
融
、
御
修
補

之
儀
精
々
入
念
丈
夫
ニ
出
来
候
様
被
申
付
、
尤
御
入
方
之
儀
ニ
付
、

諸
事
御
為
宜
被
相
考
候
、
其
内
当
然
御
入
用
減
候
而
も
、
始
終
手
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薄
儀
ハ
被
申
付
間
敷
事
候
得
共
、
尚
又
勘
弁
宜
相
心
得
旨

右
之
通
、
山（

竹
腰
正
武
）

城
守
殿
被
仰
談
、
隼（

成
瀬
正
泰
）

人
正
殿
ニ
も
前
件
之
趣
御
取
合
被
仰

談
候
、
此
節
治（

林

充

綱

）

右
衛
門
義
御
談
之
趣
奉
承
知
候
、
御
当
地
ニ
お
ゐ
て
夫
々

仕
手
之
者
共
、
年
来
御
修
復
之
致
方
勘
考
仕
、
御
用
相
待
罷
在
候
間
、
今

般
御
大
営
被
仰
出
候
ニ
付
而
者
、
猶
又
相
進
ミ
可
申
候
、
勿
論
私
共
義

両
役
所
申
合
、
心
魂
ヲ
砕
き
出
精
裁
許
仕
候
て
、
全
備
之
御
修
復
成
就

可
仕
儀
ニ
奉
致
候
旨
申
達
之
候
、
彦

（
遠
山
景
慶
）

左
方
・
多

（
千
村
伯
済
）

門
方
ニ
も
御
丁
寧
成
御

談
之
旨
取
合
有
之
、
何
も
致
退
出
候

一
、
右
済
而
、
大
道
寺
主（

直
澄
）水

殿
・
加
々
嶋
七　

（

正

信

）
　

郎
左
衛
門
殿
江
謁
候
而
、
右
御

用
懸
り
被
仰
付
候
旨
申
述
、
御
国
御
用
人
衆
へ
も
前
件
之
趣
申
達
候

処
、
追
々
勘
弁
之
趣
申
達
候
様
被
申
聞
、
年
寄
衆
ゟ
御
国
御
用
人
衆

へ
御
談
之
書
付
一
通
被
相
渡
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
山
彦　

（
景
慶
）
　


左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
村
多（

伯
済
）


門

　
　
　

御
天
守
御
修
補
之
儀
、
去
春

　
　
　

公
儀
御
達
相
済
候
付
、
当
年
ゟ
全
備
之
御
修
復
被　

仰
付
候
間
、
各　
　

　
　
　

儀
右
御
用
懸
り
相
勤
候
様
ニ
と

　
　
　

御
意
候

一
、
右
仕
様
之
儀
、
追
々
御
吟
味
有
之
内
、
三
度
御
作
事
奉
行
申
達
候
仕
様

書
之
通
上
ケ
方
仕
懸
置
、
地
形
等
持
堪
之
程
弥
見
届
、
御
石
垣
取
払
、

如
元
築
立
、
惣
御
修
復
可
仕
旨

一
、
初
重
ゟ
四
重
目
迄
之
御
屋
ね
、
不
残
銅
葺
ニ
致
替
候
様
可
仕
由

　
　

右
之
通
可
申
付
旨

御
諚
候
、
尤
御
大
営
不
容
易
御
修
復
之
御
事
候
間
、
御
用
懸
り
大
小

之
御
役
人
申
合
、
随
分
丈
夫
ニ
念
入
出
来
為
仕
、
勿
論
致
掛
り
候
上
、

追
々
存
寄
候
儀
ハ
無
隔
意
申
談
、
猶
又
仕
様
等
相
伺
、
御
為
宜
取
計

候
様
と
の
御
事
候
、
被
得
其
意
、
右
之
趣
御
普
請
奉
行
・
御
作
事
奉

行
江
被
申
渡
、
各
ニ
も
精
々
裁
許
可
有
之
候

右
御
修
復
ニ
付
而
者
、
夫
々
取
扱
事
多
ク
、
御
入
用
も
大
分
之
事
候

得
ハ
、
懸
り
之
御
役
人
勘
弁
見
聞
等
不
行
届
候
而
者
、
無
益
之
御
入
方
・

御
失
墜
も
可
令
出
来
儀
候
、
諸
事
随
分
細
ニ
吟
味
心
を
配
、
御
費
用

之
儀
無
之
様
、
下
役
末
々
迄
も
無
油
断
可
申
渡
由
、
是
又
懸
り
之
御

役
人
江
可
被
申
渡
候

　
　
　

二
　（
宝
暦
二
年
）

月
十
五
日

（
朱
書
）

「
当（

宝
暦
二
年
）

三
月
、
江
戸
江
罷
下
候
筈
、
当

正
月
申
渡
有
之
候
処
、
各
懸
り
被

仰
渡
無
之
、
酉（

宝
暦
三
年
）

三
月
詰
満
、
罷
登
り　
　
　
　

丹
羽
武（

正

虎

）

右
衛
門 

候
之
上
、
右
一
統
掛
り
被　

仰
付
候　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
朱
書
）

「
申（

宝
暦
二
年
）

五
月
、
江
戸
ゟ
罷
登
候
上
、
懸

被　

仰
付
候
、
酉（

宝
暦
三
年
）

三
月
、
為
武
右
衛
門
代　
　

上
野
治（

資

清

）

兵
衛

江
戸
江
罷
下
候　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

一
、三

（
宝
暦
二
年
）

月
十
五
日

御
天
守
御
修
復
御
事
始
ニ
付
、
巳
刻
御
城
代
衆
・
遠
山
彦（

景

慶

）

左
衛
門
方
・
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千
村
多（

伯
済
）門

方
出
席
、
御
普
請
奉
行
・
御
作
事
奉
行
下
役
・
支
配
之
者
共
、

初
重
南
之
方
ゟ
東
御
入
ケ（

側

）輪
通
り
ニ
並
居
、
同
中
之
ま

（
間
）

ニ
お
ゐ
て
御
事

始
儀
式
、
前
田
文
右
衛
門
・
永
井
弁
右
衛
門
、
麻
上
下
着
用
取
扱
申
候
、

巳
中
刻
相
済
、
榎
御
多
門
内
本
〆
所
江
引
取
、
神
酒
相
祝
候
事

　
　
　

但
、
右
備
物
・
席
餝
方
等
別
ニ
留
有

　
　

一
、
御
用
達
町
人
共
、
右
之
節
本
〆
所
迄
相
詰
罷
在
候
事

一
、
御
事
始
之
席
江
罷
出
候
輩
、
不
残
平
服

御
天
守
御
修
復
最
初
取
懸
り
よ
り
惣
出
来
迄
仕
様
之
大
法

一
、
申（

宝
暦
二
年
）

三
月
、
御
作
事
取
掛
り
之
節
、
初
重
辰（

東
南
）巳

之
方
本
側
隅
御
柱
を
居
り

ニ
し
て
水
積
付
候
之
処
、
左
之
通
ニ
相
見
候

　
　
　
　

辰（
東
南
）巳

隅
本
側
御
柱
居
り

　
　
　
　

未（
西
南
）申

隅
本
側
御
柱　
　
　

本
水
ゟ
七
寸
七
分
下
ル 

　
　
　
　

戌（
西
北
）亥

隅
本
側
御
柱　
　
　

本
水
ゟ
壱
尺
弐
寸
三
分
下
ル

　
　
　
　

丑（
東
北
）寅

隅
本
側
御
柱　
　
　

本
水
ゟ
六
寸
四
分
下
ル

     

右
、
下
り
之
義
、
戌
亥
隅
本
側
御
柱
并
御
入
ケ（

側

）輪
、
各
別
落
込
候
所
ハ
、

御
石
垣
痛
出
来
故
与
相
見
、
其
余
御
長
押
通
り
北
西
之
方
、
自
然
下

り
之
分
ハ
、
元
来
建
前
之
水
下
り
等
ニ
而
も
可
有
之
哉
、
左
候
得
ハ
、

今
般
壱
尺
弐
寸
余
揚
方
致
候
而
ハ
、
却
て
不
都
合
之
儀
も
出
来
可
致

哉
、
依
之
右
御
長
押
通
り
、
自
然
下
り
之
水
を
体
ニ
い
た
し
、
揚
方

概
之
水
を
相
定
候

辰
巳
隅
本
側
御
柱
居
り

未
申
隅
本
側
御
柱　
　
　
本
水
ニ
六
寸
五
分
五
厘
下
ケ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
来
姿
ニ
壱
寸
五
分
五
厘
上
ケ 

戌
亥
隅
本
側
御
柱　
　
　
本
水
ニ
九
寸
九
分
下
ケ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
来
姿
ニ
弐
寸
四
分
上
ケ

　
　

丑
寅
隅
本
側
御
柱　

     

本
水
ニ
五
寸
七
分
五
厘
下
ケ

                                

有
来
姿
ニ
六
分
五
厘
上
ケ

　
　

右
概
水
ゟ
惣
揚
方
并
御
柱
毎
之
村

（
斑
ヵ
）

直
シ
之
分
量
等
割
出
申
候

一
、
揚
方
極
候
後
、
左
之
通
ニ
相
成
候

　
　
　

辰
巳
角
本
側
御
柱
居
り

　
　
　

未
申
角
本
側
御
柱　
　
本
水
ニ
四
寸
弐
分
低
シ　
　

                               　
有
来
姿
ニ
三
寸
六
分
上
ル 

　
　
　

戌
亥
角
本
側
御
柱　
　
本
水
ニ
六
寸
八
分
低
シ

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
来
姿
ニ
五
寸
五
分
上
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

外
ニ
壱
寸
上
ケ
越
ア
リ

　
　
　

丑
寅
角
本
側
御
柱　
　
本
水
ニ
四
寸
四
分
低
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
来
姿
ニ
弐
寸
上
ル

一
、
重
々
傾
キ
之
義
、
分
量
不
同
ニ
候
得
共
、
初
重
・
二
重
起
し
方
致
候
得
ハ
、

三
重
・
四
重
・
五
重
目
に
自
然
ニ
起
方
可
有
之
儀
ニ
見
積
候
故
、
初
重
・

二
重
突
通
し
之
御
柱
ニ
而
所
々
下
振
致
し
、
御
修
復
取
掛
之
節
相
糺

候
処
、
左
之
通
相
見
候

　
　

 

二
重
目
梁
下
ゟ
初
重
板
敷
上
端
迄

　
　
　

下
振
糸
長
弐
丈
五
尺
九
寸

　
　
　

辰
巳
隅
本
側
御
柱　
　
　
北
江
三
寸
六
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

西
江
六
寸
壱
分　

 

傾

　
　
　

未
申
隅
本
側
御
柱　
　
　
北
江
三
寸
七
分
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
江
五
寸
四
分　

  

傾

　
　
　

戌
亥
隅
本
側
御
柱　
　
　
北
江
四
寸
弐
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

西
江
六
寸
五
分　

 

傾

　
　
　

丑
寅
隅
本
側
御
柱　
　
　
北
江
三
寸
四
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
江
六
寸
五
分　

 

傾

右
下
振
糸
通
り
御
柱
ニ
腕
木
取
付
印
付
置
、
御
修
復
中
日
々
目
代
・
手

代
・
御
大
工
差
添
相
改
さ
せ
、
見
廻
り
之
度
々
我
等
共
も
見
分
致
候
処
、

既
ニ
揚
方
仕
掛
ケ
取
懸
り
、
所
々
高
張
五
六
縄
等
取
付
候
得
ハ
、
日
々

厘
毛
之
起
キ
方
ニ
相
見
、
全
備
之
御
修
復
成
就
之
手
筋
も
相
顕
レ
候
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一
、
右
起
し
方
極
之
上
、
戌
亥
隅
・
丑
寅
隅
本
側
御
柱
ハ
直
規
矩
ニ
相
成
、

辰
巳
隅
・
未
申
角
本
側
御
柱
ハ
直
規
矩
ニ
起
し
方
致
候
得
者
、
角
図

出
来
候
付
、
双
方
概
之
規
矩
ニ
而
起
方
相
極
置
候

　
　
　
　

井
楼
・
桟
橋
・
足
代
仕
様 

一
、
御
天
守
御
堀
内
東
之
方
剣
塀
際
ゟ
、
南
之
方
剣
屏
際
迄
北
西
押
廻
し
、

都
合
七
拾
間
余
之
分
、
高
サ
八
間
程
巾
四
間
弐
間
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

二
ツ
継
、
大
小
角
木
を
以
井

楼
組
上
、
御
石
垣
際
江
明
り
取
并
石
運
ひ
道
と
し
て
、
所
々
井
楼
内

組
明
ケ
、
御
石
垣
際
ゟ
四
尺
程
除
キ
、
長
八
間
ニ
大
松
丸
太
北
西
折

廻
ニ
而
弐
拾
七
本
北
側
拾
三
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

西
側
拾
四
本
、
鳥
居
立
ニ
し
て
笠
木
置
渡
し
、
杉
丸
太

ニ
而
布
結
、
所
　々

か
け
、
右
笠
木
ゟ
井
楼
上
江
角
木
・
松
丸
太
に

置
渡
し
、
角
木
組
置
へ
、
御
石
垣
上
端
ニ
而
巾
四
間
程
足
場
致
出
来

候

一
、
北
之
方
ニ
而
井
楼
上
迄
、
長
弐
拾
五
間
、
巾
四
間
之
桟
橋
壱
ケ
所
、
西

之
方
御
石
垣
切
抜
キ
之
所
江
、
長
弐
拾
四
間
巾
四
間
之
桟
橋
壱
ケ
所
、

各
角
木
を
以
橋
台
組
立
、
長
三
間
之
角
木
・
四
間
五
間
之
松
丸
太
等

を
以
、
六
通
り
ツ
ヽ
登
桁
置
渡
し
、
馬
踏
五
寸
・
六
寸
之
角
木
置
並
へ
、

両
側
手
摺
杉
丸
太
取
附
、
大
小　

か
け

一
、
御
天
守
入
口
剣
屏
東
之
方
中
程
、
一
間
切
抜
仮
〆
り
開
戸
付
、
此
所

ゟ
御
壺
蔵
西
之
方
江
延
橋
巾
弐
間
・
長
拾
間
程
、
杉
丸
太
乱
杭
立
、

同
登
桁
三
通
り
置
、
馬
踏
厚
弐
寸
之
挽
板
並
へ
、
杉
丸
太
手
摺
取
附
、

所
々

か
け
、
但
北
西
大
桟
橋
之
義
、
各
左
右
江
杉
丸
太
ニ
而
柱
堀
立
、

登
桁
置
、
長
壱
間
厚
弐
寸
之
挽
板
敷
並
へ
、
杉
丸
太
大
竹
等
を
以
手

摺
取
付
、
所
々
縄
結
ひ　

懸
、
但
仕
事
之
摸
様
ニ
随
、
右
左
有
之
枝

橋
ハ
所
々
附
替
相
用
ひ
候

一
、
西
之
方
切
抜
ゟ
南
之
井
楼
ハ
、
北
側
御
石
垣
出
来
之
上
、
不
用
之
井

楼
取
毀
し
、
其
木
を
以
て
組
立
、
依
之
北
側
井
楼
ニ
而
持
張
候
足
代
・

上
屋
等
ハ
、
長
七
間
余
之
松
丸
太
立
桁
置
、
御
石
垣
際
之
鳥
居
立
江

布
結
ひ
固
メ
、
長
四
間
之
松
丸
太
や
り
渡
し
、
足
代
・
上
屋
と
も
ニ

持
張
せ
候

一
、
初
重
ゟ
三
重
目
迄
、
北
之
方
一
面
、
東
江
折
廻
五
間
余
西
側
切
抜
迄
、

杉
丸
太
足
代
竪
横
三
尺
間
縄
結
ひ
、　

か
け
、
重
々
上
屋
下
地
取
附
、

長
六
間
七
間
之
指
梁
入
、
鼻
桁
掛
、
中
通
り
も
や
桁
入
、
竹　

木
廻

縄
か
き
、
薄
柿
葺
但
初
重
上
屋
ハ

下
地
同
断
筈
葺

、
屋
根
上
壱
尺
間
ニ
足
溜
り
打
、
重
々
歩
之

板
置
渡
、
目
隠
し
莚
囲
ひ
、
所
々
切
張
立
、
筋
違
入
縄
結
ひ
、

か

け

一
、
北
之
方
御
石
垣
出
来
之
上
、
右
切
抜
ゟ
南
并
未
申
角
ゟ
東
江
折
廻
八
間

程
、
前
件
之
通
足
代
・
上
屋
共
立
添

一
、 

四
重
目
御
屋
根
銅
葺
下
地
取
掛
之
節
、
東
之
方
平
地
ゟ
南
之
方
半
分
平
地

 
                                                　

　

  　
　
　

   

半
分
御
堀

ゟ

杉
丸
太
足
代
掛
、
四
方
共
上
屋
取
附
四
重
目
ハ
厚
八
分
之 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

 

挽
板
二
枚
重
ニ
而
葺
、
足
溜
り
打
、
同

三
重
目
・
二
重
目
銅
葺
下
地
取
掛
り
候
節
、
追
々
右
ニ
准
し
四
方
共
上

屋
・
足
代
立
添

但
、
四
重
目
足
代
上
屋
ハ
三
重
目
御
屋
ね
上
よ
り
、
三
重
目
上
屋

足
代
ハ
二
重
目
御
屋
根
上
よ
り
仕
掛
候
処
、
左
候
而
ハ
重
々
之
仕

事
一
度
難
相
成
候
付
、
再
考
之
上
、
四
重
目
窓
ゟ
角
木
を
以
刎
出

し
仕
懸
、
四
重
目
之
上
屋
持
張
、
三
重
目
已
下
各
角
木
刎
出
し
を
以
、

夫
々
上
屋
持
張
候
ノ
様
仕
掛
置
、
銅
葺
下
地
ゟ
葺
方
、
長

チ
ヤ
ン

塗
御
金

33
34

35

36

37
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物
取
付
、
壁
方
共
出
来
之
上
、
一
重
ツ
ヽ
上
屋
足
代
共
追
々
取
払

候

　
　
　
　

 
三
重
目
已
下
片
附
方 

一
、三
重
目
西
北
折
廻
し
附
破
風
三
ヶ
所
共
、
瓦
・
土
居
葺
・
胴
建
共
取
払
、

御
入
側
ハ
瓦
并
瓦
土
取
下
し
、
樫
羽
目
・
化
粧
羽
目
・
窓
敷
居
・
鴨
居
共
、

夫
々
相
紋
附
取
ほ
く
し
、
上
御
深
井
丸
西
之
方
江
片
付
、
仮
小
屋
立
入

置
、
瓦
者
御
米
蔵
構
北
御
高
塀
際
、
東
ハ
御
壺
蔵
之
南
、
北
ハ
御
弓
矢

多
門
之
下
江
取
下
シ
片
付
、
瓦
土
壁
土
等
、
是
又
三
方
江
取
下
し
候

但
、
壁
土
之
義
、
上
御
深
井
丸
御
城
代
同
心
番
所
後
之
方
江
寄
集
メ
、

同
北
御
高
屏
御
物
見
よ
り
御
水
堀
江
刎
出
シ
仕
懸
、
井
戸
車
取
付
、

釣
瓶
ニ
而
御
堀
之
水
汲
上
ケ
、
右
土
場
江
樋
取
付
、
手
打
中
塗
等

之
土
拵
致
候

一
、
瓦
土
并
建
具
共
、
筈
車
三
方
江
仕
掛
ケ
取
下
し
候
、
前
々
筈
車
ハ
縄
壱

筋
ニ
而
、
下
シ
方
計
ニ
相
用
候
処
筈
車
ハ
元
鞍
馬　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
番
下
し
ゟ
工
夫
致
候
由
、
大
工
方
工
夫
を
以

苧
綱
二
筋
取
、
上
ゟ
下
シ
候
勢
ひ
ニ
而
、
下
ゟ
軽
き
品
引
揚
候
様
、
操

カ
ラ
ク

り
重
々
上
屋
掛
置
候
、
内
ハ
重
々
并
井
楼
上
江
番
桶
置
、
水
汲
入
置
候
、

右
溜
水
并
暑
気
之
節
呑
水
等
、
過
半
ハ
筈
車
を
以
汲
上
候

一
、
初
重
・
二
重
御
入
側
北
西
折
廻
三
拾
九
間
程
、
初
重
腰
屋
根
西
北
折
廻

し
附
五
ヶ
所
、
屋
根
瓦
土
居
葺
胴
建
共
不
残
取
払
、
諸
色
片
付
方
右
同

断

一
、
右
三
重
目
已
下
働
多
場
所
ハ
、
御
釘
隠
其
外
金
物
類
は
つ
し
、
箱
ニ
入
、

御
柱
長
押
共
樅
板
ニ
而
包
ミ
、
四
重
目
已
下
御
縁
板
・
根
太
共
過
半
取

は
つ
し
、
夫
々
相
紋
付
片
付
置

　
　
　
　
　

建
前
揚
方
仕
様

一
、
御
蔵
内
西
北
折
廻
し
巾
六
間
程
、
根
太
・
板
敷
・
羽
目
板
共
取
払
、
内

ケ（

側

）輪
御
石
垣
ゟ
三
間
内
ニ
而
、
角
木
を
以
井
楼
組
上
ケ
、
初
重
御
床
上

江
敷
盤
仕
懸
、
所
々
大
小　

か
け

但
、
御
蔵
内
井
戸
之
儀
、
外
ケ（

側

）輪
御
石
垣
取
払
候
節
、
地
形
危
キ
意

味
も
無
之
哉
と
及
吟
味
候
処
、
元
来
井
戸
ケ（

側

）輪
水
底
ゟ
跡
之
方
、
広

き
石
ニ
而
畳
上
ケ
候
体
ニ
相
見
へ
、
揚
方
仕
掛
致
候
而
も
毛
頭
危
き

様
子
無
之
候
ニ
付
、
井
戸
内
切
強

（
張
カ
）

入
角
木
置
並
へ
置
候
、
右
御
修

復
出
来
、
戌
十
一
月
角
木
取
払
、
さ
ら
へ
申
付
候
処
、
水
性
少
も
不

損
、
清
水
ニ
而
持
堪
候

一
、
初
重
北
之
方
不
残
、
西
折
廻
シ
三
本
目
之
御
柱
迄
、
本
側
通
り
末
口

七
八
寸
之
松
丸
太
ニ
而
、
苧
縄
腰
結
取
付
、
御
土
蔵
内
ゟ
仕
掛
候
敷

盤
之
上
、
壱
間
ニ
弐
本
宛
、
長
六
間
ゟ
八
間
迄
、
末
口
尺
以
上
之
大

松
丸
太
取
入
、
盤
木
よ
り
壱
間
半
や
り
出
し
、
末
口
八
九
寸
之
松
丸

太
を
以
枕
木
置
、
長
六
間
ゟ
八
間
迄
、
末
口
尺
以
上
之
松
丸
太
刎
木

ニ
仕
掛
、
一
備
ニ
弐
本
も
組
合
、
刎
木
尻
ニ
角
木
丸
太
等
結
添
、
角

木
棚
組
し
て
猫
棒
車
知
仕
懸
、
刎
木
之
鼻
ゟ
敷
桁
江
、
苧
縄
ニ
而
も

ぢ
り
取
、
所
々
組
縄
結
ひ
、
大
小　

か
け
、
刎
木
尻
ゟ
御
土
蔵
内
江

苧
縄
を
以
棚
釣
下
ケ
、
角
木
か
ら
石
等
之
重
り
仕
掛

一
、
四
重
目
北
西
折
廻
し
本
ケ（

側

）輪
ゟ
壱
間
内
江
、
御
土
蔵
内
井
楼
上
ゟ
継
柱

ニ
而
鳥
居
立
取
付
、
長
四
五
間
末
口
尺
位
之
松
丸
太
を
以
刎
木
仕
掛
、

惣
体
腰
結
刎
木
之
仕
懸
方
右
同
断
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但
、
四
重
目
仕
掛
ハ
五
重
目
を
揚
方
致
、
初
重
之
揚
方
荷
を
軽
メ

候
目
論
見
ニ
而
取
附
、
則
上
ケ
方
致
候
処
、
右
仕
懸
に
て
五
重
目

計
ハ
軽
く
上
ケ
方
相
成
候

一
、
右
揚
方
ニ
付
、
重
々
東
南
之
方
、
勾
強

（
張
カ
）

掻
イ
ケ（

側

）輪
通
り
御
柱
一
ま
く

ニ
筋
違
入
、　

か
け
致
手
当
候

一
、
初
重
戌
亥
角
并
北
之
方
・
西
之
方
本
側
敷
桁
ゟ
三
重
目
御
床
上
通
り
長

七
拾
間
余
、
廻
り
九
寸
之
長チ

ヤ
ン

掛
之
苧
縄
を
以
、
御
本
丸
未
申
御
櫓
東

之
方
広
手
并
御
幕
蔵
北
之
方
広
手
へ
各
弐
筋
ツ
ヽ
引
出
し
、
大
松
丸

太
を
以
五
六
仕
懸
、
角
木
組
上
ケ
重
り
か
け
、
外
ニ
六
七
寸
之
苧
縄

を
以
、
三
重
目
内
所
々
居
手
取
付
、
車
知
猫
棒
ニ
而
た
る
ミ
取

　
　
　

但
、
右
五
六
縄
之
義
、

御
天
守
北
西
江
入
側
取
払
候
得
ハ
、
大
風
雨
等
之
節
、
若
傾
キ
相

増
候
義
も
可
有
之
哉
、
夫
ニ
付
、
千
石
積
之
大
船
沖
乗
大
風
之
節
、

廻
り
壱
尺
之
苧
縄
ニ
碇
付
巻
下
し
候
得
ハ
、
則
其
船
を
引
留
候
由
、

凡
廻
り
壱
尺
之
苧
縄
ニ
而
千
石
目
を
引
留
候
力
有
之
候
得
ハ
、

御
天
守
初
重
ニ
而
御
柱
壱
本
、
大
法
百
石
目
之
積
ニ
し
て
彼
是
考

合
、
御
修
復
中
大
風
雨
之
為
手
当
、
右
五
六
縄
取
付
候
、
尤
五
六

縄
取
付
候
已
後
、

御
天
守
一
体
弐
三
分
之
起
方
ニ
相
見
候

（
朱
書
）

「
揚
方
仕
掛

　

  

申（

宝

暦

二

年

）

八
月
二
日
ゟ
同
十
二
月
廿
二
日
迄
」

一
、
右
北
側
仕
掛
出
来
、
申
十
月
五
日
揚
方
致
候
処
、
目
論
見
之
通
り
揚
方

相
成
候
御
柱
毎
揚
方

　
　
　
　
　
　
　

多
少
別
ニ
記
、
其
以
後
御
石
垣
取
ほ
く
し
、
足
石
入
築
立
之
上
、

西
側
仕
懸
ニ
取
掛
り
候 

但
、
初
日
之
揚
方
ね
こ
棒
車
知
七
拾
、
脚
人
数
五
百
人
程
相
懸
り
、

追
々
揚
方
ニ
ハ
か
ら
石
角
木
之
重
り
を
相
増
、
人
数
を
相
減
候

（
朱
書
）

「
西
側
上
ケ
方

　
　

酉（

宝

暦

三

年

）

六
月
十
一
日
ヨ
リ
同
七
月
四
日
迄
」

一
、
西
側
揚
方
之
義
、
二
重
目
西
側
不
残
・
南
折
廻
し
六
間
程
、
御
土
蔵
内

井
楼
上
ゟ
鳥
居
木
立
枕
木
置
、
大
松
丸
太
弐
本
ツ
ヽ
枕
木
ゟ
四
尺
五
寸

や
り
出
し
、
又
枕
木
置
、
夫
ゟ
四
尺
五
寸
や
り
出
し
、
大
松
丸
太
を

以
刎
木
仕
掛
ニ
本
側
通
り
ゟ
九
尺
内
ニ
而
三
重
目
之
本
側
御
柱
請
候
、

中
敷
桁
通
り
江
八
寸
角
ニ
而
請
木
仕
懸
、
刎
木
上
ゟ
切
立
入
、
初
重

梁
下
ニ
松
丸
太
南
北
江
長
ク
取
入
、
二
重
目
刎
木
鼻
ゟ
六
寸
之
苧
縄

を
以
あ
や
も
ち
り
取
、
其
外
初
重
之
通
所
々
紐
縄
結
、
大
小　

掛

一
、
三
重
目
西
之
方
御
床
上
江
御
土
蔵
内
ゟ
鳥
居
木
立
枕
木
取
付
、
敷
盤
置

猫
棒
仕
懸
、
初
重
西
之
方
本
ケ（

側

）輪
敷
桁
ゟ
木
縄
・
苧
縄
取
巻
〆

一
、
右
仕
掛
出
来
之
上
致
揚
方
、
西
側
御
石
垣
取
ほ
く
し
、
其
已
後
御
石
垣

不
残
築
立
、
右
仕
懸
追
々
取
払
申
候 

一
、
右
揚
方
之
儀
、
辰
巳
之
方
本
ケ（

側

）輪
隅
御
柱
居
り
ニ
し
て
、
戌
亥
之
方
本

ケ（

側

）輪
隅
御
柱
最
初
相
訂
し
候
下
り
壱
尺
弐
寸
之
内
、
今
般
六
寸
六
分

上
ケ
、
西
・
北
・
東
折
廻
し
御
柱
之
分
、
夫
々
概
水
之
通
致
揚
方
候

　
　
　
　
　

御
石
垣
取
ほ
く
し
方
同
築
方

一
、
御
石
垣
や
り
形
水
杭
櫓
、
地
際
ニ
而
七
尺
五
寸
ニ
六
間
、
上
ニ
而
壱
間

ニ
弐
間
、
高
サ
拾
間
余
、
杉
丸
太
ニ
而
切
組
堀
立
、
四
尺
間
ニ
貫
通
し
、
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間
毎
ニ
筋
違
十
文
字
ニ
入
、
四
方
ゟ
杦
丸
太
ニ
而
扣
取
付
、
貫
四
尺
ま

ニ
入
レ
込
せ
ん
〆
、
戌
亥
隅
弐
ケ
所
、
南
之
方
壱
ケ
所
、
御
堀
底
ゟ
取

立
、
別
ニ
丑
寅
隅
・
未
申
隅
一
ヶ
所
ツ
ヽ
、
都
合
五
ヶ
所
取
立
、
有
来

御
石
垣
之
規
矩
合
写
置
候
反
り
板
取
付
、
御
石
垣
之
高
サ
本
側
ゟ
引
出

し
候
概
之
水
を
以
感
付
、
右
櫓
御
堀
内
ハ
、
角
木
井
楼
不
組
立
已
前
取

立
、
御
石
垣
惣
出
来
迄
指
置
、
御
入
側
建
方
之
節
も
右
水
杭
相
用
ひ
候

（
朱
書
）

「
北
側
御
石
垣
ほ
く
し
方

申（

宝

暦

二

年

）

十
二
月
十
日
頃
ゟ
酉（

宝

暦

三

年

）

二
月
廿
九
日
迄
」

一
、
北
側
御
石
垣
ほ
く
し
方
、
戌
亥
隅
ニ
而
上
端
折
廻
し
八
間
程
、
下

江
弐
間
余
、
御
土
蔵
土
台
下
迄
、
内
外
御
石
垣
取
下
り
、
本
側
通

り
地
形
致
見
分
候
処
、
砂
交
り
築
土
ニ
ハ
候
得
共
、
可
欠
損
痛
も

無
之
、
丈
夫
ニ
相
見
候
付
、
直
ニ
御
堀
底
隅
石
迄
、
双
方
雁
木
ニ

取
下
り
、
根
敷
之
隅
石
外
面
ニ
而
北
之
方
一
ヶ
所
、
西
之
方
壱
ヶ

所
、
深
サ　
　
　
　
　
　
　
　

、
根
固
之
丸
太
致
吟
味
候
処
、
木
性

宜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、
相
見
候
付
、
其
段
申
達
、
御
国
御
用

人
衆
見
分
之
上
、
元
之
通
築
固
置
申
候

一
、
戌
亥
隅
ゟ
根
敷
ニ
而
東
江
拾
六
間
余
、
同
丑
寅
隅
石
上
ゟ
七
ツ
目
迄
、

雁
木
ニ
取
ほ
く
し
、
築
石
大
小
か
ら
石
共
、
上
御
深
井
丸
内
同
心
番
所

裏
手
之
方
江
取
除
ケ
、
右
築
石
取
ほ
く
し
候
跡
、
地
形
手
当
と
し
て
関

板
当
、
鳥
居
立
テ
松
丸
太
ゟ
切
強

（
張
カ
）

入
、
筋
違
結
、
所
　々

か
け

但
、
右
切
張
上
歩
ミ
板
置
、
ほ
く
し
方
築
方
等
之
節
、
車
智
猫
棒

巻
場
ニ
相
用
ひ
候

（
朱
書
）

「
西
側
御
石
垣
ほ
く
し
方

　
　

半
分　
　
　
　
　
　

半
分　
　
　
　
　
　

」

一
、
北
之
方
御
石
垣
築
上
り
候
已
後
、
西
側
之
内
根
敷
に
て
未
申
隅
ゟ
北
江

六
間
半
、
有
来
御
石
垣
残
シ
置
、
同
隅
石
上
ゟ
拾
四
本
、
南
江
押
廻
し

上
端
ニ
而
七
間
程
、
御
石
垣
雁
木
に
と
り
ほ
く
し
、
片
付
方
右
同
断

但
、
右
西
之
方
半
分
ほ
く
し
、
切
抜
ゟ
北
之
方
戌
亥
隅
上
ミ
之
な

ら
し
迄
築
上
り
候
已
後
、
残
ル
半
分
取
ほ
く
し
候
、
委
細
訳
ハ
別

紙
墨
引
ニ
而
見
ル

一
、
右
ほ
く
し
口
、
苧
縄
足
代
縄
数
十
筋
釣
下
ケ
、
か
ら
石
俵
ニ
而
取
付
、

ほ
く
し
懸
之
か
ら
石
こ
け
落
さ
る
様
、
致
手
当
候

一
、
大
石
之
分
ハ
車
知
ニ
而
巻
上
ケ
、
修
羅
ニ
載
せ
、
を
し
ミ
綱
か
け
、
桟

橋
通
り
取
下
し
、
低
ミ
之
分
ハ
御
堀
内
ゟ
足
代
懸
、
車
知
に
て
巻
上
ケ
、

惣
か
ら
石
ハ
歩
行
持
ニ
而
取
降
申
候
、
但
石
運
ひ
方
ハ
築
上
候
節
も
右

同
断

（
朱
書
）

「
御
石
垣
築
方
ニ（

酉
ヵ
）而

三
月
四
日
北
側
ゟ
取
掛
り
、
追
々

 
西
側
共
戌（

宝

暦

四

年

）

三
月
廿
五
日
迄
出
来
」

一
、
北
側
御
石
垣
築
方
、
惣
体
御
堀
底
な
ら
し
石
壱
ツ
通
り
指
置
、
最
初
戌

亥
之
方
隅
石
・
隅
脇
石
共
居
之
、
同
隅
ゟ
東
江
根
敷
ニ
而
拾
五
間
余

、
ほ
く
し
口
迄
築
合
、
戌
亥
隅
石
段
之
五
本
居
之

、
夫
ゟ
雁
木
ニ
築
上
り

、
丑
寅
隅
石
上
ミ

ゟ
七
本
目
通
り
東
江
押
廻
し
、
上
端
ニ
而
四
間
半
、
ほ
く
し
口
迄
築
合

石
面
ゟ
壱
尺
程
跡
壱
本
、
同
中
程
ニ
壱

本
、
都
合
弐
本
、
い
つ
れ
も
丸
太
也

四
尺
余
掘
入
四
尺
余
堀
入
候

得
ハ
、
弐
尺
斗
水
涌
申
候

酉
六
月
十
七
日
ゟ

同
八
月
廿
七
日
迄

酉
十
一
月
五
日
ヨ
リ

同
十
二
月
廿
三
日
迄

丑
寅
隅
ゟ
上
端
ニ
而

十
間
程
な
ら
し
石
置

丑
寅
隅
ゟ
西
江
拾
間
余

雁
木
ニ
右
御
石
垣
残
ル

か
ク
五
本
ゟ
多
ク
ハ

一
度
ニ
居
り
不
申
候

西
側
ほ

く
し
口
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74

75
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せ
申
候

一
、
西
之
方
戌
亥
ゟ
根
敷
ニ
而
拾
弐
三
間
程
南
迄
築
出
し
、
夫
ゟ
切
抜
北
之

隅
上
端
迄
築
上
ケ
、
戌
亥
隅
ゟ
北
面
押
廻
し
な
ら
し
置
い
た
し
、
次
ニ

西
一
面
、　
　
　

        

未
申
隅
石
上
ミ
ゟ
拾
四
本
目
、
東
江
押
廻
し
、

南
側
上
端
に
て
八
間
程
築
上
り
、
な
ら
し
置
い
た
し
申
候

但
、
御
堀
底
な
ら
し
石
其
侭
指
置
候
方
丈
夫
之
為
、
可
然
与
申
相

不
取
綺
筈
候
へ
共
、
有
来
な
ら
し
石
居
り
不
宜
並
悪
敷
分
ハ
取
替
、

新
石
足
築
立
申
候

（
朱
書
）

「
切
抜
之
所
築
方

　

 

戌（

宝

暦

四

年

）

八
月
九
日
ゟ
同
九
月
三
日
迄
」

一
、
西
側
御
石
垣
切
抜
之
所
、
ほ
く
し
方
之
節
よ
り
御
土
蔵
内
通
用
道
ニ
相

成
、
御
石
垣
出
来
此
所
計
明
ケ
置
、
追
而
荒
仕
事
無
之
時
節
見
合
、
築

塞
キ
申
候

一
、
御
蔵
内
側
御
石
垣
、
西
北
折
廻
し
弐
拾
八
間
、
未
申
隅
ゟ
東
江
四
間
余
、

都
合
三
拾
弐
間
余
、
足
石
入
築
立

一
、
御
土
蔵
内
未
申
之
方
南
ケ（

側

）輪
ニ
而
一
ヶ
所
、
井
戸
東
之
方
ニ
而
壱
ヶ
所
、

明
ル
取
窓
出
来
、
南
側
御
石
垣
築
立
、
同
有
来
窓
一
ヶ
所
、
御
石
垣
繕

築

一
、
有
来
御
石
垣
四
方
共
込
石
か
い

一
、
右
築
方
、
水
杭
反
板
ゟ
水
杭
反
板
江
水
縄
引
通
し
、
所
々
反
り
板
取

付　
　

、
築
石
一
か
さ
ツ
ヽ
ニ
而
反
り
板
見
通
し
勾
倍
相

訂
し
、
隅
石
・
隅
根

（
脇
）

石
ハ
四
方
胴
摺
合
せ
、
小
た
ゝ
き
、
鉄
か
い
・
割
石
・

胴
か
い
張
り
合
、
扣
石
入
、
平
之
方
胴
摺
合
、
胴
か
い
は
り
合
、
扣

石
入
、
割
石
か
い
、
大
小
か
ら
石
詰
、
築
石
根
入
短
キ
分
ハ
別
ニ
跡

石
置
、
惣
か
ら
石
千
棒
ニ
而
築
固
メ
申
候

一
、
石

（
右
ヵ
）

築
方
、
御
石
垣
際
江
修
羅
ニ
而
引
付
、
築
石
ニ
胴
縄
か
け
、
棚
上
ニ

ね
こ
棒
車
知
仕
掛
、
築
石
釣
上
ケ
、
好
之
所
江
有
附
、
石
面
勾
倍
左
右

之
合
羽
胴
摺
合
、
固
り
宜
様
墨
か
け
、
築
石
車
知
ニ
而
巻
上
ケ
、
鍳
玄

翁
ニ
而
石
形
作
り
、
幾
度
も
伏
起
し
て
、
具
合
宜
節
築
固
メ
申
候

一
、
右
足
シ
石
之
義
、
隅
石
長
九
尺
ゟ
壱
丈
迄
、
巾
四
尺
ニ
三
尺
弐
寸
拾
本
、

中
隅
石
長
七
尺
五
寸
、
巾
三
尺
五
六
寸
八
本
、
隅
脇
石
長
六
尺
、
面
三

尺
弐
寸
ニ
三
尺
五
寸
拾
七
本
、
已
上
三
拾
五
本
岩
崎
山
よ
り
切
出
し
、

平
築
石
三
州
堅
石
、
長
五
尺
面
弐
尺
五
寸
四
方
九
百
弐
拾
五
本
切
出
し

候
、
右
之
外
小
牧
村
辺
・
小
金
山
・
白
鳥
御
材
木
場
・
太
鼓
櫓
御
堀
内

等
、
前
々
ゟ
有
来
候
御
石
垣
石
御
場
所
江
取
入
、
夫
々
足
石
ニ
相
用
候

　
　
　
　

起
方
并
重
々
御
柱
村

（
斑
ヵ
）

直
し
仕
様

東
江
起
方　
　
　
　
　
　

南
江
起
方　

一
、
初
重
・
二
重
・
三
重
目
迄
本
ケ（

側

）輪
間
仕
切
化
粧
羽
目
板
は
つ
し
、
楔
ゆ

る
め
、
東
南
之
方
折
廻
し
御
石
垣
上
端
ゟ
弐
間
半
程
下
迄
、
井
楼
組
上

角
木
置
渡
し
、
巾
六
間
程
足
場
拵
、
三
重
目
西
北
折
廻
し
、
敷
桁
ゟ
廻

六
寸
九
寸
之
苧
綱
三
拾
九
筋

、
同
二
重
目
梁
下
通
り
東
南
之

方
江
引
出
し
、
長
八
間
末
壱
尺
已
上
之
松
丸
太
弐
本
宛
末
口
切
合
せ

、
東
之
方
七
組
、
南
之
方
六
組
取
立

、

右
苧
綱
付
車
知
猫
棒
ニ
而
巻
き
〆
、
角
木
か
ら
石
等
ヲ
以
大
五
六
ニ
仕

掛
、
重
々
御
柱
ニ
下
振
下
ケ
、
日
々
起
し
方
分
量
相
訂
シ
、
数
日
之
内

ニ
自
然
と
起
し
方
相
成
候
様
操

ア
ヤ
ツ
リ

置

、
初
重
・
二
重

未
申
隅
ゟ
北
江
六
間
半

有
来
御
石
垣
残
し
置

御
石
垣
築
方
ノ
為
石
面

よ
り
五
寸
除
き
取
付
ル

戌
二
月
十
日
頃
ゟ

同
四
月
八
日
頃
迄

戌
四
月
十
日
ゟ

同
六
月
六
日
迄

五
六
一
組
ニ

三
筋
ツ
ヽ
掛

76

77
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79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

揚
方
刎
木
ニ
相

用
候
松
丸
太
也

最
初
東
側
五
六
七
組
仕
掛
起
方
相
済
し

右
諸
色
を
以
南
側
五
六
仕
か
け
申
候

毎
夕
松
丸
太
ニ
切
張
入
夜

分
起
方
無
之
様
手
当
致
候
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突
通
し
之
御
柱
ニ
而
、
南
江
弐
寸
四
分
、
東
江
六
寸
五
分
起
方
致
、
戌

亥
隅
・
丑
寅
隅
御
柱
直
規
矩
ニ
し
て
惣
体
本
ケ（

側

）輪
間
仕
切
共
、
槻
樫
か

け
や
ニ
而
打
込
、
長
押
上
不
残
并
間（

仕
脱
ヵ
）

切
羽
目
有
之
分
ハ
長
押
下
共
貫

間
毎
ニ
筋
違
切
込
、
柱
敷
桁
梁
根
太
共
有
来
引
鉄
巻
鉄
〆
直
し
、
大
小　

取
付
、
敷
鉄
・
巻
鉄
・
引
鉄
・
新
規
足
鉄
物
取
付

但
、
辰
巳
隅
・
未
申
隅
御
柱
直
規
矩
ニ
起
方
致
候
而
ハ
一
間
毎
之

隅
図
多
く
不
都
合
ニ
相
成
候
付
、
な
ら
し
之
宜
ニ
而
居
置
申
候

一
、
起
し
方
ニ
而
御
土
蔵
御
柱
と
内
ケ（

側

）輪
御
石
垣
透
間
出
来
之
所
ハ
、
御
柱

左
右
ゟ
楔
打
込
固
置
申
候

一
、
初
重
・
二
重
・
三
重
目
惣
御
柱
之
下
り
、
夫
々
重
々
概
之
水
ニ
而
壱
本

ツ
ヽ
其
重
々
ニ
而
仕
掛
を
以
揚
方
致
し
、
梁
下
桁
と
所
々
概
敷
盤
か
い
、

大
小

か
け
引
鉄
・
巻
鉄
等
足
入
固
置

　
　
　

重
々
取
建
方
仕
様

一
、
御
土
蔵
内
北
側
土
台
拾
壱
間
・
中
仕
切
土
台
四
間
、
大
挽
所
々
ニ
而

拾
本
取
替
、
指
梁
痛
候
候
所
柱
弐
本
新
規
ニ
立
、
井
戸
際
西
之
方
仕
切

羽
目
之
内
明
り
取
窓
取
付
、
御
石
垣
内
有
来
明
り
取
窓
床
下
ケ
、
外
引

上
戸
銅
板
張
、
小
さ
る
車
取
替
、
同
御
石
垣
内
井
戸
東
之
方
一
ヶ
所
・

未（
西
南
）申

隅
之
備

（
マ
マ
）

南
ケ（

側

）輪
ニ
壱
ケ
所
、
新
規
明
り
取
窓
出
来
、
外
側
引
上

戸
銅
板
張
、
小
猿
車
取
付
、
窓
子
・
窓
縁
鉄
板
打
、
三
ヶ
所
共
ニ
銅
網

取
替
、
窓
子
・
引
上
戸
共
黒
長
塗
、
同
引
上
戸
之
小
猿
縄
・
鳥
居
木
等

新
規
取
付
、
鉄
物
打
、
井
戸
際
矢
来 

仕
直
、
其
外
元
之
通
出
来

一
、
初
重
・
二
重
西
北
折
廻
し
御
入
側
附
共
、
并
三
重
目
附
共
最
初
取
払
候

分
、
指
桁
・
胴
貫
・
梁
之
類
損
之
分
仕
足
し
、
外
側
貫
所
々
取
替
、
同

御
柱
よ
り
土
台
・
大
挽
江
引
鉄
取
付
、
胴
壁
下
地
竹
取
替
、
柱
通
り
巻

竹
打
、
手
打
・
毛
伏
・
村

（
斑
ヵ
）

直
し
・
中
塗
・
漆
喰
塗
・
白
土
上
塗

〔
壁
〕

等
元
之

通
出
来

一
、
同
外
ケ（

側

）輪
窓
子
・
敷
鴨
居
結

（
繕
ヵ
）ひ

取
附
、
窓
子
鉄
板
仕
足
、
樫
羽
目
・
化

粧
羽
目
・
窓
裏
樫
羽
目
・
同
戸
板
剥
目
等
埋
木
繕
ひ
、
同
土
戸
損
し
之

分
巻
板
打
、
漆
喰
・
白
土
上
塗
り
、
其
外
元
之
通
出
来

一
、
初
重
ゟ
四
重
目
迄
、
御
備

（
マ
マ
） 

内
取
放
候
板
敷
・
羽
目
板
・
敷
鴨
居
・
長

押
等
足
木
入
如
元
取
付
、
建
具
立
合
、
鉄
物
・
金
物
・
御
釘
隠
類
損
之

分
仕
足
、
并
三
重
目
仕
切
羽
目
弐
拾
ヶ
所
・
初
重
仕
切
羽
目
弐
ヶ
所
、

新
規
両
羽
目
ニ
仕
直
、
階
子
・
高
欄
共
元
之
通
取
付

一
、
初
重
階
子
之
中
段
東
之
方
明
り
窓
二
ヶ
所
、
窓
子
共
新
規
取
付
、
二

重
目
階
子
中
段
東
之
方
有
来
明
り
窓
広
ケ
窓
子
取
替
、
三
重
目
階
子
之

備
（
マ
マ
）

東
之
方
板
壁
内
一
ヶ
所
、
窓
子
共
新
規
取
付
、
同
階
子
中
段
江
明

り
取
と
し
て
四
重
目
東
御
入
側
板
敷
切
抜
槻
格
子
入
、
刎
蓋
・
鉄
物
共

新
規
取
付

一
、
五
重
目
ゟ
三
重
目
迄
、
外
側
窓
御
敷
居
水
抜
乱
ひ
出
来
水
落
か
ね
候
付
、

溝
内
透
取
、
銅
ニ
而
張
、
敷
鉄
仕
直
し
、
同
土
戸
鉄
車
繕
取
付

但
、
初
重
・
二
重
ハ
軒
下
鴨
居
上
之
間
少
ク
、
強
而
降
込
無
之
候
間
、

今
般
御
取
綺
無
之
候

一
、
初
重
ゟ
四
重
目
迄
、
南
北
ニ
而
各
弐
ヶ
所
ツ
ヽ
、
五
重
目
ハ
南
北
壱
ヶ

所
ツ
ヽ
、
銅
網
戸
新
き
出
来
、
同
戸
尻
鳥
防
キ
板
取
附

但
、
右
網
戸
ハ
暑
気
籠
り
不
申
為
、
夏
中
昼
夜
明
置
候
筈
ニ
而
被　

仰
付
候
由

一
、
御
天
守
入
口
御
門
弐
ヶ
所
、
同
初
重
ゟ
四
重
目
に
て
弐
百
拾
八
ヶ
所
之
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窓
子
、
不
残
黒
長
塗
出
来

一
、
同
御
土
蔵
入
口
敷
瓦
弐
百
五
拾
三
枚
、
鉛
ニ
而
鋳
立
敷
入
、
是
ハ
御
修

復
ニ
而
御
屋
ね
谷
々
之
鉛
樋
、
并
追
々
御
多
門
屋
根
ゟ
出
候
分

御
天
守
内
に
入
置
、
可
然
由
ニ
而
右
敷
瓦
ニ
鋳
直
敷
入
候

但
、
此
已
後
跡
々
御
屋
根
ゟ
出
候
鉛
を
以
て
、
残
ル
敷
瓦
仕
替
候
様
、

遠
山
彦（

景
慶
）左

方
被
申
聞
候
間
、
員
数
之
義
相
調
、
為
後
覧
記
置
候

一
、
弐
百
七　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鉛
角
敷
瓦 

　
　
　

此
貫
目
八
百
弐
拾
八
貫
目

　
　
　
　

但
、
壱
枚
鉛
目
一
割
減
共
四
貫
目
積

一
、 

四
拾
六　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
三
角
瓦 

　
　

   

此
貫
目
九
拾
弐
貫
目

　
　
　
　

但
、
右
同
断　
　
　
　
　
　
　

弐
貫
目
積

　
　
　

〆
九
百
弐
拾
貫
目

右
ハ
御
天
守
入
口
御
門
内
敷
瓦
、
御
有
合
鉛
ニ
而
鋳
立
出
来
之
分

　
　

御
有
合
鉛
千
弐
百
弐
拾
六
貫
目

　
　
　

内
九
百
弐
拾
貫
目　
　
　
　
　
　

敷
瓦
ニ
成

　
　

残
テ
三
百
六
貫
目　
　
　
　
　

御
多
門
江
入
置

一
、
弐
百
三
拾　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鉛
角
敷
瓦

　
　
　

此
貫
九
百
弐
拾
七
貫
目

　
　
　
　

但
、
前
件
之
通

一
、 

四
拾
八　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
三
角
瓦

　
　
　

此
貫
目
九
拾
弐
貫
目

　
　
　
　

但
、
前
件
之
通

　
　
　
　

〆
千
拾
弐
貫
目

　
　
　
　

右
者
同
所
中
御
門
前
敷
瓦
、
鉛
ニ
而
追
而
可
被
仰
付
哉
之
分

　
　
　
　
　
　

亥（
宝
暦
五
年
）

三
月

一
、五
重
目
御
畳
、
御
本
間
内
織
小
紋
縁
替
、
御
入
側
高
宮
縁
替
、
四
隅　

御
物
見
台
四
畳
上
備
後
織
大
紋
付
表
替
、
四
重
目
已
下
有
来
御
畳
敷
入

但
、
御
天
守
御
修
復
已
前
、
御
畳
敷
入
有
之
候
、
然
処
御
畳
床
損
し
、

表
も
痛
付
候
分
多
御
座
候
故
、
仕
足
之
義
御
吟
味
之
上
、
御
有
合

之
分
計
重
々
共
敷
入
候
筈
窺
相
済
、
其
通
ニ
相
成
申
候
、
為
見
合

惣
御
畳
数
左
ニ
相
記
申
候

一
、六
百
拾
四
畳　
　
　
　
　
　
　
　
　

初
重
御
本
間
・
御
入
側
共

　
　
　
　

内
八
拾
畳
程
細
畳
、
但
御
入
側
之
間

一
、六
百
八
畳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
重
目
同
断

　
　
　
　

内
七
拾
六
畳
程
細
畳
、
但
御
入
側
京
間

一
、三
百
八
拾
四
畳
半　
　
　
　
　
　
　

三
重
目
同
断

一
、弐
百
拾
弐
畳　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
重
目
同
断

一
、百
四
畳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
重
目
同
断

　
　
　

但
、
四
隅
半
畳
共

　
　
　
　
　

〆
千
九
百
弐
拾
弐
畳
半

　
　
　
　

重
々
御
屋
根
銅
葺
仕
様

(

朱
書)

「
日
並
末
ニ
見
ル
」

一
、四
重
目
ゟ
二
重
目
迄
、
御
屋
根
四
方
共
土
居
葺
・
の
し
板
取
払
、
御
屋

根
軒
通
り
村

（
斑
ヵ
）

直
し
、
裏
板
之
上
土
居
木
・　

新
規
ニ
入
、
唐
破
風
・
千
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鳥
破
風
弐
拾
ヶ
所
共
、
下
目
之
分
古

〔
右
〕

熨
斗
板
新
板
取
交
、
上
の
し
板
・

丸
桟
木
惣
上
棟
・
下
り
棟
・
隅
棟
共
五
重
目
御
屋
根
之
割
合
を
以
、
夫
々

法
之
通
新
規
取
附

但
、
の
し
板
下
ハ
樅
・
栂
・
松
等
取
交
、
の
し
板
上
ハ
都
而
桧
ニ

而
出
来

一
、
同
御
屋
ね
銅
葺
、
平
之
分
巾
八
寸
・
長
三
尺
・
重
ね
五
寸
、
丸
之
分
巾

八
寸
・
長
壱
尺
五
寸
、
下
之
方
ハ
内
江
、
上
之
方
ハ
外
江
壱
寸
ツ
ヽ
折

返
し
、
右
折
返
し
上
之
方
三
本
ツ
ヽ
鉄
銅
鋲
交
打
、
其
次
之
丸
掛
継
ニ

し
て
、
所
々
右
之
通
鋲
釘
之
頭
不
顕
様
ニ
葺
上
、
軒
平
唐
草
・
軒
丸
御

紋
い
つ
れ
も
銅
板
打
出
し
、
鬼
板
御
紋
付
・
同
鰭
・
鳥
伏
間
共
唐
銅
ニ

而
鋳
立
取
附
、
土
居
の
し
下
銅
鐶
打
、
不
残
黒
長
塗
ニ
出
来

但
、
鬼
板
・
軒
丸
御
紋
ハ
伺
之
上
五
重
目
ニ
准
し
、

公
儀
御
紋
を
相
用
ひ
候

　

一
、五
重
目
御
屋
ね
銅
葺
損
之
分
并
鋲
釘
足
し
繕
ひ

　

一
、五
重
目
ゟ
四
重
目
迄
、
本
屋
ね
附
共
千
鳥
破
風
狐
格
子
之
所
、
唐
破

風
軒
下
と
も
不
残
銅
包
、
黒
長
塗
ニ
出
来
、
金
滅
金
逆
輪
御
紋
金
物

煮
洗
、
箔
指
直
し

（
朱
書
）

「
戌（

宝

暦

四

年

）

十
月
廿
日
比
ゟ
同
十
一
月
十
日
迄
」

一
、
初
重
腰
屋
根
惣
体
土
居
葺
ゟ
足
瓦
入
葺
直
し
、
惣
漆
喰
か
い

但
、
右
腰
屋
根
ハ
二
重
目
軒
内
ニ
而
納
り
、
風
雨
之
当
り
も
少
ク
、

損
し
も
薄
く
、
其
上
御
大
営
之
義
ハ
十
分
ニ
不
備
様
ニ
致
候
事
之

由
ニ
而
、
伺
之
上
腰
屋
根
計
土
瓦
に
て
指
置
候

一
、 

四
重
目
附
破
風
両
脇
之
谷
々
四
ヶ
所
、
請
筒
・
立
樋
取
付
、
三
重
目

谷
々
江
落
し
、所
々
重
々
ニ
而
銅
樋
を
以
水
捌
致
し
、四
方
二
ヶ
所
ツ
ヽ

御
石
垣
ニ
添
立
樋
這
、
樋
何
も
銅
ニ
而
出
来
、
御
石
垣
上
ハ
白
長
塗 

、

御
石
垣
下
者
緑
青
錆
付
ケ
、
所
々
釣
手
銅
金
物
ニ
而
取
付

　
　
（
朱
書
）

　
　

 

「
一
、四
重
目
御
屋
根
銅
下
地　
　

　
　
　

一
、
同　
　
　
　

同
銅
葺
方　
　

　
　
　

一
、三
重
目
御
屋
根
銅
下
地　
　

　
　
　

一
、
同　
　
　
　

同
銅
葺
方　
　
　

　
　
　

一
、二
重
目
御
屋
ね
銅
下
地　
　
　

　
　
　

一
、
同　
　
　
　

同
銅
葺
方　
　
　
　
　
　

」

右
御
修
復
ニ
付
、御
深
井
丸
内
諸
御
役
人
詰
所
・
御
作
事
本
〆
所
・

諸
番
所
取
建
方
大
法

一
、
榎
御
多
門
内
御
作
事
方
預
下
多
門
之
内
、
本
〆
所
并
大
工
小
屋
ニ
補
理
、

同
南
之
方
大
工
小
屋
壱
ヶ
所
、
同
下
多
門
ゟ
附
下
し
左
官
方
銅
方
職
人

小
屋
取
建

一
、
御
蔵
構
南
之
方
、
御
蔵
ゟ
附
下
銅
方
職
人
小
屋
取
建

一
、
御
蔵
構
内
東
之
方
、
高
屏
五
拾
間
余
取
払
、
上
方
竹
垣
結
ひ
、
木
挽
小

屋
取
立
、
垣
内
諸
材
木
置
所
ニ
相
成

一
、
下
多
門
西
之
方
、
有
来
増
田
組
小
屋
并
新
規
仮
小
屋
一
ヶ
所
取
建
、
荒

物
類
其
外
足
代
縄
等
入
置

一
、
上
御
深
井
丸
西
北
御
高
塀
際
三
重
御
櫓
下
、　

御
天
守
内
取
払
候
諸
色

入
置
候
小
屋
三
ヶ
所
・
大
工
小
屋
三
ヶ
所
新
規
取
立

酉
二
月
四
日
ゟ　

同
五
月
廿
六
日
迄

酉
四
月
九
日
ゟ

同
八
月
十
日
比
迄

酉
七
月
廿
三
日
ゟ

同
十
二
月
廿
日
迄

酉
十
一
月
六
日
ゟ

戌
三
月
中
旬
迄

戌
五
月
十
九
日
ゟ

同
十
月
廿
日
迄

戌
八
月
廿
日
ゟ　

同
十
二
月
八
日
迄
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一
、
御
具
足
多
門
下
御
堀
内
、
釜
屋
一
ヶ
所
・
職
人
日
用
支
度
所
弐
ヶ
所
取

立
、
拍
子
木
御
門
通
り
御
堀
内
竹
垣
結
ひ
切

一
、
上
御
深
井
丸
内
有
来
御
城
代
同
心
番
所
、
御
作
事
裁
許
両
奉
行
出
張
所

ニ
相
用

　
　
　

但
、
黒
御
門
御
足
軽
頭
・
御
先
手
御
足
軽
頭
・
金
瘡
医
・
御
馬
廻
組
・

五
十
人
御
目
付
等
、
日
々
此
所
江
罷
出
、
両
役
衆
見
廻
り
御
用
被

談
候
節
ハ
、
是
又
此
所
江
被
立
寄
候

一
、
御
修
復
中

　
　

御
前
御
見
廻
り
之
節
、
右
出
張
所
夫
々
致
手
当
、　

御
腰
掛
所
ニ
相　
　
　

　
　

成

一
、
御
年
寄
衆
・
御
城
代
衆
・
両
役
衆
休
息
所
、
并
金
瘡
方
・
御
目
付
方
詰
所
、

押
之
者
・
小
吏
差
置
候
小
屋
、
壱
ヶ
所
取
立

　
　
　

但
、
両
役
衆
休
所
不
用
ニ
付
、
御
馬
廻
り
組
支
度
所
ニ
相
用

一
、
榎
御
多
門
内
御
足
軽
番
所
・
同
頭
詰
所
共
小
屋
壱
ヶ
所
、
同
本
〆
所
西

之
方
御
足
軽
番
所
壱
ヶ
所
取
建

一
、
同
所
御
蔵
構
内
御
深
井
丸
番
人
詰
所
出
来
、
有
来
番
所
ハ
御
作
事
方
物

置
ニ
相
用

一
、
透
御
門
内
西
之
方
、
黒
御
門
御
足
軽
番
所
・
同
頭
詰
所
共
小
屋
壱
ヶ
所

一
、
同
御
足
軽
番
所
、
釜
屋
際
壱
ヶ
所
・
木
挽
小
屋
北
壱
ヶ
所
・
御
深
井
丸

西
御
高
塀
際
壱
ヶ
所
・
三
重
御
櫓
下
壱
ヶ
所
・
不
明
御
門
内
壱
ヶ
所
、

以
上
五
ヶ
所
共
取
建

　
　
　

但
、
西
桟
橋
上
壱
ヶ
所
箱
番
、
黒
御
門
御
足
軽
相
勤

一
、
塩
蔵
御
門
西
之
方
、
御
城
代
同
心
番
所
・
御
足
軽
詰
所
共
小
屋
壱
ヶ
所
、

御
弓
矢
多
門
下
同
御
足
軽
番
所
壱
ヶ
所
取
立

一
、
小
天
守
入
口
御
城
代
組
御
足
軽
番
所
壱
ヶ
所
・
同
所
御
本
丸
上
御
膳
場

境
御
壺
蔵
通
り
板
屏
〆
り
附
土
戸
壱
ヶ
所
取
建
テ

一
、
西
拍
子
木
御
門
之
西
板
塀
土
戸
取
付
、
同
所
御
城
代
同
心
番
所
・
御
足

軽
詰
所
共
小
屋
壱
ヶ
所
取
立

一
、
右
小
屋
都
而
杉
丸
太
柱
掘
立
、
竹
た
る
木
木（

マ
マ
）こ

ま
い
縄
か
き
、
薄
ゟ
葺
、

縁
板
張
、
戸
障
子
立
入
、
壁
中
塗
、
畳
敷
入
、
大
工
・
木
挽
職
人
・
日

用
小
屋
等
ハ
杉
丸
太
柱
掘
立
、
竹
た
る
き
木（

マ
マ
）こ

ま
い
縄
か
き
、
薄
柿
又

ハ
取
葺
等
、
各
土
間
手
、
簀
囲
ひ
ニ
而
出
来
、
其
外
大
工
小
屋
諸
色
置

所
・
仮
小
屋
等
臨
時
取
立

一
、
右
戌（

宝

暦

四

年

）

十
二
月
晦
日
、
黒
御
門
御
足
軽
頭
組
共
・
御
先
手
御
足
軽
組
共
引

上
〔
と
〕

り
候
以
後
、
最
初
御
年
寄
衆
休
息
所
ニ
取
立
候
小
屋
一
棟
、
御
作
事

裁
許
両
奉
行
并
本
〆
所
ニ
相
成
、
黒
御
門
組
番
所
ハ
職
人
小
屋
ニ
相
用
、

別
ニ
釜
屋
壱
軒
・
両
役
所
御
足
軽
詰
所
一
ヶ
所
軽
ク
取
建

但
、
同
節
御
城
代
同
心
御
足
軽
共
、
有
来
御
番
所
へ
引
移
、
右
明

小
屋
御
目
付
方
・
金
瘡
方
詰
所
ニ
相
用
ル

一
、
右
諸
小
屋
・
諸
番
所
共
御
修
復
出
来
以
後
追
々
取
払

　
　
　
　
　

右
御
修
復
後
ニ
付
、
御
本
丸
内
諸
々
補
理
方
大
法

一
、
吹
貫
御
門
・
透
御
門
、
袖
屏
共
其
侭
ニ
而
片
付
置
、
透
御
門
内
御
土
居

半
分
切
欠
キ
、
車
力
通
用
致
候
付
、
追
而
如
元
土
居
築
立
、
御
門
二
ヶ

所
袖
屏
共
足
木
入
、
足
瓦
入
葺
直
し

一
、
御
蔵
構
東
之
方
高
塀
取
払
候
分
五
拾
間
余
、
元
之
通
取
立
切
覆
板
葺
直
、

壁
下
地
中
塗
・
白
土
上
塗
迄
出
来

一
、
御
天
守
入
口
左
右
剱
屏
扣
柱
拾
四
本
取
か
へ
並
へ
、
瓦
葺
直
し
、
同
屋

147

148

149

150

151

152

153

154
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158
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160

161

162

163

164

165
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167
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根
足
瓦
入
葺
直
し
、
白
土
上
裏
繕
共

一
、
同
所
石
水
道
蓋
新
規
切
足
し

一
、
不
明
御
門
傾
キ
直
し
、
柱
根
継
、
蹴
放
ニ
取
替
、
鉄
板
足
打
、
か
つ
ら

石
上
ケ
方
、
足
瓦
入
レ
葺
直
し

一
、
同
左
右
之
剱
屏
傾
直
し
、
扣
取
替
、
瓦
葺
直
し
、
上
裏
・
胴
壁
中
塗
・

白
土
上
塗
迄
、
同
御
籏
台
御
石
垣
并
石
段
村

（
斑
ヵ
）

直
し
築
繕

一
、
御
深
井
丸
同
心
番
所
傾
キ
直
し
、
柱
根
継
、
板
縁
過
半
張
直
し
、
内
側

中
塗
、
外
ケ（

側

）輪
白
土
上
塗
、
後
通
り
高
屏
拾
六
間
立
直
し
、
其
外
所
々

繕
ひ
、
畳
拾
八
畳
飛

（
マ
マ
）

表
替

一
、
御
堀
内
御
石
垣
、
井
楼
・
足
代
等
ニ
而
損
し
候
分
、
な
ら
し
石
置
直
し

惣
込
石
、
并
御
堀
際
玉
縁
切
立
置
、
土
切
芝
伏
せ

一
、
右
之
外
御
本
丸
内
・
御
深
井
丸
内
、
所
々
前
件
御
作
事
ニ
而
取
降
取
払

候
分
、
都
而
如
元
取
繕

右
宝
暦
二
年
申
三
月
御
修
復
取
掛
、
同
五
年
亥
二
月
惣
出
来
迄
、
最
初
指
出

候
仕
様
書
之
趣
意
を
以
取
扱
、
其
内
御
作
事
取
掛
候
已
後
、
猶
又
申
相
、
追
々

便
利
之
致
方
取
用
之
、
其
余
指
懸
候
増
仕
事
之
分
条
数
繁
多
ニ
付
、
委
細
之

訳
紙
上
ニ
難
書
解
候
得
共
、
為
後
覧
其
荒
増
を
記
し
置
候
、
以
上

　
　
　

亥（
宝
暦
五
年
）

二
月　
　
　
　

右
御
作
事
裁
許

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　

治（

充

綱

）

右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
吹
儀（

雅
正
）


兵
衛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丹
羽
武（

正

虎

）


右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
町
兵（

忠

利

）


左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
下
部
兵（

方
信
）


次
郎

註１ 

こ
こ
で
い
う
「
御
用
所
」
は
、
名
古
屋
城
二
之
丸
御
殿
内
に
あ
っ
た
年
寄
衆
御
用
所
の
こ
と
と

思
わ
れ
る
。

２ 

竹
腰
正
武
（
一
六
八
五
～
一
七
五
九
）。
附
家
老
（
両
家
年
寄
）、高
三
万
石
。
実
父
は
石
河
章
長
。

竹
腰
正
辰
の
養
子
に
入
り
、
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
に
家
督
を
相
続
。
同
七
年
、
従
五
位
下
山
城

守
に
叙
任
（
藩
士
履
歴
の
調
査
に
は
名
古
屋
市
博
物
館
が
編
集
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
『
名
古
屋
城
下

お
調
べ
帳
』〈
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
二
〇
一
三
年
〉
を
用
い
た
）。

３ 

林
充
綱
（
？
～
一
七
七
七
）。
普
請
奉
行
。
こ
れ
以
前
に
勘
定
奉
行
、
作
事
奉
行
、
木
曽
材
木
奉

行
を
歴
任
。

４ 

山
吹
雅
正
（
生
没
年
不
詳
）。
普
請
奉
行
、
高
四
百
石
。

５ 

作
事
奉
行
は
領
内
の
建
築
・
修
繕
を
司
る
役
職
。
定
員
二
名
で
、
役
高
は
三
百
石
。
堀
川
堀
留

付
近
（
現
西
区
幅
下
）
に
作
事
方
役
所
が
置
か
れ
た
（
名
古
屋
市
役
所
『
名
古
屋
市
史　

政
治
編
第

二
』
名
古
屋
市
役
所
、
一
九
一
五
年
、
一
四
頁
）。

６ 

遠
山
景
慶
（
？
～
一
七
七
一
）。
番
頭
兼
御
国
御
用
人
。
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）、
従
五
位
下

伊
豆
守
に
叙
任
。

７ 

千
村
伯
済
（
？
～
一
七
五
四
）。
御
国
御
用
人
。
松
平
秀
雲
（
君
山
）
と
と
も
に
藩
撰
地
誌
『
張

州
府
志
』
を
編
纂
。

８ 

「
御
用
所
」
に
つ
い
て
は
注
１
参
照
。
な
お
、
こ
こ
で
の
「
御
城
」
は
二
之
丸
を
意
味
す
る
。

９ 

寺
町
忠
利
（
？
～
一
七
八
一
）。
作
事
奉
行
と
木
曽
材
木
奉
行
を
兼
任
。
高
三
百
石
。
こ
れ
以
前

に
白
鳥
材
木
奉
行
、
勘
定
奉
行
を
歴
任
。
な
お
、
寺
町
家
に
伝
わ
っ
た
宝
暦
修
理
関
係
の
図
面
が
、

明
治
以
降
に
伊
藤
次
郎
左
衛
門
家
の
手
に
渡
っ
て
現
存
し
て
い
る
（
解
題
参
照
）。

10 

日
下
部
方
信（
？
～
一
七
九
六
）。
作
事
奉
行
、高
二
百
五
十
石
。
こ
れ
以
前
に
勘
定
奉
行
を
勤
め
、

宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
七
月
か
ら
は
木
曽
材
木
奉
行
を
兼
任
。

11 

普
請
奉
行
は
領
内
の
土
木
を
司
る
役
職
。
定
員
二
名
、
役
高
三
百
石
。
堀
川
東
岸
三
ッ
蔵
（
年

169

170

168

171

172

173
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貢
米
を
納
め
る
蔵
、
現
中
区
栄
）
の
南
に
普
請
方
役
所
が
置
か
れ
た
（
名
古
屋
市
役
所
前
掲
、
一
四

頁
）。

12 

こ
こ
で
の
「
上
」
は
、
徳
川
宗
勝
（
一
七
〇
五
～
六
一
）
の
こ
と
。
尾
張
徳
川
家
八
代
当
主
。

実
父
は
尾
張
家
分
家
の
川
田
久
保
松
平
友
著
。
同
じ
く
尾
張
家
分
家
の
高
須
松
平
家
の
養
子
に
入
っ

た
の
ち
、
尾
張
徳
川
家
七
代
宗
春
の
跡
を
う
け
、
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
に
同
家
を
相
続
（
徳
川

美
術
館
編
『
尾
張
の
殿
様
物
語
』
徳
川
美
術
館
、
二
〇
〇
七
年
、
五
〇
頁
）。

13 

「
江
戸
町
人
江
市
屋
」
は
江
市
屋
宗
助
の
こ
と
か
。
宝
暦
頃
成
立
の
随
筆
『
江
戸
真
砂
六
十
帖
』

に
よ
れ
ば
、
江
市
屋
は
古
金
売
買
で
身
を
立
て
、
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
の
江
戸
大
火
の
後
、

焼
釘
鉄
物
を
売
却
し
て
財
を
成
し
た
。
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
に
は
御
持
院
跡
の
石
垣
の
払
い
下

げ
を
受
け
、
同
十
八
年
に
は
江
戸
城
堀
の
川
浚
手
伝
普
請
を
命
じ
ら
れ
た
秋
田
佐
竹
家
に
雇
わ
れ
て

工
事
を
請
け
負
っ
た
と
い
う
（『
燕
石
十
種
』
第
一
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
〇
七
年
、
一
二
九
頁
）。

14 

こ
こ
で
の
「
当
表
」
は
、
領
国
で
あ
る
尾
張
（
名
古
屋
）
の
こ
と
。

15 

成
瀬
正
泰
（
一
七
〇
九
～
八
五
）。
附
家
老
（
両
家
年
寄
）。
高
三
万
五
千
石
。
犬
山
城
主
。
成

瀬
正
幸
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
に
家
督
を
相
続
し
、
同
年
従
五
位
下

隼
人
正
に
叙
任
（
公
益
財
団
法
人
犬
山
城
白
帝
文
庫
歴
史
文
化
館
編
『
犬
山
城
と
成
瀬
家
』
公
益
財

団
法
人 

犬
山
城
白
帝
文
庫
、
二
〇
一
四
年
、
三
九
頁
）。

16 

大
道
寺
直
澄
（
生
没
年
不
詳
）。
城
代
、
高
四
千
石
。
享
保
十
年
（
一
七
二
五
）
に
家
督
を
相
続
、

宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
に
致
仕
。

17 

加
々
嶋
正
信
（
生
没
年
不
詳
）。
城
代
並
。
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
致
仕
。

18 

御
国
御
用
人
は
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
に
城
代
の
格
式
を
改
正
し
た
際
に
設
け
ら
れ
、
城
代

の
用
務
を
司
っ
た
。
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
に
廃
止
（
名
古
屋
市
役
所
前
掲
、
八
頁
）。

19 

年
寄
は
諸
職
の
筆
頭
に
位
置
付
け
ら
れ
、藩
政
全
般
を
統
括
す
る
要
職
。「
執
政
」と
も
呼
ば
れ
た
。

「
両
家
年
寄
」「
附
家
老
」
と
称
さ
れ
る
成
瀬
氏
・
竹
腰
氏
、
一
万
石
以
上
の
知
行
を
与
え
ら
れ
「
万

石
已
上
年
寄
」
と
称
さ
れ
る
石
河
氏
・
渡
辺
氏
・
志
水
氏
の
ほ
か
、
重
臣
数
名
が
役
高
四
千
石
で
年

寄
に
任
ぜ
ら
れ
た
（
名
古
屋
市
役
所
前
掲
、
六
頁
）。

20 

丹
羽
正
虎
（
？
～
一
七
七
七
年
）。
作
事
奉
行
・
木
曽
材
木
奉
行
・
白
鳥
材
木
奉
行
を
兼
任
。
高

百
五
十
石
。

21 

上
野
資
清
（
？
～
一
七
六
〇
）。
作
事
奉
行
と
市
買
屋
敷
奉
行
を
兼
任
。

22 

城
代
は
定
員
二
名
、
役
高
三
千
石
。
大
坂
用
達
役
、
城
代
用
取
扱
役
、
伏
見
屋
敷
奉
行
、
本
丸
番
、

具
足
奉
行
、
鉄
炮
玉
薬
奉
行
、
天
守
鍵
奉
行
、
大
筒
役
、
掃
除
中
間
頭
、
伏
見
中
間
頭
、
武
器
製
作

の
扶
持
職
人
を
支
配
。
当
初
、
尾
張
藩
で
は
藩
主
留
守
の
時
は
志
水
・
渡
辺
・
石
河
の
三
氏
か
ら
臨

時
の
城
代
役
を
選
ん
で
い
た
が
、寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
正
月
に
遠
山
景
次
を
城
代
と
し
て
以
後
、

常
置
の
職
と
な
っ
た
（
名
古
屋
市
役
所
前
掲
、
七
頁
）。

23 

前
田
文
右
衛
門
は
御
大
工
か
。

24 

永
井
弁
右
衛
門
は
作
事
奉
行
支
配
の
御
大
工
小
頭
代
（「
国
秘
録　

御
天
守
御
修
復　

中
」
徳
川

林
政
史
研
究
所
蔵
）。

25 

榎
多
門
は
西
之
丸
南
側
の
枡
形
に
設
け
ら
れ
た
二
階
建
て
の
多
門
（
現
在
の
正
門
の
位
置
）。「
本

〆
所
」
は
、
榎
多
門
を
入
っ
て
東
に
進
ん
だ
、
西
之
丸
の
土
居
下
に
あ
っ
た
小
屋
の
一
室
の
こ
と
と

思
わ
れ
る
。
こ
の
小
屋
は
東
西
に
長
い
建
物
で
、「
御
深
井
丸
諸
役
人
詰
所 

御
作
事
元
締
処
諸
番
所

取
建
方
指
図
」（
口
絵
８
、以
下
「
取
建
方
指
図
」）
に
よ
る
と
、工
事
の
際
に
は
東
か
ら
「
物
置
」「
職

人
小
屋
」「
物
置
」「
御
普
請
奉
行
・
御
作
事
奉
行
」「
本
〆
」「
勝
手
」
に
区
切
っ
て
使
用
さ
れ
た
。

こ
の
小
屋
は
、『
金
城
温
古
録
』
で
は
「
下
多
門
構
」
と
呼
ば
れ
、
も
と
も
と
作
事
方
の
物
置
で
あ
っ

た
も
の
が
、
安
永
年
間
（
一
七
七
二
～
八
一
）
に
御
掃
除
方
の
管
轄
に
な
っ
た
と
い
う
。

26 
初
重
の
辰
巳
（
南
東
）
隅
の
本
側
柱
を
基
準
と
し
て
、
残
る
三
隅
の
柱
の
下
が
り
具
合
を
割
り

出
し
た
と
い
う
意
味
。
そ
の
方
法
に
つ
い
て
は
「
水
準
器
に
水
を
盛
り
、
そ
の
水
平
面
と
平
行
に
糸

を
張
っ
て
基
準
レ
ベ
ル
の
墨
を
つ
け
て
高
低
差
を
表
し
た
」
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
麓
和
善
・
加
藤

由
香
「
名
古
屋
城
大
天
守
宝
暦
大
修
理
に
関
す
る
史
料
と
修
理
計
画
に
つ
い
て
」『
日
本
建
築
学
会

計
画
系
論
文
集
』
第
七
四
巻
、
第
六
三
八
号
、
二
〇
〇
九
年
、
九
四
二
頁
）
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27 

基
準
と
す
る
辰
巳
隅
の
本
側
柱
の
位
置
（
本
水
）
よ
り
七
寸
七
分
下
が
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
。

「
水
積
墨
引　

一
」（
口
絵
２
‐
１
）
は
、
辰
巳
隅
本
側
柱
を
基
準
に
、
各
隅
柱
の
高
さ
の
ず
れ
を

示
し
た
図
面
で
あ
る
。

28 

「
概
之
水
」
は
天
守
の
傾
き
等
を
考
慮
し
て
導
き
出
し
た
、
本
側
柱
の
概
ね
の
引
き
揚
げ
位
置
の

こ
と
で
、
柱
を
引
き
上
げ
る
高
さ
の
計
画
値
で
あ
る
。「
水
積
墨
引　

二
」（
口
絵
２
‐
２
）
は
、
こ

の
「
概
之
水
」
の
位
置
を
示
し
た
図
面
で
あ
る
。

29 

「
六
寸
五
分
五
厘
下
」
は
誤
り
で
、
口
絵
２
‐
２
に
記
さ
れ
た
「
六
寸
壱
分
五
厘
下
ケ
」
が
正
し

い
と
思
わ
れ
る
（
麓
・
加
藤
前
掲
、
九
四
一
頁
）。

30 

四
寸
二
分
と
三
寸
六
分
を
足
す
と
七
寸
八
分
と
な
り
、
も
と
の
下
が
り
幅
（
七
寸
七
分
）
と
一

分
の
差
が
生
じ
る
が
、
こ
れ
ら
の
値
は
実
測
値
な
の
で
計
測
上
の
誤
差
と
思
わ
れ
る
（
麓
・
加
藤
前

掲
、
九
四
二
頁
）。

31 

先
に
重
り
を
付
け
た
糸
（
下
振
糸
）
を
垂
ら
し
て
、
柱
の
傾
き
を
計
測
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

32 

「
高
張
五
六
縄
」
は
、
天
守
を
引
き
揚
げ
る
た
め
の
装
置
（
五
六
、
大
五
六
）
に
用
い
た
縄
の
こ

と
と
思
わ
れ
る
。
注
54
も
参
照
。

33 

「
井
楼
」
は
堀
底
、
あ
る
い
は
穴
蔵
か
ら
組
み
上
げ
ら
れ
た
井
桁
上
の
木
組
み
。
井
楼
を
土
台
に

し
て
足
代
（
足
場
）
や
桟
橋
が
組
ま
れ
た
。
井
楼
な
ど
の
様
子
は
「
御
天
守
御
修
復
仕
様
妻
之
方
ヨ

リ
見
渡
之
図
」「
御
天
守
御
修
復
平
之
方
ヨ
リ
見
渡
之
図
」（
口
絵
６
、以
下
「
見
渡
之
図
」）
を
参
照
。

34 

剱
塀
は
、
敵
を
防
ぐ
た
め
、
土
塀
の
瓦
の
下
に
先
端
の
尖
っ
た
三
角
柱
状
の
金
具
（
剱
）
を
斜

め
下
向
き
に
取
り
付
け
た
塀
。
名
古
屋
城
で
は
天
守
と
小
天
守
と
を
連
結
す
る
橋
台
の
西
面
や
、
不

明
門
の
北
面
に
設
け
ら
れ
た
。

35 

「
押
廻
し
」
あ
る
い
は
「
折
廻
し
」
は
、
隅
を
挟
ん
だ
石
垣
両
側
を
指
す
。

36 

御
壺
蔵
は
大
天
守
東
側
に
あ
っ
た
蔵
。
壺
だ
け
で
な
く
茶
器
の
名
物
も
納
め
ら
れ
て
い
た
（『
金

城
温
古
録
』
二
十
一
）。

37 

「
長
塗
」（
チ
ャ
ン
塗
）
は
荏
油
や
桐
油
な
ど
の
植
物
性
油
を
乾
燥
油
に
仕
立
て
た
の
ち
、
松
脂

を
加
え
て
加
熱
溶
解
し
た
溶
剤
に
、
各
種
の
顔
料
を
混
合
し
た
も
の
を
塗
料
と
し
て
施
工
す
る
も
の

（
窪
寺
茂
「
伝
統
的
な
塗
料
の
再
認
識
―
十
七
、八
世
紀
台
頭
の
チ
ャ
ン
塗
技
法
研
究
―
」、
保
存
修

復
科
学
セ
ン
タ
ー
編
『
建
築
文
化
財
に
お
け
る
塗
装
材
料
の
調
査
と
修
理
』
国
立
文
化
財
機
構
東
京

文
化
財
研
究
所
、
二
〇
一
二
年
）。

38 

天
守
の
引
き
上
げ
工
事
に
先
立
ち
、
天
守
本
体
の
一
部
を
解
体
す
る
作
業
。
天
守
西
北
の
入
側

な
ど
が
解
体
さ
れ
た
。

39 

米
蔵
構
は
西
之
丸
に
設
け
ら
れ
た
区
画
で
、
北
・
西
・
東
は
高
塀
、
南
は
米
蔵
が
境
と
な
っ
て
い
た
。

「
御
蔵
構
」
と
も
呼
ば
れ
た
。
宝
暦
の
大
修
理
で
は
、
米
蔵
構
の
北
側
が
臨
時
の
瓦
置
場
と
さ
れ
て

い
た
。

40 

弓
矢
多
門
は
御
深
井
丸
の
北
側
に
設
け
ら
れ
た
多
門
。
西
弓
矢
多
門
と
東
弓
矢
多
門
の
二
つ
が

存
在
し
た
。

41 

「
上
御
深
井
丸
御
城
代
同
心
番
所
」
は
、
宝
暦
の
大
修
理
の
際
に
、
御
深
井
丸
に
設
け
ら
れ
た
仮

設
の
番
所
。
不
明
門
の
北
側
に
あ
っ
た
。

42 

御
深
井
丸
の
北
側
に
設
け
ら
れ
た
水
汲
場
。

43 

「
筈
車
」
は
解
体
し
た
部
材
を
下
ろ
す
た
め
の
滑
車
。

44 

こ
こ
で
の
「
附
」
は
附
破
風
の
こ
と
か
。

45 

天
守
の
柱
に
大
縄
を
く
く
り
つ
け
、
ろ
く
ろ
状
の
装
置
を
用
い
て
大
縄
を
巻
き
付
け
る
こ
と
で
、

天
守
を
引
き
上
げ
る
作
業
。

46 

こ
こ
で
の
「
御
蔵
」
は
天
守
台
石
垣
の
内
側
に
設
け
ら
れ
た
地
階
部
分
の
こ
と
で
、
現
在
は
穴

蔵
と
呼
ば
れ
て
い
る
。『
金
城
温
古
録
』
で
は
、
御
蔵
之
間
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

47 

「
根
太
」
は
床
板
を
支
え
る
横
木
の
こ
と
。

48 

「
敷
盤
」
は
井
楼
の
上
に
設
け
ら
れ
た
装
置
の
足
場
と
思
わ
れ
る
。「
見
渡
之
図
」（
口
絵
６
）
を

参
照
の
こ
と
。

49
「
切
張
」
は
木
材
を
固
定
・
支
持
す
る
た
め
の
水
平
材
の
こ
と
。
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50 
「
車
知
」
は
、
人
力
で
綱
を
巻
き
上
げ
る
大
き
な
ろ
く
ろ
の
こ
と
。「
猫
棒
」
は
、
車
知
に
取
り

付
け
ら
れ
た
持
ち
手
の
こ
と
か
。

51 

が
ら
石
。
細
か
く
砕
か
れ
た
石
材
の
こ
と
。
裏
込
石
な
ど
に
使
わ
れ
た
。

52 

未
申
隅
櫓
（
西
南
隅
櫓
）
の
東
側
の
広
い
空
間
。

53 

御
幕
蔵
は
、
本
丸
御
殿
の
北
東
端
に
あ
る
土
蔵
で
、
北
側
が
広
い
空
間
に
な
っ
て
い
た
。

54 

「
五
六
」
は
、
柱
の
根
継
な
ど
を
す
る
時
、
柱
を
持
ち
上
げ
る
の
に
用
い
る
装
置
。
こ
こ
で
は
、

天
守
の
東
側
お
よ
び
北
側
の
広
い
空
間
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
天
守
を
持
ち
上
げ
る
際
に
用
い
た
と

思
わ
れ
る
。

55 

揚
方
は
北
側
と
西
側
の
二
度
に
分
け
て
行
わ
れ
た
。
ま
ず
北
側
の
揚
方
に
着
手
し
て
、
北
面
石

垣
の
解
体
と
積
み
替
え
を
行
っ
た
後
、
西
側
の
揚
方
に
着
手
す
る
と
い
う
手
順
が
と
ら
れ
た
。

56 

「
鳥
居
木
」
は
鳥
居
の
よ
う
な
形
状
に
立
て
た
木
組
み
で
、
上
部
に
板
を
通
し
て
足
場
と
し
た
。

57 

「
あ
や
も
ち
り
取
」
は
「
ね
じ
り
取
る
」
の
意
か
。

58 

細
長
い
木
材
を
縄
の
替
わ
り
に
用
い
た
も
の
か
。「
見
渡
之
図
」（
口
絵
６
）
に
木
縄
と
み
ら
れ

る
細
長
い
木
材
が
確
認
で
き
る
。

59 

西
側
の
揚
方
に
着
手
し
て
、
西
面
石
垣
の
解
体
を
行
っ
た
後
、
す
べ
て
の
石
垣
を
残
ら
ず
積
み

直
し
、
揚
方
の
仕
掛
け
を
取
り
払
っ
た
。

60 

こ
こ
で
は
、
西
北
隅
の
柱
は
一
尺
二
寸
下
が
っ
て
お
り
、
揚
方
に
よ
っ
て
六
寸
六
分
を
引
き
上

げ
た
と
し
て
い
る
。
注
27
～
30
も
参
照
。

61 

西
・
北
・
東
を
巡
る
本
側
柱
は
、
事
前
に
定
め
た
概
水
に
従
っ
て
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
注
27
～

30
も
参
照
。

62 

「
や
り
形
水
杭
櫓
」
は
、
石
垣
の
勾
配
を
示
し
た
曲
線
状
の
板
（
反
板
）
を
取
り
付
け
る
た
め
の

仮
設
の
櫓
。「
屋
り
形
」
あ
る
い
は
「
遣
方
」
と
も
表
記
さ
れ
る
（
以
下
、「
遣
方
」
と
す
る
）。
宝

暦
の
大
修
理
関
係
史
料
に
は
、
遣
方
の
形
状
や
設
置
場
所
を
示
し
た
図
面
が
複
数
残
さ
れ
て
い
る
。

天
守
台
石
垣
周
辺
に
は
合
計
五
つ
の
遣
方
が
設
置
さ
れ
、
西
北
隅
二
ヶ
所
と
西
南
隅
一
ヶ
所
は
堀
底

か
ら
、
東
北
隅
一
ヶ
所
と
西
南
隅
一
ヶ
所
は
内
堀
に
設
置
さ
れ
た
井
楼
上
に
建
て
ら
れ
た
。

63 

「
反
り
板
」
は
、
解
体
前
の
石
垣
の
形
状
を
示
し
た
曲
線
状
の
板
。
石
垣
勾
配
の
基
準
と
さ
れ
た
。

注
62
も
参
照
。

64 

西
北
隅
の
天
端
を
は
さ
ん
で
、
西
方
向
か
ら
北
方
向
へ
折
れ
曲
が
る
の
意
。

65 

本
側
か
ら
見
た
盛
土
の
状
態
の
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

66 

「
雁
木
」
は
階
段
状
の
石
段
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
階
段
状
に
石
垣
を
解
体
し
た
と
い
う
意
。

67 

「
根
敷
之
隅
石
」
は
、
い
わ
ゆ
る
「
根
石
」
で
は
な
く
、
地
面
際
の
隅
石
の
こ
と
か
。

68 

「
根
固
之
丸
太
」
は
、
石
垣
を
築
く
際
、
根
石
の
下
に
敷
く
丸
太
の
こ
と
。

69 

「
関
板
」
は
、
築
石
や
裏
ぐ
り
石
を
取
り
除
い
た
後
、
露
出
し
た
裏
土
を
支
え
る
た
め
に
設
置
さ

れ
た
横
長
の
板
の
こ
と
。「
見
渡
之
図
」
に
よ
る
と
、
井
楼
か
ら
腕
木
を
伸
ば
し
て
関
板
を
押
さ
え

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

70 

「
歩
ミ
板
」
は
足
場
と
な
る
板
の
こ
と
。

71 

「
な
ら
し
」
は
、「
平
ら
に
す
る
」、も
し
く
は
「
平
ら
に
し
た
場
所
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
天
端
の
築
石
を
指
し
て
い
る
。

72 

「
御
天
守
御
石
垣
取
毀
方
築
方
起
指
図
」
の
こ
と
か
。
同
図
は
宝
暦
大
修
理
の
際
の
石
垣
解
体
か

ら
積
み
直
し
ま
で
の
過
程
を
起
こ
し
図
に
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
名
古
屋
城
総
合
事
務
所
編

『
巨
大
城
郭　

名
古
屋
城
』（
名
古
屋
城
特
別
展
開
催
委
員
会
、
二
〇
一
三
年
）
一
二
〇
頁
～
一
二
一

頁
に
、
同
図
の
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

73 
「
修
羅
」
は
石
垣
を
載
せ
て
運
ぶ
た
め
の
ソ
リ
状
の
道
具
。
平
行
に
並
べ
た
丸
太
の
上
を
滑
ら
せ

て
使
用
し
た
。

74 

「
を
し
ミ
綱
」（
お
し
み
綱
）
は
、
石
材
を
修
羅
の
上
に
固
定
し
て
引
っ
張
る
た
め
の
縄
。

75 

「
な
ら
し
石
」
は
、
平
ら
に
横
並
び
に
し
た
築
石
の
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
堀

底
に
平
行
に
並
べ
て
あ
る
な
ら
し
石
を
、
一
段
だ
け
従
来
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
と
い
う
意
か
。

76 

天
端
の
築
石
を
平
行
に
並
べ
た
と
い
う
意
味
と
思
わ
れ
る
。
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77 

「
御
土
蔵
内
通
用
道
」
は
、
御
深
井
丸
か
ら
天
守
（
御
土
蔵
＝
穴
蔵
）
に
入
れ
る
よ
う
に
架
け
ら

れ
た
桟
橋
の
こ
と
。

78 

「
水
杭
反
板
」
は
、
遣
方
に
取
り
付
け
ら
れ
た
反
板
。
反
板
に
つ
い
て
は
注
63
を
参
照
。
天
守
台

隅
角
に
設
置
さ
れ
た
遣
方
と
遣
方
の
間
に
縄
を
張
り
、
石
垣
を
積
み
替
え
る
際
の
基
準
と
し
て
い

た
。

79 

遣
方
と
遣
方
の
あ
い
だ
に
も
、
石
垣
勾
配
の
基
準
と
す
る
た
め
、
い
く
つ
か
反
板
が
取
り
付
け

ら
れ
た
。「
見
渡
之
図
」
に
よ
る
と
、
こ
の
反
板
は
五
間
間
隔
で
設
置
さ
れ
、
内
堀
に
設
置
さ
れ
た

井
楼
か
ら
腕
木
を
伸
ば
し
て
固
定
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

80 

「
一
か
さ
」
は
「
築
石
一
段
」
の
意
か
。

81 

「
胴
摺
合
せ
」
は
、
隣
の
築
石
と
側
面
が
か
み
合
う
よ
う
に
擦
り
合
わ
せ
る
こ
と
。

82 

「
小
た
ゝ
き
」
は
石
垣
面
の
仕
上
法
の
一
つ
で
、
凹
凸
を
な
く
し
、
軽
く
叩
い
て
平
に
仕
上
げ
る

こ
と
。

83 

「
飼
石
」
は
、
築
石
の
胴
の
間
に
置
い
て
安
定
さ
せ
る
た
め
の
石
で
、
こ
こ
で
は
「
鉄
飼
」
と
「
割

石
胴
飼
」
を
築
石
に
張
り
合
わ
せ
た
と
思
わ
れ
る
。

84 

「
扣
石
」
は
築
石
の
側
面
に
入
れ
る
石
か
。

85 

こ
こ
で
の
「
平
之
方
」
は
、
隅
石
と
対
比
さ
せ
て
築
石
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

86 

「
千
棒
」
は
裏
込
石
を
突
き
固
め
る
た
め
の
棒
か
。

87 

「
合
羽
」（
あ
い
ば
）
は
石
と
石
と
の
接
合
部
分
。「
合
端
」
と
も
書
く
。

88 

こ
こ
で
の
「
墨
か
け
」
は
、
築
石
を
削
っ
て
加
工
す
る
た
め
に
、
墨
で
印
を
付
け
る
こ
と
。

89 

岩
崎
山
は
、
名
古
屋
城
の
北
約
17
㎞
に
位
置
す
る
山
（
現
小
牧
市
大
字
岩
崎
）。
花
崗
岩
の
産
地

と
し
て
知
ら
れ
、
尾
張
藩
の
石
切
場
と
な
っ
て
い
た
。

90 

「
小
牧
村
辺
」
は
、同
村
周
辺
に
あ
る
岩
崎
山
等
の
こ
と
で
、「
小
金
山
」
は
愛
知
郡
上
水
野
村
（
現

瀬
戸
市
上
水
野
町
）
の
小
金
山
の
こ
と
か
。
岩
崎
山
に
つ
い
て
は
注
89
参
照
。
江
戸
時
代
末
に
編
纂

さ
れ
た
『
尾
張
名
所
図
会
』（
後
編
・
四
）
に
は
、上
水
野
村
に
小
金
山
と
い
う
地
名
が
あ
る
。
ま
た
、

江
戸
時
代
中
期
に
尾
張
藩
が
編
纂
し
た
地
誌
『
張
州
府
志
』（
巻
十
一
）
に
は
、
水
野
村
の
特
産
品

と
し
て
「
小
金
石
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

91 

白
鳥
材
木
場
は
、
堀
川
沿
い
（
現
熱
田
区
熱
田
西
町
）
に
あ
っ
た
、
尾
張
藩
が
管
理
す
る
材
木
場
。

92 

太
鼓
櫓
は
二
之
丸
曲
輪
の
南
側
中
央
部
に
あ
っ
た
櫓
。
時
刻
を
知
ら
せ
る
た
め
の
太
鼓
が
設
置

さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
太
鼓
櫓
と
呼
ば
れ
た
。

93 

「
大
挽
」
は
土
台
の
上
に
渡
す
水
平
材
。

94 

修
理
前
の
天
守
各
層
の
間
取
や
実
測
値
を
示
す
「
名
古
屋
城
御
天
守
各
層
間
取
之
図
」（
個
人
蔵
・

鶴
舞
中
央
図
書
館
蔵
。
以
下
、「
間
取
之
図
」）
に
よ
れ
ば
、
井
戸
の
あ
る
間
の
西
側
の
仕
切
り
壁

の
南
端
一
間
分
は
修
理
前
か
ら
「
か
う
し
（
格
子
）
戸
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
井
戸
を

北
東
方
向
か
ら
撮
影
し
た
ガ
ラ
ス
乾
板
写
真
（
名
古
屋
城
振
興
協
会
編
『
懐
古
国
宝
名
古
屋
城
』
所

収
。
以
下
同
）
で
は
さ
ら
に
北
側
一
間
分
も
格
子
に
な
っ
て
い
る
。

95 

修
理
前
か
ら
あ
っ
た
、
東
側
南
寄
り
の
明
か
り
取
り
窓
一
か
所
の
こ
と
。
ま
た
「
間
取
之
図
」

に
よ
れ
ば
、
こ
の
明
か
り
取
り
窓
は
「
無
双
」
格
子
（
連
子
を
前
後
二
重
に
は
め
て
、
一
方
を
移
動

す
る
こ
と
に
よ
り
開
閉
で
き
る
よ
う
に
し
た
窓
）
を
は
め
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
ガ

ラ
ス
乾
板
写
真
や
昭
和
実
測
図
で
は
無
双
格
子
は
確
認
で
き
な
い
。

96 

明
か
り
取
り
窓
の
内
側
に
、
石
垣
の
厚
み
分
出
来
る
傾
斜
面
の
こ
と
か
。
宝
暦
修
理
後
に
天
守

内
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
修
理
銘
板
の
内
容
を
伝
え
る
「
御
天
守
御
修
復
之
次
第
并
御
用
懸
之
輩
姓
名

掛
札
之
留
」（
前
掲
「
国
秘
録　

御
天
守
御
修
復
留　

中
」
に
所
収
。
以
下
、「
掛
札
之
留
」）
に
は

既
存
の
明
か
り
取
り
窓
は
「
傾
キ
直
床
内
之
方
一
尺
下
ケ
」
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
修
理
に
よ

り
傾
斜
が
急
に
な
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

97 

小
猿
車
。
引
上
戸
を
開
閉
す
る
た
め
の
装
置
の
一
部
と
思
わ
れ
る
。
注
99
を
参
照
。

98 

満（
ま
）の
誤
写
か
。
明
か
り
取
り
窓
が
新
設
さ
れ
た
、西
南
隅
の
間
の
南
側
の
意
味
と
思
わ
れ
る
。

99 

井
戸
東
側
の
明
か
り
取
り
窓
を
記
録
し
た
昭
和
実
測
図
（
69
・
70
）
に
よ
れ
ば
、
引
上
戸
を
開

閉
す
る
た
め
の
装
置
の
一
部
と
し
て
、
窓
縁
に
滑
車
が
取
り
付
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
指
す
も
の
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か
。
な
お
、
昭
和
実
測
図
は
「
昭
和
実
測
図 

閲
覧
サ
ー
ビ
ス
」
に
て
画
像
を
公
開
し
て
い
る
。

（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
：https://w

w
w

.nagoyajo.city.nagoya.jp/20_etsuran/

）

100 

「
窓
子
」
は
、
窓
の
格
子
の
こ
と
か
。

101 

窓
の
外
側
に
張
ら
れ
て
い
た
網
の
こ
と
。
ガ
ラ
ス
乾
板
写
真
で
も
確
認
で
き
る
。

102 

長
塗
に
つ
い
て
は
注
37
を
参
照
。
黒
長
塗
は
、
さ
ら
に
油
煙
・
松
煙
・
酸
化
鉄
な
ど
を
混
ぜ
て

黒
色
に
着
色
し
た
も
の
。

103 

昭
和
実
測
図
（
69
・
70
）
に
は
、
窓
縁
の
滑
車
を
介
し
て
引
き
上
げ
戸
の
下
端
と
鳥
居
形
に
組

ま
れ
た
装
置
（
鳥
居
木
）
が
麻
縄
で
つ
な
が
っ
て
お
り
、小
猿
縄
は
こ
の
麻
縄
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

鳥
居
木
を
操
作
す
る
こ
と
で
引
上
戸
が
開
閉
す
る
し
く
み
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

104 

「
矢
来
」
は
竹
や
丸
太
で
作
っ
た
囲
い
。「
間
取
之
図
」
に
は
井
戸
の
東
、階
段
の
間
と
の
境
に
「
矢

来
」
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

105 

「
胴
貫
」
は
柱
と
柱
を
結
ぶ
横
材
。

106 

「
引
鉄
」
は
柱
と
大
挽
・
土
台
を
緊
結
す
る
金
具
の
こ
と
か
。

107 

「
巻
竹
」
は
土
壁
の
下
地
。
割
竹
に
麻
縄
を
巻
き
付
け
て
作
る
。
木
舞
と
も
呼
ば
れ
る
。

108 

「
手
打
」
は
木
舞
に
最
初
に
行
う
下
塗
り
の
こ
と
。
荒
壁
と
も
い
う
。
と
く
に
団
子
状
に
し
た
土

を
手
で
木
舞
に
打
ち
付
け
る
こ
と
を
手
打
ち
と
い
い
、
土
蔵
な
ど
厚
い
壁
を
作
る
際
に
行
わ
れ
る
。

109 

「
毛
伏
」
は
、
土
蔵
な
ど
の
厚
い
土
壁
を
作
る
際
に
行
わ
れ
る
、
荒
壁
の
上
に
さ
ら
に
等
間
隔
に

縄
を
埋
め
込
む
作
業
を
指
す
も
の
か
。

110 

「
備
」
は
「
満
」（
ま
）
の
誤
写
か
。「
掛
札
之
留
」
に
あ
る
同
様
の
文
で
は
、
満
（
ま
）
と
記
さ

れ
て
い
る
。

111 

「
掛
札
之
留
」
に
は
同
所
に
つ
い
て
、「
片
羽
目
」
か
ら
「
両
面
羽
目
」
に
仕
直
し
た
と
あ
る
。

両
面
羽
目
は
壁
に
な
る
面
の
両
面
か
ら
板
を
張
る
こ
と
で
、
太
鼓
羽
目
と
も
呼
ば
れ
る
。

112 

「
階
子
」（
は
し
ご
）は
、階
段
の
こ
と
。
と
く
に
こ
こ
で
は
北
東
寄
り
に
位
置
す
る
階
段（
表
階
段
）

を
指
す
。

113 

「
掛
札
之
留
」
で
は
こ
の
位
置
の
明
か
り
取
り
窓
は
新
規
に
設
置
し
た
と
す
る
。
ま
た
宝
暦
以
前

の
修
理
銘
板
の
内
容
を
伝
え
る
「
御
天
守
ニ
有
之
候
看
板
之
写
」（
以
下
「
看
板
之
写
」
と
表
記
す
る
）

に
よ
れ
ば
、
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
に
二
重
か
ら
三
重
の
上
り
階
段
に
明
か
り
取
り
窓
一
か
所
が

新
設
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
実
測
図
に
よ
れ
ば
、
こ
の
場
所
に
明
か
り
取
り
窓
は
一
か
所
設
置
さ
れ
て

い
た
。

114 

「
備
」
は
「
満
」（
ま
）
の
誤
写
か
。
階
段
の
あ
る
間
の
東
側
の
壁
の
意
味
。

115 

「
掛
札
之
留
」
で
は
こ
の
位
置
の
明
か
り
取
り
窓
は
「
有
来
ル
窓
」
を
広
げ
た
も
の
と
す
る
。
ま

た
「
看
板
之
写
」
に
よ
れ
ば
、
寛
文
九
年
に
三
重
か
ら
四
重
の
上
り
階
段
に
明
か
り
取
り
窓
三
か
所

が
新
設
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
昭
和
実
測
図
に
よ
れ
ば
、
こ
の
場
所
に
は
明
か
り
取
り
窓
が
五
か
所

設
置
さ
れ
て
い
た
。

116 

「
刎
蓋
」
は
、
槻
格
子
の
明
か
り
取
り
窓
を
ふ
さ
ぐ
た
め
の
は
ね
上
げ
式
の
蓋
の
こ
と
か
。

117 

鴨
居
に
溜
ま
っ
た
水
を
外
に
排
出
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
穴
。

118 

「
土
戸
鉄
車
」
は
、
土
戸
を
開
閉
す
る
た
め
に
底
部
に
付
け
ら
れ
た
鉄
製
の
車
輪
。

119 

土
間
や
地
面
に
敷
き
並
べ
る
平
ら
な
瓦
。
天
守
入
口
舛
形
で
は
口
御
門
を
入
っ
て
す
ぐ
の
約
二

間
四
方
の
範
囲
に
鉛
の
敷
瓦
が
敷
か
れ
て
い
た
と
い
う
（『
金
城
温
古
録
』
十
）。

120 

四
角
形
の
敷
瓦
。

121 

三
角
形
の
敷
瓦
。
こ
こ
で
は
四
角
瓦
と
併
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
目
地
が
縁
に
対
し
て

四
十
五
度
に
な
る
よ
う
に
斜
め
に
敷
い
た
四
半
敷
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

122 
こ
こ
で
い
う
「
中
御
門
」
は
、
天
守
入
口
舛
形
の
内
側
の
門
の
こ
と
か
。『
金
城
温
古
録
』（
十
）

に
よ
れ
ば
、
こ
の
門
の
内
外
と
も
に
土
瓦
を
敷
い
て
い
た
と
さ
れ
る
。

123 

「
高
宮
縁
」（
た
か
み
や
べ
り
）
は
、
藍
染
さ
れ
た
麻
の
縁
。

124 

「
備
後
織
」
は
「
備
後
表
」
の
こ
と
で
、
現
在
の
広
島
県
尾
道
・
福
山
付
近
で
生
産
さ
れ
る
畳
表
。

最
上
級
品
と
さ
れ
た
。

125 

「
土
居
葺
」
は
、
瓦
葺
き
の
下
地
と
し
て
敷
か
れ
る
薄
い
板
材
。
一
般
に
は
柿
板
や
杉
皮
な
ど
が



96

用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

126 
「
の
し
板
」（
熨
斗
板
）
は
屋
根
の
下
地
材
と
な
る
「
野
地
板
」
の
こ
と
。
修
理
前
後
の
屋
根
の

仕
様
を
示
す
「
銅
葺
野
地
之
図
」（
口
絵
７
）
に
よ
れ
ば
、
修
理
前
の
屋
根
に
は
地
垂
木
と
裏
板
の

上
に
「
熨
斗
板
」
が
二
重
に
敷
か
れ
、
熨
斗
板
と
軒
先
の
野
垂
木
の
上
に
渡
し
た
木
舞
の
上
に
土
居

葺
が
敷
か
れ
て
い
た
。

127 

「
裏
板
」
は
屋
根
裏
に
貼
り
付
け
た
板
。
注

126
も
参
照
。

128 

「
掛
札
之
留
」
に
は
土
居
桁
と
あ
る
。「
銅
葺
野
地
之
図
」（
口
絵
７
）
に
よ
れ
ば
、
修
理
後
の
屋

根
に
は
裏
板
の
上
に
土
居
桁
が
置
か
れ
た
。

129 

「
銅
葺
野
地
板
之
図
」（
口
絵
７
）
で
は
土
居
桁
と
熨
斗
板
の
間
に
等
間
隔
に
横
材
が
置
か
れ
て

お
り
、
こ
こ
で
い
う
「

」
は
こ
れ
に
当
た
る
と
思
わ
れ
る
。

130 

二
重
目
か
ら
四
重
目
ま
で
の
破
風
の
総
数
と
一
致
す
る
。

131 

丸
瓦
を
固
定
す
る
た
め
の
土
台
と
な
る
桟
木
。「
銅
葺
野
地
之
図
」（
口
絵
７
）
で
も
熨
斗
板
の

上
に
「
丸
桟
木
」
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

132 

屋
根
の
最
上
部
に
位
置
す
る
水
平
の
棟
。
こ
こ
で
は
破
風
の
大
棟
の
こ
と
か
。

133 

大
棟
の
両
端
か
ら
軒
先
に
向
か
う
化
粧
棟
。
こ
こ
で
は
破
風
の
下
り
棟
の
こ
と
か
。

134 

二
方
向
の
屋
根
の
傾
斜
を
合
わ
せ
て
軒
先
の
隅
に
向
か
う
棟
。
こ
こ
で
は
本
屋
根
の
四
方
の
棟

の
こ
と
か
。

135 

「
鬼
板
御
紋
付
」
は
鬼
瓦
の
別
名
。
名
古
屋
城
の
天
守
で
は
葵
紋
が
配
さ
れ
て
い
た
。

136 

鰭
瓦
。
鬼
瓦
の
下
端
左
右
に
付
く
瓦
で
、
波
や
雲
な
ど
の
意
匠
が
施
さ
れ
る
。

137 

鳥
衾
（
と
り
ぶ
す
ま
）。
鬼
瓦
の
上
に
配
さ
れ
る
、
円
筒
形
で
反
り
の
あ
る
瓦
。

138 

か
ら
か
ね
。
青
銅
の
こ
と
。

139 

土
居
熨
斗
。
外
壁
と
屋
根
が
接
す
る
部
分
や
棟
か
ら
雨
水
が
入
ら
な
い
よ
う
す
る
た
め
に
葺
か

れ
た
瓦
。

140 

き
つ
ね
ご
う
し
。
妻
飾
り
の
ひ
と
つ
。
格
子
の
内
側
に
板
を
張
っ
た
も
の
。

141 

破
風
板
の
逆
輪
（
飾
金
具
風
の
意
匠
）
に
施
さ
れ
た
葵
紋
の
こ
と
。『
金
城
温
古
録
』（
十
）
に

よ
れ
ば
、
宝
暦
修
理
で
破
風
板
を
銅
板
で
包
む
よ
う
に
な
る
以
前
か
ら
「
木
地
の
面
に
滅
金
の
御
紋

を
打
て
付
け
」
て
い
た
と
い
う
。

142 

長
塗
に
つ
い
て
は
注
37
を
参
照
。
白
長
塗
は
さ
ら
に
白
粉
を
混
ぜ
て
白
色
に
着
色
し
た
も
の
。

143 

榎
多
門
を
入
っ
て
東
に
進
ん
だ
、
西
之
丸
の
土
居
下
に
あ
っ
た
小
屋
の
こ
と
。
注25

も
参
照

144 

米
蔵
構
の
こ
と
。
注
39
を
参
照
。

145 

「
増
田
組
」
は
『
金
城
温
古
録
』（
二
十
七
）
に
あ
る
「
益
田
（
ま
し
た
）
方
」「
益
田
御
中
間
」

の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
同
書
に
よ
れ
ば
、
名
古
屋
築
城
の
際
、
清
須
近
郊
の
増
田
村
（
現
稲
沢
市
増

田
町
）
か
ら
召
し
抱
え
た
者
が
城
内
の
掃
除
を
担
っ
た
こ
と
に
よ
る
、
掃
除
方
の
旧
称
で
、
同
書
編

纂
時
点
で
は
本
丸
掃
除
方
に
の
み
伝
わ
る
呼
称
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
掃
除
方
の
役
所
は
天
明
二

年
（
一
七
八
二
）
以
前
は
、下
多
門
の
西
北
、井
戸
の
近
く
に
あ
っ
た
と
す
る
。「
取
建
方
指
図
」（
口

絵
８
）
に
は
下
多
門
の
西
北
に
井
戸
が
描
か
れ
て
い
る
。

146 

御
深
井
丸
西
北
角
に
位
置
す
る
櫓
。
現
在
の
西
北
隅
櫓
。

147 

小
天
守
と
西
南
隅
櫓
の
間
に
設
け
ら
れ
て
い
た
多
門
。

148 

大
手
馬
出
と
西
之
丸
の
接
続
部
分
に
あ
っ
た
西
拍
子
木
門
の
こ
と
。「
取
建
方
指
図
」（
口
絵
８
）

に
は
門
の
西
側
に
板
塀
が
あ
り
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
堀
内
に
仕
切
り
が
描
か
れ
て
い
る
。

149 

黒
御
門
（
く
ろ
ご
も
ん
）
は
二
之
丸
御
殿
玄
関
の
南
側
に
あ
っ
た
門
。
黒
御
門
足
軽
頭
は
元
和

九
年
（
一
六
二
三
）
に
初
め
て
仰
せ
付
け
ら
れ
、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
頃
、「
持
筒
頭
」
と
改

名
（
前
掲
『
名
古
屋
城
下
お
調
べ
帳
』）。
宝
暦
修
理
で
は
見
廻
り
役
を
つ
と
め
た
（
前
掲
「
掛
札

之
留
」）。

150 

先
手
組
（
さ
き
て
ぐ
み
）
は
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
大
坂
の
陣
の
際
に
鉄
炮
頭
二
十
一
人
、

弓
頭
十
二
人
を
供
奉
さ
せ
た
こ
と
に
は
じ
ま
り
、
元
禄
か
ら
享
保
の
間
（
一
六
八
八
～
一
七
三
六
）

に
先
手
組
の
名
が
付
い
た
と
い
う
。（
前
掲
『
名
古
屋
城
下
お
調
べ
帳
』） 

宝
暦
修
理
で
は
見
廻
り
役

を
つ
と
め
た
。（「
掛
札
之
留
」）
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151 

金
瘡
医
（
き
ん
そ
う
い
）
は
刀
傷
な
ど
の
創
傷
手
当
を
専
門
と
す
る
医
者
。「
掛
札
之
留
」
に
は

天
守
修
復
御
用
掛
と
し
て
金
瘡
医
二
名
の
名
が
み
え
る
。

152 

馬
廻
組
は
藩
主
の
警
固
に
あ
た
る
役
。
宝
暦
修
理
で
は
見
廻
り
役
を
つ
と
め
た
（「
掛
札
之
留
」）。

153 

五
十
人
組
は
藩
主
の
側
に
あ
っ
て
雑
使
・
警
護
の
任
に
あ
た
る
役
（
前
掲
『
名
古
屋
城
下
お
調

べ
帳
』）。
宝
暦
修
理
で
は
見
廻
り
役
を
つ
と
め
た
（「
掛
札
之
留
」）。

154 

押
之
者
（
お
さ
え
の
も
の
）
と
小
吏
（
し
ょ
う
り
）
は
と
も
に
下
級
の
役
人
。

155 

す
か
し
ご
も
ん
。
西
之
丸
と
御
深
井
丸
の
境
に
あ
っ
た
門
。

156 

本
丸
の
北
辺
、
大
天
守
の
東
側
に
位
置
す
る
門
。

157 

修
理
工
事
の
た
め
に
御
深
井
丸
か
ら
大
天
守
内
に
通
じ
る
位
置
に
設
け
ら
れ
た
仮
設
橋
の
こ
と
。

158 

箱
番
所
。
移
動
式
の
簡
易
な
番
所
。

159 

本
丸
の
北
側
、
御
深
井
丸
の
東
端
に
位
置
し
、
搦
手
馬
出
と
つ
な
が
る
塩
蔵
構
の
西
辺
に
位
置

す
る
門
。

160 

「
取
建
方
指
図
」（
口
絵
８
）
に
は
、
小
天
守
入
口
に
、「
此
番
所
御
城
代
組
御
足
軽
昼
二
人
夜
三

人
内
一
人
不
寝
番
相
勤
候
筈
」
の
注
記
が
あ
り
、
こ
の
位
置
に
番
所
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

161 

本
丸
御
殿
上
台
所
の
こ
と
。

162 

垂
木
の
上
に
横
に
渡
し
、
屋
根
材
を
受
け
る
細
長
い
材
。

163 

と
り
ぶ
き
。
屋
根
の
ふ
き
方
の
ひ
と
つ
。
そ
ぎ
板
を
並
べ
て
、風
で
飛
ば
な
い
よ
う
に
石
や
丸
太
、

竹
な
ど
で
押
さ
え
た
屋
根
。

164 

透
門
の
南
、
御
蔵
構
の
東
南
隅
、
内
堀
の
西
南
隅
に
あ
た
る
位
置
に
あ
っ
た
門
。
透
門
と
吹
貫

門
の
間
は
、
堀
と
御
蔵
構
の
塀
に
挟
ま
れ
た
直
線
の
通
路
と
な
っ
て
い
た
。

165 

門
の
左
右
両
側
に
つ
く
ら
れ
る
低
い
塀
。

166 

こ
の
時
、
榎
多
門
に
続
く
作
事
用
の
通
路
と
す
る
た
め
、
吹
貫
門
・
透
門
を
袖
塀
と
と
も
に
解

体
撤
去
し
た
と
さ
れ
て
お
り
（『
金
城
温
古
録
』
二
十
四
）、
そ
の
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

167 

荷
物
を
運
搬
す
る
人
足
。

168 

溝
の
な
い
敷
居
。

169 

「
か
つ
ら
石
」
は
建
物
の
基
壇
の
上
端
に
縁
材
と
し
て
置
か
れ
る
長
方
形
の
石
材
。

170 

控
え
柱
の
こ
と
。

171 

「
籏
台
」
は
、
不
明
門
を
本
丸
側
に
入
っ
た
左
右
、
お
よ
び
正
面
の
石
垣
の
う
ち
、
上
部
に
建
造

物
の
な
い
平
ら
な
部
分
を
指
す
。『
金
城
温
古
録
』（
四
）
は
、
戦
の
さ
い
に
門
の
守
衛
が
旗
を
立

て
る
場
所
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

172 

こ
こ
で
は
天
守
西
北
堀
の
外
側
石
垣
（
御
深
井
丸
側
）
の
天
端
の
な
ら
し
石
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

注
75
も
参
照
。

173 

こ
こ
で
は
堀
端
に
設
け
ら
れ
た
小
土
居
を
指
す
。
本
丸
四
方
の
堀
の
外
縁
に
は
す
べ
て
「
玉
縁
」

が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
と
く
に
井
楼
や
桟
橋
が
仮
設
さ
れ
た
天
守
西
側
の
堀
で
は
、
透
門
か
ら
吹
貫

門
の
間
で
巾
六
尺
の
玉
縁
が
設
け
ら
れ
て
い
た
（『
金
城
温
古
録
』
十
六
）。
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名
古
屋
城
旧
本
丸
御
殿
障
壁
画
「
雪
中
梅
竹
鳥
図
」
の
復
元
模
写
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
―
樋
口
広
芳
「
名
古
屋
城
本
丸
御
殿
の
襖
絵
「
雪
中
梅
竹
鳥
図
」
の
謎
」
に
応
え
て
―

近
藤
　
将
人 

　
本
稿
は
『
Ｕ
Ｐ
』
二
〇
一
九
年
十
二
月
号
（
東
京
大
学
出
版
会
）

所
収
の
樋
口
広
芳
「
名
古
屋
城
本
丸
御
殿
の
襖
絵
「
雪
中
梅
竹
鳥
図
」

の
謎
」
で
提
示
さ
れ
た
見
解
に
対
し
て
、
回
答
す
る
も
の
で
あ
る
。

回
答
に
移
る
前
に
、
ま
ず
は
当
該
障
壁
画
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
て

お
き
た
い
。

　
「
雪
中
梅
竹
鳥
図
」（
口
絵
９
‐
１
）
は
、寛
永
十
一
年
（
一
六
三
四
）

に
名
古
屋
城
旧
本
丸
御
殿
の
上
洛
殿
三
之
間
に
描
か
れ
た
障
壁
画
で

あ
る
。
名
古
屋
城
旧
本
丸
御
殿
は
慶
長
二
十
年
（
一
六
一
五
）
に
造
営
、

寛
永
十
一
年
に
増
改
築
さ
れ
た
江
戸
時
代
初
期
を
代
表
す
る
御
殿
建

築
で
あ
り
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
に
戦
災
焼
失
し
た
が
、
室

内
を
飾
っ
た
障
壁
画
に
つ
い
て
は
、
襖
・
障
子
・
杉
戸
・
天
井
板
な

ど
の
取
り
外
し
可
能
な
も
の
は
事
前
の
避
難
に
よ
り
焼
失
を
免
れ
た
。

現
在
一
、
〇
四
七
面
が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、「
雪
中
梅

竹
鳥
図
」
も
そ
の
う
ち
の
一
点
（
四
面
）
で
あ
る
。

　

作
者
は
当
時
狩
野
派
の
中
心
的
人
物
で
あ
っ
た
狩
野
探
幽
で
あ

り
、
江
戸
狩
野
派
様
式
の
完
成
を
示
す
記
念
碑
的
作
例
と
称
さ
れ
る
。

原
本
に
は
、
モ
チ
ー
フ
を
極
限
ま
で
絞
り
遠
近
の
差
を
つ
け
ず
同
一

平
面
上
に
収
め
る
、
モ
チ
ー
フ
を
画
面
内
に
収
め
構
図
も
多
角
形
や

円
な
ど
に
基
づ
い
た
幾
何
学
的
な
も
の
と
す
る
、
金
砂
子
な
ど
を
配

す
る
こ
と
で
余
白
自
体
を
絵
画
表
現
の
一
部
と
し
て
効
果
的
に
活
用

す
る
、
と
い
っ
た
探
幽
が
成
立
さ
せ
た
江
戸
狩
野
派
様
式
の
象
徴
と

も
言
え
る
技
法
が
見
ら
れ
る
。

　
「
雪
中
梅
竹
鳥
図
」
の
主
題
は
、
屈
曲
す
る
梅
と
枝
先
で
遊
ぶ
尾

長
鳥
で
あ
る
。
梅
は
画
面
右
端
か
ら
屈
曲
を
繰
返
し
な
が
ら
左
上
へ

と
伸
長
す
る
が
、
襖
の
枠
に
至
る
前
に
左
下
へ
と
下
降
す
る
。
梅
の

枝
は
襖
の
枠
内
に
収
ま
り
、
そ
の
枝
先
は
画
面
左
方
を
指
し
、
延
長

線
上
に
は
尾
長
鳥
が
翻
る
。

　

さ
て
、
今
回
、
鳥
類
学
者
で
あ
る
樋
口
氏
に
よ
っ
て
問
題
提
起
さ

れ
た
の
は
、
原
本
で
は
な
く
、
そ
の
復
元
模
写
に
つ
い
て
で
あ
る

（
口
絵
1 0
‐
１
）。
原
本
の
四
面
の
う
ち
、
右
か
ら
二
枚
目
の
中
央
に

は
楕
円
形
の
欠
損
が
あ
り
、
周
縁
に
尾
・
羽
根
が
残
存
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
元
々
は
鳥
が
描
か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
口
絵
９
‐

２
）。
復
元
模
写
作
成
に
際
し
て
は
、
同
時
代
の
作
例
や
欠
損
部
の

形
状
か
ら
、
欠
損
部
が
雉
子
の
胴
体
で
あ
る
と
結
論
づ
け
、
そ
の
復

元
を
行
っ
た
（
口
絵
1 0
‐
２
）。
樋
口
氏
は
、
こ
の
復
元
模
写
に
つ

い
て
、
鳥
の
尾
の
形
状
や
模
様
か
ら
、
欠
損
部
が
ヤ
マ
ド
リ
で
あ
る

可
能
性
を
指
摘
し
た
上
で
、
現
状
の
復
元
模
写
に
つ
い
て
は
「
キ
ジ

の
上
体
に
ヤ
マ
ド
リ
の
尾
が
付
い
た
、
き
わ
め
て
奇
妙
な
鳥
に
な
っ

て
い
る
」
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
併
せ
て
「
こ
の
奇
妙
な
「
キ

ジ
」
の
復
元
画
を
こ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
の
は
明
ら
か
に
好
ま
し
く

な
い
。
早
急
に
検
討
の
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。」
と
も
述
べ
て

い
る
。



99 名古屋城調査研究センター研究紀要　第１号（2020 年）　

復
元
模
写
事
業
と
復
元
の
経
緯
に
つ
い
て

　

本
稿
で
は
、
主
に
絵
画
史
的
見
地
か
ら
、
原
本
の
欠
損
部
を
如
何

に
し
て
雉
子
と
判
断
し
、
模
写
の
作
成
に
至
っ
た
か
に
つ
い
て
の
経

緯
を
示
し
た
上
で
、
樋
口
氏
の
見
解
へ
の
回
答
を
行
う
。

　

名
古
屋
市
で
は
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
よ
り
旧
本
丸
御
殿
障
壁

画
の
復
元
模
写
事
業
を
開
始
し
、
現
在
は
名
古
屋
城
本
丸
御
殿
復
元

模
写
共
同
体
に
委
託
し
て
い
る
。
当
該
障
壁
画
に
つ
い
て
は
平
成

二
十
七
年
度
に
模
写
の
作
成
が
行
わ
れ
、
平
成
三
十
年
六
月
よ
り
復

元
本
丸
御
殿
内
に
嵌
め
込
ま
れ
、
現
在
常
設
公
開
を
行
っ
て
い
る
。

　

復
元
の
経
緯
に
つ
い
て
示
す
前
に
、
ま
ず
は
復
元
模
写
に
つ
い
て

簡
単
に
説
明
し
た
い
。
古
典
絵
画
模
写
に
は
大
別
し
て
「
現
状
模
写
」

と
「
復
元
模
写
」
の
二
種
類
が
あ
る
。
現
状
模
写
は
、
原
本
の
経
年

に
よ
る
劣
化
・
汚
損
や
加
筆
・
補
筆
な
ど
を
そ
の
ま
ま
に
写
し
取
る

も
の
で
あ
り
、
完
成
し
た
模
写
は
基
本
的
に
原
本
と
大
差
な
い
も
の

と
な
る
。　

　

一
方
、
復
元
模
写
は
、
原
本
が
描
か
れ
た
時
代
の
様
式
や
彩
色
な

ど
を
復
元
的
に
描
く
も
の
で
あ
り
、
完
成
し
た
模
写
は
原
本
を
作
成

当
時
の
状
態
に
遡
ら
せ
た
も
の
と
な
る
。
復
元
模
写
は
性
質
上
、
本

紙
の
欠
損
や
顔
料
の
剥
落
部
分
に
つ
い
て
も
、
復
元
が
可
能
で
あ
る

と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
一
定
の
根
拠
を
以
て
補
筆
、
補
彩
を
行
う
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
部
分
は
創
作
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
同
時
代
の
類

似
作
例
か
ら
表
現
を
援
用
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
蛍
光
Ｘ
線
分
析
な

ど
の
科
学
的
調
査
も
行
い
な
が
ら
検
証
し
て
い
る
。

　

雪
中
梅
竹
鳥
図
の
欠
損
部
の
鳥
に
つ
い
て
は
、
胴
体
部
分
は
全
て

喪
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
尾
羽
の
一
部
と
尾
を
残
し
て
い
る
点
や
、

画
面
の
主
要
な
場
所
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
胴
体
部
の
復
元

が
必
要
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
、
下
記
の
根
拠
に
基
づ
き
方
針
を

定
め
、
復
元
を
行
っ
た
。

①
同
時
代
の
作
例
と
の
比
較

　

欠
損
部
の
復
元
の
際
の
根
拠
と
し
て
、
同
時
代
の
本
人
、
周
辺
作

家
が
手
掛
け
た
画
題
が
共
通
す
る
作
例
を
参
考
に
し
た
。
具
体
的
に

は
狩
野
尚
信
筆
「
梅
雉
子
図
」（
知
恩
院
大
方
丈
、
図
１
）
お
よ
び
、

狩
野
探
幽
筆
「
松
錦
鶏
図
」（
二
条
城
二
の
丸
御
殿
、
図
２
）
で
あ

る
。
こ
う
し
た
寛
永
期
の
鳥
に
体
を
丸
め
て
羽
根
を
休
め
る
表
現
が

あ
る
こ
と
や
、「
雪
中
梅
竹
鳥
図
」
の
欠
損
部
が
楕
円
状
で
あ
る
こ

と
、
欠
損
部
右
端
に
尾
羽
の
端
を
残
す
こ
と
か
ら
、
欠
損
部
は
羽
根

を
休
め
た
鳥
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。

②
『
金
城
温
古
録
』
の
記
述

　
『
金
城
温
古
録
』
は
、
尾
張
藩
士
奥
村
得
義
と
そ
の
養
子
定
に
よ
っ

て
編
纂
さ
れ
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
に
尾
張
藩
に
献
納
さ
れ
た

名
古
屋
城
に
関
す
る
膨
大
な
記
録
集
で
あ
る
。
名
古
屋
城
の
百
科
事

典
と
も
言
わ
れ
、
本
丸
御
殿
復
元
の
際
に
は
根
本
史
料
の
一
つ
と

な
っ
た
。
上
洛
殿
三
之
間
の
欠
損
部
に
つ
い
て
、『
金
城
温
古
録
』

に
は
「
雉
子
」
と
記
述
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
万
延
元
年
の
時

点
で
は
雉
子
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。

　

以
上
の
二
点
か
ら
、
欠
損
部
は
「
羽
根
を
休
め
、
体
を
丸
め
た
雉

子
」
と
し
て
復
元
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
た
。
そ

の
上
で
、「
原
本
の
雰
囲
気
を
決
し
て
損
ね
な
い
」
と
い
う
視
点
か

ら
復
元
部
分
の
検
討
を
行
っ
た
。「
雪
中
梅
竹
鳥
図
」
で
言
え
ば
、

1

2
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濃
墨
で
描
か
れ
た
屈
曲
す
る
梅
の
枝
や
尾
長
鳥
が
筆
者
の
見
せ
た
い

モ
チ
ー
フ
で
あ
る
と
解
さ
れ
、
薄
墨
で
描
か
れ
た
鳥
の
尾
や
雀
は
あ

く
ま
で
従
属
的
な
も
の
で
あ
り
、
復
元
模
写
に
際
し
て
は
現
存
部
分

を
損
ね
な
い
且
つ
、
寛
永
期
絵
画
と
し
て
矛
盾
の
無
い
表
現
が
模
索

さ
れ
た
。
そ
の
成
果
物
が
前
述
の
口
絵
1 0
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
、「
雪
中
梅
竹
鳥
図
」
の
復
元
方
針
お
よ
び
欠
損
部
の

復
元
に
つ
い
て
経
緯
を
述
べ
て
き
た
。
以
降
は
、
樋
口
氏
の
記
事
に

回
答
す
る
か
た
ち
で
、
こ
ち
ら
の
見
解
を
提
示
し
て
い
き
た
い
。

観
点
①
　
胴
体
と
尾
の
不
自
然
さ
に
つ
い
て

　

樋
口
氏
は
「
雪
中
梅
竹
鳥
図
」
の
復
元
部
分
に
つ
い
て
、「
胴
体

が
前
面
を
向
い
て
い
る
の
に
、
尾
は
お
も
て
（
背
）
面
を
向
け
て
い

る
こ
と
に
な
る
」
と
し
、「
胴
体
と
尾
羽
の
向
き
や
位
置
が
合
っ
て

い
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
鳥
類
学
の
見
地
か
ら
「
キ
ジ

を
ふ
く
め
て
鳥
の
尾
は
、
尻
の
先
に
し
っ
か
り
と
固
定
さ
れ
て
お
り
、

状
況
に
よ
っ
て
多
少
曲
げ
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
復
元
画
に
表
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
真
逆
と
も
言
え
る
ほ
ど
ひ
ね
り
返
す
こ
と
は
で
き
な

い
。」
と
し
た
上
で
、
残
さ
れ
た
尾
が
ヤ
マ
ド
リ
の
尾
の
裏
面
で
あ

れ
ば
、
こ
の
不
自
然
さ
に
理
由
付
け
が
行
え
る
と
し
て
い
る
。

　

確
か
に
、
鳥
類
学
の
見
地
か
ら
言
え
ば
、
復
元
部
分
の
尾
と
胴
体

は
矛
盾
し
た
表
現
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
狩
野
派
の

絵
画
表
現
と
し
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、「
雪
中
梅
竹
鳥

図
」
と
同
時
期
に
描
か
れ
た
「
雉
子
躑つ

つ
じ躅

図
」
杉
戸
絵
（
図
３
）
で
は
、

雉
子
の
胴
体
は
完
全
に
左
方
を
向
い
て
い
る
。
こ
こ
で
鳥
類
学
的
見

地
に
従
う
な
ら
ば
尾
の
横
斑
は
上
を
向
き
、
画
面
に
は
横
斑
の
端
の

部
分
し
か
見
え
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
尾
は
鑑
賞

者
の
方
向
に
概
ね
九
十
度
回
転
し
た
状
態
で
描
か
れ
、
尾
の
線
だ
け

で
な
く
左
右
両
方
の
横
斑
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
う
し
た
尾
を
胴
体
に
対
し
て
九
十
度
曲
げ
る
表
現
は
、
例
え
ば

表
書
院
一
之
間
「
桜
花
雉
子
図
」（
図
４
）
な
ど
、
本
丸
御
殿
の
雉

子
の
ほ
ぼ
全
て
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。
狩
野
派
は
御
用
絵
師
と
し
て

の
ブ
ラ
ン
ド
維
持
の
た
め
に
、
画
派
内
で
モ
チ
ー
フ
の
描
き
方
を
統

一
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
尾
を
九
十
度
回
転
さ
せ
左
右
の
横
斑
を
見

せ
る
描
き
方
が
狩
野
派
内
で
共
有
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
だ
ろ

う
。

　

樋
口
氏
は
「
狩
野
派
の
絵
師
、
と
り
わ
け
狩
野
探
幽
は
、
国
内
外

の
い
ろ
い
ろ
な
資
料
や
自
身
に
よ
る
描
写
経
験
を
も
と
に
対
象
と
な

る
鳥
の
姿
や
形
に
精
通
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
よ
う
な
不
自
然
な
絵
を
描
く
こ
と
は
ま
ず
な
い
だ
ろ
う
。」
と

主
張
し
、
例
と
し
て
知
恩
院
や
二
条
城
の
障
壁
画
を
挙
げ
て
い
る
。

前
述
の
通
り
、
知
恩
院
・
二
条
城
は
共
に
「
雪
中
梅
竹
鳥
図
」
の
欠

損
部
復
元
に
お
い
て
参
考
と
し
た
部
分
を
有
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、

そ
の
該
当
部
分
で
あ
る
狩
野
尚
信
筆
「
梅
雉
子
図
」（
知
恩
院
大
方

丈
）
お
よ
び
、
狩
野
探
幽
筆
「
松
錦
鶏
図
」（
二
条
城
二
の
丸
御
殿
）

に
つ
い
て
見
る
と
、
両
者
共
に
胴
体
を
右
に
向
け
て
い
る
が
、
尾
は

胴
体
に
対
し
て
九
十
度
曲
げ
て
正
面
に
向
け
、
左
右
の
横
斑
を
見
せ

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、「
雪
中
梅
竹
鳥
図
」
と
は
違
い
、
胴
体
と
尾

は
分
断
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
表
現
を
自
然
と
し
、「
雪

中
梅
竹
鳥
図
」
を
不
自
然
と
判
断
す
る
の
は
早
計
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

そ
こ
で
、
さ
ら
に
傍
証
と
し
て
、
狩
野
洞
雲
の
「
花
鳥
図
屏
風
」

に
描
か
れ
る
雉
子
（
図
５
）
を
取
り
上
げ
た
い
。
洞
雲
は
彫
金
師
・

後
藤
立
乗
の
息
子
で
あ
り
、
寛
永
十
二
年
に
探
幽
の
養
子
と
な
っ
た
。

4
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観
点
②
　
尾
の
模
様
と
長
さ
に
つ
い
て

　

樋
口
氏
は
原
本
の
尾
の
模
様
に
つ
い
て
、「
横
斑
の
模
様
と
そ
の

周
辺
の
特
徴
に
関
す
る
限
り
、
原
画
の
尾
は
キ
ジ
の
尾
に
限
り
な
く

近
い
」
と
し
な
が
ら
、
ヤ
マ
ド
リ
の
尾
の
横
斑
が
キ
ジ
の
横
斑
よ
り

縦
方
向
に
幅
広
く
、
横
斑
同
士
の
間
隔
も
広
い
点
が
原
本
の
印
象
に

近
い
点
、
原
本
の
横
斑
と
横
斑
の
間
に
ゴ
マ
状
の
黒
い
小
斑
が
点
在

し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
ヤ
マ
ド
リ
の
尾
を
想
起
さ
せ
る
点
、
ま
た
、

雉
子
の
尾
の
裏
面
に
模
様
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
原
本
の
尾
が

探
幽
に
実
子
・
探
信
が
生
ま
れ
る
ま
で
は
後
継
者
と
し
て
の
養
育
を

受
け
て
お
り
、
そ
の
画
風
は
探
幽
の
様
式
を
極
め
て
忠
実
に
引
き
継

い
で
い
る
。
こ
こ
で
、「
花
鳥
図
屏
風
」
の
雉
子
に
つ
い
て
見
る
と
、

胴
体
が
右
方
を
向
い
て
い
る
一
方
、
尾
は
表
面
を
見
せ
て
お
り
、
胴

体
と
尾
は
「
雪
中
梅
竹
鳥
図
」
と
同
じ
く
木
の
幹
に
よ
り
分
断
さ
れ

て
い
る
。
こ
う
し
た
表
現
は
、
例
え
ば
探
幽
の
孫
弟
子
に
あ
た
る
鶴

沢
探
鯨
「
桜
雉
子
・
梅
金
鶏
図
屏
風
」（
図
６
）
に
も
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
探
幽
の
子
世
代
、
孫
世
代
に
お
い
て
も
胴
体
と
尾
に

生
物
学
的
矛
盾
の
あ
る
表
現
が
採
用
さ
れ
て
い
る
以
上
、
こ
う
し
た

表
現
こ
そ
が
江
戸
時
代
初
期
に
お
け
る
狩
野
派
絵
画
の
正
統
表
現
で

あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
名
古
屋
城
旧
本
丸
御
殿
障
壁
画
に
描
か
れ
る
雉
子
・
ヤ
マ

ド
リ
を
総
覧
す
る
と
、
そ
の
全
て
が
尾
の
表
側
の
模
様
を
見
せ
て
い

る
。
仮
に
樋
口
氏
の
見
解
に
従
い
、「
雪
中
梅
竹
鳥
図
」
に
描
か
れ

る
尾
が
ヤ
マ
ド
リ
の
尾
の
裏
面
で
あ
る
な
ら
、
名
古
屋
城
旧
本
丸
御

殿
全
体
で
本
図
の
み
が
ヤ
マ
ド
リ
の
尾
の
裏
面
を
描
い
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
矛
盾
の
解
消
の
た
め
の
解
釈
が
新
た
な
矛
盾
を
生
む
事
態

と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

裏
面
で
あ
れ
ば
ヤ
マ
ド
リ
の
尾
に
近
い
と
い
う
点
か
ら
、
原
本
の
尾

は
ヤ
マ
ド
リ
の
可
能
性
が
あ
る
と
の
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。
尾
の

表
裏
に
つ
い
て
は
前
項
で
指
摘
し
た
通
り
な
の
で
、
本
項
で
は
模
様

に
着
目
し
て
見
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
、「
雪
中
梅
竹
鳥
図
」
と
同
時
期
に
名
古
屋
城
旧
本
丸
御
殿

に
描
か
れ
た
「
松
雉
子
流
水
図
」（
上
洛
殿
松
之
間
、
図
７
）
の
ヤ

マ
ド
リ
の
尾
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。「
松
雉
子
流
水
図
」
に
描

か
れ
る
ヤ
マ
ド
リ
は
尾
を
畳
ん
だ
状
態
で
あ
る
が
、
横
斑
は
細
い
黒

帯
と
太
め
の
暗
褐
色
で
構
成
さ
れ
、
尾
羽
の
端
ま
で
達
し
て
い
る
。

次
に
、
前
項
で
も
取
り
上
げ
た
「
雉
子
躑
躅
図
」
杉
戸
絵
（
上
洛
殿

一
之
間
西
入
側
）
の
雉
子
に
つ
い
て
見
る
と
、
横
斑
は
黒
色
の
み
で

表
さ
れ
、
縁
は
房
状
に
な
っ
て
お
り
、
尾
羽
の
端
ま
で
達
す
る
こ
と

は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
「
雪
中
梅
竹
鳥
図
」
が
描
か
れ
た
上
洛
殿
三

之
間
と
同
じ
建
物
内
で
、
雉
子
と
ヤ
マ
ド
リ
の
尾
が
明
確
に
描
き
分

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
こ
で
「
雪
中
梅
竹
鳥
図
」
に
つ
い
て
見
る
と
、
樋
口
氏
の
指
摘

通
り
、
尾
は
「
キ
ジ
の
尾
に
限
り
な
く
近
」
く
、
尾
の
線
の
両
側
に

表
さ
れ
た
横
斑
は
房
状
に
描
か
れ
、
尾
羽
の
縁
ま
で
は
達
し
な
い
。

仮
に
こ
の
尾
が
ヤ
マ
ド
リ
の
も
の
で
あ
る
の
な
ら
、
横
斑
は
尾
の
線

を
垂
直
に
横
切
る
よ
う
に
描
か
れ
、
尾
の
縁
ま
で
達
す
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
樋
口
氏
は
「
美
術
作
品
と
し
て
の
襖
絵
の
鳥
は
、
と
き
に
実

際
の
色
や
模
様
を
違
え
、
ま
た
細
か
い
模
様
を
簡
略
化
し
て
い
る
。」

と
し
、「
雪
中
梅
竹
鳥
図
」
に
描
か
れ
る
尾
が
簡
略
化
さ
れ
た
ヤ
マ

ド
リ
の
余
地
を
残
す
と
す
る
。
し
か
し
、
探
幽
が
古
画
を
簡
略
的
に

模
写
し
た
「
探
幽
縮
図
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）
の
花
鳥
図
巻
に

お
け
る
雉
子
の
尾
は
、
尾
の
線
と
房
状
の
横
斑
で
表
さ
れ
る
。
こ
う

し
た
探
幽
の
簡
略
表
現
を
見
る
に
、「
雪
中
梅
竹
鳥
図
」
の
鳥
が
ヤ

5
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マ
ド
リ
の
簡
略
表
現
と
は
言
い
難
く
、
む
し
ろ
雉
子
の
そ
れ
と
解
釈

す
る
の
が
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

さ
ら
に
樋
口
氏
は
、
雉
子
の
尾
の
長
さ
が
約
三
十
五
～
四
十
三
㎝
、

ヤ
マ
ド
リ
が
約
六
十
～
九
十
㎝
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
雪
中
梅
竹
鳥

図
」
の
残
存
部
の
尾
の
長
さ
は
ヤ
マ
ド
リ
を
想
起
さ
せ
る
と
指
摘
す

る
。
し
か
し
、
前
述
の
「
雉
子
躑
躅
図
」
の
雉
子
の
尾
は
長
く
描
か

れ
て
お
り
、
こ
の
傾
向
は
特
に
上
洛
殿
三
之
間
に
隣
接
す
る
松
之
間

で
顕
著
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
尾
の
長
さ
か
ら
雉
子
か
ヤ
マ
ド
リ

か
を
同
定
す
る
の
は
厳
し
く
、
こ
の
点
か
ら
の
考
察
は
困
難
で
あ
る

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

　

加
え
て
、
江
戸
時
代
初
期
に
描
か
れ
た
狩
野
興
以
筆
「
花
鳥
図
屏

風
」（
ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
）、
狩
野
山
雪
筆
「
梅
に
山
鳥
図
襖
」（
天

球
院
）
な
ど
、
ヤ
マ
ド
リ
の
主
要
作
例
は
全
て
濃
彩
画
で
あ
り
、
水

墨
で
描
か
れ
た
ヤ
マ
ド
リ
の
作
例
は
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。
一
方
、

水
墨
で
描
か
れ
た
雉
子
に
つ
い
て
は
狩
野
探
幽
筆
「
竹
に
雉
子
図
」

（
大
徳
寺
）
な
ど
、
探
幽
の
現
存
作
例
中
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
こ
と
は
水
墨
で
描
か
れ
た
ヤ
マ
ド
リ
が
無
い
こ
と
の
担
保

に
は
な
ら
な
い
が
、
留
意
し
て
お
く
べ
き
点
で
は
あ
る
だ
ろ
う
。

観
点
③
　『
金
城
温
古
録
』
の
記
述
に
つ
い
て

観
点
④
　
全
体
の
構
図
か
ら

　

樋
口
氏
は
『
金
城
温
古
録
』
の
「
雪
の
梅
に
雉
子
・
尾
長
鳥
」
の

記
述
を
取
り
上
げ
た
上
で
、『
金
城
温
古
録
』
の
成
立
し
た
万
延
元

年
当
時
は
雉
子
と
ヤ
マ
ド
リ
を
区
別
せ
ず
「
雉
子
」
と
呼
ん
で
い
た

傾
向
が
あ
る
と
し
、「「
雉
子
」
と
い
う
記
述
を
も
っ
て
キ
ジ
と
す
る

根
拠
は
薄
弱
な
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
、
そ
の
例
と
し
て
ヤ
マ
ド
リ

の
描
か
れ
る
上
洛
殿
松
之
間
「
松
雉
子
流
水
図
」、
表
書
院
一
之
間

「
桜
花
雉
子
図
」、
二
条
城
二
の
丸
御
殿
黒
書
院
「
雉
子
図
」
を
挙
げ

　

樋
口
氏
は
左
記
の
点
に
つ
い
て
見
解
を
提
示
し
た
上
で
、
改
め
て

残
存
部
の
尾
と
、
欠
損
部
の
胴
体
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
、「
残
さ

れ
た
尾
の
位
置
と
復
元
さ
れ
た
胴
体
腹
面
の
位
置
か
ら
は
、
尾
の
末

端
は
胴
体
の
正
中
線
上
の
尻
部
で
は
な
く
、
下
腹
部
の
、
し
か
も
奥

側
の
側
面
に
張
り
付
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
な
ん
と
も
奇
妙
な

鳥
の
絵
な
の
だ
。」
と
言
及
し
た
上
で
、「
仮
に
胴
体
を
ヤ
マ
ド
リ
に

変
え
た
と
し
て
も
、
こ
の
姿
勢
や
位
置
の
ま
ま
で
は
お
か
し
い
こ
と

に
変
わ
り
は
な
い
。」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

確
か
に
、
残
存
部
の
尾
と
欠
損
部
の
胴
体
の
バ
ラ
ン
ス
だ
け
を
見

る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
名
称
は
あ
く
ま
で
文
化
財
保
護
法
下
で
の
指

定
名
称
で
あ
り
、
名
古
屋
城
に
つ
い
て
は
昭
和
二
十
六
年
、
二
条
城

に
つ
い
て
は
昭
和
五
十
七
年
に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
際
の
書

類
上
の
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
前
も
慣
習
的
に
障
壁
画

に
は
特
定
の
題
名
が
つ
け
ら
れ
、
書
籍
・
論
文
等
で
紹
介
さ
れ
て
き

た
が
、
指
定
名
称
と
し
て
呼
称
が
固
定
化
し
た
の
は
昭
和
期
で
あ
り
、

江
戸
期
の
呼
称
を
担
保
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　

ま
た
、
建
造
物
の
復
元
に
お
い
て
は
、
明
確
に
復
元
時
期
を
定
め

る
必
要
が
あ
り
、
名
古
屋
城
本
丸
御
殿
は
寛
永
十
一
年
の
上
洛
殿
増

築
期
に
復
元
時
期
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、『
金
城
温
古

録
』
は
二
〇
〇
年
ほ
ど
下
る
記
録
で
は
あ
る
が
、
旧
本
丸
御
殿
の
画

題
を
示
す
記
録
と
し
て
は
最
古
の
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
「
雉
子
」

と
記
述
さ
れ
て
い
る
以
上
、
他
に
明
確
な
反
証
が
な
け
れ
ば
、
記
述

に
従
う
こ
と
が
最
も
妥
当
性
の
高
い
復
元
に
な
る
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
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れ
ば
、
樋
口
氏
が
指
摘
し
て
い
る
通
り
、
そ
の
胴
体
と
尾
の
位
置
関

係
に
は
違
和
感
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
鳥
の
部
分
の

み
を
抜
き
出
し
て
見
た
場
合
で
あ
り
、
画
面
全
体
の
構
図
に
目
を
移

す
と
事
情
は
変
わ
っ
て
く
る
。
長
く
伸
び
た
尾
は
右
か
ら
二
枚
目
で

枝
分
か
れ
し
た
梅
の
う
ち
、
放
物
線
を
描
く
方
の
枝
先
と
互
い
の
延

長
線
上
で
見
事
に
交
わ
る
。
こ
う
し
た
構
図
の
精
彩
は
、
尾
の
長
さ

が
現
在
よ
り
過
不
足
あ
る
も
の
で
は
成
り
立
た
な
く
思
え
る
。
ま
た
、

復
元
で
描
か
れ
た
欠
損
部
の
雉
子
は
画
面
左
方
を
向
い
て
い
る
が
、

こ
れ
は
屈
曲
し
な
が
ら
伸
長
し
て
い
く
梅
の
枝
と
併
せ
て
見
れ
ば
、

同
一
の
ベ
ク
ト
ル
を
持
つ
実
に
調
和
が
取
れ
た
姿
だ
と
わ
か
る
。
胴

体
と
尾
を
そ
れ
ぞ
れ
画
面
全
体
の
構
図
の
中
で
捉
え
る
な
ら
ば
、
両

方
と
も
構
成
要
素
と
し
て
違
和
感
は
な
い
。

　

ま
た
、
樋
口
氏
の
指
摘
す
る
胴
体
と
尾
の
バ
ラ
ン
ス
の
悪
さ
に
つ

い
て
は
、
鳥
の
胴
体
と
尾
を
分
断
し
て
い
る
の
が
梅
幹
で
あ
る
と
い

う
点
か
ら
説
明
が
つ
く
。
鳥
が
停
ま
っ
て
い
る
場
所
は
、
画
面
左
方

へ
と
屈
曲
し
伸
長
し
て
い
く
梅
幹
の
、
ま
さ
に
そ
の
途
上
に
あ
る
。

こ
こ
で
、
例
え
ば
幹
を
横
断
す
る
よ
う
に
鳥
の
尾
を
描
く
な
ら
ば
、

画
面
右
方
か
ら
左
方
へ
と
続
く
一
貫
し
た
梅
の
流
れ
を
断
ち
切
っ
て

し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
全
体
の
構
図
を
優
先
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
む

し
ろ
現
在
の
胴
体
と
尾
の
位
置
関
係
は
、
例
え
生
物
学
的
に
違
和
感

の
あ
る
も
の
で
も
、
絵
画
表
現
と
し
て
は
む
し
ろ
理
に
適
っ
た
も
の

で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

ま
と
め

　

こ
れ
ま
で
、
樋
口
氏
の
記
事
に
回
答
し
て
き
た
が
、
氏
が
述
べ
る

通
り
、
欠
損
部
の
正
確
な
様
子
を
知
る
た
め
に
は
、
欠
損
部
の
再
発

見
し
か
方
法
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
和
紙
で
構
成
さ
れ
た
文
化

財
と
い
う
も
の
は
劣
化
・
滅
失
の
リ
ス
ク
に
絶
え
ず
晒
さ
れ
て
お
り
、

再
発
見
の
可
能
性
は
極
め
て
低
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
む
し
ろ
、

名
古
屋
城
や
二
条
城
の
よ
う
に
御
殿
障
壁
画
が
纏
め
て
現
存
す
る
事

例
の
方
が
稀
で
あ
る
と
い
う
点
に
は
留
意
し
て
お
き
た
い
。

　

歴
史
的
建
造
物
の
復
元
に
お
い
て
は
、
史
料
的
根
拠
の
あ
る
箇

所
、
不
明
な
箇
所
と
い
う
の
は
ど
う
し
て
も
出
て
く
る
も
の
で
あ
る

が
、
不
明
な
箇
所
が
全
く
の
推
測
に
よ
っ
て
復
元
さ
れ
る
わ
け
で
は

な
く
、
史
料
的
根
拠
の
あ
る
箇
所
と
の
空
間
的
・
歴
史
的
整
合
性
を

保
っ
た
上
で
、
違
和
感
の
な
い
か
た
ち
で
行
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
意

味
で
、「
雪
中
梅
竹
鳥
図
」
の
欠
損
部
分
は
、周
縁
の
残
存
部
の
情
報
、

同
時
代
の
絵
画
表
現
、『
金
城
温
古
録
』
の
記
述
と
合
致
す
る
か
た

ち
で
復
元
が
行
わ
れ
て
お
り
、
現
状
で
は
最
も
整
合
性
の
高
い
も
の

で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
欠
損
部
の
再
発
見
と
い
う
事

態
で
も
起
こ
ら
な
い
限
り
は
、
現
状
の
復
元
模
写
の
再
検
討
の
必
要

は
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
加
藤
純
子
、
猪
飼
一
之
（
名
古
屋

城
本
丸
御
殿
復
元
模
写
共
同
体
）、
平
岡
考
（
山
階
鳥
類
研
究
所
）

の
諸
氏
に
助
言
、
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
深
く
感
謝
し
た
い
。
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註１ 
模
写
に
つ
い
て
は
下
記
の
文
献
を
参
照　
『
瑞
巌
寺
・
観
爛
亭　

障
壁
画
の
保
存
修
理

と
復
元
模
写
』、
瑞
巌
寺
、
二
〇
〇
五
年
、『
よ
み
が
え
る
輝
き　

名
古
屋
城
本
丸
御
殿

障
壁
画
復
元
模
写
』、
名
古
屋
城
本
丸
御
殿
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
、
二
〇
〇
九
年
、

中
野
志
保
「
コ
ラ
ム
③
‐
２　

模
写
の
制
作
と
は
め
替
え
に
つ
い
て
」『
二
条
城
二
の
丸

御
殿
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』、
元
離
宮
二
条
城
事
務
所
、
二
〇
一
五
年

２ 

『
金
城
温
古
録
』
は
全
六
十
四
巻
か
ら
な
り
、
全
巻
の
清
書
が
完
了
す
る
の
は
明
治

三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
で
あ
る
が
、
上
洛
殿
三
之
間
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
「
御
本

丸
編
」
に
つ
い
て
は
万
延
元
年
の
尾
張
藩
献
納
分
に
含
ま
れ
る
。（
桐
原
千
文
『
企
画
展　

名
古
屋
城
を
記
録
せ
よ　

名
古
屋
城
百
科
『
金
城
温
古
録
』
の
誕
生
』
二
〇
〇
八
年
、
名

古
屋
市
博
物
館
）

３ 

「
北
境
、
御
襖
四
本
絵
、
雪
の
梅
に
雉
子
・
尾
長
鳥
」『
名
古
屋
叢
書
続
編
14　

金
城
温

古
録
２
』
一
九
六
五
年
、
名
古
屋
市

４ 

狩
野
洞
雲
に
つ
い
て
は
下
記
の
文
献
を
参
照　

門
脇
む
つ
み
『
巨
匠
狩
野
探
幽
の
誕
生　

江
戸
初
期
、
将
軍
も
天
皇
も
愛
し
た
画
家
の
才
能
と
境
遇
』
朝
日
新
聞
出
版
〈
朝
日
選
書

九
二
五
〉、
二
〇
一
四
年
、
山
下
善
也
「
狩
野
探
幽
を
は
じ
め
江
戸
狩
野
三
十
六
名
合
作

の
《
牛
馬
図
》
双
幅
」『
静
岡
県
立
美
術
館
紀
要

 No.  

17
開
館
15
周
年
』、
二
〇
〇
二
年

５ 

鶴
澤
探
鯨
に
つ
い
て
は
、
朝
日
美
砂
子
『
開
府
四
〇
〇
年
記
念　

名
古
屋
城
特
別
展　

狩
野
派
と
名
古
屋
城
四
〇
〇
年
』（
名
古
屋
城
特
別
展
開
催
委
員
会
、
二
〇
一
〇
年
）
を

参
照
。
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図 1　梅雉子図（部分）狩野尚信筆
重要文化財　知恩院蔵
（『障壁画全集（9）知恩院』昭和 44 年、
美術出版社、より転載）

図 3　雉子躑躅図（部分）狩野派筆
　　　重要文化財　名古屋城総合事務所蔵

図 4　桜花雉子図（部分）狩野派筆
　　　重要文化財　名古屋城総合事務所蔵

図 2　松錦鶏図（部分）狩野探幽筆
　　　重要文化財　元離宮二条城事務所蔵
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図 5　花鳥図屏風（部分）狩野洞雲筆　個人蔵
　　　（『元禄繚乱展』平成 11年、
　　　　岡崎市美術博物館　より転載）

図 6　桜雉子・梅金鶏図屏風（部分）
　　　鶴澤探鯨筆　円明院蔵（京都国立博物館寄託）

図 7　松雉子流水図（部分）狩野派筆　重要文化財
　　　名古屋城総合事務所蔵
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資料紹介
名古屋城二之丸庭園出土の実包について

　名勝名古屋城二之丸庭園は名古屋城域の北東

に位置し、昭和 40 年代末以降、公園整備に伴う

発掘調査が度々行われてきた。特に平成 25 年

（2013）から始まる公園整備に伴う発掘調査は、

現在も継続して実施されおり、令和元年度の発掘

調査で 7 次を数える。既に平成 25 年度から 27

年度分の成果は『名勝名古屋城二之丸庭園 発掘

調査報告書 第 1 次 (2013)~ 第 3 次 (2015)』(2017 

名古屋市 ) としてまとめられている。現在、平成

28 年以降の 4 次から 6 次調査の成果をまとめて

おり、令和元年度中に『名勝名古屋城二之丸庭園

発掘調査報告書　第 4 次〜第６次』を刊行予定で

ある。

　名古屋城は、各地の近世城郭の多くが明治に入

り国に接収され陸軍の駐屯地になったのと同じ

く、明治 5 年（1872）から陸軍が駐屯するよう

になった。同時に多くの城郭は破却されたが、幸

運にも名古屋城の天守閣や本丸御殿等の本丸内の

多くの建物は破却を免れた。一方、二之丸にあっ

た庭園の多くと二之丸御殿等の建物はその難を免

れることはできなかったが、庭園の北園池とその

周辺の築山の一部が将校集会所の裏庭として改修

を受けながらも存続した。皮肉にも天守閣等の本

丸にあった構造物は太平洋戦争末期、昭和 20 年

(1945) の空襲によって焼失したが、二之丸に所在

した陸軍関連の施設は被災を免れた。戦後、陸軍

　紹介する薬莢は平成 28 年度に実施された 5 次

調査で北御庭地区の北西にある築山の一つである

栄螺山の東園路の表土から出土している。栄螺

山は文政期に築庭されたものであるが、明治 12、

13 年に吉田紹和の指導の下に大島嘉吉が将校集

会所の裏庭を築庭した際に（註１）、栄螺山はじめ、

北園池、権現山等の一部が改修され裏庭に取り込

まれた。頂部には忠霊祠が築かれ、それを参拝す

る将兵が絶えなかったという（註 2）。また近く

には将校集会所や倉庫、弾薬分配所等の陸軍の施

設が存在した。

はじめに

1．名古屋城二之丸近代概史
２．出土地点について

佐藤　公保

関連の施設は取り壊され、一部が大学関連の施設

として再利用された。最終的には公園整備が始ま

る昭和 40 年代末頃までには取り壊されていった。

　二之丸地区の表土下には明治から昭和にかけて

の近現代の遺構が眠る。この地を発掘調査するこ

とにより、近世から近代そして現代へと名古屋城

の変貌を考古学的に垣間見ることが出来るのであ

る。その一つとして明治から昭和まで陸軍が駐屯

していたことを明確に示す考古資料を散見するこ

とができる。

　今回はそれを如実に示す明治期の陸軍が使用し

ていた実包の薬莢を紹介したい。
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　出土した遺物は薬莢である。全体的に薄く緑色

の錆が生じているため、銅成分を含む金属でなっ

ていることが判る。弾頭部は欠損し、円筒形であ

るが先端はつぶれている。残存長 5.7cm、胴部径

1.4cm、底部径 1.7cm である。底部は体部より

大きく、底面は径 1.1cm ほどが円形状に 0.1cm

ほど出っ張っている。底面中央の雷管の部分は径

0.2cm ほど、円形にへこんでおり、発射後の状況

を示している。底面は錆のため刻印の有無は確認

できていない。なお同型の薬莢は二之丸庭園の他

の地区で 2 発、本丸搦手馬出の石垣調査で 1 発出

土している（註３）。

　現在使用されている自動小銃の実包は無煙火薬

を使用し、金属薬莢が一般的で、5.56mm と小口

径である。発射後、薬莢が自動的に排出されるよ

うなシステムを持つ。薬莢を引っ掛け排出するた

めのエジェクターがスムーズに作動するように底

部に近くに溝を持ち、底面は平坦である。

　これに対し、出土した実包の薬莢は、胴部径等

をみても大口径であり、一番の特色は排出のため

の溝がなく体部は寸胴である。また底面が雷管部

を中心に出っ張り、平坦になっていない。また、

出土遺物洗浄時に他の地点で出土した実包の中に

弾頭はないものの薬莢内に火薬と思われる内容物

が残存しているものが確認された。そのため地元

の警察に通報、処理してもらった際に、こぼれ出

た内容物は立ち会った警察官によると黒色火薬で

あるらしいとの所見もいただいている。

　こうした点から、この実包は現代の自動小銃の

ものではなく、近代のもの、しかも黒色火薬を利

用していること、排出のための溝を有しないこ

と等のことから、小銃弾としては古い特徴を示

す。この点から判断すると出土実包は、十三年式、

４．考察

十六年式、十八年式村田銃のいずれかと思われる。

この十三年式は明治 13 年に採用され、日清戦争

で主力として用いられた口径 11mm の日本初の

国産小銃である。いずれも単発式で、使用された

火薬は黒色火薬である。明治維新後、急速に近代

化した日本が軍隊においても外国に頼らず近代化

を進めたことを顕著に示す証の一つである。こ

の小銃弾は明治 22 年、無煙火薬を使用する口径

8mm の二十二年式村田銃が採用されると、次第

に主力の座を譲っていった。

　このことから実包は黒色火薬から無煙火薬へ切

り替わる際に装備から外れ倉庫などにあったもの

が何らかの理由で廃棄された結果、二之丸や本丸

での出土をみる結果になったと考えられる。

註
（註１）狩野力「名勝　其二　名古屋城二之丸御庭」　1933　

『愛知県史蹟名勝天然紀念物調査報告書』

（註２）歩六史刊行会『歩兵第六聯隊歴史』　1968

（註３）『名勝　名古屋城二之丸庭園発掘調査報告書　第４次

〜第６次』名古屋市　2020

３．出土遺物について

0 2cm1/1
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写真１　大天守台北面（Ｕ 61）石垣

写真 2　大天守台東面（Ｕ 62）石垣北部

写真 3　大天守台南面（U 59）石垣西部

23

名古屋城天守石垣の基本構造について
　　　　　－詳細調査の観察から予察へ－

　名古屋城の大天守台については、本丸側（南東

側）と、内堀側で約 8 ｍの比高差がある。この明

確な段差を含め、大天守台の基本構造については、

従来言及される機会はほとんどなかった。その中

で麓は、建築学的視点から宝暦期の天守改修に関

わる一連の研究の中で、大天守台北面東端付近で

見られる水平方向の石垣の目地について、慶長期

すなわち築城期の作業段階を示すものとして独自

の見解を示している（註 1）。

　平成 29・30 年度に行った、天守台周辺石垣の

基本調査及び詳細調査においては、さまざまな目

的意識に基づき表面観察を行った。なかでも、石

垣各位で観察される「目地」については、石垣修

理の痕跡として重要な要素と位置づけられた。前

述した、大天守台北面石垣（Ｕ 61 石垣）の東端付

近の中段やや下付近でみられる水平方向の目地（写

真１・図 1）についても、宝暦期の修復に伴う積

み替えの境界を示すものかどうかを含めて検討の

対象となった。

　大天守台石垣においては、主として斜め方向に

走る目地と、水平方向に走る目地が観察できる（註

2）。前者は、目地を境に積み方が大きく異なるた

め、修理による積み直しの痕跡と推定できる。大

天守台石垣については、江戸時代中頃の「宝暦大

修理」（宝暦２～５：1752 ～ 55）で行われた天

守建物の修理に伴う石垣の積み直しと、第二次世

界大戦後の昭和 30 ～ 33 年（1955 ～ 1958）頃

の復興天守の建築の際の積み直しの痕跡が該当す

る。

はじめに

天守台石垣調調査

大天守台の石垣目地について

木村　有作
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図１　大天守台北面（U61）の立面図

図 2　大天守台東面（U62）の水平方向目地 図３　大天守台南面（U59）の水平方向目地
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　一方、水平方向の目地については、目地を境に

した積み方に顕著な差異はなく、修理による積み

方とは異なるものと考えるに至った。水平方向の

目地が走る部分は、築城時つまり慶長期に築かれ

た石垣であり、結果的に慶長期石垣は、見た目で

は上下 2 段に分けることが可能に思われる。

　大天守台の北面（Ｕ 61）石垣で観察される水

平方向の目地は、東面北部（Ｕ62）・南面西半（U59）

石垣でも同じように観察することができる（写真

2・3、図 2・3）。水平方向の目地の走る高さは、

北面で13.0ｍT.P.（東京湾平均海面高、以下同じ）、

東面で 12.5 ｍ T.P.、南面で 13.0 ｍ T.P. の位置で

ある。つまり、ほぼ同じ高さであることが判る。

　また、大天守台西面（Ｕ 60）石垣でも、南西

隅角部は下段に相当する石垣が残されているもの

と思われる。
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写真４　不明門北面西半 ( Ｕ 63) 石垣 写真 5　橋台西面 ( Ｕ 58) 石垣
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　以上の観察を踏まえ、大天守台石垣で確認でき

る水平方向の目地について、現時点で考えられる

ことを整理してみると、以下のようになる。

①　大天守台で観察される目地のうち、水平方向

の目地は、築城時つまり慶長期の石垣の中に含まれ、

後世の修理に伴うものとは考えにくいこと。

②　大天守台に隣接する石垣においても、水平方

向の目地が存在し、やはり修理に伴うもとは考え

にくいこと。

③　北面・東面・南面にのこる水平方向の目地の

高さが、およそ 13 ｍ T.P. 付近で共通すること。

④　大天守台と隣接する石垣が作る「入角」におい

て、水平方向の目地の上下で、積み方が異なること。

　以上の 4 点から、大天守台石垣はその始築時に

おいて、上下 2 段階に分けて構築していることが

明らかである。2 段階にする理由を考えるには、大

天守台石垣の基盤の高さが問題になると思われる。

その際、前述した③の項目、各面の水平方向の目

地がヒントになると考える。

62・Ｕ 59）面に石垣の端が当たっているのが判る。

つまり、大天守台側石垣が先行して築かれている

と考えられるのである。

水平方向の目地が意味するもの

大天守台周辺石垣と「入角」について
　大天守台に接続する石垣でも、ほぼ同じ高さで、

水平方向の目地が観察できる。北東側のＵ 63（不

明門北面西半・写真４）石垣及び南側のＵ 58（橋

台西面・写真５）石垣である。どちらの石垣にお

いても、目地を境に積み方が大きく変わることは

なく、大天守台石垣で見た状況と類似する。Ｕ

63 石垣は大天守台東面（Ｕ 62）石垣と接して「入

角」を形成する。同様にＵ 58 石垣も大天守台南

面（Ｕ 59）石垣との間に入角を形成する。この、

二つの入角の石の積み方を観察するといくつかの

共通点を上げることができる。

　内堀の北東奥 (U62・U63 石垣境界の入角 ) と、

南西奥 (U59・U58 石垣境界の入角 ) の石垣積み方

を観察すると、13m T.P. 付近までは基本的に一段

毎交互に積んでいることが判る（写真6・8）。そして、

交互に積みあげられた入隅部分の上端部は、それ

ぞれの石垣面の水平方向の目地に合致する。

　それでは、水平方向の目地より上がどう組まれ

ているかを見ると、大天守台の石垣（U59･U62

石垣）は、入角部より奥にそのまま続いているよ

うに見える。一方、不明門北面（Ｕ 63）石垣や

橋台西面（Ｕ 58）石垣は、大天守台側の石垣（Ｕ
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写真 6　大天守台北東入隅 ( Ｕ 62- Ｕ 63 間 ) 上半

写真 7　大天守台北西入隅 ( Ｕ 62- Ｕ 63 間 ) 下半

写真 8　大天守台南東入隅 ( Ｕ 59- Ｕ 58 間 ) 上半

写真 9　大天守台南西入隅 ( Ｕ 59- Ｕ 58 間 ) 下半

26
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図４　本丸状況中央付近の調査
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　名古屋城の本丸天守台は、本丸の戌亥角（西北

角）に構築されており、現況で天端高さが約 26

ｍT.P.である。西面と北面は内堀から立ち上がり、

現況堀底からの高さは 20.5 ｍを測る。東面と南

面はそれぞれ一端は内堀内で出角をつくり、もう

一端は本丸内で出角を形成する。東面・南面の本

丸現地表面からの高さは、約 12 ｍを測る。

　名古屋城本丸は、城中核部でも西寄りに位置し、

地形から見ると、近世名古屋城の中核部が立地す

る台地（熱田台地または名古屋台地とよばれる洪

積世台地）の、北西端近くに位置する。ただし、

本丸は、直接台地崖に面しているわけではなく、

内堀の掘削は台地縁の上面から掘り込まれた大規

模な工事であったことが推測される。また、内堀

を含む天守台周辺の「縄張」については、伝えら

れた石垣丁場の図面や指図等から、数回にわたる

計画変更があったことが、先学により指摘されて

いる（註 3）。

天守台構築の前提としての「縄張」と堀の「普請」
　名古屋城の本丸は、外縁で一辺が百間（約 200

ｍ弱）の方形区画であり、内部の面積も 2.9ha と

広い。四隅には天守を含む「隅櫓」が築かれ、「多

門櫓」や「剣塀」などで囲まれた中に、御殿など

の生活空間が確保されていたことが、指図等の絵

図から伺い知ることができる。

　本丸内部での整地状況については、平成 21 年

から平成 23 年にかけて行われた本丸御殿関連調

査 ( ５～ 8 次 ) の成果で一端を知ることができる

（註４）。

　そのうち、８次調査では「上り場書院（湯殿書

院）」の北側小天守台近くのハンドホール設置掘

削工事で、築城時以前に堆積した遺物包含層を検

出し、およそ 13 ～ 13.3 ｍ T.P. のところで整地

されていることが判った。

　また、８次調査３区１トレンチでは、上台所北

側で、築城時盛土面で 13.8 ｍ T.P.、築城以前の

包含層の上面で 13.5m T.P.、地山 ( 熱田層 ) 面約

本丸側の整地状況について
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12.8 ｍ T.P. という数値が得られた。

　本丸御殿関連の発掘調査の成果等からわかるこ

とは、本丸の地表面はまず高さ 13 ｍ T.P. 付近で

整地され、その上に厚さ 30 ～ 50cm ほどの盛土

が行われ、本丸生活面の高さが決定されたと思わ

れることである。

　今回の問題提起の発端は、大天守台北面（Ｕ

61）石垣東端で観察される、水平方向の目地であっ

た。そして、北東や南東部における入角の組み方

の観察から、築城時における上下 2 段階の石垣構

築工程を想定するに至った。水平方向の目地の位

置つまり 2 段階の境界線は 13 ｍ T.P. 前後にある。

この高さは、現在の本丸地表面（約 13.2 ｍ T.P.）

よりもやや低く、おそらく築城時整地面に近いと

推測される。

　大天守台石垣における基盤面の高さは、本丸部

分と内堀部分では、おそらく高低差をつけて計画

され、8 ～ 9 ｍの比高差があると思われる。

　大天守台石垣は、まず内堀部分の基盤面から、

東接するＵ 63 石垣とともに下段部分を築き、そ

の後本丸部分の基盤面からの立ち上げを含めて、

上部石垣を構築したものと考える。

　したがって、大天守台石垣の背面土については、

下段石垣の背後はほぼ地山の熱田層、上段石垣の

背面土は盛土からなると推定される。

　今回提示した仮説を補足するためには、本丸部

分及び内堀部分での、石垣基盤面の高さについて

精度の高い数値を求めていく必要がある。

　また、本稿でもっとも大きな課題として、隣接

する二つの石垣、Ｕ 62 とＵ 58 石垣の大天守台

とは反対の端の状況がある。とくにＵ 58 石垣に

大天守台石垣の基礎構造についての一仮説

ついては、西側に続くＵ 57 石垣との入角におい

て、上端から下端までＵ 58 石垣が先行して築か

れており、Ｕ 57 石垣では水平方向の目地は観察

できていない。

　Ｕ 58 石垣は小天守台西面をつくる石垣でもあ

り、この部分については、更なる調査機会を待た

ざるを得ないと考える。

　本稿は、大天守台石垣を表面的に観察し結果、

得られた疑問について提示したものである。天守

台周辺では、平成 29 年から令和 2 年にかけて、

石垣周辺の発掘調査や「石垣カルテ」を含む詳細

調査を実施しており、成果が報告される予定であ

る。成果の中には、本稿の仮説を補うものもある

いは否定する方向の結果も含まれる可能性があ

る。いずれにしても、名古屋城の石垣調査として

今できることの一つとして本稿を起こし、できう

れば今後の名古屋城調査の検討材料の一つとなる

ことを期したい。

註

（註１）名古屋城の「宝暦大修理」に関する麓氏の研究に

は、「名古屋城大天守宝暦大修理における本体上げ

起こし修理について」『日本建築学会計画系論文

集　651』、「名古屋城大天守宝暦大修理における

各部修理について」『日本建築学会計画系論文集　

653』（共に加藤由香と共著、2010）がある。

（註２）「目地」・「入角」などの用語については、北垣聰一

郎 1987『石垣普請　ものと人間の文化史 58』、文

化庁文化財部記念物課監修 2015『石垣整備のてび

き』等を参考にした。

（註３）内藤昌也 1985『名城集成　名古屋城』、千旦嘉博

2018『石垣の名城』など

（註４）名古屋市 2012『特別史跡名古屋城跡　本丸御殿跡

発掘調査報告書―第 5・6・7・8 次調査―』
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はじめに

　慶長15（1610）年の名古屋城石垣普請からお

よそ140年後の、宝暦２（1752）年から同５（1755）

年にかけて行われた大天守および大天守台石垣の

修理（以下、宝暦大修理）に関する史料のなかに、

「北ヶ輪屋り形西面」（口絵３―２）、「西ヶ輪屋り

形北面」（口絵３―１）、「御石垣屋り形図」（口絵５）

の三つの石垣遣り形図が存在する。これら石垣遣

り形図は、大天守台北西部石垣に生じた孕み出し

に対する修理として行われた石垣の解体・積み直

しにおいて、大天守台周囲の内堀に設けられた遣

り形に関する図面である。

　本稿では、この石垣遣り形図を取り上げ、①石

垣遣り形図にあらわされた石垣の勾配、②石垣解

体・積み直しの工程における石垣遣り形図の位置

づけ、③石垣遣り形図と現況石垣との比較、の３

点について検討し、名古屋城天守台石垣に関する

今後の調査研究の一助としたい。

１　宝暦大修理にかかわる既往の調査成果

（１）文献史料の調査成果

　宝暦大修理完成後に、大修理を担当した普請奉

行と作事奉行がまとめた「御天守御修復取掛りよ

り惣出来迄仕様之大法」（以下、「仕様之大法」）を

はじめとする各史料から、大修理の具体的な過程

を知ることができる。宝暦大修理関係史料の調査

成果の詳細は、本研究紀要掲載の「名古屋城天守

宝暦大修理関係史料と『仕様之大法』」を参照い

宝暦大修理の石垣遣り形図にあらわされた石垣勾配に関する検討
深谷　淳

ただきたい。

　ここでは、本稿で検討する石垣遣り形図にかか

わる遣り形についての「仕様之大法」等の記述内

容を確認しておく。

・石垣解体前に、大天守台の北西隅、南西隅、北

東隅に遣り形の櫓を５箇所建てた。北西隅の２

箇所と南西隅の１箇所は高さ 10間余りの櫓を

堀底から建て、北東隅の１箇所と南西隅の１箇

所は井楼の上から櫓を建てた。遣り形の櫓には、

解体前の石垣の規矩を写した反り板を取り付け

た。遣り形の櫓は、石垣修理が完了するまで置

いた。

・石垣の積み直しにあたっては、遣り形の反り板

間に水縄を引き通し、所々に石垣面から５寸控

えて反り板を取り付けた。築石一かさずつ反り

板を見通して勾配を定めた。

（２）石垣外観総合調査

　平成29年度より、名古屋城総合事務所は天守

台石垣の外観総合調査を進めている。

　図１は、宝暦大修理にともない、大部分が積み

直されている北面石垣、西面石垣の立面図に、外

観総合調査をとおして把握した情報の一部を記入

したものである。

　西面石垣立面図には、地上部分の石垣で観察で

きる宝暦大修理にともなう石垣積み直しライン、

戦後の天守台石垣の修理およびRC造天守閣再建

にともなう石垣積み直しラインを記入している。

北面石垣立面図には、宝暦大修理の石垣積み直し
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ライン、戦後の石垣積み直しラインに加え、築城

時の石垣積み上げ段階における作業単位のライン

を記入している。また、東側の石垣の下位に認め

られる孕み出しの範囲を記入している。築城時の

作業単位ラインの位置については、北東隅角部に

使われている角石の大きさが、下位の幅約1.5ｍ、

長さ３ｍ前後のものから、幅１ｍ前後、長さ２.0

～ 2.5ｍのものへと変わる高さを根拠の一つとし

ている。

（３）発掘調査の成果

　名古屋城総合事務所が平成29年度、令和元年

度に天守台石垣裾部の発掘調査を実施している。

発掘調査報告書が刊行されている平成29年度の

調査（名古屋市2019）では、北西隅角部石垣裾

に設定されたＦ区、西面石垣裾の中央やや北寄

りに設定されたＧ区で、築城時の石垣と宝暦期に

積み直された石垣との境界が明確に検出されてい

る。Ｇ区で検出された築城時と宝暦期の石垣の

境界の高さは標高約5.5ｍ、現状の西面石垣天端

中央の高さは標高約25.5 ｍで、西面石垣の上部

は戦後に積み直されてはいるが、宝暦期に積み直

された石垣の高さは西面石垣の中央部分でおよそ

20ｍということになる。そのほか、宝暦大修理

の石垣積み直しにかかわる可能性がある痕跡とし

て、Ｇ区、西面石垣裾の南側に設定されたＨ区、

北面石垣裾の中央に設定されたＤ区で、石垣前面

が幅狭く掘り込まれた跡が検出されている。石垣

の解体・積み直しに先立ち、石垣基底部の状況を

確認した痕跡の可能性が推測されている。

２　石垣遣り形図の検討

（１）三つの石垣遣り形図の比較検討

　三つの石垣遣り形図のうち、名古屋城総合事務

所が所蔵する「北ヶ輪屋り形西面」（口絵３―２）

と「西ヶ輪屋り形北面」（口絵３―１）は、明治

26（1893）年から昭和５（1930）年の名古屋離

宮期に宮内省によって作成された近代の写本であ

る。伊藤家が所蔵する「御石垣屋り形図」（口絵５）

は、宝暦大修理で作事奉行を務めた寺町兵左衛門

の子孫に伝わったもので、宝暦期のものと推定さ

れる。

　「北ヶ輪屋り形西面」は西面石垣の北側に設置

された遣り形にかかわる図、「西ヶ輪屋り形北面」

は北面石垣の西側に設置された遣り形にかかわる

図である。「御石垣屋り形図」は下部に「西の方

屋り形」と「北の方屋り形」の両遣り形の、天守

側柱外面から石垣外面までの距離が記されている

ことから、西面、北面石垣両方の遣り形にかかわ

る図と考えられる。

　三つの石垣遣り形図は、図の表現として、天守

側柱外面の垂直線と石垣外面の曲線とのあいだ

に、下端から上へ２尺の高さごとに朱色の水平線

が描かれ、１段目から上へ順に一、二、三・・・

三十三の番号が振られている。伊藤家が所蔵する

「妻之方ゟ見渡之図」には、遣り形に取り付けた

反り板（反形）に堀底地際から２尺ごとに墨を引

き、一番から三十三番の印をつけたことが記され

ており、このことは、遣り形と反り板の形を描い

た名古屋城総合事務所所蔵の「屋り形之図」（口

絵４）にも確認することができる。遣り形図と、

反り板の作成・設置とのあいだの密接なかかわり
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①「北ヶ輪屋り形西面」の石垣勾配

②「西ヶ輪屋り形北面」の石垣勾配

③「御石垣屋り形図」の石垣勾配

③②①

20 尺0

①＋②＋③

図２　石垣遣り形図の比較
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がうかがわれる。

　いずれの遣り形図も、描かれている石垣の高さ

は２尺×33＝６丈６尺と共通するが、高さの数

値が記されているのは「御石垣屋り形図」のみで

ある。

　三つの石垣遣り形図で大きく異なるのは、石

垣外面の勾配をあらわす数値の記載方法である。

「北ヶ輪屋り形西面」、「西ヶ輪屋り形北面」は、

下端および２尺ごとの水平線に、天守側柱外面の

垂直線から石垣外面までの距離を記すことは共通

するが、「北ヶ輪屋り形西面」はそれに加え、石

垣外面の上端と下端を結ぶ朱線を描き、３尺ごと

にその朱線から石垣外面までの距離を記してい

る。ただし、「西ヶ輪屋り形北面」には、石垣外

面の上端と下端を結ぶ朱線は描かれている。

　一方、「御石垣屋り形図」は石垣外面の外側に、

下端、四番の下、七番の下、十番の下、十三番の下、

十六番の下、二十番の下、二十四番の下、二十八

番の下の位置から上へ朱色の垂直線を描き、その

垂直線から石垣外面までの距離を２尺ごとに記し

ている。垂直線からの距離を示すまとまりとし

て、一番から十五番まで（高さ３丈）は６尺を単

位とし、それを５段、十六番から二十七番まで

（高さ２丈４尺）は８尺を単位とし、それを３段、

二十八番から三十三番まで（高さ１丈２尺）は１

丈２尺を単位としている。

　三つの石垣遣り形図について、記されている数

値をもとに、各遣り形図の石垣外面の勾配を描い

たものが図２である。三つの石垣遣り形図の石垣

外面の形状はほぼ一致する。

（２）「御石垣屋り形図」の検討

　石垣外面の外側に垂直線を描き、その垂直線

からの距離で石垣外面の勾配をあらわす「御石

垣屋り形図」（口絵５）は、基準とする垂直線が

切り替わる位置を重視すれば、一番から十五番は

高さ６尺の直角三角形を５段、十六番から二十七

番は高さ８尺の直角三角形を３段、二十八番から

三十三番は高さ１丈２尺の直角三角形を１段重

ね、それぞれの直角三角形の斜辺をつないだ形状

が石垣外面の勾配となっているとみることができ

る。

　石垣勾配の決め方について、承応４（1655）年

の「石垣築様目録」、延宝８（1680）年の「石垣

秘伝之書」、宝暦５（1755）年の「石墻書」といった、

江戸時代前期から中期の石垣秘伝書は、高さ１間

に対する仰（直角三角形の底辺の長さ）で決める

としている（石川県金沢城調査研 2011）。「石垣

築様目録」等が高さの単位とする１間（６尺５寸

ないし６尺）と、「御石垣屋り形図」が高さの単
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位としている６尺、８尺、１丈２尺は一致しない

が、一定の高さを単位とし、その高さの底辺の長

さで勾配を決めるという方法は共通しており、「御

石垣屋り形図」は伝統的な石垣勾配の決め方を踏

まえた、石垣勾配のつけ方があらわされていると

推測することができる。

　そこで「御石垣屋り形図」に記されている数値

をもとに、石垣の勾配のつけ方に規則性が見出せ

ないか検討する（図３）。

　基準とする直角三角形の高さが６尺から８尺に

切り替わる位置（十六番下）と、石垣外面の下端

を結ぶ線を斜辺とする直角三角形をつくると、高

さは６尺×５段＝３丈、底辺は１丈７尺４寸５分

となる。石垣外面下端から十六番下までの形状は、

上記の斜辺よりわずかに内湾するが、基本的には

一定の直線勾配とみることが許されよう。一番か

ら十五番のあいだの高さの基準となっている６尺

に対する仰（直角三角形の底辺の長さ）を算出す

ると、１丈７尺４寸５分÷５＝３尺４寸９分≒３

尺５寸となる。したがって一番から十五番の勾配

は、高さ６尺に対する仰３尺５寸の直線勾配とみ

ることができる。

　十六番より上は、十五番以下の直線勾配と異な

り、反りがつく。反りのつけ方として、十六番か

ら十九番の高さ８尺の直角三角形は、底辺の長さ

は十五番以下の高さ６尺に対する仰と同じ３尺５

寸ながら、高さを６尺から２尺長い８尺とするこ

とで斜辺の角度を急にする。その上の二十番から

二十三番の高さ８尺の直角三角形は、十五番以下

の仰の３尺５寸を２割減（×0.8）した２尺８寸

を仰とすることで斜辺の角度を急に、次の二十四

番から二十七番の高さ８尺の直角三角形は、３尺

５寸を４割減（×0.6）した２尺１寸の近似値で

ある２尺６分を仰とすることでさらに斜辺を急角

度にする。最上位にあたる二十八番から三十三

番の高さ１丈２尺の直角三角形は、二十四番から

二十七番の直角三角形と基本的に同じく、十五番

以下の仰の３尺５寸を４割減（×0.6）した２尺

１寸を仰とするが、高さを８尺から４尺長い１丈

２尺とすることで、斜辺の角度を急にしている。

　以上より、「御石垣屋り形図」の石垣勾配は、

下位は高さ６尺に対する仰３尺５寸の直線勾配と
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し、上位の反りがつく部分は、基準とする直角三

角形の高さを高くすること、また仰を、下位の直

線勾配部分の３尺５寸を基準値として、それを一

定の比率で減ずることで、斜辺の角度を変化させ、

反りがつく部分の勾配を描いていると考えること

ができる。下位の直線勾配部分はわずかに内湾す

ること、仰の数値が厳密には合致しない箇所もあ

るが、上記のような規則性をもって、石垣勾配が

描かれている可能性を指摘したい。

３　宝暦大修理における石垣遣り形図の位置づけ

　宝暦大修理の石垣積み直しの工程における石垣

遣り形図の位置づけについて検討する。

（１）石垣遣り形図の石垣外面の勾配と石垣縦断

　　  面の比較

　麓和善氏らは、石垣遣り形図に記された寸法

をもとに、遣り形の櫓に取り付ける反り板を作

成したと考えられると述べる（麓・加藤 2009、

p.2509）。その見解を踏まえれば、石垣遣り形図

に記された石垣勾配にもとづいて、石垣が積み直

されたことになる。そこで、石垣遣り形図の石垣

外面の勾配と、現在の大天守台石垣の縦断面とを

比較することにより、麓氏らの見解の妥当性を検

証する（図４）。

　比較検討にあたっては、三つの石垣遣り形図の

うち、西面・北面石垣両方にかかわる「御石垣屋

り形図」の石垣外面の勾配を用いる。１尺の長さ

は30.3㎝換算とした。比較するのは、遣り形が建

てられた箇所にあたり、宝暦大修理にともない大

部分が積み直されている北西隅角部の石垣縦断面

である。

　北西隅角部裾は、名古屋城総合事務所の平成29

年度調査において、Ｆ区として発掘調査が実施さ

れており、築城時の角石と、宝暦期に積まれた角

石との境界部分が確認されている。築城時の角石

の上部は、宝暦期の角石の下端隅に合わせるよう

に、ノミではつられている。その加工痕跡の位置

や土層の堆積状況等から、宝暦大修理時の堀底の

高さは標高5.5ｍ程と推定される。
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　「御石垣屋り形図」の石垣外面の下端の位置を、

標高5.5ｍに合わせ、北西隅角部の北面・西面の

縦断面と比較すると、現況の縦断面に比べ、「御

石垣屋り形図」の石垣外面のほうが立ち上がりが

強く、一致しない（図４左）。そこで、水平面に

対する石垣外面の引き渡し勾配は問わず、「御石

垣屋り形図」の石垣外面の形状が、石垣縦断面と

一致するのかどうかを検証するため、「御石垣屋

り形図」の石垣外面を傾けていくと、3.6°寝かし

たところで、現況の石垣縦断面とおおむね一致す

ることがわかった（図４右）。

　したがって、水平面に対する引き渡し勾配は異

なるが、石垣遣り形図にあらわされた石垣外面の

曲線形状にもとづいて反り板が作成され、石垣の

積み直しが行われたと考えて問題ないと考えられ

る。

（２）宝暦大修理の石垣積み直しにおける石垣遣

　　  り形図の位置づけ

　「仕様之大法」等に記述された宝暦大修理の石

垣積み直しの工程を踏まえ、「仕様之大法」等に

は記されていない作業を推定しながら、積み直し

の手順を段階的に述べ、石垣遣り形図の位置づけ

を確認する。

①解体前の石垣の計測

　「仕様之大法」の「御石垣取ほくし方同築方」

に見える「有来御石垣之規矩写置候反り板取付」

の記述から、反り板の製作に先立ち、解体前の石

垣を計測したことがわかる。

　石垣縦断面の計測方法として、石垣の天端から

裾に縄を張り、その縄から石垣外面までの距離を

測り、石垣外面の曲線形状を計測したと推定する。

このことは、先に述べた「北ヶ輪屋り形西面」の

石垣外面の勾配をあらわす数値の記載方法からも

傍証される。計測箇所は、石垣の変状があまり生

じていない部分が選ばれたと考える。

②石垣遣り形図の作成

　上記の計測結果をもとに、解体前の石垣の天端

の不陸や孕み出し等を修正した、積み直しの石垣

勾配をあらわす図として石垣遣り形図を作成した

と考える。

③反り板の製作・取り付け

　石垣遣り形図をもとに反り板を製作し、内堀内

隅角部に立てた遣り形の櫓に取り付ける。反り板

の取り付けにあたっては、解体前の石垣から反り

板までの距離が天端や裾など要所で同じになるよ

う、留意しながら取り付けたと考える。

　結果、先述したように石垣遣り形図の石垣外面

の勾配と、櫓に取り付けた反り板の、水平面に対

する引き渡し勾配は3.5°ほど異なっていたと推定

されるが、このずれは、解体前の石垣の計測にお

ける当時の測量精度に起因すると思われる。

④石垣の解体・積み直し

　石垣を解体し、遣り形の反り板や、遣り形間に

取り付けられた反り板の勾配をもとに、石垣を積

み直す。

４　石垣遣り形図の石垣外面の形状と北面・西面

石垣の比較

　宝暦大修理にともない、ほとんどの部分が積み

直されている西面石垣、多くの部分が積み直され

ている北面石垣について、両石垣の縦断面と石垣

遣り形図の石垣外面の形状とを比較する（図５）。

　石垣遣り形図の石垣外面の形状は、「御石垣屋
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図５　石垣遣り形図と大天守台北面・西面石垣縦断面の比較
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り形図」の石垣外面を3.6°寝かしたものを用い、

比較する石垣縦断面は図１のとおり両面の石垣を

１ｍ間隔で切ったものである。

①西面石垣

　宝暦期の積み直し部分について、いずれの縦断

面も、中央部から下部にかけて（標高18ｍより

下位）は、石垣遣り形図の石垣外面の形状とほぼ

一致する。一方、上部（標高18ｍより上位）に

関しては、隅角部は石垣遣り形図の形状と一致な

いしほぼ一致するが、築石部は中央に向かって、

石垣遣り形図の形状に比べて反りが弱くなってい

く。

②北面石垣

　宝暦期の積み直し部分については、西面石垣と

同様に、中央部から下部にかけて（標高18ｍよ

り下位）は、孕み出しが生じている部分を除き、
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石垣遣り形図の石垣外面の形状とほぼ一致する。

そして、上部（標高18ｍより上位）についても、

西面石垣と同じく、隅角部は石垣遣り形図の形状

と一致するが、築石部は中央に向かって、反りが

弱くなる。

　築城時の石垣が残存している部分に関しては、

標高16ｍより上位は、石垣遣り形図の形状と一

致するが、標高15ｍより下位は、石垣遣り形図

の形状に比べ立ち上がりの角度が強く、特に標高

８ｍより下位はさらにきつく立ち上がっている。

北面・西面石垣で築城時の石垣が残存している部

分が限られるため、断定はできないが、宝暦大修

理の積み直し勾配として描かれた石垣遣り形図の

石垣外面の形状と築城時の石垣勾配は同一ではな

く、下半部が少し異なっていた可能性がある。そ

うであるとすれば、解体前の石垣計測において、

計測していた箇所の石垣下部が孕み出していたた

め、本来の形状を正しく計測できなかった可能性、

もしくは解体前の石垣の計測結果にもとづきなが

らも、下半部の形状を変更した可能性が考えられ

る。

おわりに

　本稿では、名古屋城天守台石垣に関する検討の

一つとして、宝暦大修理の石垣遣り形図にあらわ

された石垣勾配の検討、および石垣遣り形図の石

垣勾配と現況石垣の比較検討などを行った。

　天守台石垣にかかる今後の検討課題として、第

一に築城時の天守台石垣の特徴を明確にするとと

もに、全国的な城郭石垣の変遷のなかに名古屋城

天守台石垣を位置づけ、評価していくことを挙げ

たい。石垣を構成する要素のうち、本稿で取り上

げた石垣勾配に関しては、築城時の石垣が多く残

る大天守東面、南面石垣などについて勾配の特徴

を把握し、他城郭との比較や、江戸時代の石垣秘

伝書との比較をとおして、名古屋城天守台石垣の

位置づけを明確にしていくことが必要である。今

後も継続的かつ着実に検討を進めていきたい。

　本稿は、特別史跡名古屋城跡全体整備検討会議

石垣部会における議論、およびそれに先立つ名古

屋城総合事務所内の会議における議論の成果を取

り入れて作成したものである。

　また、本稿の内容に関し、名古屋工業大学大学

院の麓和善氏よりご教示をいただいた。深く感謝

申し上げます。
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名古屋城石垣調査の現状と課題
―天守台周辺石垣調査を中心に―

　平成31年 4月に開設された名古屋城調査研究

センターは、名古屋城に関連する文化財を広く調

査研究することを目的としている。中でも、各種

の整備事業が進む特別史跡名古屋城跡において、

これまで重要性を指摘されながらも不十分なまま

であった石垣についての調査研究を行うことは大

きな目標の一つである。

　現在、本市が進める天守閣整備事業に絡んで、

天守台石垣の調査が注目を集めている。天守閣の

木造復元に先立つ天守台石垣の現況把握、それに

基づいた保存の方針などについて不十分さが指摘

され、天守閣木造復元の手続きを進めることがで

きず、木造天守閣の竣工時期を見直さざるを得な

いという事態となっている。調査を担当している

本センターも、整備事業と無関係ではいられない

が、一方で、整備事業の進捗とは一線を画し、適

切な調査を行う、という姿勢は持ち続けていく必

要がある。

　本稿では、話題が先行している天守台石垣の調

査の概要を整理した後、今後どのように調査研究

を進めるかの方針を示したいと思う。

　それにあたって、天守台石垣を名古屋城の石垣

全体の中に位置付けて考えるべく、名古屋城の石

垣調査の現状と課題を整理し、その調査研究など

の進め方を議論する（註１）。そうすることにより、

天守台石垣の調査研究の進め方も明確となろう。

はじめに

村木　誠

１　天守台周辺石垣の調査

　天守台周辺石垣については、本市が計画してい

る天守閣整備事業に先立ち、現況把握のための調

査を行ってきた。平成29年から開始したこの調

査は、測量調査、現況調査（註２）、大天守台周

辺の発掘調査などからなる基本調査に加え、レー

ザー測量による三次元点群データの作成、天守台

石垣に足場をかけての石材調査、劣化度調査など

からなる詳細調査を平成31年3月まで行った（表

１）。これらの調査の成果に基づいて、天守台石

垣の保存方針を整理し、天守閣整備事業に備える

こととしており、当初は基本調査のみを計画して

いたが、平成28年に熊本地震が発生し、熊本城

の石垣にも被害が発生したことなどを受け、詳細

調査を追加的に行うこととしたものである。

　発掘調査としては、29年度に大天守台の根石

や内堀の堆積状況を確認するための調査、30年

度に小天守台石垣の根石調査を行った（図1）。

　これらの調査成果に基づいて、天守台周辺石垣

の「変状」を、大天守台北面（U61）（註３）の

孕み出しや大天守台の西面（U60）や東面 (U62)

に顕著な築石の被熱による劣化など10点に整理

したうえで、その対処方法などをまとめ、天守台

石垣の保存の基本的な考え方とした。これが、本

市が平成31年 3月にまとめた「天守台石垣の保

存方針」であるが、有識者からは、調査が不十分

であることなどを指摘されている。

　こうした調査成果の取りまとめは、時間的な制
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石垣調査票作成

2

表１　天守台周辺石垣調査一覧

図１　天守台周辺石垣発掘調査位置図
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約もあり、調査の成果を十分に咀嚼した上でのも

のとは言い難い。調査成果に基づき、「変状」の

把握を行ったが、それが石垣の安定性にどのよう

な影響を持つかという点について、十分に評価で

きていないことなど問題が残っていることは確か

である。

　こうした現状を受け、本市としては改めて調査

成果を精査したうえで、更なる分析を行い、「天

守台石垣の保存方針」を見直すこととしている。

また、必要に応じて追加的な調査を行うこととし

ており、その一つとして、29年度に行った大天

守台周辺の発掘調査の結果を受け、内堀内の堆積

状況や内堀の外側石垣の根石の状況を確認するた

め、今年度、内堀の堀底のレーダー探査と発掘調

査を実施した。

　本センターとしては、整備のための手続きとは

別に、こうした分析や追加調査の成果も含め、天

守台石垣調査について、調査報告書を刊行する計

画を立てている。その際には整備事業には直接関

わらない点も含めて、学術的な成果を示す予定で

ある。

　すなわち、天守閣整備事業の手続きとしても学

術報告としても、近年行った調査を改めてどのよ

うに検討していくかという方針を立て、計画的に

進めていく事が重要である。

　また、天守台石垣の調査は、名古屋城全体の石垣

の調査と切り離せないものであるため、この機会を

とらえ、天守台周辺石垣だけにとどまらず、名古屋

城全体の石垣の調査のあゆみを整理し、城内石垣の

調査研究について、今後とるべき方針を整理したい

と思う。それにより、おのずと天守台石垣の調査に

ついての今後の考え方も整理できよう。

　

２　名古屋城における石垣調査

　以下では、天守台周辺石垣をひとまず離れ、名

古屋城内全体の石垣調査についての議論を行う。

２－１　石垣の本質的価値と調査研究

　城郭石垣の整備に際しての手引き『石垣整備の

てびき』（文化庁2015）（以下『てびき』と表記）

において、石垣の「本質的価値」は、「歴史の証

拠」としての性質と「安定した構造体」としての

性質の二つの側面から把握する必要があるとされ

ている（pp.40-44）。そして、それを評価する属性・

指標として「形態・意匠」「技術」「地域性」「時代性」

「精神性」の５つによって評価することが述べら

れている。

　石垣の「本質的価値」を評価するという用語は

理解が難しいが、上記の5つの属性・指標につい

て明らかにすることが、名古屋城における石垣の

調査研究の当面の課題であることは間違いない。

この5つの中でも、前の二つは当該石垣の観察に

基づくものであるのに対し、後ろの三つは、それ

を踏まえて他との比較や解釈を伴うものであり、

当面調査研究は、名古屋城の石垣の形態・意匠及

び石垣築造技術の把握を目指すこととなる。

　一方、石垣の「本質的価値」が、「歴史の証拠」

としての性質と「安定した構造体」としての二つ

の側面から把握される必要があるとされるよう

に、文化財としての調査研究に加えて、大規模な

構造物として、適切に維持管理、保存整備して

いくための調査研究も行われる。『てびき』では、

それに際して「日常的な観察」と「日常的な維持

管理」によって得た情報を踏まえ、さらなる調

査研究により収集した情報も含め、「石垣カルテ」
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として系統的に整理していくプロセスが述べられ

ている (p.69)。整備や管理においても、日常的な

観察と調査研究がなされるのであり、それは「歴

史の証拠」としての石垣の調査研究と明確に区別

できるものではない。そのため、調査の目的によっ

て区別せず、石垣の現況を把握するための調査研

究を広く考えることにする。

　また、石垣の調査研究として、石垣そのものだ

けでなく、歴史資料も対象となる。本センターで

は、これまで名古屋城には不在であった歴史担当

の学芸員も配置し、石垣についても総合的な研究

を進めることを目指している。本紀要はそうした

最初の試みであり、今後長期的に取り組むべき課

題であるが、本稿では、踏み込んだ議論はできな

いため、文献資料に基づいた石垣の調査研究につ

いては触れない。

２－２　名古屋城石垣の概況

　名古屋城に関連する石垣として現時点で確認で

きるものは、三之丸地区を含む特別史跡の範囲内

に加え、未告示となっている二之丸地区などにも

存在する。名古屋城総合事務所では、これらの石

垣に通番の石垣管理番号を与えており、おおむ

ね次のような原則に従っている。把握した石垣

の面ごとに 1番からの通番を与え、番号の後に

地区ごとに、本丸地区H、西之丸W、御深井丸

O、二之丸地区N、三之丸Sの記号を与える。こ

れにより、例えば本丸地区にある天守台は西面が

009H、北面が 010Hという番号が与えられてい

る。こうして番号を与えた石垣面は365である（註

４）。

　一方で、天守台石垣では上記の管理番号を整理

する以前の石垣番号（旧番号）も用いられており、

上述した 009Hは U60、010Hは U61 という番

号が与えられている。また、大小天守台内部の穴

蔵石垣については、近年まで管理番号を与えてい

なかったため、前述の天守台石垣調査の際に、新

たに番号を与えている（穴蔵番号）。これらにつ

いても、上述の原則には従っていない。

　今後の混乱の原因ともなりかねないが、すぐに

はそれを整理することができないため、当面、天

守台周辺に関しては、旧番号及び穴蔵番号を用い

ていかざるを得ない。こうした不徹底が、名古屋

城における石垣調査・研究の現状を示していると

いうことができるかもしれない。

２－３　名古屋城石垣調査の歴史

ａ　名古屋城内石垣の調査

　名古屋城における石垣調査は、基本的には整備

修復事業に関連して行われてきた。整備修復事業

については『特別史跡名古屋城跡　保存活用計画』

（以下『保存活用計画』と表記）（pp.102-105）を

基に、表２に整理した。それぞれの事業に伴って

関連する調査が行われてきたため、調査が体系的

に行われてきたとは言い難い。石垣の修復整備が

継続的に行われるようになった昭和45年以降に

ついて概観しておく。

　昭和45年の豪雨により、御深井丸北側石垣が

崩壊した。それを受け、翌46年には、付近の石

垣にも孕みがあり、危険であるとして、外堀の石

垣を中心に、10「路線」において、孕みの状態を

調べるための測量調査が行われた。この調査では、

測量図を基に孕みの状態を検討したうえで、石垣

の背面土における地山土と盛土の境界付近で孕み
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が発生している可能性を示している。また、太平

洋戦争で焼けた石の強度分析、間詰石の観察、石

垣基礎の調査を行っている。更に、石垣の基礎に

関しては、本丸表二の門北側の内堀内で、地表

下3ｍの地点で、胴木が確認されている。どのよ

うな基準で調査地点が選定されたかはわからない

が、城内石垣の全体の中で優先度が高い地点が選

定されているものと思われ、調査内容も石垣の修

復整備に有用なものとなっている。

　その後、この調査での所見を根拠としながら、

城内各所で保存修復の工事が行われてきた。それ

ぞれの地点で石垣の測量調査、石材の調査、解体

に際して背面土の観察が行われており、保存修理

報告書において結果が報告されている。

　平成 5年には、大小天守台を含む名古屋城内

18か所において、昭和46年の調査と同様な縦断

面の測量と現況写真による調査が行われた。この

調査の経緯や成果について不明な点が多いことは

遺憾であるが、撮影された写真と簡略化された縦

断面図からからなる報告書が残されている。この

調査も参考にして、その後の石垣修復整備の計画

が立案されたものと思われる。

　昭和46年、平成5年の調査が、城内全体の現

況を網羅的に把握したうえで行われたとは言えな

いであろうが、課題があると思われる地点をピッ

クアップしたうえで、その地点の測量調査・現況

調査を実施し、それに基づいて計画的に保存修復

の処置を行う、その際には、立面図の作成などの

測量調査、背面土の検討、石材調査を行う、とい

う手順があったことがわかる。修復事業に伴う調

表２　名古屋城石垣調査一覧
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査では、「歴史の証拠」を記録するという点から

の調査は、限られたものしか行われていない。

　その後、平成14年から行われている搦手馬出

周辺石垣については、文化財としての石垣に対す

る調査もより本格的に行われるようになった。こ

ちらについては、現在進行中のため後述する。

　なお、名古屋城全体の石垣についての研究とし

ては、石材に施された刻印の詳細な研究が高田

祐吉によって行われており（高田1989・1999）、

前述の保存修復の際にも石材調査が行われ、刻印

の記録がなされている。名古屋城の石垣について

行われた研究としては先駆的なものである。

ｂ　天守台石垣の調査

　名古屋城の天守閣は、昭和20年の空襲により

焼失した。天守焼失の際には、天守台も火を受け、

特に穴蔵石垣は倒壊する恐れもあったため、昭和

27～ 31年の間に積み直しが行われた。また、そ

の後の現天守閣の再建の際には、ケーソンの埋設

に伴い穴蔵石垣の解体と積み直しが行われた。こ

の再建工事に伴って、天守台石垣の外部上位に変

形などが生じたため、その部分の積み直しが行わ

れている。また、この際に築石背面にモルタルが

注入された。

　こうした積み直しに際しては、施工記録が残さ

れておらず、どのような工事が行われたのか、不

明な点が多いため、天守台石垣の現況把握の課題

となっている。

　現天守閣の再建後、天守台石垣についてほとん

ど調査は行われてこなかったが、平成23年度に

なって、「健全性調査」が行われた。平成22年度

に実施した名古屋城整備課題調査の結果を受け、

天守閣整備に向け、基礎資料が無い天守台石垣の

健全性についての調査を行ったものである（名古

屋市2012）。

　この際には、オルソ写真の撮影、測量に加え、

１、文献・史料による石垣構造の調査

２、目視及び打音調査による現況把握

３、天守台基礎地盤調査（既存のボーリングデー

タをもとに地盤構造を推定）

４、石垣健全性の評価

が行われている。

　石垣に対する現地調査としては、「石垣全体の

変状状況や個々の石材の状況を調査することに

よって、補修の要否や今後の維持管理方法につい

て検討するための基本情報とする」ことを目的と

して、目視による観察と打音調査が行われた。足

場等は設置されなかったため、観察にも限界があ

るほか、打音調査は手が届く範囲に限られている。

　また、石垣の安定性を評価する手法についても

検討が行われ、「専門家による目視調査結果に基

づく経験的手法」に対し、「より客観的・定量的

な安定性評価手法」として、孕み出し指数による

手法と力学的な理論式による手法によって検討が

行われている。

　孕み出し指数による安定性の評価は、測量によ

る断面図と、文献史料によって復元される標準勾

配との比較によって孕み出し量を出し、孕み出し

指数を導いている。その結果、小天守西U57と、

大天守台北面U61、大天守台東面U62について

は、孕み出し指数（孕み出し量（cm）を石垣の

全体高（m）で除して算出）が２を超えており、「や

や不安定」と評価されている（註５）。

　こうした現地調査と分析に基づいて、石垣各面
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図２　名古屋城内石垣カルテ作成状況
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の「安定性」が評価されており、小天守西側で、

北向きに内堀に面する石垣U57と、大天守台北

面U61については、孕み出しもあり、総合評価D：

「石材の劣化とともに構造的な不安定化が顕著な

石垣。日常点検に加えて継続したモニタリングが

必要と考えられる」と判断されている。

　また、石垣の安定性を考える材料として、現天

守閣再建に先立って行われた12本のボーリング

による地盤調査の結果が分析されている。この際

には、「内堀石垣、大天守北面、西面の高石垣は

いずれもＮ値15程度の南陽層の砂層に基盤をお

いているものと推定される」とされ、また沖積層

である南陽層上部のシルト層が石垣背面に出現す

る部分では、潜在的な弱点となり得るとされてい

る。平成23年の段階で、U61の孕み出し等に一

定の判断が下されていることを確認しておきた

い。

　なお、この調査で指摘されているU61の孕み

出しは、明治24年に発生した濃尾地震の後に名

古屋城内の建物の破損状況を報告した木子清敬の

書簡（註６）までは遡ることができる。これが、

濃尾地震によるものか、あるいは別の原因による

のか決めかねるが、木子の指摘以来、関係者の間

では問題として認識され続けていたことは間違い

なく、大正15年には、孕み出し部分を根石まで

掘り下げた上で、縦断面図が作成されている。

　

２－３　現在進行中の調査

　ここでは現在名古屋城内で進行している調査に

ついてまとめて述べる。

ａ　名古屋城内石垣カルテの作成

　名古屋城においては、平成29年度より天守台

周辺を除くすべての石垣を対象として、石垣カル

テの作成を行ってきている。まずはオルソ画像の

作成を優先して行い、現時点では部分的ではある

が現況調査を行い、石垣カルテに整理している。

計画としては今後数年のうちに全体の石垣カルテ

を作成する予定である。昨年度までの作成状況は

図２に示した通りである。現況調査は来場者の通

行が多いなど、優先度が高い所を中心に行ってい

る。

　石垣カルテの項目、体裁に関しては、『てびき』

に示されたもの（pp.72-74）を基本として、有識

者からの指導を受けて、名古屋城独自の項目を追

加して作成をはじめた。記載項目のうち、石垣の

編年などはまだ整理できておらず、「危険性」の

判断も、全体像が見えていない現状では暫定的な

ものとならざるを得ず、全体像の把握が急がれる。

作成は緒についたばかりであり、また、実際のカ

ルテ作成を通じて必要な項目の追加や項目の修正

を行う必要もあるため、今後、有識者の指導を受

け、より良い形に修正していく必要がある。

ｂ　本丸搦手馬出周辺石垣の整備と調査

　個別の整備事業としては、本丸搦手馬出石垣周

辺の整備を現在進めている。先述の通り、昭和

５０年以降、順次整備事業を進めてきたが、平成

１４年以降今日に至るまで、本丸搦手馬出周辺石

垣の整備事業を行っている。水堀に面した北面及

び東面に顕著な孕み出しが認められたため、解体

して修復することとなったものである。

　この整備事業は、それ以前の事業と比べると大

規模なものであったため、文化財調査も本格的な

ものとなった。文化財調査のために、当初は、教
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育委員会より職員が派遣され調査を監督し、その

後、名古屋城に担当学芸員が配置された。

　平成14年度より調査を開始し、その後石垣の

解体を行ってきたが、開始から15年以上が経過

した現在、解体を終えた状態である。

　これまで、解体の計画に合わせ、測量調査、石

垣上面および背面の発掘調査、石材の調査などを

行ってきた。平成14年には石垣の解体に先立ち、

現況調査として、測量や根石部の測量を行ったほ

か、石垣健全性調査としてレーダー探査、ボーリ

ング調査、表面波探査を行っている。翌平成15

年度には解体する櫓台や石垣の上面の遺構の残存

状況を確認する発掘調査が行われている。その後、

平成16年からは石垣の解体に合わせ、石垣の背

面の発掘調査や石材調査を継続的に行っている。

　こうした一連の調査の内、元御舂屋門地点の

調査については報告書が刊行されている (木村他

2006)。この地点では、平成 15年及び 17年に、

石垣前面の発掘調査、石垣解体に伴う背面土の調

査、石材調査が行われた。石垣の根石を据え、前

面を押さえる過程が検討されている他、解体に伴

う背面土の調査では、地山と盛土の状況が示され、

断面の状況から背面土を掘り込んで修復が数回行

われたことが推測されている。

　名古屋城において、石垣背面土を確実に調査し、

記録を作成したのは、この本丸搦手馬出周辺石垣

の調査が初めてと言ってよく、ここで得られた成

果は、今後名古屋城の石垣について考えていく上

で基準とすべきものである。

　その他、石材調査として、肉眼観察による岩石

種類の同定、石材の法量計測、配置状況、加工状

況、刻印などを報告している。

　多くの調査を行ったにも関わらず、搦手馬出周

辺石垣の整備事業に関連する文化財調査の成果

は、先述の報告以外では、有識者会議資料や外部

検討会資料などで部分的に公表しているのみであ

り、大きな課題と認識している。

３　課題の整理

　名古屋城の石垣について現在までの調査状況を

整理した。それにより、ある程度課題も明確になっ

たといえよう。以下で課題を整理する。

　まずは、名古屋城の石垣の全体を把握し、管理

するための基礎的な整理ができていないことが挙

げられよう。石垣の管理番号の問題や、城内石垣

の網羅的なカルテの作成など、調査研究の前提が

整っていないと認めざるを得ない。

　また、石垣の整備事業に伴うものが中心ではあ

るが、これまで相当量の調査が行われてきた。し

かし、これらの成果の整理が十分ではないことも

認めなければならない。本丸搦手馬出周辺の調査、

天守台石垣の調査、いずれも調査結果を報告書と

して刊行するには至っていない。利用可能な形で

情報が蓄積されていかないという点だけでなく、

他者による検証が果たされていないという点でも

問題である。

　更には、現在は調査によって情報を収集してい

る段階であり、それらを生かした研究にまで至っ

ていないことも課題である。未だ基礎的な情報収

集の段階と言え、石垣の形態・意匠や築造技術と

いった面での研究を今後行っていく必要がある。

そして、そうした研究を踏まえて更なる調査が行

われるという循環を作らねばならない。

　最後になるが、これまでこうした課題を多く残
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してきた背景として、専門職員の組織体制の問題

があることは明確である。これは本センターの充

実によって取り組むべき課題である。

　

４　今後の調査研究方針

　本論は、冒頭に述べた通り、現在行っている天

守台石垣周辺の調査やその分析をいかに進めてい

くかを出発点としている。しかし、天守台石垣も

全体の石垣の一部であり、全体の石垣から切り離

して議論できるものではなく、石垣全体の整理検

討と合わせて進めていかねばならない。また、こ

れまでまとめてきたように、これまでも調査は進

めてきており、そうした成果の上に立って、現在

の調査の分析を行う必要がある。以下では、今後

の調査研究の進め方について、天守台石垣にも触

れながら、全体の石垣についての調査研究につい

ても合わせて述べていく

　

４－１　名古屋城内石垣の現況把握

　現在進めている石垣カルテの作成に際しては、

最も基礎的な作業として、石垣管理番号の整理、

石垣管理の方法の検討を始め、石垣調査研究の前

提を整えることを急ぐ必要がある。

　このような前提的な環境を整えた上で、まずは

城内全体の石垣カルテを整備し、全体について一

通りの現況把握を行いたい。

　石垣カルテの作成計画を立て、計画的に作成し

ていくというのは当然であるが、すべての石垣面

についてカルテを作成するには、更に相当な時間

がかかる。先行して作成しているオルソ画像をも

とに、各面ごとの観察を書き込むといった、簡易

な現況把握を城内全体について一通り行うことも

検討する必要がある。

　一通りの状況把握に合わせ、城内石垣の形態・

意匠、あるいは石垣築造の技術といったものを整

理することで、城内石垣の編年的検討や石垣構築

技術の実態を検討する研究についても進めていく

ことが可能になろう。これらは先の整理の通り、

石垣の「本質的価値」を評価するための属性であ

り、こうした段階になって初めて、名古屋城石垣

全体についての研究を実証的に行うことができる

と言えるだろう。

　石垣カルテの作成は、委託業者とともに担当学

芸員が行っているが、今後数年にわたっての作成

になるため、連続性・一貫性を確保するための体

制を整えることも重要である。

　カルテは、「「追加調査」の成果を随時加えてい

くことにより、常に進化・発展させていくべきも

の」との『てびき』の指摘 (文化庁 2015、p.69)

を待つまでもなく、一通り作成することが目的で

はなく、常に更新していくべきものである。日常

的な観察を継続的に行うことができるような仕組

みを作っていかねばならない。

　

４－２　これまでの調査の整理検討

　名古屋城においては、これまでの調査成果の整

理、報告ができていないことを課題として挙げ

た。今後新たな調査を行う必要も出てくるであろ

うが、そのためにもこれまでの調査成果を整理し、

報告書を作成する事は不可欠である。

＜天守台周辺石垣＞

　平成29年度以降行っている天守台周辺石垣の

調査は、時間的に限られた中に、多量の調査を詰

め込んだという感が否めず、調査ごとの調査成果
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は得られているものの、その総合的な検討、ある

いは学術的な検討には不十分な点がある。また、

天守閣の整備事業に関連して行われているため、

時間的な制約のある中、調査の成果も、有識者会

議の資料などに掲載されて公表されるというイレ

ギュラーな形となっている。まずは文化財調査の

成果を適切に報告することから始めていきたい。

その際には、平成23年度に行った健全性調査の

結果や、過去に行ったボーリングによる地盤調査

の結果も合わせて検討する必要がある。

　天守台石垣の現況の中でも、懸案の一つとなっ

ている大天守台北面U61の孕み出しに関しては、

その現況を把握することに加え、これまでの経年

的な変化の検討や地盤調査の結果などとも合わ

せ、その原因について考えていく必要がある。

　天守台に関しては、「宝暦の大修理」関係の資料

に代表されるように、各種の歴史資料が残されて

いる。本紀要に掲載した各論考が示す通り、すで

に取組みを始めているところであり、今後も着実

に進めていきたい。そのような石垣についての総

合的な研究を行うことで調査研究センターが設立

された意義も明確になるものと思われる（註７）。

<本丸搦手馬出周辺石垣の調査>

　搦手馬出周辺石垣については、事業の開始から

15年以上が経過し、その期間が極めて長くなっ

ている。積み直しの計画を早急に具体化する必要

がある。そして、積み直しに際しては、復元する

勾配の問題や背面土をどうするかという、過去の

調査成果の分析が不可欠な問題も多い。現時点で

は、こうした調査成果の整理、分析、報告書の刊

行が進んでいない。調査全体の正式な報告はすぐ

には難しいが、概要報告など、調査成果の共有化

を早急に考えたい。

　また前述の通り、昭和45年以降、体系的とは

言い難いものの、優先度が高い地点を選び、基本

的な調査を行ったうえで修復に進むという手順を

とり整備事業を進めてきた。しかし、本丸搦手馬

出周辺石垣の整備事業の開始以降、それ以外の石

垣の保存修復の取組みが進んでいない。その点で

も、この保存修復事業の目途を付けた上、『保存

活用計画』で示したように、城内全体石垣の保存

修復の考え方の整理に進んでいきたい。

４－３　調査研究センターの今後

　名古屋城調査研究センターは、これまで不十分

との指摘があった、文化財の総合的な調査研究に

取り組むために設立された。しかし、調査研究セ

ンターの設立がすぐに調査研究能力の向上にはつ

ながらず、現時点では、増員された学芸員の能力

と経験の向上に努めているところである。

　調査研究センターが実際に機能するまでに時間

がかかることは予想できたところであるが、内部

での指導育成にも限界があるため、積極的に外部

の研修に参加し、先進的な調査研究、保存管理、

活用を行っている関係機関から学ぶ機会を設けた

いと考えている。また、これまでの調査成果を整

理し、報告書としてまとめていく実務の過程を経

験することで、職員の経験と能力の向上を果たし

たい。

　こうした状況ではあるものの、学芸員の人数が

増えた事で可能となることも多い。日常的な石垣

の観察、基礎的な調査等、継続的に行うことがで

きる仕組みを確立することが重要であると認識し

ている。
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　調査研究センターが開設されたことには、名古

屋城内各所で進む整備事業を円滑に進めるためと

いう背景がある。適切な整備事業を円滑に進め、

特別史跡名古屋城跡の保存・活用に資すること、

その史跡としての価値の理解促進につなげていく

事は重要なことである。しかしながら、学術的に

適切な調査なしに整備事業が成り立たないことは

身をもって学習したところである。本来調査研究

は整備の目的のためだけに行われるのではなく、

より幅広い目的をもって行われるべきであること

を肝に銘じ、多様な調査研究に積極的に取り組ん

でいきたい。

まとめにかえて

　本稿では、近年行ってきた天守台周辺石垣の調

査の現状を示すことからはじめて、今後の方向性

を示すことを目的とした。天守台石垣の理解のた

めには名古屋城全体の石垣についての調査研究が

必要であるとの理解のもと、全体の状況も合わせ

て検討した。一見すると遠回りのようであるが、

基礎を整え、調査成果を分析し、報告するという

着実な調査研究こそが求められているはずであ

り、本センターが行うべきことであると思う。天

守台周辺石垣もその例外ではない。

　本稿は、普段から特別史跡名古屋城内の石垣調

査についてご指導を頂いている、全体整備検討会

議石垣部会の北垣聰一郎、赤羽一郎、千田嘉博、

宮武正登、西形達明の各先生からのご指導・ご助

言を参考に、今後早急に取り組むべきことを整理

したものである。また、天守台石垣の調査に際し

てご助言をお願いしている奥村信一、白石建の両

氏からも普段からご教示をいただいている。記し

て謝意を示したい。

　なお本論にも上記の皆様からの指導助言を反映

できるよう努めたが、正しく理解できていないと

すれば、それはすべて筆者の責任である。

註
（註１）本稿は、天守台石垣を含む名古屋城跡におけ

るこれまでの石垣調査の概要を整理し、課題

をまとめること、それに基づいて、調査研究

センターにおける今後の石垣調査研究の方向

性を示すことを目的とする。そのため、調査

成果の具体的な検討については踏み込まない

こととする。そうした議論は、それぞれの調

査について、基礎的なデータを再度整理し、

改めて正規の報告を行う中で示していくこと

する。

（註２）天守台石垣の現況調査を整理したものを石垣

カルテとしていたが、後述する名古屋城全体

の石垣カルテとは調査内容、項目ともに大き

な隔たりがある。同じく石垣カルテと呼ぶの

は混乱を招くとの有識者のご意見もあるため、

石垣カルテとは呼ばないようにしたい。

（註３）ここで用いる石垣番号は、後述するように、

現在の統一された石垣管理番号とは異なるが、

天守台石垣については、会議の資料などとし

て、すでに調査成果を外部に公表しているた

め、その番号を踏襲する。

（註４）名古屋城全体の石垣の管理という点では、不

十分な点も多く、番号を与えたすべての石垣

について状況が把握できているわけではない。

また、管理番号についても、付け替え等に伴

う整理の経緯が確認できないものがある。早

急な対応が必要である。

（註５）この調査においても、石垣管理番号とも旧番

号とも異なる石垣番号が与えられているが、

混乱を助長するため敢えて記載しない。

（註６）「［名古屋城（名古屋離宮）震災復旧工事］堤

内匠頭宛木子清敬書簡」明治 25 年 9 月 7 日　

東京都立中央図書館特別文庫　木子文庫所蔵

（註７）天守台石垣に関連し、宝暦の大修理の資料を

整理し、現地の観察とも対応させた麓らによ
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る一連の研究（（麓・加藤 2009）以下、参考

文献参照）は、先駆的なものであり、今後の

調査研究の基本となるものである。
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